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　　　PROLOGUE







　今は取り壊こわしを待つばかりになっている港の古い倉庫街。

　しかし鉛なまり色の海を臨のぞむ寂さびれた外見とは一転して、その内部は緋あかい絨じゆう毯たんにシャンデリアが薄うす影かげを派手に落とし、澱よどんだ空気は紫し煙えんや香こう水すいに濁にごりきっていた。着き飾かざった男女の群は、チーズにたかる蛆うじのように誰だれもが憑つかれたように希望と絶望の入り混じった時間を貪むさぼっている。

　そこは一夜にして大金が動く非合法のカジノだった。

　そんな中、一ひと際きわ大きな喚かん声せいがあがる。

　ギャラリーに囲まれたブラックジャックのテーブルだ。

　注目を一身に浴びているのは、ルネサンスの巨きよ匠しようラファエロの絵筆が描えがき出したような秀しゆう麗れいな貌かお立だちに聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみを持った青年だった。若く見えるが、妙みような落ち着きがある。

　このテーブルに他ほかに客はいなかった。

　青年は無造作にバベルの塔とうのごとく脆もろくも高く積み上げられたチップを両手で押おし出した。

「八百万はあるぞ」

　喚かん声せいというよりも驚きよう嘆たんと羨せん望ぼうの溜ため息いきがギャラリーから漏もれ聞こえてくる。

「Allezアレ!　早くカードを」

　青年は指でテーブルを叩たたく所作とバニラエッセンスの利きいた甘あまい声で催さい促そくする。

　タキシードの袖そで口ぐちから覗のぞくバカラクリスタルのカフリンクスが赤い光を放ち、透すき通るような白い指によく映はえる。

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けにとられていたディーラーは慌あわててカードを配った。

　一枚目は裏にして、二枚目は表にして配る。

　表になったカードは、青年がクラブのＡエースで、ディーラーはスペードのＪジヤツクだった。

　ブラックジャックは、いかに合計の数を21に近づけるかというゲームだ。Ａは１か11、絵え札ふだは全すべて10となる。つまり両者とも好カードで、青年の方がやや有利だ。

　青年は裏にされたカードをめくり上げて確かく認にんすると、そのまま表にする。

「スピリットペア」

　グラスのシャンパンと同じ色の長い髪かみを左の指でもてあそびながら青年は静かに宣言コールした。

　テーブルの上には、ハートのＡエースとクラブのＡが並んでいた。

　二枚目のカードが一枚目と同じ数字だったとき、カードを分けることで二つの勝負をすることができる。それがスピリットペアだ。

「本当によろしいのですか？」

　ディーラーが訊ききかえした。

　それもそのはずである。スピリットペアはカードを分けたことで賭かけ金きんが倍になる。いくらＡが有利なカードといえど、ディーラーの手て札ふだも手て強ごわく、負ければ損そん失しつは莫大だ。

「本気か？　合計で一六百万だぞ」

「流れはある。ここで勝負に出なくてどうする」

　青年の大だい胆たんな賭け方と、今にも崩くずれそうな多額のチップに、観衆ギヤラリーから漏れたどよめきが潮しお騒さいのように場を包む。

「Bienビアン sûrシユール!」

　フランス語で青年はディーラーにゆっくりとうなずく。金色の髪が一筋すじ、はらりと貌かおの前にこぼれるのを右手で優ゆう雅がに搔かき上げた。

「お客様」

「Quoiクワ?」

「誠まことに失礼ですが、少しばかり賭金が足りないように見受けます」

　ディーラーが言った。

　慌あわてて青年は目の前のチップを数え直す。

「Ohオー làラ làラ!　確かに少しばかり足りないようだね」

　チップで数十枚、金額にして二、三十万円ほど足りなかった。

「どうなさいますか？」

「Voyonsヴワヨン...　そうだな──」

　ブロンドの青年は眉まゆ根ねを寄せて困った表情を浮うかべると、指でディーラーを招まねき寄せる。

「なんでしょう？」

　ディーラーは青年に顔を近づける。

「まけてもらうわけにはいかないか？」

　青年はディーラーの耳元で大おお真ま面じ目めな顔で言った。

「お客様、ご冗じよう談だんを」

　ディーラーは笑ってみせた。

「やっぱりね。しかし困ったな」

　青年は腕うで組ぐみをする。

「本来は規則違い反はんなのですが、今回だけはなかったことにいたしてもよろしいですよ」

「それは悪いよ。これでどうかな？」

　青年は左腕から黒くろ革かわベルトのシンプルな腕時計をはずして、テーブルに置いた。

「少し惜おしい気もするけど、不足分以上の価値は充じゆう分ぶんにあるはずだ」

「申し訳ありませんが、そのような前例はありませんので」

　ディーラーは丁てい重ちように断った。

「そうか、やはり、この勝負は──」

　青年が勝負を諦あきらめかけたとき、

「これで足りるかしら？」

　突とつ然ぜん、青年の肩かた越ごしに細く白い腕が伸のびてきたかと思うと、その手の中から高額のチップがばらばらとこぼれ落ちた。

　青年が振ふり向く。美しい手の持ち主はワインレッドのカクテルドレスを身に纏まとった美女だ。

　大きく胸の開いたドレスは肌はだにまとわりついているだけのようにボディラインが浮かび上がっている。年ねん齢れいは青年より幾いく分ぶん歳とし上うえだろうか。白い肌が艶つやめかしく紅こう潮ちようしているのはアルコールのせいだけではないだろう。

「Merciメルシー beaucoupボク mademoiselleマドムワゼル.」

　ブロンドの青年はチップを運んでくれた白い手に口づけする。

「頑がん張ばってね、ボク」

　ブロンドの青年は再びテーブルに向きなおる。

「これで、いいかな？」

「もちろん、構いません」

　ディーラーは慇いん懃ぎんにうなずくとカードを配った。

「おお！」

　再び喚かん声せいが上がる。配られたカードはクラブの９──先のＡを11と合計すれば20。強い手だ。

　しかし、青年はわずかに眉まゆをひそめた。それに気付いた人間は誰だれもいなかったが……。

「ステイ」

　青年のコールを聞くとディーラーは次のカードを配った。

　そして、もう一枚ダイヤの９──。これも20になる。

「これでディーラーがＡを出さない限り勝ちだ。10でもドローだぞ」

　この素す晴ばらしい手に見物客は驚おどろきを隠かくさなかった。どよめきの声が一ひと際きわ大きくあがる。

　だが信じられないといったふうに、青年の聖蒼玉サフアイアの瞳どう孔こうが開く。そして、今度は明らかに不ふ機き嫌げんそうな声でステイを宣言コールした。

「では、私の番ですね」

　青年は口を強く結んで押おし黙だまっている。

　ディーラーがカードをゆっくりとめくった──。

「ブラックジャック」

「おおお！」

　ディーラーの短い言葉にこれまでで一番大きなどよめきがあがった。

　めくられたカードはスペードのＡだった。

　ＢブラツクＪジヤツク──ディーラーは最強の役を引き当てたのだ。

「残念ですが、今回は私の勝ちのようです」

　ディーラーは勝ち誇ほこるように笑えみを浮うかべた。青年は硬こう直ちよくしたように動かない。

　ギャラリーは思い思いの感想を言い合いながらテーブルから離はなれていく。

「残念だったわね、ボク。でも楽しい夢を見せてもらったわ」

　チップをくれた美女も青年に言い残して去ろうとする。

「それでは、このチップは私共の方が──」

　ディーラーが目の前のチップを搔かきよせようとしたときだった。

「楽しい夢なら今夜一いつ緒しよに見れるさ」

　ブロンドの青年は美女にうなずきながら、突とつ然ぜんディーラーの伸のばした手首を摑つかんだ！

「お客様、何をなさいます!?」

「いくらなんでも、そんな見え透すいた手はないだろ？」

　そして、おもむろにディーラーの左腕うでを捻ひねりあげた。

　苦痛に呻うめくディーラーの袖そで口ぐちから何枚ものカードが、ばらばらと落ちる。

　青年は微笑ほほえむと、ディーラーの手を離はなした。ディーラーは無言で捻られた腕をさする。

「五歳さいからモナコに通いつめていた僕ぼくに、こんな子供騙だましが通用するとでも？」

　青年は涼すずしい貌かおに笑顔でディーラーに笑いかけた。

「イカサマが明らかにされた以上、僕の勝ちだ、ね？　mademoiselleマドムワゼル」

　聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみを美女に向けると彼はウインクしてみせる。しかし──彼女がいるはずの場所には、美女とは正反対のいかつい強こわ面もての男が立っていた。

　青年は一いつ瞬しゆんぎょっとした顔をして、のけぞる。

「少し疲つかれたかな……」

　青年は目頭に手を当てた。そしてもう一度見る。

　美女はおろか観客の姿は消え、青年は黒いスーツを着た男達たちにぐるりと取り囲まれていた。

「そのようですね。少し奥おくで休んでいかれた方がよろしいのでは？」

　中でも年長格の黒服が不ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごをしゃくって、奥の小さなドアを示した。

「いや。今日のところは早く帰って寝ねるよ」

「そう言わずに、さあっ──」

　黒服の一人が青年の胸むな倉ぐらを摑つかみかかろうとするのをボクシングのスウェーで軽く躱かわす。

「暴力はよくないね」

　手早く事態を収しゆう拾しゆうしたい黒服は、青年を伸のして一気にカタをつけるべく殴なぐりかかってきた。

　しかし青年は軽かる業わざ師しか奇き術じゆつ師しのように易やす々やすとすり抜ぬけてしまう。

「ちょろちょろと逃にげるなっ！」

　ドスの利きいた黒服の怒ど声せいに秘密カジノ全体が騒そう然ぜんとして、ソプラノやアルトの悲鳴が場内全体に波は紋もんのように広がってゆく。

「Adieuアデユ!」

　混乱の中を縫ぬうようにブロンドの青年は走り出した。




　白いタキシードを着た若い男は最後のチップ一枚を黒ノワールの13の一点勝負ストレートベツトに置いた。配当は最高の36倍だ。

　深しん紅くのカラードベストを着けた女ディーラーは辟へき易えきしながら、それを見ていた。

　男は三時間も前からルーレット台についた客だった。年ねん齢れいは十代とも二十代とも見える。無ぶ愛あい想そうで目つきは鋭するどいが、涼すずしげで切れ長の目元といい、通った鼻はな筋すじといい、彼女の好みのタイプであり、珍めずらしく客相手に心を揺ゆすぶられてしまった。

　はじめは勝たせてあげようとも思ったのだが、この男、客としては最低の部類だった。

　若い男の手持ちは多くはなかったとはいえ、赤ルージユか黒ノワールにチップ一枚しか賭かけないのだ。当たったところで、たったの２倍にしかならないのに。

　しかも黙もく々もくと賭け続けるだけで、勝とうが負けようが眉まゆ一つ動かさない。

　こういう、せこい賭け方をされると場は盛り上がらなくなってしまう。次し第だいに他ほかの客も興きよう醒ざめしてルーレット台から離はなれてゆき、とうとう誰もいなくなってしまった。

　今や大きなルーレット台には、この陰いん気きな男が独ひとりしかいない。

　こうなると、いくら好みの顔でも小こ憎にくらしくなって、球を赤でも黒でもない０や00に狙ねらい入れたりして有り金を剝はぎとってやった。

　しかし流石さすがに最後の一枚になると、この男も覚かく悟ごを決めたのか、さんざん考えあぐねた末に倍率36倍の一点に賭けたという次第だ。

　ルーレットの回転盤ホイールの中では象牙アイボリー球ボールが回っている。

　男は黒曜石オブシデイアンの輝かがやきを放つ瞳ひとみでじっと小さな球を見つめていた。

　そこに突とつ然ぜん、ブロンドの青年が駆かけ寄ってきた。

　青年は息を弾はずませながら、男の肩かたに手をかける。

「どうした？」

　男は振ふり向くとブロンドの青年を見た。

「いろいろとね。それより後は任せるからさ。Salutサリユ!」

　青年はぽんと若い男の背中を叩たたくと走り去っていった。

「任せるって……何がだ？」

「よお、あんたも、あの外人の仲間かい？」

　きょとんとする男に話しかけたのはカジノの用よう心じん棒ぼうを務める黒服だった。しかも四人。

　女性ディーラーは思わず息を吞のんだ。閑かん散さんとしていたルーレット台はいつの間にか危険な雰ふん囲い気きに包まれていた。

「なあ、仲間なのかって訊いてんだよ」

「さあね」

　凄すごむ黒服に、だが男は関心がなさそうに応こたえる。

「だがよ、あの金きん髪ぱつ野や郎ろうは、あんたのことを知ってたみたいだぜ」

「知り合いと仲間は違ちがうだろ？」

「知り合いで充じゆう分ぶんだ。責任を取ってもらうにはな」

「責任ねえ」

　男はめんどくさそうに応えると、ゆっくりと立ち上がった。

　大きい座すわっている間は気が付かなかったが、男は相当な長身だった。

　ガタイの大きな黒服たちよりも、さらに頭一つほど上うわ背ぜいがある。

　男は虎こ狼ろうのような鋭するどい眼光で、見下ろすように黒服達を睨にらみ付けた。

　黒服は思わず一、二歩後ずさる。

「こ、この野郎っ、少しくらい図ずう体たいがデカいからっていい気になるなよっ！」

「あ、ちょっと待ってくれ」

　勝手に興奮する黒服達を片手で制して、目線を横に逸そらす。

　つられて黒服達も視線の先を追う。

　そこにあったのはルーレットの回転盤ホイールだった。ゆっくりと回転する盤ばん上じようでは象ボ牙ー球ルが失速寸前で、今や赤ルージユの36から男の賭かけていた黒ノワールの13へと落ちようとしていた。

「よし、いけ！」

「おちょくってんのか！」

　激げつ昂こうした黒服の一人が飛びかかる。

　が、長身の男は流れるような動きで受け流すと、素す早ばやく体を入れ替かえて黒服の背中に回り込んだ。そしてそのまま両手で強く押おす。

　黒服は勢いに任せてルーレット台に乗り上げると、チップをまき散らしながら台の上を滑走し、そのまま回転盤に頭をぶつけて気絶してしまった。同時にルーレット台も大破する。

「なんだよ、やっと当たりそうだったのにな」

　盤から落ちて床ゆかに転がる球を見ながら、男はぼそりと呟つぶやいた。

「やりやがったなっ！」

　男達の中で一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようが走る。黒服の一人が懐ふところに右手を差し入れようとする。

　男は素早く一歩踏ふみ出すと、その黒服の手首を摑つかんだ。

「こいつ、何をするっ！」

　黒服が男を刺さすように睨にらみつける。

「懐のものを出すのは互たがいのためにならない。だろ？」

　囁ささやくようなその台詞せりふに黒服達は動きを止めた。

　懐の中のもの──拳けん銃じゆうを抜ぬくなど黒服にとって実は最悪である。非合法のカジノとはいえ、客の大半は素人しろうとの金持ちばかりだ。暴力沙ざ汰た、まして銃を発はつ砲ぽうするなどもってのほか。一度でも、そんな騒さわぎを起こせば、その賭と場ばは潰つぶれたも同じだ。

　しかし、黒服達が動きを止めたのはそれだけではない。拳銃を持っていることを分かっていながらこれだけ平然としていられる男に怖おそれを抱いだいたためだった。

　しかも手首を摑まれた黒服は全く身動きもとれずに、顔に脂あぶら汗あせを浮うかべて痛みに耐たえている。男はそれほど力を入れているようにも見えないのに……。

「これだけ暴れられてそのまま帰すわけにいくと思ってるのか？」

　それでも黒服は後に退ひくことなく虚きよ勢せいを張った。

「それは俺おれも悪かった」

　意外にも男は素す直なおに非を認めた。

「しかし先に手を出したのはそっちだぞ」

「それは……おまえが逃にげた金きん髪ぱつの仲間だからで……」

「なら、そいつとの間でやってくれ。俺には関係ない。違ちがうか？」

「奴やつがおまえに話しかけてたのを見たんだ。俺たちはあんたの仲間に迷めい惑わくをかけられたんだ。おまえにも全く責任がないとは言わせないぞ！」

「仲間？　冗じよう談だんじゃない。迷惑しているのはこっちだ」

　つい男の手に力が入る。

「ううっ……」

　腕うでを摑まれていた黒服が、ついに苦く悶もんの声をあげて膝ひざをつく。男はようやく手を離はなした。

「話しかけてきたくらいで仲間になるなら、あんたらも俺の仲間か？」

「それは……」

　黒服達に言い返す言葉はない。それ以上に目の前のたった一人の男に完全に吞のまれていた。

　かといって、このまま引き下がるわけにもいかない。一度でも退ひいてしまえば終わりというのが、この稼か業ぎようだ。黒服たちは自じ滅めつ的に進しん退たい窮きわまってしまっていた。

　そのとき、散さん漫まんな拍はく手しゆの音がぱちぱちと鳴った。

　黒服達が一いつ斉せいに音の方に振ふり返る。

「若頭カシラ……いや、支配人！」

「まあまあ、おまえたち。少しは静かにできないのですか。他ほかのお客様が怯おびえるじゃないですか」

　支配人は笑え顔がおで周りの客に愛あい想そを振りまきつつ話しかけてきた。しかし目は笑っていない。

　支配人は小太りの四〇過ぎの男だった。いくら外見を小こ綺ぎ麗れいに装よそおっても、カタギではない特有の臭においがアルマーニのスーツにまで染しみこんでしまっている。

「いやあ、なかなか大した胆たん力りよくだ。今どきの若い者には珍めずらしい」

「それはどうも」

　長身の男は素そっ気けなく返答した。

「うちの若い衆、いえ部下がお客さまにいろいろと御ご迷めい惑わくをおかけしたようで」

「別に」

「全く申し訳ありませんでした。この場は私の顔に免めんじて穏おん便びんに済ませてもらえませんか？」

「こっちは構わないぞ」

「ありがとうございます。一時の感情にまかせて商売を駄だ目めにするのは愚おろか者のやること。御迷惑をおかけしたお詫わびの代わりといってはなんですが、もう暫しばらく、ここで遊んでいらして下さい。チップのご心配はいりません。もちろん、お帰りの際には換かん金きんもいたしますよ」

「結構」

　男は断った。

「そう遠えん慮りよなさらずとも」

「ギャンブルなんて他人の金でやるほどのこともない」

「ごもっとも。お若いのに、たいした御ご仁じんだ。物の道理をわきまえていらっしゃる」

「別に褒ほめられることじゃない」

「またまた、ご謙けん遜そんを──」

「ねぇねぇ、なにやってんの～？　まぜて、まぜて～」

　そのとき、素すっ頓とん狂きような声が支配人の話に割って入ってきた。

「げっ、いつの間に湧わいて出てきた？」

　今までの冷静な男の表情が一変して声が裏返る。

「ねえねえ、こいつらワルモノ？　ワルモノ？　やっつける？　バババババーンと、やっつけちゃっていい？」

　小鳥のような少し舌っ足らずの幼おさない声が矢や継つぎ早に男に話しかけてくる。

　話しかけてきたのは小こ柄がらな少女だった。丸顔に朱あかみがかった栗くり色のショートヘア。小学生がピアノ発表会にでも出るようなドレスを着ている。

　少女は好こう奇き心しんの虫を内包した琥珀アンバーの瞳ひとみをくりくりと動かした。

「よせっ、やめろ、もう解決したことだ」

　長身の男は慌あわてた素そ振ぶりで、今にも何かしでかしそうな少女を必死に止めた。

「ずるいよ～。りさもやりたかったのに～」

　少女は本当に残念そうだ。

「長居は無用だ。さっさと帰るぞ！」

　若い男が言う。

「もう帰るの～？　もう少しあそんでこうよ。せっかく、おもしろくなりそうだったのにぃ」

「おもしろくなんかない！　いいから、帰るんだ！」

　男は少女の手を取ろうと腕うでを伸のばしたが、少女はするりと男の手をすり抜ぬけてしまう。

「見て見て！　このおっさん、顔コワイよ～」

　少女は支配人の顔の頰ほおをつまんだ。

「なっ、なにを──!!」

「なんてことを……よせっ、やめろ！」

　男は必死に制止しようとしたが間に合わなかった。

「ね～、ほら！　みんな見て見て～。ほらっ、すごいよ～！」

　少女は更さらに面おも白しろがって、両手で脂し肪ぼうでたるんだ頰を横にぐにっと引っ張る。

「わっ、わかったから、もう、よせっ！」

　慌てて男は止やめさせようとした──

「そうか、やっぱり、きさまら、この賭と場ばを荒あらしに来たんだな」

　が、遅かった。支配人の顔は不ふ動どう明みよう王おうのように朱しゆに染そまり、声は戦慄おののくように震ふるえている。

「いや、そういうわけじゃないんですけど…………」

「黙だまれ！　おとなしくして下手に出てりゃいい気になりやがって！　もう賭場が潰つぶれようが構わねえ！　おまえら、やっちまえっ!!」

　支配人の命令一下、一いつ斉せいに黒服達が拳けん銃じゆうを抜く。

「違ちがう、待て、早まるな、これは誤ご解かいだ！」

「わ～い、やっぱり、ワルモノだ～」

　すっかり取り乱した男に反して、少女が嬉き々きとして歓かん声せいを上げると、ひらひらしたスカートの中から五〇〇ミリリットルサイズのペットボトルが飛び出した。

　呆あつ気けにとられる黒服の頭上を圧あつ縮しゆく空気と液体を噴ふん射しやして飛ぶ──ペットボトルロケットだ。

　しかし六本のロケットは、数秒、無む軌き道どうに飛び回ったかと思うと、そのまま落ちた。

　ロケットによって何が起きたというわけでもない。霧きり状に散布された液体が宙に残るだけだ。

「なんじゃこりゃ!?」

　支配人達は突とつ拍ぴよう子しもないことに気勢を削そがれ、転がるペットボトルを惚ほうけたように眺ながめる。

「何をしているんだっ！　早くこの場から逃にげろ！」

　しかし深刻な面おも持もちで男は、そんな黒服達に向かって叫さけんだ。そして素す早ばやい身のこなしで少女をラグビーボールのように抱かかえ上げると、一いち目もく散さんに走り出す。

「どうしたんだ？」

「ロケットの中に入っていたのは液体燃ねん料りようだ。煙草たばこの火でも爆ばく発はつするぞ！」

「やばいっ、逃げろっ！」

　男の言葉に黒服達は、一早く出口に向かって逃げだす。

「おい、ウソだろ……」

　しかし支配人はというと信じられない状じよう況きようにすっかり動どう揺ようして立ち尽つくしていた。

「これ、あげる」

そんな支配人に、男に抱えられた少女が、去り際ぎわに何かを放ほうり投げ渡わたす。

　支配人が受け取ったのは、黒い野球のボール大の球体に目め鼻はなと手足のついた人形だった。

　彼はわけがわからず、その人形の目をじっと見つめる。

　と、いきなり電子音の声でしゃべりはじめた。

「オッス、オイラハ自じ爆ばく星人。特技ハ自爆スルコトサ」

　そう言うと赤い発光ダイオードの目を慌あわただしく点てん滅めつさせる。

　その直後、自爆星人はぱっくりと脳のう天てんから真っ二つに割れ、中から眩まばゆい白い閃せん光こうが上がった。

　自爆星人の小規き模ぼの爆発が霧状の液体燃料に引火すると、核かく兵へい器きに次ぐ破は壊かい力を持つ燃料気化爆弾デイジー・カツターと同じ原理により、おぞましい黄橙オレンジ色の巨きよ大だいな焰ほのおの球が生み出されたのだった。




　夜空には女め神がみセレネーの支配する銀しろがねの月つ盤きが浮うかぶ。

　その人を狂きよう気きに誘さそうという蒼あお白じろき光が女を照らしていた。

　女は潮しおの香かおり漂ただよう海を背せに、遠くの倉庫群の一画から上がっている火蜥蜴サラマンダーの舌のような焰を眺ながめていた。

「Salutサリユ.こんな所にいたんだ」

　声をかけてきたのは、長い髪かみが潮風に乱れるのをしきりに気にする蒼あおい目の青年だった。

　ちょうど焰を背中に受けて、夜気にシルエットが濃こく浮き出ている。

「そういう、あなたこそ。あとの二人は？」

　血管が青く透すけるような女の繊せん細さいな肌はだは月の光に狂くるわしいほど白く見えた。

「確かにあの二人のことだから──」

　ブロンドの青年は背はい後ごの炎えん上じようする倉庫に目をやって肩かたをすくめる。

「あの二人なら放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶね」

　語を継ついだのは女の方だった。

「はははは……相変わらずクールだな」

「そんなつもりはないけど」

　女は涼すずやかな目元だけを細めて笑う。

　小泉八雲ラフカデイオ・ハーンの『怪談KWAIDAN』で読んだ雪女というのも、虜とりこにした若い男を凍とう死しさせるとき、きっとこんな微笑ほほえみを湛たたえるのだろうと、青年は漠ばく然ぜんと感じる。

「Alorsアロール?　それで、そのゼロハリバートンは？」

　青年は女の傍かたわらに置かれたジュラルミンのアタッシェケースを指した。

　長い緑の黒髪、漆しつ黒こくの絹地シルクに亀かめに絡からみつく蛇へび──玄げん武ぶを刺し繡しゆうしたノースリーブのチャイナドレスを着た女には、あまりに不ふ釣つり合いすぎる。

「これ？　ちょっとした戦利品」

「まさか今の騒さわぎに乗じてカジノの売上金を。だけど、ちょっとの額でもなさそうだけど……」

「これもギャンブルのうち。なかなかスリルあったわよ。あなたが勝った分のチップだってあるんだし、迷めい惑わく料も含ふくめてもらっておかないとね」

「じゃあ、僕の取り分も？」

　青年の声が自然と弾はずんだ。

「はい、これね」

　黒くろ髪かみの女は中華襟マンダリンカラーの留とめ具ぐを外す。開いた胸むな元もとに手を入れ札さつ束たばを取り出して青年に渡わたす。

　胸が小さいからこそなせる技わざだなと青年は思ったが口にする勇気はなかった。

「Merciメルシー.ん……三百万だけ？　僕が勝ったのは千六百万以上だよ。残りの千二百万は？」

「手数料よ、当然でしょ。私がいなかったら一銭せんも手にできなかったんだから感謝しなさい。それと、これね」

　黒髪の女は思い出したように青年に何かを放ってよこす。

　それを両手で受け取ると、それは置き忘れてきた自分の腕うで時計だった。

「高い時計なんだから大事にしなさいよ」

「この時計の価値を知っていたとは驚おどろきだな」

「ブランパンのトゥールビオン。知ってるわよ」

「この前、質屋に行ったら三千円だってさ」

「でしょうね。見た目は安物と大差ないから。だいたいロレックスより高い腕時計なんか知ってる人が日本に何人いると思う？」

「でも、君は知っていた」

　青年の蠱こ惑わく的な聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみが女の潤うるんだ縞瑪瑙オニキスの瞳を見つめる。

「たまたまよ。定価千二百万円以上の時計が戻もどったんだから、これで納なつ得とくしなさい」

　黒髪の女は青年を軽く受け流して、脚あしを組み代える。チャイナドレスのスリットから白く長い脚きやく線せん美びがきわどく覗のぞく。

「まったく君には敵かなわないな。D' accordダコール!　今夜は三百で我が慢まんするとするか」

「それにしても、よくそんな腕時計をしてるわね」

「いいだろ？　姿勢の違いによる時間の重力誤差を補正する最高品質の腕時計なんてさ」

　青年は面おも白しろそうに笑ってみせた。

「無む駄だな機能よ」

「女の子にはわからないのかな。この時計のよさが」

「そうみたいね。それじゃ、分け前もちゃんと渡したし、私はこれで帰るとするわ」

　黒くろ髪かみの女は立ち上がると、中身の詰つまった二つのアタッシュケースを重そうに持ち上げる。

「僕はこれから六本木のカジノでも当たってみるよ。やっぱり三百万じゃ、ちょっとね」

　ブロンドの青年は蒼あおい目でウインクしてみせる。

「せいぜい私の好意を無駄にしないでね」

「Ouiウイ, bienビアン sûrシユール!　そのつもりさ」

「そうそう、一つ聞いていい？　どうしてあのときイカサマってわかったの？」

　青年は神しん妙みような顔つきになると、手品のようにさっと取り出したカードを扇フアンにしてみせる。

　そして手首を裏返せば、カードは──どれもこれも全部ハートのＡだった。

「僕が仕込んだカードが出なかったからさ」

「あきれた」

　黒髪の女は閉口ぎみにつぶやいた。

「Bonneボン nuitニユイ!」

　ブロンドの青年はくるりと背を向けると黒髪の女に手を振ふった。

「おやすみ」

　黒髪の女も別れを告げると、反対の方角に歩きだした。

　そして、夜の静せい寂じやくを嫌きらうかのように一ひと際きわ大きく夜空に紅ぐ蓮れんの火柱が上がった直後、倉庫が焼け崩くずれたのは、二人の姿が消えた頃ころだった。







　　　LEÇON 1　嵐あらしを呼ぶ四人組







　私立聖せい櫻おう館かん学園は、かつて戸と山やまヶが原はらと呼ばれた地にあった。

　学園の敷しき地ちは東京都新しん宿じゆく区く戸山二丁目のほぼ全域を占しめる。南北に四三〇メートル、東西に六六〇メートル、外周は二キロに及および、都心にして山あり谷ありの広大な敷地を有していた。

　最も寄より駅の東新宿駅、新しん大おお久く保ぼ駅、早わ稲せ田だ駅といった駅から明治通りと大久保通りの交差点まで歩けば聖櫻館の正門である朱雀すざく門が見えてくる。

　羅甸十字ラテンクロスに桜おう花かをあしらった校章を掲かかげるこの鉄門を抜ぬけると、南北を貫つらぬいて三〇〇メートル以上も延のびる石いし畳だたみの桜さくら並なみ木きが続く。

　桜の黒い梢こずえの合間からは、まず右手に聖ミカエル大礼拝堂の十じゆう字じ架かが朝の澄すみきった青空を金色に切り裂さいているのが見える。

　このゴシック様式の礼拝堂の前を過ぎると、続いて予科（幼よう稚ち園えん）、初等科、中等科と古風な赤煉れん瓦がの校舎や近代建築の総合体育館などが並び、高等科の校舎は最も奥おくまった桜並木の突つき当たりにあった。

　花落ち若葉の萌もえる桜並木を歩いていると、時折、鴉からすの鳴き声が朝の爽そうを散らすこともある。

　学園の東半分には鴉の塒ねぐらとなる杜もりや池が広がっているのだ。この黒い樹き々ぎの中に丹に塗ぬりの鳥居や墨すみ色の鴟し尾びが今にも朽くちるばかりに眠ねむっていた。

「おはよう！　ねえねえ、昨日のアレ見た？」

「あの番組でしょ？　見た見た！　それでさ──」

　萌もえ葱ぎ色の制服ブレザーを着た女生徒が白い息を吐はきながら、たわいのない朝の会話を交かわす。

　その横を詰つめ襟えりに学生鞄かばんを提さげた男子生徒が石畳の上を足早に追い越こしてゆく。

　そこにあるのは、どこの学校でも見受けられるごく普ふ通つうの光景だった。

　しかし聖櫻館は、元々、星櫻館と聖バルトロマイ女學院という二校が戦後の学制改革により合がつ併ぺいした学校だった。

　星櫻館は華か族ぞく、士族の子し弟ていが陸軍士官學がつ校こう、[image: かい]軍兵學校に進学するための準備校だった。身分を問わない陸軍幼年學校や[image: かい]軍予備校（現私立海城高等学校）に対たい抗こうして建学されたもので、江戸時代の武士のための藩はん校こうの再来ともいえた。

　文より武を尊たつとぶ鎌かま倉くら以来の日本独特の気風が残る大正の頃ころ、柬京帝てい國こく大學卒の官かん僚りようよりも陸[image: かい]軍大學卒の軍人から総理大臣が多く輩はい出しゆつされ、軍人が民衆に尊そん敬けいされていた時代の話である。

　一方、聖バルトロマイ女學院は、生きながらにして生なま皮かわを剝はがれた十二使徒の名を冠かんする旧制女学校だった。フランスのオルレアン枢すう機き卿きようの提てい唱しようで明治に開学された。旧教カトリツクを通してヨーロッパの多くの学校が今もそうであるように階級意識が深く根付いている。

　生徒の殆ほとんどが名家の子し弟てい、それも歴史の教科書のどこを開いても、そのページに書かれた歴史上の人物の子し孫そんが同級生にいるくらいだった。

　そんな名門子弟たちの中で異い彩さいを放って並んで歩く二人の男子生徒の姿があった。

　一人は金きん髪ぱつ蒼そう瞳どうからして目立つ生徒で、さっきから歩きながら新聞を広げている。

「流石さすがだね。あれだけの爆ばく発はつだったのに、カジノのカの字も出てない。客に警察に圧力をかけられるのがいたんだな。幸い死人が一人も出てないこともあるだろうけど、なあ時とき光みつ？」

「怪け我が人にんは出たけどな、ルイ」

　そう言って、隣となりを歩く長身で鋭するどい目つきの男は、顔中に貼はった絆ばん創そう膏こうを指差した。

　新聞を読んでいたのはルイ・アルフォンス・フランソワ・山やま田だ・ド・サド。ルイは、その長いブロンドの髪かみといい、聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみといい、どう見ても日本人ではないが、かといって西洋人とも言いきれない東洋的オリエンタルな趣おもむきさえも兼かね備えた美形だ。それもそのはず、名前の通りフランス人と日本人の血が流れているからだった。生まれはフランスなのだが、二年前になぜか来日し、都内の中学へ卒業間ま際ぎわに編入して聖櫻館に入学していた。しかし流石にパリ育ちとあって制服などを着き崩くずしながらも、それをルーズとは感じさせずにファッションとして見事に完成させている。

　もう一人は榊さかき時光。一九〇近い長身の上に威い風ふう堂々たる姿勢や歩き方は周囲に無言の威圧を発し、鋭い眼光は常に人を刺さし貫つらぬかんばかりだ。

　かつて暴力沙ざ汰たなど起こしたことがないにも拘かかわらず、時光が通るところ、前を歩く生徒たちが怯おびえるような眼で次々に左右へ避さけてゆく。まるで紅こう海かいを割った預よ言げん者モーセの奇き蹟せきだ。

　この二人こそ、前夜、あの非合法カジノを潰かい滅めつに追いやった張本人の二人だった。

「むしろ爆発に巻き込まれたのに、その程度の怪我で済んだことに感謝すべきだよ、時光。ある意味、神秘の奇蹟体験だったんだ。羨うらやましいね」

　そう言って新聞を丸めると、恭うやうやしく手で十字を切る。洗練された指先は優ゆう雅がな軌き跡せきを描えがいた。

「なら、この次は、その奇蹟とやらを体験させてやるよ」

　時光は冗じよう談だんとも本気ともとれないような口く調ちようで言う。

「……なまじ奇蹟なんて体験したら、つまらない聖人になりそうだな」

「聖人にでもなれば、おまえも少しは真ま面じ目めになるかもな」

　時光が皮肉を込めて言う。

「Nonノン merciメルシー.遠えん慮りよしておくよ。聖人になったら女の子とデートもできないからな」

　ルイは話しながらも、自分を憧あこがれの眼まな差ざしで見つめる女子たちに向かって手を振ふっている。

「おまえってやつは……」

　時光は、もう呆あきれるしかなかった。

「おっはよ～っ、ミッチー！」

　そのとき、脳天気な悪あく魔まの声が時光の鼓こ膜まくを震しん撼かんさせた。

「円えん藤どう、俺おれをミッチと呼ぶんじゃな……」

「だってだって、時光の『光みつ』でミッチーじゃないか～」

　円藤梨り紗さは言い訳をしながらも、時光の首に両手を回してしがみつく。

「うっ……それより手、手をはなせっ……息が……」

　首にまとわりつく円藤梨紗を振りほどこうと、時光は藻も搔がくのだった。

「鞘さや香か君も一いつ緒しよだったんだ。Salutサリユ!」

　ルイが梨紗の後ろから来る一いち宮みや鞘香に気づいた。

　防ぼう弾だんガラス並みの分ぶ厚あついレンズの眼鏡めがねをかけ、緑の黒くろ髪かみは二つにまとめられている。制服は校則の規定にある範はん囲いの更さらにその平均値にミリ単位で合わせているかのようだ。

「おはよう、ルイ君」

　苦しむ時光を後しり目めにルイは鞘香と肩かたを並べながら歩く。

「しかし、なんで学校では眼鏡なんだい。昨日みたいにコンタクトにした方が、鞘香君の場合は美しさが引き立つと思うんだけどな。昨日のチャイナドレスなんて最高だったのに」

「何度も言うようだけど、学校では目立ちたくないの」

「それが僕ぼくにはよくわからないんだよな」

　ルイは肩をすくめてみせる。

「なんでもいいけど、あんまり近寄らないでくれる」

　鞘香はルイを見ないで言った。

「Maisメ Pourquoiプルクワ?　どうしてさ？」

「謂いわれのない恨うらみを買う趣しゆ味みはないの」

　そう言って、鞘香は目線でルイに周囲の様子を示す。

　登校途と中ちゆうの女子生徒たちから発せられる敵意に盈みちた針のような視線が鞘香にちくちく刺ささり、反対にルイには熱く甘あまい視線が遍あまねく注がれていた。

「僕は気にしないけど」

　ルイは素っ気なく言う。

「私は気にするの」

　そう言って、鞘香は直接ルイに触さわらないように学生鞄かばんでルイを押おしのけると、全校の女子生徒の反感を買わない程度の距きよ離りを保った。

「で、あれから六本木のカジノは駄だ目めだったんだ？」

　さりげなく鞘香が前を向いたまま訊きいた。

「わかる？」

「勝ってたら、朝から真ま面じ目めに学校に来る人じゃないでしょ」

「Ohオー làラ làラ!　それもそうだ」

「私が渡わたした分け前の三百万は何に消えたの？」

「ポーカー。どうも最近の幸運の女め神がみは品行方正になったらしくて早はや寝ねらしい」

　ルイは頭を振ふった。

「なんだ、分け前とか三百万って？」

　話に割って入ってきたのは、時光だった。その頸くびには相変わらず、公園の遊具で遊ぶ幼児のようにはしゃいでいる梨紗がぶら下がっている。

「榊には関係ないことよ」

　鞘香は冷たく時光を突つき放した。

「待てよ、それって昨日の夜のことじゃないのか？」

「C'estセ pasパ vraiヴレ!　違ちがうって。疑うたぐり深いな、時光は」

　ルイも白々と反論する。

「だったら何だよ？　説明してみろ」

　時光が鞘香に詰つめ寄った。

「せつめいしてみろ」

　虚こ無む僧そうの袈け裟さのようにぶら下がる梨紗が鸚おう鵡む返しに繰くり返す。

「じゃあ、私の教室はこっちだから」

　鞘香は時光の質問をはぐらかすように言った。

　いつしか四人は高等科校舎前にある守しゆ護ご聖人バルトロマイの青銅ブロンズ像のところまで来ていたのだった。

　鞘香はにこやかに手を振ると、さっさと特別進学クラスのある東校舎へと行ってしまった。

「ルイ！」

　鞘香にすかされた時光は、今度はルイに声をかけようとしたときには、ルイの姿はすでになかった。

「逃にげられたか。まあ、いい。円藤、いくぞ」

　時光が声をかけたときには、梨紗は時光から離はなれて教室とは逆方向へ歩きだしている。

「おいっ、どこにいくんだ。俺とおまえの教室はこっちだぞ！」

「んとね～、ねむいからブシツでねてる。そういうことだから！　ばいば～い、ミッチー」

「おっ、おいっ……」

　時光が止める間もなく、梨紗はさっさと行ってしまった。

「だから俺をミッチーと呼ぶな」

　時光だけが独ひとり、右手に肉切包ぼう丁ちよう、左腕うでには自らの生なま皮かわをコートのように持った青銅像の真下に残された。




　聖櫻館高等科の啓けい蒙もう部ぶは、その名の通り、無知蒙もう昧まいな大衆に正しい知識を導き啓発させるという崇すう高こうな、というよりも些いささか偉えらそうな目的をもって創部された由ゆい緒しよ正しき俱ク楽ラ部ブである。その伝統ある歴史も優に六〇年を越こえている。

　しかし現在の部員は四名を数えるのみだった。

・部長　円藤梨紗──二年七組五番・一学年次成績二二三位（二四四人中）

　理数系課目は全国模も試しで常にトップ、創造と破は壊かいをこよなく愛する超ちよう科学少女

・副部長・会計　一宮鞘香──二年一組二番・一学年次成績学年十位

　眼鏡めがねの奥おくに光る美び貌ぼうと圧あつ倒とう的知識量で大魔ま術じゆつ師しクロウリーをも凌りよう駕がするオカルティスト

・榊時光──二年七組十三番・一学年次成績二三五位

　無数の武勇伝説を捏ねつ造ぞうされる世にも不運な〝絶対無敵にして不死身の男〟

・ルイ・アルフォンス・フランソワ・山田・ド・サド──二年二組十番・一学年次成績五二位

　悪名高きサド侯こう爵しやくの末まつ裔えいにして、全女生徒の視線を一身に浴びる享きよう楽らくの貴き公こう子し

　諸先せん輩ぱいの志こころざしを葬ほうむり去った四人の異い端たん児じの巣そう窟くつと化した啓蒙部部室は、いつの頃からか〈不ふ可か触しよく領りよう域いき〉として教師や生徒から畏い怖ふされていた。




〈啓蒙部〉と墨すみ書がきされた古びた表札の掲かかげられた一室は学園のはずれの今は使われていない木造旧校舎内にある。

　月曜日の放課後、そんな啓蒙部の部室で一宮鞘香は頰ほお杖づえをつきながらカードをめくっていた。

〈XVI LAラ MAISONメゾン DEド DIEUデユー〉──落らく雷らい、崩くずれる塔とう、墜つい落らくする人間達。

「手て詰づまり、破は綻たんね……」

　鞘香はタロットからそのまま視線を上げてゆき、ノートパソコンの液えき晶しようモニターを見た。眼鏡めがねのレンズ越しでは世界中の株式銘めい柄がらの一いち覧らんが刻一刻と変動している。

「やっぱりデイトレードはもう限界。そろそろ潮しお時どきね」

　眼鏡を外すと、目頭を押おさえながら呟つぶやいた。

「どれだけ儲もうかったんだい？」

　鞘香に向かってルイが訊きいた。

　ルイは独りで皇こう帝ていナポレオン対レムサ夫人の歴史的対局をチェス盤ばん上じように再現していた。

　声をかけたのは、ちょうど九手目にナポレオンの白のナイトが速そつ攻こうでレムサ夫人の黒のキングにチェックをかけたところだった。

「ルイ君こそ、こんなところで油売ってていいの？」

　鞘香は弓きゆう道どう着ぎの袴はかま姿すがたでチェスをしているルイに訊きかえす。

「心外だな。僕はナポレオンの棋き譜ふから天才とは何たるかを学んでいるんだよ」

　チェス盤から目を離さずにルイが言う。

「それはいいけど弓きゆう道どう部ぶの部活は？」

「だって今日は副ふく将しようの伊だ達てさんが休みだから」

「お目当ての女の子が来ないとお休みなわけ？」

「いいじゃない。僕は啓蒙部の部員でもあるんだし。それに今日は寒いから」

「それなら例の風水好きの未亡人の所へはいいの？　最近は随ずい分ぶんとご執しゆう心しんみたいじゃない」

「きついな。別に変な関係じゃないんだって。それより鞘香君の成果の方を聞きたいね」

「授業中に内職して東証一部、シンガポールを中心に、どうにか一日で七千ドルのプラスね」

　鞘香は漫まん然ぜんとこたえる。

「このあとのロンドン、ニューヨークあたりで、もう一儲けしないのかい？」

「ニューヨーク市場は魅み力りよく的なんだけど、タロットの結果がよくないからやめとくわ」

「株式市場に占うらないとはね」

「信じるわけではないの。ただ最新の経済理論を駆く使ししようと、最終的に決断するのは人間である以上、躊躇ためらいが生じて決断が遅れてしまうものなの。だから一分の遅おくれが命取りになる世界だけに、当たろうとはずれようと、即そつ決けつできるなら占いという方法も効果的というわけ」

「最も危険なのは決断しきれず、だらだらと引き延のばすってことか」

「そういうこと」

「Superシユペール!　流石さすがは聖櫻館高等科啓けい蒙もう部ぶの副部長兼けん会計だ。昨日、カジノからせしめた金を元金にしての投資にしては、七千ドルでも結構いい線じゃないか。そんなに金があるんなら、僕に少しだけ融ゆう資ししてみない？　今ならいい儲もうけ話があってさ、すぐに二倍、いや十倍に──」

　ルイが言い終わらないうちに鞘香が遮さえぎる。

「甘あまい。昨日、梨紗が使った爆ばく弾だんの原料がいくらしてると思ってるの？」

「昨日の爆弾って、あの自爆星人ってやつかい？　あれ、部費で作ってたんだ。だけど、そんなに高いとも思えないけど」

「そうなのよね。だけど自爆星人にはアイルランドから直密みつ輸ゆした起爆装そう置ちを使ってるのよ。それもＩＲＡの伝説的テロリスト〈教授プロフエツサー〉がハンドメイドで仕上げた限定記念プレミアムモデルでシリアルナンバーも入ってるんだって。他ほかにもマフィアの法外な仲ちゆう介かい料なんかもあって総額一千万円以上もかかってるのよ」

「あの自爆星人が一千万!?　ぼったくりだ！　せいぜい五百円がいいとこだよ」

「そんなこと言っても梨紗が通つう販はんで勝手に買っちゃったのよ。あの子、コストなんて考えてないし。それにテロリストやマフィア相手にクーリングオフで返品しますって言える？」

「僕なら言わないね。まだ命は惜おしいよ」

　チェス盤ばん上じようのナポレオンは逃にげる黒のキングをナイトで得意の騎き兵へい突とつ撃げきをかける。

　ルイはつまみ上げたナイトでポーンの駒こまをからんと倒たおした。

「だけどさ、この前、僕が提てい案あんしたレンタルビデオの延えん滞たい金きん取立代行業で、かなり儲けたはずじゃなかったっけ？　あの時光にチンピラの恰かつ好こうさせて取り立てたやつ」

「あれね──」

　鞘香は思い出して溜ため息いきをついた。

「徴ちよう収しゆうできた延滞金の半額は、僕らの取り分だったろ？」

「支し払はらいがあっての話よ。だいたい何年間も返さないようなタチの悪い人間相手に、あの朴ぼく念ねん仁じんが対等に渡わたり合えると思う？　体ていよく言いくるめられて追い返されてばっかりで、結局、どんどん債さい権けんが焦こげつくのに経費だけがかさんで大赤字。とんだ人選ミスだったわよ」

「そうだったの？」

　ルイは初めて知って驚おどろいた。

　ちょうど十四手目にナポレオンが白のクイーンでチェックメイトしたところだった。

「やっぱり適材適所なんだね。希き代たいの戦争の天才も意外とチェスはヘボだったりするから」

「まったく私が部の経けい済ざい状じよう況きようをよくしようと、体育以外の授業中に内職までして稼かせいでいるっていうのに、部長の梨紗は湯水のごとく使うわ、榊は役に立たないわ、ルイ君はしょうもない儲もうけ話をもってきては、結局、失敗するんだから」

「ご愁しゆう傷しよう様さま」

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでよね」

　鞘香は苛いら立だちを紛まぎらわせようと、またタロットを一枚めくった。

「どうやら、もう一人、梨紗の被ひ害がい者しやが来たみたいね」

　鞘香は二頭立ての戦車を馭ぎよす戦士を描えがいた〈VII LEル CHARIOTシヤリオ〉のカードから部室のドアに目線を移す。

　時を置かず時光が部室の立て付けの悪い引き戸を開いた。

　足を一歩、踏ふみ出した途と端たん、戸の枠わくに時光の頭が激げき突とつし、部室が微かすかに揺ゆれる。

「うぐっ……」

　時光は額ひたいを押えてうずくまった。

「私の勝ち。これで一三七勝四五敗ね」

「時光、おまえには学習能力がないのか？　何回そこに頭をぶつけたら気がすむんだよ」

　ルイは時光に悪あく態たいをついた。

「そんなことより今日も頭をぶつけたんだから、払はらうものは払いなさい」

「わかりましたよ」

　鞘香に急せかされて、渋しぶ々しぶながらルイは五百円硬こう貨かを指で弾はじく。

　それを空中で鞘香がしっかりと受け取った。

「まだ俺を対象にして、そんなくだらない賭かけをしていたのか？」

　時光は額を手で押おさえながら不満をもらした。

「そんなことより、今日は遅おそかったな、時光。とっくに授業は終わってるのに」

　ルイは話題を逸そらした。

「今週は掃そう除じ当番だ」

　時光が言う。

「まったく律りち儀ぎな男だな」

「宇グ宙レ人イと闘たたかって勝った男が掃除当番で雑ぞう巾きんがけしている姿なんて想像できないわね」

　鞘香が言った。

「Quoiクワ?　なんだい、その宇宙人って？」

「学校中で囁ささやかれてる今回の榊の怪け我がの原因についての噂うわさ。知らない？　昨日の夜、ＵＦＯとそれを回収に来た米軍の一いつ箇こ中ちゆう隊たいを時光が全ぜん滅めつさせたときの怪我なんだって。それで倉庫街の爆ばく発はつ事件もＵＦＯが墜つい落らくしたからなんだそうよ」

「倉庫街の爆破が関係しているなんて、当たらずとも遠からずなところが怖こわいな」

「爆発は円藤の仕し業わざで、俺のせいじゃない！」

　時光は断固として否定した。

「そういえば、梨紗は？　お昼休みに、あの子のクラスを覗のぞいたけどいなかったけど」

　鞘香は時光の言葉を遮さえぎった。

「朝、部室で寝ねてるって言ってたぞ」

　時光が言うが、この部室に梨紗の姿はない。

「でも、いないじゃない」

　鞘香が咎とがめるように言う。

　梨紗の姿は見当たらなかった。

　旧教室をそのまま部室につかっているものの、その半分以上は梨紗の私物によって占せん拠きよされていた。梨紗は怪あやしげな研究のために、よく部室に寝ね泊とまりするため、歯ブラシや寝袋シユラフなどの日常品やガラクタが散乱している。

「確かに部室で寝てるって言ってたんだぞ」

　そう言うと時光は部室のサルガッソーへと分け入った。

　マグカップ、トレーディングカード、静電気発生装置バンデグラフ、金魚運動マシーン、発振計測器オシロスコープ、うさぎむしジャンボぬいぐるみ、空冷アルゴンレーザー、超ちよう合金──

「それにしても本当にこの部屋はガラクタばかりなんだから。梨紗にも整理を心こころ懸がけてほしいわよね」

　鞘香はガラクタの山を眺ながめて不平を漏もらす。

「まったくだ。こんな気味悪いガラクタいらないだろ。勝手に捨てちまえ」

　そう言って時光が無造作に摑つかみ上げてゴミ箱に投げようとしたのは、三十センチくらいの黄色い布に赤い不ぶ気き味みな模も様ようの描えがかれたクッションみたいな人形だった。中は綿ではなく土でも入っているかのようにずしりと思い。

「あっ、それ、私の幸せの黄色いブードゥ人形！　ずっと探してたのに、そんなとこにあったのねっ！」

　鞘香が人形を見た途と端たん、慌あわてて時光から人形をひったくる。

「なんだよ、それ？」

「ブードゥ教の呪じゆ術じゆつ儀ぎ式しきに使う呪具で、日本の藁わら人形みたいなものよ。これは特に有限会社ラッキーマニアの社員が本場ハイチのシャーマンに精せい霊れいパワーを注入してもらった最強幸運人形で、それまで金運がまるでなかった弘ひろ前さき市の内田さん（四六歳さい・主婦）は、この人形に針を刺さしながら付属のゾンビパウダーＤＸ（高級フグ肝きもエキス入り）を旦だん那なさんの食事にまぶすだけで、三日後には三億円の保険金が舞まい込んできたという、なんとも霊れい験げんあらたかな──」

「──じゃあ、これも一宮の私物だな」

　時光は鞘香のいかがわしい説明を遮さえぎるように別の物を見せる。

　今度は四角い銅板に丸い円えん盤ばんが回転するように付いていて、その銅板には干え支とやその他ほかの漢字がぎっしり刻まれている。

「それは六りく壬じん式ちよく盤ばん。古代中国の占うらないの道具で、彼かの陰おん陽みよう師じ、安あ倍べの[image: せい]せい明めいも使っていたという由ゆい緒しよ正しいものの完全復刻版で──」

「もう、いい。そんなオカルトグッズの説明されてもわかるか。とにかくこのガラクタは円藤の物だけじゃないんだな」

「失礼ね！　これのどこがガラクタよ。今の説明を聞いてなかったの！」

　時光は怒おこる鞘香を無視して、再びガラクタを搔かき分けて入ってゆく。

　ガラクタは尽つきることなく次から次へと湧わいてきて床ゆかが顕あらわれてこない。

　梨紗は見つからない。次し第だいに時光も不安になってきていた。この状じよう況きよう下かで、もしも更さらに下に梨紗がいたとすれば──

　しかし梨紗はいた。梨紗の顔がガラクタの合間から覗のぞいたのだ。

　時光の脳のう裡りに夜明け前に見た梨紗の笑え顔がおが重なる。

「円藤っ、しっかりしろ！　傷は浅いぞっ！」

　必死に呼びかける時光がいた。

　同時に鞘香とルイも時光の声に緊きん張ちようする。

　無む我が夢む中ちゆうに時光は梨紗を掘ほり起こす。手当たり次第に物を摑つかんではどけてゆく。

「んにぅ～」

　しかし唐とう突とつに緊張の糸はぷつりと断たれた。

　梨紗は寝ね惚ぼけた声を発したのだ。

「どしたの～？」

　梨紗は何もなかったかのように眠ねむい目をこすっている。

「どうしたはないだろ！　生き埋うめになってたんだぞ！」

「あれ～、ほんとだ～」

　梨紗には深刻さのかけらもない。

「心配させやがって」

　愚ぐ痴ちっぽく言いながらも時光は安あん堵どの溜ため息いきをつく。

「あのね、ミッチー」

　不意に梨紗が声をかけてきた。

「なんだよ？」

「それ、りさのだよ」

　梨紗が起き上がると、梨紗を埋めていた得え体たいの知れないガラクタが音を立てて崩くずれていった。

「なんで、そんな格かつ好こうで…………」

　声を失った時光の目の前には──

　その瞬しゆん間かん、しっかりとブラを握にぎりしめながら、真まっ赤かになった時光の思考は完全にショートして動きが止まる。

「どれどれ。Ohオー, c'estセ beauボー!　これはなかなか──」

　ルイは身を乗り出すと、石のような時光の背せ中なか越ごしに裸はだかの梨紗を覗のぞき見る。

「なにしてるのよ、ルイ君っ！」

　鞘香の手にした幸せの黄色いブードゥ人形がルイの頭に炸さく裂れつする。

「ほら、榊もいつまでも固まってないっ！」

　ついでとばかりに重量感たっぷりのブードゥ人形は時光の脳天をも直ちよく撃げきしたのだった。




「だいたいブッ、ブッ、ブラ……いや服も着ないで寝ていた円藤が悪いんだぞ」

　時光は頭をさすりながら、梨紗に文句を言う。

「だって、あつかったんだも～ん！」

　梨紗は裸を見られたことなど気にも止めない様子で、あっけらかんとしている。

「まったく昨日も今日も円藤のせいで、とんだ目に合ったぜ」

　時光は梨紗を睨にらみつける。

「そんなにほめられても、えへへ」

　しかし当の梨紗は、蛙かえるの面つらに何とやらで、照れ笑いをする始末だ。

「昨日の件だって死人が出なかったのが奇き跡せきだっていうのに暢のん気きな」

「まあ、梨紗君だって莫ば迦かじゃない。あの爆ばく発はつだって、ちゃんと被ひ害がいの程度を計算してたさ」

　ルイが口をはさむ。

「本気でそう思ってるのか？」

　時光はルイを怪け訝げんそうに見る。

「ノーコメント」

　あっけらかんと笑っている梨紗をちょっと見てから、ルイはきっぱりと応こたえた。

「まったくいつも面めん倒どうなことは俺に押おし付けるんだからな」

「まあまあ、機き嫌げん直せよ、時光。どうだ？　景気づけに夕飯をおごるってのは」

「俺がおごるとかいうんじゃないだろうな」

　時光はいい加減、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた。

「まさか。おごるよ。ろくな物を食ってないんだろ。久しぶりに語り合おう。話があるんだ」

「それならいいが……」

「そうか。で、何がいい？　フレンチか？　イタリアンか？」

「和食」

　間かん髪はつ入れずに時光が言う。

「Parfaitパルフエ!　最高の料理を用意しよう」

　ルイは胸を張って言った。




「はい、おまちどうさま」

　おばちゃんがカウンターの上に丼どんぶりを二つを置く。

「Merciメルシー madameマダム.それにしてもきれいな手をしてらっしゃいますね」

　ルイは丼を持つおばちゃんの手を見てお世せ辞じを言う。

「そんなことないわよ。もおっ、こんなおばちゃんつかまえて恥はずかしいわ」

　割かつ烹ぽう着ぎ姿のおばちゃんは顔を真っ赤にして、そそくさといってしまった。

「よく、そんな歯の浮うくような科白せりふが言えるな」

　その光景を隣となりで見ていた時光は辟へき易えきして言った。

「僕は美しいものをただ美しいと言ってるだけだよ」

　ルイはしれっと答える。

「時光も堅かた苦くるしくしてないで、たまには素す直なおな気持ちを表に出した方がいいぞ」

　ルイの言葉に、榊はルイのようなことを口走る自分を思い浮かべてみた。

「…………」

　あまりの気色悪い自分の姿に自己嫌けん悪おを感じ、もう何も言うことができなかった。

「まあ別に強制するつもりはないけどさ。さあ個人料理も来た。遠えん慮りよなく食べてくれたまえ」

「それにしても、これが最高の料理なのかよ」

　ぶつぶつ言いながら時光は丼を手に取る。

「最高の食事とは料理によってではなく招ホ待ス主トのもてなしの心によって決まるものだよ」

「はいはい、そうですか」

　時光は受け流した。

　上着を脱ぬぎ、長い髪かみをゴムで後ろに結ゆわえると、ルイも食べはじめた。

　二人の入ったのは思い出横町の食堂だった。新宿の摩ま天てん楼ろうの片かた隅すみに未いまだ終戦直後の闇やみ市いちの面おも影かげを残す定食屋や赤ちょうちんが軒のきを連ねている場所だ。

　学食よりも格段に安いので、時光たちもよく来ている店だった。

　時光は黙だまって丼の大きなエビ天を割り箸ばしでつまみ上げる。

　その途と端たん、ふやけたコロモがずるっとはがれて丼に落ちた。

「最近じゃ、エビまでダイエットするんだな……」

　ネズミのしっぽみたいなエビのヌードを時光はじっと見つめながら、ぼそりと言った。

「イヤなら僕が食べるよ」

「貴重なタンパク源を誰がやるか。カジノで大おお損ぞんするわ、貸かし衣い装しようのタキシードはぼろぼろで弁べん償しようしないといけないわで、今月の生活費がゼロどころか二万のマイナスだ」

「そりゃ奇き遇ぐうだ」

「おまえも金がないのか？」

「Ouiウイ,そのまさかの仲良し借金生活。いやね、実は昨夜あれからまた別のカジノに寄ったんだけど、負けちゃってね」

「五十万か、百万か？」

　時光は丼どんぶり飯めしをかきこんだ。

「いや、もうちょっと多い」

「いくらだ？」

「一千万だ」

　ルイも少しは恐きよう縮しゆくするようにつぶやく。

「ふーん、一千万ね」

　みそ汁しるを飲みながら、気のない返事をする時光。

「なんだ、驚おどろいてくれないのかい？」

「いつものことだろ？　おまえの借金話なんて」

　発色鮮あざやかなお新しん香こうをポリポリかじる。

「珍めずらしく奢おごるなんて言うから何かあるとは思ったが。でも金のことなら俺より鞘香に頼たのめよ」

「わかってるよ。おまえに借金しようなんて考えてもいないって。だけど鞘香君には借金を切り出す前ににべもなく断られた」

「なら、返済はどうする？」

「いやね、相手の人も話のわかるいい人たちでさ。ちょっとした仕事で借金はチャラにしてくれるって言うんだよ」

　予想通りの話が続いた後、ルイはこう言った。

「そりゃ、よかった。頑がん張ばれよ」

　時光は素そっ気けなく言う。

「つれないな。話ぐらいは聞いてくれよ。その仕事っていうのはさ、ちょっとしたビデオに何本か僕が出演すればいいんだけど」

「ＡＶ男だん優ゆうか？」

「そうとも言うな」

「趣しゆ味みと実益を兼かねたおまえの天職じゃないか」

「いやあ、その辺の事情がちょっと違ちがってて……」

「どういうことだ？」

「それが男どうしの──まあ俗ぞくに言うホモビデオなんだよね。で、これがその出演契けい約やく書」

　ルイは学生鞄かばんから一枚の紙を取り出してカウンターの上に置く。

　時光は契約書ではなく湯飲みを手に取ると一口すすった。

「そこまで落ちぶれたか……まあ未知の世界への探求もまた男の浪漫ロマンだ。頑張ってくれ」

　時光はすげなく言う。

「なんだよ、もう少し親身になって聞いてくれてもいいだろ」

「わかったよ。それで？」

　と言って時光は何気なくテーブルの上の契約書に目を落とした。

　しかし、何かひっかかるものがあった。そこには見慣れた文字が──

「いやね。現役高校生で、しかも僕くらいの美形になると、三本で完かん済さいできるってさ。だから四作目からは大儲もうけなんだってさ、それでさ──」

「待てよ、ルイ！」

　時光の鋭するどい声がルイの話を遮さえぎった。

「なんだよ、話はこれからなのに」

「これはいったい何だ!?」

　契約書の紙の上に時光の指が強く押おしつけられた。

「契約書だろ？」

「違ちがう！　ここに書かれた名前のことだ！」

　時光は押し当てた指の下の文字を強調する。

「これか？　榊時光──おまえの名前だろ。まさか自分の名前を忘れたのか？」

「そういうことじゃない。なぜ俺の名前がある？」

「なぜも何も時光の直じき筆ひつだろ？」

「そう言われると俺の字だが……しかし、こんなものにサインした覚えはないぞ！」

「今いま更さらそんなこと言われてもな……まさか、これも知らないとか言うなよ」

　そう言うルイが取り出したのは、時光の署しよ名めいが連帯保証人欄らんに書かれた借用書だった。

「しっ、知らんぞ、そんなもの……」

「またまた、とぼけちゃって。往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

「あっ、まさかっ、あのときの……」

　時光は数か月前のことを思い出していた。

「俺の名前の漢字がわからないって言って白紙に書かせたのは……」

「何のことだ？　拇ぼ印いんだって、しっかりここにあるんだから」

「貴き様さま、偽ぎ造ぞうしたな！　そうなんだなっ！」

　時光は契けい約やく書と借用書をひったくる。

「破っても無む駄だだぞ。それはただのコピーだから」

「貴様ってやつは……」

　時光は拳こぶしを握にぎりしめつつ、怒いかりにうち震ふるえていた。

「だってさ、僕もオヤジに抱だかれるなんて死んでもイヤだったんだよ。それで、どうせなら相手くらいは自分で決めたくて」

　そう言って、ルイの聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみは時光をじっと見つめる。

「それで俺を巻き込んだのかっ！」

　榊の声は一ひと際きわ大きくなっていた。

「Ouiウイ,そうだよ」

　ルイはまったく悪びれていない。

「俺は絶対、そんなもの、出ないからなっ！」

　興こう奮ふんのあまり、時光は口にくわえていたエビの尻尾しつぽを吐はき出した。

「ちょっと待て、時光！」

　ところがルイは押し殺した声で言うと、時光の背はい後ごを指差したのだった。

「そんな手にひっかかるかよ。今日という今日は貴様にごまかされるかよ！」

「違ちがう。とにかく後ろを見てみろ」

　ルイのあまりに真しん剣けんな顔つきに、時光も後ろを振ふり返ってみると──

「おばちゃん。とりあえずビール。それとソイ丼どん、三つね！」

　時を同じくして聞き覚えのある声が広くない店内に響ひびいた。

「あ…………」

　時光は絶句した。

　二人ほど隔へだてたカウンターにサングラスをした三人の男がいる。

「まさか……だよな」

　黒いスーツ、そして松まつ葉ば杖づえに包帯だらけの手足、顔には時光同様の火傷やけどの痕あとも見える。

　間違いない。昨夜のカジノにいた黒服だった。

　鉢はち合あわせになれば厄やつ介かいなことになる。

　しかし幸運なことに、相手はまだ気付いていない。

「まったく何者なんですかね。賭と場ばを爆ばく破はした連中は？」

　三人の黒服のうちの一番大おお柄がらな男が言う。世界史の教科書に出ている北京ペキン原人みたいだ。

　顔を見合わせた時光とルイは慌あわてて隣の席に置いてあった制服の上着と鞄を摑んだ。

「しかも売上金まで持ち逃にげしやがって」

　栄養失調のネズミのように出っ歯で小柄な男が言う。

「売上金なんて知るか。濡ぬれ衣ぎぬだ」

　時光が小さくなりながらルイにこぼす。

「そ、そうだな……しかし、ここで言い訳しても信用してもらえそうにもないぞ」

「ああ」

　時光はうなずくと、気づかれないように他ほかの客の陰かげになるように位置をずらす。

「若頭カシラの推理だと、あの連中は日本に進出してきたアメリカのマフィアだってことよ」

　三人の中で年長格の無ぶ精しよう髭ひげの男が言う。最初に時光に声をかけてきた男だ。

「マフィア!?　アメリカ!?」

　北京原人とネズミ男が声を揃そろえる。

「おうよ。あの金きん髪ぱつ外人がその証しよう拠こだ」

　無精髭は自信満々に言い放った。

　この『金髪』という言葉に反応して、ルイは客の忘れていった新聞を広げて頭を隠かくす。

「でも兄貴、デカいのとガキは日本人じゃ……」

　ネズミ男が顔色を窺うかがうように言った。

　今度は時光も椅い子すから腰こしをずらして座高を低くする。

「ふっ、そこがおまえらの浅はかなところだっていうんだよ。デカいのとガキも実は日本人ではない。アメリカって国はいろんな人種がいるって話なんだと。だから、たまたま日系の人間がいたってだけのことよ」

「なるほど、だからあんなにでかかったんですね」

「やっぱ、肉ばっか喰くってるやつは違ちがうってことだよな」

　二人の言葉に無精髭は満足そうに頷うなずいた。

「どう考えたら、そうなるんだよ……」

　カウンターの下に隠れながら時光がぼやく。

「静かにしろ、時光」

　同じくカウンターの下に潜もぐり込んだルイが注意する。

「で、何で新しん宿じゆくを捜さがすんですか？」

　北京原人が訊たずねると、無精髭はじろりと睨にらみ付けた。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　外国人犯はん罪ざいといえば、新宿歌か舞ぶ伎き町ちようと相そう場ばが決まってるだろ！」

「ひっ、すみません！」

「まあ、もっともこれも若頭の推理だけどな」

　照れたように無精髭は続ける。

「まあ、さすが若頭は組内きってのインテリだよな。日ひ頃ごろ、推理小説を読んでるのは伊だ達てじゃねえ。『東スポ』や『大人の超ちよう撰せん街がい』しか読まないような、俺たちとは出来が違うってもんさ」

「確かに！」

　弟分の二人は目を輝かがやかせて頷いた。

「いいか、とにかく捜すんだ！　連中は必ずこの近くにいる。やつらがまだ勢力を広げないうちに見つけ出して潰つぶさなきゃ、日本の任にん俠きようの火は消されちまうんだ。若わか頭がしらが言うには、アメ公に頭を押おさえられちまったら、兄弟盃さかずきはガラスコップでやるようになっちまうんだとよ」

「そんな……それじゃ、締しまりませんよ」

「だろ？　だから、やるしかないんだよ！　それに連中の命タマを取れば俺たちは日本の任俠を守った極ごく道どうの救きゆう世せい主しゆ、スーパースターだぞ！」

「極道の救世主っ！　スーパースターっ！」

　二人の声が弾はずむ。

「そうだ！　今こそ名前を売り出す絶好のチャンスだぞ。なにがなんでもやるからなっ！」

「はいっ。一生、兄貴についてきます！」

　ネズミ男は元気を奮ふるい起こすように言った。

　ちょうどそこに注文したソイ丼どんが出され、三人の話は益ます々ます盛り上がってゆく。

「なんかとんでもない誤ご解かいをしてくれたようだが、ここは逃にげた方がよさそうだな」

　ルイの提てい案あんに時光も黙だまってうなずく。

「おばちゃん。お金、ここに置いとくから」

　ルイは蚊かの鳴く声で体をカウンターの下に沈しずめたまま手だけをそっと出して千円札を置く。

「毎度ありっ！」

　店のおばちゃんはありったけの愛あい想そで挨あい拶さつする。

　時光とルイは、あまりの威い勢せいのいい声に、ぎくっと背せ筋すじを震ふるわせた。

　しかし黒服たちには気付かれていない。時光は安あん堵どに胸をなで下ろした。

　カウンターからは、わずかに黒と金の頭が上下しながら出口へと向かってゆく。

　身長のある時光には、かなり無理のある姿勢だった。

「お客さん、お釣つりだよ！」

　それはおばちゃんの声だった。

「お釣りだってばさ！　そこの金きん髪ぱつのかっこいいお兄さんとでっかいお兄さん！」

　手を振ふって大声を出さないでくれと嘆たん願がんしていた二人の希望は無視された。

「金髪!?」

「デカい!?」

　サングラス越ごしの六つの敵意に満ちた視線が、ルイと時光の目と合ってしまった。

「……Çaサ vaヴア?　大だい丈じよう夫ぶでした？」

　ルイは隠かくれることを観かん念ねんして立ち上がると、おどけて黒服たちに小さく手を振る。

「おまえらっ!!」

　黒服たちが勢いよく立ち上がる。

「やばっ！」

　時光がくわえていたエビがぽろりと落ちる。

　ルイは出入り口のサッシに指をかけていたところだった。

「野や郎ろう、待ちやがれっ！」

　ソイ丼の丼どんぶりを持ちながら無ぶ精しよう髭ひげが怒ど鳴なる。

「おまえは右に！　僕は左だ！」

　出口の手前でルイが叫さけんだ。

「諒りよう解かい！」

　時光はルイと分かれて、一いち目もく散さんに脱だつ兎とのごとく思い出横町の細い路ろ地じから飛び出した。

「いつも、いつも、どうして、こうなるんだっ！」

　夜の新宿〈不ふ夜や城じよう〉を駆かけ抜ぬけながら叫ぶ声は雑居ビルの中に吸い込まれていった。







　　　LEÇON 2　TO BE OR NOT TO BE







「勉強？　珍めずらしいこともあるのね」

　放課後、いつものように鞘さや香かが部室に入ると、柄がらにもなくルイが熱心に本を読んでいた。

　ルイの傍かたわらには分ぶ厚あつい本が山積みになっている。

　鞘香は古ぼけたテーブルの上に無む造ぞう作さに鞄かばんを置いた。

「なんの本、読んでるのよ？」

　鞘香はルイの後ろから何を読んでいるのかを覗のぞきこむ。

「いや、なんでもないよ」

　ルイは本を閉じて振ふり返った。

「なによ、隠かくしちゃって。今から試験勉強？」

　鞘香は本の題名を確かめようと身を乗り出す。

「まさか」

　心外といった顔つきでルイが応こたえる。

「試験なんて成績がいい子にちょっと答案を見せてもらえば済すむことじゃないか、nonノン?」

　ルイはこともなげに言う。

「いつもそんなことしてたわけ？　丸写しなんかして、よくバレないわね？　普ふ通つう、変な計算ミスまで一いつ緒しよに間ま違ちがってバレるわよ」

　鞘香は、さも当然のように言ってのけるルイの不正に怒おこるという気力も湧わかなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと二、三人から見せてもらってるから。丸写しにはしないよ。だけど彼女たちよりは高い点を取らないようにはしてるけどね」

「変なところで律りち儀ぎなのね」

「僕ぼくってほら、根が真ま面じ目めだから」

　ルイは大真面目だ。

「はいはい、そうですか」

　鞘香はルイの言葉を軽く流すと、椅い子すに腰こしを下ろした。

　ルイは話もそこそこに再び本に集中し、ページをめくる音が聞こえるだけの静せい寂じやくが訪おとずれた。

「それはそうと、最近、見ないわね？」

　頰ほお杖づえをついた鞘香が、そわそわしながらルイに話しかけた。

「Pardonパルドン?　何が？」

　ルイが文字を目で追いながら聞きかえす。

「……朴ぼく念ねん仁じんよ」

　鞘香が言いにくそうにぼそりと言った。

「Ahアー,　時とき光みつね」

「友とも達だちでしょ。寮りようだって相あい部べ屋やなのに、どこに行ったか知らないの？」

「お互たがいのプライバシーには関かん与よしないから。でも、そう言われると二、三日、見ないな」

「なにが二、三日よ。今日で、まる一週間よ」

「そんなになるか？」

「そうよ」

「まあ彼にも事情があるんだろ。ほっとけば、そのうち帰ってくるよ」

「だといいけどね」

　鞘香は冷めた口調で言った。

「あ～いた、いた！」

　そう言って、部室の扉とびらをおもいっきり開け放ったのは梨り紗さだった。

「ねえ、ねえ、さやちゃん、ルイルイ、いいものみつけたよ～！」

「いいもの見つけたの～」

「いいもの？」

　鞘香が聞き返す。

「そっ、いいもの！　みたい～？」

「Ouiウイ.でも何を見つけたっていうんだい？」

　自信に満ちた梨紗の様子にルイの好こう奇き心しんもかなりくすぐられていた。

　梨紗が「いいもの」と断言するのだから、相当なものに違ちがいない。

「うんとね～、うんとね～。ドラえもん～っ！」

　梨紗は胸を張ってこたえるのだった。




　江え戸ど時代は享きよう保ほう年間、成なる瀬せ川がわ土ど左ざ衛え門もんという相撲すもう取とりがいた。この土左衛門、相当に太っていたらしい。転じて、水にふやけて膨ぼう張ちようした溺でき死し体たいを見て、その土左衛門に似ていると誰だれかが言い出したことから、今も俗ぞくに水死体を土左衛門と称しようす──

「まあ、デブで名を残した偉い人じんってわけだな」

　ルイは話をこう締しめくくった。

「へ～、すごい人なんだね！　ドラえもん！」

「だから土左衛門だって。ドザえもん」

「ドザえもん、ドザえもん！」

　面おも白しろがって囃はやし立てる梨紗の声を聞きながら、ルイは全身ずぶ濡ぬれの男を改めて眺ながめた。

　仰あお向むけに転がった男は丸太のようだった。

　上下の作業着は泥どろに汚よごれ、濡れた黒くろ髪かみがべったりと顔に張りついていた。髪の先から鼻の先、指の先と、ぽたぽたと水が垂たれては板張りの床ゆかを黒く濡らす。

　よく見れば、ルイが男を部室まで引きずってきた跡あとがくっきりと廊ろう下かに残っていた。お化けナメクジが這はったかのようだ。それにしても学園内の池から引き上げてくるのは一苦労だった。

「でも、このドザエもん、おすもうさんじゃないね」

　指で男の靴くつの踵かかとを突つっつきながら、梨紗が不満そうに言う。

「まあ確かに土左衛門にしては貧ひん相そうではあるな」

「ひんそ、ひんそ～っ！」

「フランス育ちの貴様が……どうして土左衛門の由来なんか知ってる……」

　そのとき、かすかに開いた男の口から死し霊りようのような低く籠こもった声が漏もれた。

「ようやく気付いたか。Çaサ vaヴア?」

　ルイは驚おどろきもせず、ずぶ濡れの男に話しかけた。

「しかし、どうしてまた池なんかに浮ういてたんだ、時光？　ここに運んでくるのは一苦労だったんだぞ」

「……く……も……」

　時光の声は苦く悶もんに搔かき消されそうだった。

「ん!?　何が言いたい？」

　ルイは耳を時光の口に寄せる。

「食い物…………」

　文ぶん豪ごうゲーテの臨りん終じゆうシーンのように、いきなりがばっと力強く右手を上げて虚こ空くうを摑つかんだかと思うと、はたと手が脱だつ力りよくして、時光は再び気を失った。




　時光は目の前に出されたコンビニのおにぎりを両手で二つ鷲わし摑づかみにした瞬しゆん間かん、口の中に放ほうり込んだ。

「包ほう装そうのビニールくらいはがせよ。体に悪いぞ」

　ルイは厭いやそうに目を細める。

「一週間、何も食ってなかったんだよ」

　時光は、そう言ってビニールを吐はき出した。

「一週間も何も食わずに学校休んで何してたんだ？　時光のクラスの愛あい新しん覚かく羅らが怒おこってたぞ」

　ルイが言った。

「なんで俺おれが怒られる？」

「来週は合唱大会の本番なのに一度も練習に出てないから。相当お冠かんむりだぞ、あの様子は」

「賛美歌なんて歌えるかよ。だいたい誰なんだよ、そのアイシンカクラって？」

「時光のクラス委員の愛新覚羅玉ぎよく蘭らん。ほら、宣統帝溥儀ラストエンペラーの遠とお縁えんで、気が強いけど結構かわいい子。本当に同級生の名前も覚えてないのか？」

　ルイは信じられないといった顔付きだ。

「覚える必要性を感じなかっただけだ。おまえこそ、他ほかのクラスの生徒のことをよく知ってるな」

「もちろん予科から高等科までの全校生徒の名前を暗記してるからね」

「女だけだろ」

「男を覚える必要性がどこにある？」

「それについては、何も言うことはないよ」

　時光は呆あきれて言う。

「しかし何でまた、学校の池に浮ういてたんだ？」

「この一週間、ろくに食べず水しか飲んでなくて……それで池に鯉こいが泳いでて…………」

　時光は言いにくそうに声が一段と小さくなる。そこに鞘香が口を挟んだ。

「鯉？　いくらお腹がすいたって学校の池の鯉を捕つかまえて食べようとして溺おぼれたの？」

「いや、池に浮いてた食パンを見たら、ついふらふらっと……」

「食パンって……鯉そのものじゃなくて、鯉の餌えさを横取りしようとしたの？」

　鞘香の問いに時光は小さくうなずいた。

「あきれた……でもどうして、そこまでしてお金が必要なのよ？」

　鞘香は溜ため息いき混じりに言う。

「それはだな……なんでもない」

「なによそれ？　いいじゃない。言いなさいよ！」

　鞘香は執しつ拗ように聞き出そうとする。

「誰にも……特に一いち宮みやだけには口が裂さけても言えるかよ」

「あっ、そう。いいわよ。どうせろくなことじゃないんでしょうし。聞くだけ無む駄だよ！」

　鞘香はふてくされたように言う。

「誰が、おまえなんか頼たよるかよ！」

　時光は強気で啖たん呵かを切った。

「さっ、梨紗、一いつ緒しよに帰りましょ。帰りになんかおごってあげるから」

　鞘香は乱暴に鞄かばんを取り上げて梨紗を誘さそう。明らかに怒おこっている。

「ほんと～？　じゃ、かえるかえる～」

　梨紗はどたばたと帰り支じ度たくを済ますと、そのまま鞘香と一緒に帰ってゆく。

「あーあ、鞘香君を怒らせちゃって。知らないからな。あとが恐こわいぞ」

　ルイは鞘香の後ろ姿を見送りながら時光に言った。

「関係ないね」

　時光は憮ぶ然ぜんとして言った。

「それにしても一週間も、ろくに食べもしないで何をしてたんだよ？」

「それもこれも貴き様さまのためだ！」

「僕の？」

　ルイは何で自分のためなのか、皆かい目もくわからなかった。

　床ゆかの上に胡座あぐらをかいた時光は作業着のポケットから封ふう筒とうを床に叩たたきつける。

　封筒もびしょ濡ぬれで、床に叩きつけるのと同時に水飛沫しぶきがルイの顔にかかった。

「Qu'estケ-ceス queク c'estセ?　この封筒は？」

「中を見ろ」

　ルイは時光に促うながされて封筒の中を見ようとしたが、濡れた茶封筒は開けるより先に脆もろくも破れてしまった。しかし、その中には──

「現金だな」

　ルイは破れた封筒の裂さけ口から福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちのご尊そん顔がんを拝した。

「十八万ある」

　時光は誇ほこるように言った。

「高校生が一週間でどうやって？」

「決まっている。稼かせいだんだ！　歳としをごまかして昼は建設現場で肉体労働、夜は病院で──」

　時光は最後のところで言い澱よどんだ。

「病院でって……あの死体を標本にするために、夜通しホルマリンのプールに浮うかんだ死体を竹たけ竿ざおでつついて沈しずめるという伝説のバイト……本当に実在していたのか。それにしても、よくそこまでやったな」

「それも貴様のためだ」

　時光がルイを睨にらんで言う。

「君の好意には本当に感謝しているよ。だけど残念なことが一つある」

　ルイは時光をねぎらいながらも、姿勢を正して真しん摯しに言った。

「残念なこと？」

　時光は目を細める。

「Ouiウイ.残念なことに、これっぽっちの金じゃ、焼け石に水なんだよな」

　こう言うと、ルイは笑った。

「しかしだな、こうやって返していけば、いつかはっ！」

　時光はルイの胸むな元もとを摑つかむと、凄すごい形ぎよう相そうで詰つめ寄った。

「落ち着け、時光。気の毒だが一週間に十八万程度じゃ、利子にもならないんだよ」

「俺おれの……俺の一週間の苦労はいったい……」

　ルイの言葉に、時光は一週間分の疲ひ労ろうが一気に押おし寄せてきて、へたりこんでしまった。

「気持ちだけ受け取っておくよ。ただ方法が悪かったんだ、方法がね。僕だってこの一週間、何もしなかったわけじゃない。ちゃんと一気に大金を返済する方法は考えてある」

　ルイは時光の肩かたを叩たたく。

「本当か？」

「Bienビアン sûrシユール!　僕は得にならない噓うそはつかない。それで、その方法っていうのはな──」

　ルイは時光に耳打ちした。時光はルイの囁ささやきに耳を傾かたむける。

「それは犯はん罪ざいだぞ！」

　ルイの話を聞いたとたん、時光が叫さけんだ。

「大げさだな。見つからなければ犯罪にはならないって」

「しかしだな……」

　時光にはまだ躊躇ためらいがあった。

「だったらホモビデオに出るか？　他ほかに選せん択たく肢しは残ってないぞ」

　ルイは笑え顔がおで話しかける。

「…………」

　時光は苦く渋じゆうの顔つきを浮うかべたまま、これ以上、ルイに反論することはできなかった。




　深夜──昔でいう丑うし三ツ刻どきだ。

　時光とルイはＳＷＡＴタイプの黒ずくめの服を身につけ、非常灯だけが灯ともる深夜の校舎に潜ひそんでいた。

「いいか、時光。最後にもう一度、作戦を確かく認にんしておくぞ」

　ルイが改まってそう言うと、時光は黙だまってうなずいた。

「目標は唯ただ一つ、金きん鶏けい像ぞうだ。要は金のニワトリの置物だな。もちろん純金製だ。この金鶏像の資産価値は美術的価値はともかく地金だけでも一千万はかたい代しろ物ものさ。我われ々われの最終目的は金鶏像を一時的に借用し、これを担たん保ぽに融ゆう資しを引き出すために有効利用させてもらうことにある」

「格かつ好こうつけて言うなよ。要は質しち草ぐさにして質屋から金を借りるんだろうが」

　時光が突つっ込む。

「そうともいうかな。まあ、なにより学校の警備体制なんて二時間置きにバイト警備員が巡じゆん回かいに来るだけだ。楽勝だよ」

「情報は確かなんだろうな？」

「全すべて調査済ずみさ。お前がいなかった一週間、僕が何もしなかったとでも思ってるのか？」

「へいへい、準備がいいことで」

「しかし僕の調べた限り、どうも金鶏像の来歴だけが少々曖あい昧まいでね。戦前にこの近くで掘ほり出されたらしいんだけど、なぜか聖せい櫻おう館かんがこいつを手に入れたらしい。一応、記録としては理事長の寄き贈そうってことになってはいるが……まあ、そんなことはどうでもいいことさ」

　先頭に立って歩くルイは楽観的な口調で話しを続ける。

「それで作戦の手順についてだが──」

「なあ、やっぱりやめないか？」

　時光には、今やろうとしていることに対して、迷まよいが再さい燃ねんしていた。

「やはり、まずいだろ、こういうことは？」

「何度も言っているように、真ま面じ目めに働いても借金は払はらえないんだよ。それに、あのカジノの追っ手の件もある。その上、借金取りにまで追われることになるぞ。それでもいいのか？」

「…………」

「別に悪いことをしようとしてるわけじゃない」

　ルイはこう繰り返すだけで、まるで気にしていないようだ。先を急ぐように夜の廊下を進んでいく。

「窃せつ盗とうは充じゆう分ぶん、犯罪だ」

「しつこいな。ちゃんと返すと言ってるだろ」

「しかしだ……」

　階段を登りながら、時光はルイの背中を睨にらみつける。

「ちょっと借りるだけだって。どうせ入学式と卒業式で檀上に飾る以外はずっとしまってあるんだ。使っていない間だけ借りて、次に使うときまでに返せば問題はない。あくまでも有効利用なのさ」

　ルイは何度となく借りるだけだということを説明した。

「しかし夜の学校に忍しのびこむ自体……」

「そうか、俺が悪かったよ。もう帰ろう」

　ルイがいきなりくるりと踵きびすを返した。

「えっ、どうしたんだ？　急に……」

　時光もルイがこんなに素す直なおに自分の言うことを聞くとは思っていなかっただけに困こん惑わくする。

「時光、おまえ、口ではイヤだと言っていたが、本心はビデオに出たかったんだな。そうか、そこまで言うんなら、わかった。僕も一ひと肌はだ脱ぬごうじゃないか」

「いっ、いや……そう言うことではなくてだな……」

　すっかり動どう揺ようして、しどろもどろになる時光を無視して、ルイはポケットから取り出したメモを読み上げる。

「そうだな。リストに挙あがっているのは、『禁断・連ケツ男子合宿パート７』、『狂くるうほどくわえ合って』、『先せん輩ぱいの雄おすの匂におひ』なんてのがあるけど、どれがいい？」

「……わっ、わかった。おまえの作戦通りにする。だからビデオのことは二度と口にするな」

　時光は憔しよう悴すいしきった顔でルイを止とめる。

「それで、その胡う散さん臭くさいブツはどこなんだ？」

　時光が訊きく。

「ここだよ」

　ルイは不意に立ち止まって言った。高等科長室──ルイは四階にある一番隅すみの部屋を小さなペンライトで指す。

　科長は普ふ通つうの学校でいう校長のことだ。

「やっぱり鍵かぎがかかってたか」

　ルイはドアノブが回らないことを確かく認にんした。

「ピッキングでもするのか？」

　時光が投げやりに訊く。

「マンガやドラマじゃないんだ。ピッキングなんてそうそう簡かん単たんにできないよ」

「ならどうやって？」

「まあ、見ててくれよ」

　そう言ってポケットから携けい帯たい多機能工具マルチツールを取り出すと、ルイはペンチに変形させてドアノブではなく蝶ちよう番つがいにペンチを嚙かませた。

　ルイは三箇か所しよある蝶番の芯棒ボルトの頭をペンチで挟はさんで軽々と引き抜ぬく。

　それだけで堅かたく閉ざされていたドアは無む抵てい抗こうに、ぶらりと外れた。

「ざっと、こんな感じだ」

　ルイは自じ慢まんげに手早く多機能工具マルチツールをしまう。

　そしてぶらぶらになった内側から鍵を開けると、手て際ぎわよく再び蝶番の芯棒ボルトを戻もどした。

「これで開くんじゃ、鍵なんて無意味だな」

　時光は一連のルイの作業に目を瞠みはった。

「何事も完かん璧ぺきじゃない。あまり過信しすぎないことさ。Allonsアロン,行こうか」

　ルイはしれっと言う。立ち尽つくしていた時光はルイに促うながされるまま入った。

　まず眼に入ったのは、〈高等科長〉というプレートの置かれた重じゆう厚こうな執しつ務む机と、その手前の応接室のソファーなど一式。壁かべには歴代科長の肖しよう像ぞう画がが掛かけられていた。

「凄すごい数だな」

　時光が感かん嘆たんしたのは壁一面のガラスケースだった。上から下まで優勝杯トロフイーや楯たてが並んでいる。

　しかしトロフィーに結ばれた紅白リボンは、どれも古びている。

「Tiensテイアン!　見ろよ、時光。大正の星せい櫻おう館かん時代のがあるぞ」

　ルイは物もの珍めずらしそうに古い青銅ブロンズの記念楯を眺ながめつつ、ペンライトを棚たなの端はしから端に走らせる。

「なんだかよく分からないものも飾ってあるね。なあ時光、これってこの前鞘香君が大事にしていたなんとかっていう占いの道具じゃないか？」

「こんなところに飾られているくらいじゃそんなに珍らしい物じゃなかったんだな。そんなことより、肝心の金のニワトリはどこなんだ？」

「おかしいな……」

　ルイは探しながら首を傾げる。

「ここまで来て、いまさら間ま違ちがいでしたなんていうなよ」

「それは、ありえない」

「だったら──」

　時光が言いかけた言葉を吞のんだ。

　ルイも気づいたようだった。

　跫あし音おと、それに続いてドアノブからカチャカチャと金属音がした。

　二人は顔を見合わせると、一いち目もく散さんに科長の机の下に隠かくれる。

　同時にドアが軋きしむ音を立てて開いた。

　闇やみより濃こい黒い人ひと影かげが数人、部屋の中へと入って来る。

「ここなんだな？」

「間違いありません」

「探せ」

「はい」

　囁ささやくような声が、時光の耳に入ってきた。

「警備員じゃなかったみたいだな」

　執務机から影の様子を盗ぬすみ見ているルイが言う。

「らしいな」

　てっきり警備員だとばかり思っていた時光は意外そうに影の動向を窺うかがう。

「何を探してるんだ？」

　二人は闇の中で蠢うごめく影に目を凝こらした。

　手にしたライトの光でぼんやりと闇に浮うき上がる人影は何かを探し始めた。

　黒い影の数は全部で五つ。

　言葉に外国訛なまりがないことから外国人窃せつ盗とう団ではないようだ。それに声は予想外に若く聞こえる。時光はどこかの不良少年グループが学校荒あらしにでも入ってきたのかと思った。

「まだ見つからないのか？」

　なかなか目当ての物が見つからないらしく、痺しびれを切らせた男の檄げきが飛ぶ。

「すみません」

「あの机の中かもしれないな」

　今まで命令していた男はそう言うと、おもむろに向かってきた。

　時光とルイは慌あわてて頭を引っ込める。

　机を回り込もうとする跫あし音おとが震しん動どうとなって近づいてくる。

　距きよ離りにして一メートルもない。暗がりでなければ見つかっている距離だ。

　男がもう一歩踏ふみ込めば確実に見つかる──

　二人は固かた唾ずを吞のむ。

「ありました、これです！」

　そのとき、入口近くから弾はずんだ声がした。

「見せてみろ」

　男は踵きびすを返して足早に戻もどってゆく。

　時光とルイは極度の緊きん張ちよう感から解放されて、ゆっくりと深呼吸した。

　急に五つの影かげが浮き足だったような雰ふん囲い気きになった。

　何を見つけたのかと、時光とルイは、こっそりと机から頭を出して覗のぞき込む。

　五人が取り囲む中心でマグライトの光を強きよう烈れつに反射したのは──

　それはでっぷりとした鶏冠とさかと尾お羽ばねが立りつ派ぱな雄おん鶏どりの置物だった。しかし暗くて金なのかどうか色や質感まで確かく認にんできない。

「金きん鶏けい像ぞう！」

　ルイが無意識に声を発してしまった。時光が肘ひじでルイを小こ突づく。

　ルイ自身も自分の声に驚おどろいて、気付かれやしなかったかと身構える。

　だが向こうも金鶏像を見つけて興こう奮ふんしているらしくルイの声は聞こえなかったようだった。

「どうして、あいつらが金鶏像を？」

「わかるかよ」

　時光の疑問にルイが囁ささやく。

「しかし随ずい分ぶんと計画が狂くるってきたな」

　ルイが小さくつぶやいた。

「どうする？　このまま奴やつらに渡わたしていいのか？」

「向こうは五人もいるんだ」

「しかし、このまま盗ぬすまれるのを黙だまって見過ごすわけにはいかないだろ」

「僕らがいうのもなんだけどな」

「金鶏像を借りに来たんだ。盗みに入ったわけじゃない」

「Parfaitパルフエ!　じゃあ、やるか？」

「そうだな」

　時光はこくりとうなずいた。

　先に机の陰かげから飛び出したのは時光だった。

　直後、ルイが立ち上がると、ペンライトを五人に向けてスイッチを入れる。

　突とつ然ぜんの光に驚いた五人が一いつ斉せいに光源へと振ふり向く。

　そこに生じたわずかな隙すきを突つき、先に出た時光が金鶏像をひったくると、一気に出口へ走る。

「あっ！」

　金鶏像を奪うばわれた一人は、かなりテンポが遅おくれてから、声をあげた。

　そのときには、時光は既すでにドアを抜ぬけるところだった。

「くそっ、追えっ！」

　男の号令に残りの者も何が起こったか理解して、時光を追いかけて走り出す。

　時光は科長室を飛び出すと、廊ろう下かを右に折れた。

　金きん鶏けい像ぞうは純金だけに大きさ以上にずしりと重かった。十キロ以上はある。

　あまりの重さに、ややバランスを崩くずしながらも、時光は全速力で走った。

　振り返る暇ひまもなかったが、追ってくる跫あし音おとは二つだ。

「ボーイスカウトじゃないんだぞ、ぞろぞろとついてきやがってっ！」

　追ってくる跫音を聞きながら、時光は罵ののしった。

　時光は階段へと続く曲がり角の死角へと飛び込むが、そこに先回りした一人が立ち塞ふさがった。

　やはり体力的に優すぐれていても両手で重量物を抱かかえていては易やす々やすと逃にげ切れるものではない。

　時光は左右から挟はさまれるようにして、壁かべに背を向けるかたちで追い詰つめられる。

　二人とも全身黒っぽい服装で、覆ふく面めんのようなバラクラバ帽ぼうを被かぶり、手にはバタフライナイフが光っていた。左右から挟まれて身を躱かわす余地はない。しかも金鶏像を抱えているため、時光には両手の自由もない。

「返してもらおう」

　一人が低い男の声で話しかけてきた。

　目と鼻しか見えていないので表情はわからないが、声には鋭するどさがある。

　だが時光は黙もくしたまま不敵に笑った。

「このっ、なめやがって！」

　二人のナイフが非ひ常じよう口ぐち誘ゆう導どう灯とうの緑の光を反射する角度が変わる。

　刹せつ那な、二人は無言のまま、同時に右腕うでを突つき出して飛びかかってきた。

　時光は金鶏像を庇かばうように抱えたまま、右から時光の腹はらを目がけて突き出されたナイフを長い脚あしで蹴けり上げて弾はじき飛ばし、同時に踵かかとを男の顔面に喰くいこませた。

　そして続く左から来る相手のナイフを紙かみ一ひと重えで躱して体当たりする。

「ぎゃっ」

「うぁっ！」

　奇き声せいが次々にあがった。

　顔面を蹴られた男は、前歯をへし折られて昏こん倒とう、もう一人はうずくまったまま震ふるえている。

　時光にナイフを躱されて壁かべに突き立ててしまったため手が滑すべったのだ。結果、鍔ガードのないバタフライナイフの刃を摑つかむような格かつ好こうでざっくりと切ってしまっていた。

　黒い鮮せん血けつが染しみこむように床ゆかに、さあっと広がってゆく。

　一いつ瞬しゆんのうちに時光は、ナイフを手にした二人を戦せん闘とう不能にした。

「大事な借り物に傷がついたらどうするんだ」

　時光は金きん鶏けい像ぞうに傷がつかなかったか確かく認にんしようとしたその瞬しゆん間かん──

　異常な殺気が時光の体を稲いな妻ずまのように貫つらぬいた。時光は考えるよりも早く床に転がり、重い金鶏像をハンドボールのように片手で頭上に突き出す。

　刹那、碧みどりの火花が散った。

　闇やみの中を黒い影かげが素す早ばやく跳とび退のく。

　胴どうを輪切りにされた金鶏像の半分が、くわんと金属音を辺あたりに響ひびかせて落ちた。

　体勢を立て直しつつ、時光は金鶏像を拾ひろう。

「日本刀だと……!?」

　時光は黒い影が手にする日本刀の白はく刃じんを見ていた。

　反射的に金鶏像で刀を受けていなければ、致ち命めい傷しようは免まぬかれなかっただろう。

　普ふ通つうの倍近い長さの大おお太た刀ちを振ふるう腕は並なみではない。

「まさか躱かわしきるとはな」

　この声は、五人の中でいつも命令を下していた男の声だった。

　男はバラクラバ帽ぼうを脱ぬぎ捨て、首を軽く振る。暗がりでもわかる明るい櫨色レツドイエローの髪かみが揺ゆれた。

　大きく力強い瞳ひとみ、彫ほりの深い顔は端たん正せいで凜り々りしい。二〇代半なかばといったところか。

　手にした刀は刀身だけで優ゆうに四尺しやく、一三二センチを越こえる大おお太た刀ちだ。刃やいばにのたうつ刃は文もんは、金鶏像ごと時光の二の腕うでの肉を舐なめ削そいで、切れ味を証明している。バタフライナイフの比ではない。

　男の全体から漂ただよう雰ふん囲い気きからは殺人ということに躊ちゆう躇ちよがないどころか愉ゆ悦えつさえ感じられる。狂きよう気きといっても過言ではないだろう。

　時光が、かろうじて武器として使えるのは、一刀両断された金鶏像が二ピースだけ。

　密室殺人の兇きよう器きには充じゆう分ぶんでも、戦せん闘とうにおいては、フライドチキンと大差ない。

　時光は腕の傷口に目をやる。

　暗くてよく見えないが、灼やけるような痛みから、次し第だいに冷たく麻ま痺ひしてくるような感覚へと移行しつつあった。思ったより出血量が多いらしい。

　時光は確実に追い詰つめられていた。勝機はどこにもない。

　しかし時光は男と対たい峙じするしかなかった。

　男は獲え物ものを追い詰める獣けものの如ごとく間合いを徐じよ々じよに詰めてきた。

　蛭ひる巻まきの長い柄つかを握にぎる手に力が籠こもり、鍔つばが鳴る。

　来る──

　時光の直感通り、刀の鋒きつさきが時光の喉のど元もとを狙ねらってきた。

　時光は辛かろうじて身を捻ひねって躱しつつ、上段回し蹴げりへ──

　時光の一撃げきを受け、男は蹌よ踉ろけ、微かすかに呻うめきをあげる。

　だが男はバランスを失ったままでも、構わず刀を水平に振ってきた。

　体が思うように動いてくれない。時光は避よけるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　それを見み透すかすように男は体勢を立て直し、続けざまに連続攻こう撃げきをしかけてくる。

　一刀を躱かわすのに、いつもの何十倍の体力を消しよう耗もうしてゆく。このままでは、いずれ体力が尽つき、時光は斬きられるだけだ。

　時光には最も早はや、無む謀ぼうでもカウンターを狙ねらって打って出る策さくしか残されていない。

　そして上段からの袈け裟さ斬ぎりが空を斬ったとき、時光はこの一いつ瞬しゆんに賭かけた。

　白い刃やいばの目の前を横飛びに跳とぶ。

　さっき顔面を蹴り上げて気絶させた男の取り落としたバタフライナイフを拾って投げた。

　ナイフは、そのまま男の喉のど元もとへと飛んでゆく。

　男は意表を衝つかれ、向かってくるナイフに反応が遅おくれる。

「この、させるかよっ！」

　それでも男は強ごう引いんに大おお太た刀ちでナイフを受け、軌き道どうを逸そらす。

「つぅっ！」

　だが、それでもナイフの勢いを削そぐことはできず、刃ブレードは男の左肩かたに突つき刺ささった。

「やったか──」

　しかし男は、ナイフを抜ぬくこともなく、そのまま時光に襲おそいかかろうとする。

「！」

　時光に最早、これ以上闘たたかいを続けるだけの余力は残ってはいなかった。

　もう為なす術すべは何もない──

　ジリリリリリリリリッ──

　そのとき、けたたましい騒そう音おんが鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

「非常ベル!?」

　斬りかからんとした男の精神力が一瞬かき曇くもる。

　時光は、このわずかな隙すきを見み逃のがさなかった。

　全すべての力を振ふり絞しぼり、時光は金きん鶏けい像ぞうを抱かかえて走っていた。

　逃にげる時光を追いかけようと男も階段を降りかける。

　しかし一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、歩みを止めた。

　やがて闇やみの中で抜き身の刀を手に立ち尽つくす男に、数人が駆かけ寄る。

「深ふか谷やさん。大変です。もう一人に非常ボタンを押おされて逃げられました──あっ、この二人はいったい……？」

　非常ベルが鳴り続ける中、駆けつけてきた残る二人が口早に言った。

　明らかに非常ベルと倒たおれた二人に動どう揺ようしている。

「狼狽うろたえるな！　すぐに消防が来る。三分で痕こん跡せきを消して撤てつ収しゆうだ！　洋よう介すけは安やす田だと浜はま口ぐちを頼たのむ」

「はいっ！」

「柿かき崎ざきさんは血けつ痕こんを消してくれ！」

「なんでボクがそんなことをしなくちゃいけないんだ」

　柿崎と呼ばれた小太りの男は口答えする。

「いいから言われたとおりにしろっ！　捕つかまりたいのか？」

「わっ、わかったよ。やればいいんだろ」

　深谷の物もの凄すごい形ぎよう相そうに圧あつ倒とうされ、半分ふてくされながらも柿崎は深谷の指示に従った。

「深谷さん、これは？」

　怪け我がをした二人を介かい抱ほうしようとした洋介が床ゆかの上に白い何かを見つけ、拾い上げる。

　深谷は洋介からそれを受け取って、よく見てみると、小さく折り畳たたまれた和紙だった。

　折り畳まれた紙は二枚の細長い紙きれにわかれ、墨すみで記号のような何かが書かれていた。

「これは!?　柿崎さん、これが例のものなのか？」

　深谷に示された紙きれを柿崎が見る。

「間ま違ちがいない！　これだ！」

　柿崎は興こう奮ふんして深谷から紙きれを奪うばい取るように受け取ると、食い入るように紙を見つめる。

「そうか、本当にあったとはな。しかし厄やつ介かいな奴やつと関かかわることになりそうだな」

　紙きれを持つ深谷の手に自然と力が入った。




　蒼そう龍りゆう寮りようは聖櫻館の敷しき地ち内の東、箱はこ根ね山やまの中腹にひっそりと建つ男子学生寮だった。

　箱根山というのは標高四六・三メートルで東京二十三区中、最さい高こう峰ほうの山である。

　従したがって蒼龍寮は日本一地価の高い二十三区で、ある意味、最も高い土地に建つ建築物ともいえた。しかし他ほかには何ら自じ慢まんできるものとてないバラック同然の代物だったが。

　そんな蒼龍寮に時光がようやく辿たどり着いた時点で、ルイはすでに部屋に戻もどっていた。

「どうしたんだよ、時光、それはっ!?」

　血の気の失うせた顔面蒼そう白はくの時光が部屋に姿を現すなり、ルイは驚おどろいた声を発した。

「ただの掠かすり傷だ……」

　時光はそう言ったが、道すがら引き抜ぬいた蔓つる植物で腕を止血していたにもかかわらず、袖そでは滴したたるほどの真まっ赤かな鮮せん血けつで染そまっていた。

「なにが掠り傷だよ！　Commentコマン as-tuアテユ puピユ faireフエル çaサ!　完全にご臨りん終じゆうじゃないか！」

　ルイは大おお仰ぎように嘆なげきながら駆かけ寄ってくる。

　そして金きん鶏けい像ぞうをひったくると、机の上に切断面を合わせて鎮ちん座ざさせたのだった。

「俺より、このチキンが心配なのかよ」

「当然！　おまえの傷ならそのうち治るが、金鶏像の傷は直らないじゃないか」

「それはそうだが……」

「それに、これは僕の、いや僕らの借金を救すくってくれる救世主なんだからな」

　ルイは金鶏像に頰ほおずりする。

「もう勝手にしてくれ……」

　出血で疲ひ労ろうも著いちじるしい。時光は言い返す気力もなかった。

　時光は袖を破り取って、傷の手当に取りかかる。

　ベッドのフレームは時光が座すわるのを拒こばむように悲鳴を上げて軋きしんだ。

　時光は二段ベッドの下段に腰こしを下ろすと、消毒薬代わりに、ルイが部屋に隠かくしていたブランディーを喇らつ叭ぱ飲みに口に含ふくんで、霧きり状じように傷口に吹ふきかけた。

　アルコールに傷口が悲鳴をあげる。

「おい、なにしてんだよ」

　ルイが目を丸くして、時光からボトルをひったくった。

「見ての通り、消毒だ」

　時光はぶっきらぼうに答える。

「おまえ、これはレミーのルイ十三世だぞ。わかってるのか？」

「だから？」

「だからって……定価で一本十六万もするんだぞ」

　ルイは口く惜やしそうにボトルを眺ながめるのだった。

　そんなルイなどお構いなしに、悪びれもせずに時光は包帯を巻きだしていた。

「Ahア làラ làラ!　せっかく生まれ年のボトルだったのに、こんな飲み方しやがって……」

　ルイはクリスタルボトルの中の琥こ珀はく色の液体を眺めながら口惜しそうに言う。

「飲んでいない。消毒液の代わりに使っただけだ」

　時光が律りち儀ぎに抗こう議ぎする。

「なお悪い。もったいない！」

「それより、いったい何者だったんだ、あの連中は？」

「ただの学校荒あらしだろ」

　ルイは少し拗すねていた。

「ただの学校荒らしが、日本刀なんか使ってくるかよ」

「日本刀か。だとすると、かなりやばい連中みたいだな」

「少なくとも一人は人を斬きることに躊ちゆう躇ちよはなかったよ」

　時光はしみじみと言った。

「その傷は、その刀で……まさか金きん鶏けい像ぞうもか？」

　ルイは驚おどろいたように訊きく。

「ああ」

　時光は静かにうなずいた。

「柔やわらかい金とはいえ、金属の塊かたまりを一刀両断かよ。見事な腕うでだな」

「そうだな。あのとき非常ベルが鳴らなかったら、完全に殺されていたよ」

「ああ、あの非常ベルは連中をまくのに僕が押おしたんだよ。そうすると僕が命の恩人ってことだ。これで一つ貸しだな」

「貸しなら俺の方が腐くさるほど溜たまってる。今回の件だって、元を正せばおまえの借金が──」

　時光が日ひ頃ごろ溜めていたものを噴ふき出す。

「まあまあ、その話はおいといて──」

　しかし、ルイも話の矛ほこ先さきを逸そらすのだった。

「それにしても連中の狙ねらいも金鶏像だったとはね。もし僕らがいなかったら、みすみす金鶏像を盗とられるところだ。万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま、やっぱり僕らがこれを借りに行ってよかっただろ？」

「よかったのか？　盗られはしなかったが、あれだぞ」

　時光は真っ二つにされた金鶏像を指差した。

　でっぷりした体は一刀両断に斬きられて頭と尻尾しつぽの部分に分かれている。

「盗ぬすまれるよりはましさ──ん!?　なんだ切り口？」

　ルイは金鶏像を見て、何かに気付いて、慌あわてて金鶏像を手に取った。

「おい、これ……この切り口!?」

「今いま更さら、何を言ってるんだ？　割れているのはわかっているだろ」

「違ちがう。おまえ、この切り口をちゃんと見てみたか？」

「見たぞ」

「気付かなかったのか、これが？」

　ルイは時光の眼前にに黄おう金ごんの金鶏像の切断面を突つきつける。

　切断された肉にく厚あつの断面と内部は眩まばゆい山やま吹ぶき色……ではなく日本海のような鉛なまり色だ。

　時光は突とつ然ぜんのことに理解不能だった。

「これは!?」

「見て通りの鉛だよ」

「しかし表面は……」

「金きん箔ぱくが押してあるだけだよ」

「暗い中で見ただけだったから、気付かなかった」

　時光も驚おどろきを隠かくせないでいた。

　今まで、こんなことに気付かなかったのは暗さだけでなく、金鶏像が純金だと思いこんでいた先入観があったのかもしれない。

「借金はどうなるんだ？」

「ただの鉛の塊かたまりが一千万円の担たん保ぽになると思うか？」

「だよな」

　時光は落らく胆たんして肩かたを落とした。

「まんまと偽にせ物ものを摑つかまされたわけか？」

　時光は二段ベッドの天板を見ながら言った。

「複製レプリカの可能性はまずない。それなら事前調査に一度も引っかからないわけがないからね」

　ルイは自信を持って断言した。

「最初から偽物だってことか？」

「Ouiウイ.偽物というより、本物が鉛製だったと考えるべきかな。全く何が金鶏像だよな、鉛えん鶏けい像ぞう、もしくは金きん箔ぱく鶏像じゃないかよ」

　ルイは大きく溜ため息いきをついた。

「このままだと、学校に戻もどすってわけには、いかないよな……」

　気落ちした声で時光が言う。

「そりゃ、そうだ」

　ルイは手持ちぶさたに金鶏像をいじっては、いろいろな角度から見ていた。

　金鶏像は鋳ちゆう造ぞうされた物らしい。座位なので、脚あしはなくその裏に蓋ふたがあった。

　そのとき、切断面に不自然さを感じ取るものがあった。

　金鶏像は、外側のみに金箔が張られているだけで、あとは全すべて鉛なまりのはずだった。

　しかし内側に近い一部に薄うすく白い層のような物が見える。

　ルイはポケットから赤いグリップのナイフを取り出した。ヴィクトリノックス乗馬用エクエストリアンだ。

　慎しん重ちようにステンレスの刃はを白い層に突つき立て、刃を捻ひねる。

　内側から柔やわらかい鉛の層を剝はがす。白い層が徐じよ々じよに明らかになってきた。

「紙？」

　白い層に見えたのは紙きれだった。正確には折り畳たたまれた和紙だ。

　どうやら防水性のある油紙に包んだ和紙を金鶏像の内側に張り、そこにまた溶とけた鉛を流し込んで隠かくしたのだろう。手の込んだ仕し掛かけだ。

　これが偶ぐう然ぜんにも切断されたことで、見つかったのだ。

　とにかくルイは和紙を開いてみた。

　紙は一枚だと思っていたが、それは三枚の紙切れだった。

　二枚は細い短たん冊ざくのような形で、もう一枚は他ほかのより幅はばが倍ある。

「どうしたんだ？」

　時光がベッドから身を乗りだす。

「中から、こんな物が出てきた」

　ルイも、よくわからないといった口くち振ぶりだ。

「地図みたいだな」

　時光は、三枚のうち、一番大きな紙を指した。

「言われてみれば──」

　確かに大きな紙だけは、昔の見取図のようなものに見える。

　他の二枚には文字らしきものが墨すみ書きされていた。

「それにしても、なんで三枚なんだろうな？」

　ルイは図面らしきものの描えがかれた紙をじっと凝ぎよう視しする。

「それ、つながらないか？」

　時光が横から口をはさんだ。

　ルイは時光の指し摘てき通り、三枚を並べてみた。確かに長さは一いつ致ちする。紙質も同じ。

　しかし、どう並べ替かえても無理だった。だいたい見取図らしき一枚は、両りよう端はしが途と切ぎれている。

「Ahア bonボン!　斬きられたからか！　元々は一枚だったんだ！」

　ルイは机の上のノートから一枚の紙を破り取ると、四回折って十二折りにして指で千切る。

　ノートの紙を広げてみると、紙は短冊状に五枚に分かれた。うち三枚は手元の和紙と同じになり、その他に二枚の紙が残る。

「僕の思った通りだ。すると残りは──」

　紙を見つけたのは後ろ半分。ルイは首のある前半分を調べた。

　しかし白い層があるはずの場所は、表層の薄うすい鉛なまりの層から根こそぎ剝はげていた。

「時光。もしかして、こっちの頭の方、落としたか？」

「ああ、斬られたときに。それが？」

　時光が答える。
















「落下の衝しよう撃げきで剝がれて落ちたのか──」

　ルイは鶏冠とさかが歪ゆがんで金きん箔ぱくが剝げかかっているのを見て納なつ得とくした。

「それで、何て書いてあるか読めるか、時光？」

　ルイが訊きく。

「朝日さす夕日かがやく木の元に──」

　訊かれた時光は、右端になるピースの紙の文字を声を出して読んだ。

「それから？」

「それだけだ。続きが欠けている」

「そこまでで、どういう意味なんだ？」

「朝日が射し込んで、夕日が輝かがやく木の下にってところか。五七調だし、歌の類たぐいだろうな」

「Quoiクワ?　歌？」

「この続きがあるとすれば、和歌か連歌かその類だな」

「しかし、何で金きん鶏けい像ぞうに歌が隠かくされていたんだ？」

「さあね」

「で、こっちは？」

　ルイが左端はしのピースを指差した。

「元げん文ぶん戊ぼ午ご──これは年号だな。で、その下にあるのは字じゃなくて花か押おうだろうな」

「花押って、大昔の署名サインみたいなやつか？」

「ああ。しかし花押だけとは妙みようだな」

　時光は首を傾かしげる。

「どういうことだ？」

　ルイは机の本ほん棚だなから日本史の教科書を取り出して開きながら訊く。

「花押は今の印いん鑑かんの代わりだ。名前の下に書き入れるのが普ふ通つうなんだよ」

「誰だれの花押なのかわからないのか？」

「大名クラスなら調べもつくが、同一人物でも年代によって違ちがうからな」

「そうか──ああ、あった。元文戊午つちのえうまは元文三年のことで西せい暦れきでいうと一七三八年だってさ。〈享きよう保ほうの改革〉で有名な享保の次の年号だよ」

　日本史の教科書の歴史年表を見てルイが言った。

「とすると江戸中期か──」

「Ehエ bienビアン,ということは、この金鶏像が造られたのは、その時代なのか？」

「この紙が本物ならな」

　時光はやや醒さめたように言う。

「Ouahウアー!　なんだか面おも白しろそうなことになってきたじゃないか！」

　時光とは反対にルイはすっかり好こう奇き心しんを刺し激げきされたようだった。







　　　LEÇON 3　黄おう金ごん狂きよう時代







「それで時とき光みつ。金きん鶏けい像ぞうを落としたのは、どの辺なんだ？」

　次の日の朝早く、時光とルイは連れだって学校へと来ていた。

　落としたであろう紙の残りの部分を探しに来たのだ。

「この辺あたりだ──」

　あの不ふ審しんな男達たちと対たい峙じした場所へと来てみた。

「Vraimentヴレマン?　本当にここでいいのか？」

　ルイは確かく認にんしてきた。

　そこには、何も残されていなかったのだ。

「ああ」

「少なくともおまえと、もう一人はかなりの出血だったんだよな」

　しかしリノリウム張りの床ゆかに、血けつ痕こんなど影かげもかたちもなかった。

「いや、ここに床に傷がある」

　時光は床の窪くぼみを見つけると、人差指の腹を押おしつけてみた。

　指にきらきらと輝かがやく物が付着していた。

「金きん箔ぱく、金鶏像のだ。間ま違ちがいない、ここだ」

　時光はルイに微び少しような金箔片へんを見せる。

　しかし他ほかに痕こん跡せきらしいものは何一つ残されてはいなかった。

　それこそ小さな血の染しみの一つもだ。

「Euhウー... 証しよう拠こ隠いん滅めつか。そのときに紙の半分も持っていかれたか」

　ルイは少しがっかりした。

「君達、こんな朝早くから何をしている？」

　声をかけてきたのは、教頭だった。

　教頭は見み慣なれない数人の男を伴ともなっていた。学校の教職員ではない。

「あんまり清すが々すがしい朝だったので、ついつい早く目が醒さめてしまって。散歩がてらに早めに学校に来てしまったんです。なあ、榊さかき君」

　ルイが当たり障さわりのないように答えると、肘ひじで時光を突つつく。

「まあ、そんなところです」

　時光は欠伸あくびをしながら言った。

「君達、もしかして科長室には行かなかったか？」

　教頭の脇わきにいた男の一人が二人を見み据すえる。

「行ってませんけど。それが何か？」

　ルイは完全に素そ知しらぬふりだ。

「とにかく科長室の方には行かないように」

　教頭の顔は、いつもより窶やつれて見えるほど憔しよう悴すいしていた。

「なぜです？」

　ルイがぬけぬけと訊きく。

「なんでもないよ」

　教頭は説明もないまま、強ごう引いんに時光達をその場から追い立てた。

　二人もいらぬ疑いをかけられたくもなかったので、おとなしく引きさがる。

　そして、朝のホームルームにはまだ早いので、ひとまず部室へと向かった。

「教頭と一いつ緒しよにいたのはおそらく刑けい事じだぞ。バレたんじゃないのか」

　廊ろう下かを歩きながら、時光が深刻そうに言った。

「心配ないって。あの様子だと、まだ何も摑つかんでないよ」

「いずれ捜そう査さの手が伸のびたら……」

「もし、そうだとしても証しよう拠こはない。あの連中がご丁てい寧ねいに証拠隠いん滅めつまでしてくれたからな」

　ルイは昨夜の行ぎよう状じようが発覚することをまるで心配していない。

「それは、そうかもしれないが……」

「時光は心配性だな。それより問題は、あの連中が金きん鶏けい像ぞうを盗ぬすもうとした目的だ」

「単に金かね目めの物だと思ったんだろ」

「Nonノン!　あの様子は最初から金鶏像を探していたね。それに実際、あれは鉛なまりの塊かたまりなんだから、金目の物なんかじゃない」

「俺おれたちと同じで金と間ま違ちがえたんだろ」

「しかし不可解な点が残る。金鶏像の存在なんて、そう多くの人間が知ってることじゃない」

「学校関係者ってことか？」

　時光は顔を顰しかめる。

「時光、一人は顔を見たって言ったな。見覚えは？」

「見覚えはないな」

　時光は首を振ふる。

「そうすると、手がかりはあの紙きれだけか──」

　ルイは考え込むように腕うでを組んだ。

「とにかく調べてみる価値はありそうだ。僕ぼくは情報処理室に寄って行くけど、おまえは？」

「やめとく」

「そうか、わかった。それじゃ、ここで。Salutサリユ, àア bientôtビアント.」

　時光はルイと別れた。




　その日の昼休み、時光が部室で購こう買ばいのコロッケサンドを食べていると、ルイが勢いよく扉とびらを開け放って入ってきた。

「わかったぞ、時光！」

　いつにないほどルイが興奮して言う。

「何がだよ？」

　時光は面めん倒どうくさそうに返した。

「あの歌だよ！　朝日さす夕日輝かがやく木の元に」

「ああ、あれね」

「あの歌の文句をネット検けん索さくしたら、どうなったと思う？」

　ルイは気乗りしていない時光に構わず一方的に話を続けた。

「さあね」

「暗号だったんだよ」

「暗号？」

「埋まい蔵ぞう金きんの暗号だよ！　あの歌に宝の在処ありかが隠かくされているんだってよ」

「埋蔵金!?　本当かよ？」

「本当だってこれを見てくれ」

　取り出されたメモには短歌のような文章が無数に並んでいた。その殆ほとんどは〈朝日さす〉から始まり、対つい句くのように〈夕日〉へとつながるものも多い。

「これは埋蔵金伝説のある地域に言い伝えとして残っている暗号歌、つまり埋蔵金の在処を暗号にして隠した歌だな、その一いち覧らんだ。見てみろよ、あの紙に書かれた歌とほぼ同じだ。あの文章は埋蔵金の在処を示していたんだよ！」

「この手の民間伝でん承しようは全国にあるんだ。それこそ武たけ田だ信しん玄げんの埋蔵金から長者の隠し金までな」

「そう言わず、聞いてくれよ。こんなに多く似たような歌が残されているってことは、どこかにオリジナルが存在していた証しよう拠ことも考えられないか？　おそらく江戸時代頃ごろの行商人なんかによって、この話が広まる段階で間ま違ちがって伝わったり、一部は地元の黄おう金ごん伝説とくっついたりして、歌の文句も変わっていったんじゃないか。ひょっとしたら隠した側がわが本当の場所を突つき止められないように全国に広めたってことも考えられる」

「それで？」

「ということはだ。もしオリジナルの歌なら、間違いなく埋蔵金が眠ねむっていることになる」

「オリジナルだという証しよう拠こがないだろ」

「そう言うと思ったよ。とにかく、これを見てくれ」

　ルイは持ってきたスポーツバッグの中から金きん鶏けい像ぞうを取り出した。

「お、おい。こんなところに持ってくるなよ！」

「どうせ実物を見ないと信じないと思ってさ、さっきわざわざ寮りようから持ってきたんだよ」

　ルイはそう言って、机の上にどすんと置く。

「ここを見てくれ──」

　ルイは金鶏像の翼つばさの下を示した。

「これは──」

　時光は目を瞠みはった。

「Tiensテイアン!　水み戸と黄こう門もんの紋もん章しようだ」

「確かに三みつ葉ば葵あおいだな」

　時光は徳とく川がわ家の家紋である、時代劇でもお馴な染じみの家紋の浮彫レリーフを確かく認にんした。

「わかったろ？　金鶏像は本来、徳川家の物だったのさ。従って、その中に隠かくされていた紙は──」

「徳川埋まい蔵ぞう金きん？」

「Ouiウイ!　だけど徳川埋蔵金と一口にいっても、大きく分けて三種類あるんだな。一つは初代将軍家いえ康やすが子孫のために遺のこしたもの、二つめは幕ばく府ふがいざというときのために埋うめたもの。三つめは江戸城を官軍に開城する前に城内にあった金を幕府再興のために埋めたもの。有名な赤あか城ぎ山のは三つめのケースだな。だけど、金鶏像から出てきた紙に書かれた年号は江戸中期だからね。時代的にケース１とケース３は除じよ外がいされるから、二つめのケースってことになるけどね」

「まさか──」

　時光は信じられない思いだった。

「まさかじゃない。あれは徳川埋蔵金の在処ありかを示す地図だったんだよ。そうでなくて、あんな手の込んだところに隠すわけがない。そもそも金きん鶏けいって、どんな鳥だか知ってるか？」

「金鶏像って金で出来た鶏にわとりの像じゃないのか？」

「僕も最初はそう思ってたけど、よくよく調べてみると違ちがったんだな。あれは金鶏っていう鳥の像だから金鶏像なんだよ」

「ほう」

「伝説では金鶏は天上に棲すむ鶏で、別名〈あけのとり〉。この金鶏が最初に暁あかつきを告げて東とう天てん紅こうと鳴くと、地上にいる世界中の鶏が、これに続いて鳴き始めるっていうんだな」

「だから、なんだっていうんだ？」

「金鶏が鳴くと芋いも蔓づる式に鶏が鳴くわけだ。そして鶏っていうのは昔から黄おう金ごんと密接な関係があるものでもある。つまりだ。金鶏像に隠された謎なぞを解けば、莫ばく大だいな財宝が《Cocoricoココリコー!》と鳴き出すように場所が明らかになるって寸法さ」

「そこまで言われてみると、本当らしく聞こえてくるから不思議だよ」

「本当さ。連中が金鶏像を狙ねらっていたのだって最初から埋蔵金狙いだったと思わないか？」

「そう考えれば、辻つじ褄つまは合うな」

「だろ？　徳川埋蔵金といえば、何千億、いや兆ちようの単位の天文学的な大金だぞ」

「借金は、一千万は返せるんだよな？」

「借金？　そんな些さ細さいなこと心配するなよ。二人で使ったって一生使いきれないんだぞ」

「ホモビデオも出なくていいんだよな？」

「当たり前だろ。誰だれが出るかよ！」

「もう金がなくて、廃はい棄きになったコンビニ弁当をカラスと奪うばい合わなくても済すむんだな？」

「これからは食べ過ぎの心配だけしてればいいんだよ！」

「よし、見つけてやろうじゃないか、その埋まい蔵ぞう金きんを！」

「Parfaitパルフエ!　そうこなくっちゃ！」

　二人は、嬉うれしさに、ひっしと抱だき合った。

「なっ、なにやってんのよ、あんたたち……？」

　部室のドアを開けて中に入ろうとドアノブを摑つかんだまま、鞘さや香かが固まっていた。

「前々から仲はいいと思ってたけど、そういう趣しゆ味みだったわけ？」

　鞘香は平然を装よそおうように言う。しかし、その声は微かすかにうわずっていた。

「えっ……？　あっ！」

　抱きしめ合った二人は互たがいに見つめ合う。

　そして、慌あわてて相手を突つき放すように離はなれた。

「そ、そんなわけないだろ……」

　しどろもどろになりながら時光が弁解した。

「いいのよ、隠かくさなくても……私もね、そういうことに理解がある方だから」

　言葉とは裏うら腹はらに、鞘香の態度はよそよそしかった。

「違ちがうんだ、誤解だ、一いち宮みや！　これはだな、埋蔵──」

　時光は声を失った。

　ルイが鞘香に見えないように時光の鳩みぞ尾おちに一発、肘ひじを喰くいこませたからだった。

「マイゾー？」

　鞘香が不思議そうに首を傾かしげる。

「やだな。鞘香君の聞き違いだよ。マイゾーじゃなくてマゾ。いやね。ほら、僕の御先祖様のドナチアン・アルフォンス・フランソワ・ド・サド侯こう爵しやくがサディズムの語源だって話してたら、じゃあマゾヒズムの方はっていう話になってさ」

「だからって、なんで抱き合う必要があるのよ」

　鞘香は、あからさまに二人に疑いの目を向けている。

「Ahア!　それは……ああ、そうだった。そこから性的倒とう錯さくの話題になって、それで同性愛っていうのはどんな感じかなって試ためしてみただけで──」

「おい、弁解になってないだろうがっ！」

　時光はルイの襟えり元もとを摑んで、ルイの顔を自分の顔に引きつける。

「もうっ、時光は積極的なんだから。人が見てるのに──」

　ルイは視線を逸そらすと、白い頰ほおを紅あからめた。

「ちっ、違うぞ……誤解だ……陰いん謀ぼうだっ！」

　しかし鞘香は後ずさりしながら、時光を見ている。

「ま……まあね。個人の自由なんだから、好きにやってよね……」

　鞘香も動どう揺ようを隠かくせないでいた。

「だから一連のことは全すべて誤解であって──」

　時光が鞘香に詰つめ寄ろうとしたが、鞘香は身の危険を感じたように、さっと避よける。

「あ、そうそう。科長先生があなたたち二人に科長室まで来るようにって」

　心の動揺を隠そうと、あくまでも事務的な口調で鞘香が言う。

「どうして科長が？」

　ルイが訊きいた。

「さあ。そこまでは聞かなかったから。また何かしでかしたの？」

　鞘香は二人を咎とがめるような、呆あきれるような口くち振ぶりだ。

「そうか──」

「まさか、昨日の強ごう盗とう事件のことじゃないでしょうね？」

「強盗だって？」

「昨日の深夜、学校に強盗が押おし入って、警備員が縛しばり上げられてた事件よ。なんでも科長室が荒あらされたとか。今のところ学校側は公おおやけにはしてないみたいだけど、もう全校生徒が知ってることよ。この学校には警察幹部や政治家の子し弟ていも少なくないから情報なんか筒つつ抜ぬけだから。だけど本当に知らなかったの？」

「へえ、そんなことがあったのかい？　それで犯はん人にんは捕つかまったのかい？」

「まだみたいね。どうも縛り上げられた警備員の証言では、少なくとも五、六人以上の集団だったみたいね。よく倉庫荒らしなんかしてる少年グループの犯行の線で動いているみたいよ」

「どんな物が盗ぬすまれたかって話は？」

「それが、何も盗まれなかったみたい。それにしても間ま抜ぬけな学校荒らしよ。何を間ま違ちがったか非常ベルを押おして鳴り出したんで逃にげたみたいなのよね」

「間抜けな泥どろ棒ぼうだ」

　ルイは笑いながら、時光を見る。

　時光もほっとしたように表情が緩ゆるんでいた。

「そんなこと話してる場合じゃなかった。早く行ってよ。至急だって言われたんだから」

　鞘香に急せかされ、時光とルイは科長室へと行った。




　ドアをノックすると、入りなさいと言う返事に時光はドアを開けた。

　科長室には科長の他ほかに教頭の姿があった。今まで何か話し込んでいたようだ。

　執しつ務む机に座すわっているのが高等科長で、科長の脇わきに立っているのが教頭だった。

　科長は気品と威い厳げんを兼かね備えたような初老の婦人で、教頭は生き真ま面じ目めさがスーツを着込んだような中年男だった。

「やっと来たな。こっちへ来なさい」

　教頭は時光とルイを招まねき入れる。

「僕たちに何のお話なんでしょうか？」

　部屋の中へ入るとルイは立ったまま科長に話しかけた。

「昨日の夜、いや正確には今朝未明というべきだな。君たちは、どこで何をしていたのか説明してもらえるかな？」

　ルイの質問に答えたのは、科長ではなく教頭だった。

「なぜです？」

「いいから答えなさい」

　やはり教頭が催さい促そくした。

「夜は寝ねてました」

「俺も同じです」

　時光も合わせる。

「寝ていた？」

　教頭は話し方だけで人を不機嫌にさせた。

「それは不思議だ。深夜の二時頃に寮りようを抜ぬけ出す君たちを監かん督とく生の小こ早ばや川かわ君が目もく撃げきしているんだよ。それとも彼の見み間ま違ちがいか？」

　教頭は意地悪く聞き返した。

　蒼そう龍りゆう寮りようの監督生の小早川は生真面目な男で、規則違い反はん常習者の時光、ルイとは、いわば天敵の間あいだ柄がらだった。小早川は夜遅おそくまで勉強しているから確かに目撃されている公算は大きい。

「すみません。夜間の外出は寮則で禁止されているのはわかっていたのですが、どうしても夜中にお腹が空すいたんで牛ぎゆう丼どんを食べに行きました。そうだな、時光？」

　ルイは隣となりの時光を肘ひじでつっつく。

「はい。ルイと一いつ緒しよに牛丼を。噓うそをついて申し訳ありませんでした」

　時光も白々しく答える。いいコンビだ。

「本当なんだろうな？」

　教頭は念を押おす。

「昨夜のことですから、忘れようがありませんから」

　ルイはきっぱりと言いきった。

「そうですか。わかりました」

　横から科長が重い口を開いた。

「しかし、本当に牛丼を食べに行ったという証しよう拠こは……」

　教頭は及および腰ごしながらも反発する。

「教頭、もうそのくらいにしておきましょう。二人がそう言っているのですから」

　科長がやんわり教頭を諫いさめる。

「まあ、科長が、そうおっしゃるのでしたら……」

　教頭は口では言いながらも、不満そうだった。

「一つだけ聞いておきたいのですが、昨日の夜、外出した際さい、不ふ審しんな人物など、何か学校の周辺で見かけませんでしたか？」

「Nonノン, rienリアン.いいえ何も」

　ルイが答え、それに時光もうなずいた。

「わかりました。どうもありがとう。これで用は済すみました。わざわざ呼び出してすみませんでしたね。下がってもらって結構です」

　科長は教頭から時光たちに向き直ると、退出を促うながした。

「いきなり帰ってもいいと言われましても、どうして呼ばれたかもわからないんでは、僕らも気持ち悪いんですけど……」

　ルイは遠えん慮りよがちに言う。

「では、あなたはここに呼ばれた理由を知りたいと言うのですね」

「できれば」

　科長は少し考えるように間を置いてから、静かに頷うなずいた。

「そうですね。あなたたちにも知る権利はありますね」

「ですが、科長！」

　教頭が意見すると科長は教頭を一いち瞥べつする。

　教頭は何も言えず、すごすごと部屋を出ていってしまった。

　教頭がいなくなると、科長はまた話を続けた。

「昨夜、校舎に複数の不審者が侵しん入にゆうしたことは、もう噂うわさになっているのでしょうね？」

「はい」

　ルイは率そつ直ちよくに返事をした。

「その事件が起こった同じ時間、ちょうどあなたたち二人が外出していたということを教頭先生から聞き、あなたたちが何か知っているのではないかと思い、今日ここに呼んだまでです」

「では僕らのことを？」

　驚おどろいたようにルイが言う。

「いえ。決してあなたたち二人を疑っているわけでありません。しかし何も手がかりがなかったので、少しでも情報があればと思ったのです」

　科長はルイと時光の目を見て話す。

「そこまでするなんて、何か大切な物が盗ぬすまれたんですか？」

　ルイは白々しく訊きいた。

「確かにある物が一つ盗まれました。しかし今は何が盗まれたかと言うことを、あなたたちに言うことはできません。わかってもらえますね」

　科長は神しん妙みような面おも持もちで言う。

「はい。そういうことでしたら」

「事件について何も知らないのであれば関係ないことです。手間をかけさせましたね。もう午後の授業が始まっています。二人は教室に戻もどりなさい」

「失礼します」

　そして二人は科長室を後にしようとドアに向かって、科長たちに背中を向ける。

　ルイがドアを開けて科長室を出てゆく。続けて時光が出てゆこうとすると──

「あ、そうそう、榊君」

　不意に科長に呼び止められ、時光はドアノブを握にぎったまま足を止めた。

「今回のこと警察も出てきています。くれぐれも軽率な行動は慎つつしんで下さい」

「わかっています」

　時光は部屋を後にした。

　廊ろう下かではルイが壁かべによりかかりながら待っていた。

「科長に何を言われたんだ？」

「おとなしくしてろって」

「あの科長に直じき々じきかよ。これで時光も校内ブラックリストに載のったな、って前からか」

「そんなことより、どうなってるんだよ！」

　声を押おさえながらも、時光はルイに詰つめよった。

「どうなってるって？」

「バレないはずじゃなかったのか！」

　小声ではあったが感情をむき出しに時光が言う。

「だから、バレてはいないじゃないか」

「もう少しでバレそうになるところだったんだぞ！」

「まさか小早川に見られていたなんて予想外だったんだよ。だけど大だい丈じよう夫ぶ。小早川の証言内容だけから僕らを犯人と決めつける証しよう拠こはない。それに学校に侵しん入にゆうした犯人グループというのは、最初から僕らのことじゃないんだから」

「そうは言っても、金きん鶏けい像ぞうは今、部室にあるんだぞ。家や捜さがしでもされたら一巻の終わりだ。即そつ刻こく退学になって寮りようを追い出されてホームレスだ」

「心配ないって。うちは名門子女を預かっている学校なんだぜ。何よりも体てい裁さいを重んじる事なかれ主義だ。揉もみ消し工作はやっても自ら事件を大おお事ごとにする気は毛頭ないよ」

　ルイは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「しかし多少不確かでも証拠が出れば、表向きは自主退学なんて体裁で強制退学だ」

「心配性だな、時光は」

「しかし金鶏像を手元に置いておくのは拙まずいだろ？　早いとこ戻もどした方がいい」

「戻すって、あんな真っ二つになったのをか？」

「円えん藤どうなら、どうにか元通りにできるんじゃないのか？」

「梨り紗さ君に頼たのむのか？　しかし、どちらにしても今動くのはよくないぞ？」

「なら、どうしろって言うんだ？」

「とりあえず、ほとぼりが冷めるまで待とう。あとで必ず約束通り返しにいくからさ」

「噓うそじゃないだろうな？」

「当たり前だ。それに梨紗君に修理してもらうにも時間がかかるだろ？　だからさ、今は金鶏像の謎なぞを解いて、埋まい蔵ぞう金きんを探し当てようぜ」

「しかし……」

「のんびりしていると、ビデオに出ることになるぞ。まあ、僕は別にいいんだけどさ、『美少年尻しり狩がり』、『オレの肉にく棒ぼうに火をつけろ！』、『実じつ録ろくレイプ男子校生』──どれから撮さつ影えいする？」

「わっ、わかった。宝探しに付き合ってやるよ！」

　時光は不ふ承しよう不ぶ承しよう、納なつ得とくするしかなかった。

「それでこそ、榊時光だ」

　ルイは悪あく魔まメフィストフェレスの微笑ほほえみを浮かべ、時光の背中を前に押おし出すように叩たたいた。

「しかし、どこから手をつける？　何もわかってないんだぞ」

「Euhウー... どうも歌の方は残りの断だん片ぺんが揃そろわないと話になりそうもないし。こうなると、あの真ん中の部分の地図らしきものから始めるかな」

　ルイは口元に手をやって考えこむ。

「よし、時光は学校の図書館にある地図を借りてきてくれ。なるべく縮しゆく尺しやくが大きくて詳しよう細さいなやつだ。それから昔の古地図なんかも。明治でも昭和初期でもだ。今と地形が変わっている場合があるからな。僕は、もう少し埋まい蔵ぞう金きん伝説にまつわる暗号歌について調べてみる」

「かなり厄やつ介かいだな。一宮と円藤にも声をかけるか？」

「いやー、梨紗君はともかくとして、鞘香君はお金にシビアだからな。分け前の半分は持っていかれそうだし……それに協力してもらうとなると最初から事情を説明することになるぞ」

「別にいいだろ、金きん鶏けいを持ち出したことくらい」

　時光は当然といった感じで答える。

「いいのか？　順を追って話せば、その話の前に話さざるをえない話があるぞ」

「あの話？」

「決まってるだろ。ホ・モ・ビ・デ・オ！」

　ルイは一語ずつゆっくりと言う。

「……こうなったら、とことん二人でやるしかないな！」

　時光は俄が然ぜんやる気を出したかのように言った。

「じゃあ頼たのむぞ、相あい棒ぼう」

「諒りよう解かい。とりあえず全部借りてくればいいんだろ」

　そして時光はルイと分かれ、学校の図書館へと向かった。




　聖櫻館の図書館棟とうは高等科校舎の脇わきにあった。

　地上四階、地下三階の鉄てつ筋きんコンクリートの建物の中には、総合大学の図書館以上の蔵書が収められている。それだけに普ふ段だんは図書館に入る習慣のない時光のような人種にとっては、まさにミダス王の迷宮ラビリユントスにも等しい場所だった。

　そんなとき、眼鏡めがねをかけた鞘香がやって来たのだった。小脇には『ソロモンの鍵かぎ』や『トートの書』などの魔ま導どう書を抱かかえている。

「珍めずらしいわね、榊。あなたが図書館にいるなんて。科長先生に怒おこられて少しは改心した？」

「大きなお世話だ。それより一宮こそ、なんでここに？」

　両手に本の山を積み上げた時光は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「中世キリスト教の異い端たん派はに見る古代土着宗教の影えい響きようについて調べに来たんだけど、なかなかいい資料がなくてさ、それで─っ─」

「いや、もう、いい……聞いた俺が悪かった」

「で、そっちこそ何を調べようっていうのよ？　そんなに地図ばっかり搔かき集めて」

「あっ、いや……日本史の宿題で……自分が住んでいる場所の歴史について調べることになって、それで古地図とか探しているんだが……」

　時光はやや慌あわてた素そ振ぶりで、でまかせを言った。

「だったら、この本がいいんじゃない？」

　本ほん棚だなから『地図で見る帝てい都と』なる大判の本を抜ぬき取ると、鞘香はぱらぱらとめくった。

「明治から昭和初期までの東京の地図が揃そろってるわ」

「なら、それも借りてくことにするか」

「街の由ゆ来らいとか調べると、意外なこともわかったりして結構、面おも白しろいわよ。たとえば、この聖櫻館のある場所も戦前は何かと因いん縁ねんのある土地だって知ってた？」

　鞘香は〈柬京市牛うし[image: ごめ]ごめ區く〉のページを開いて目を細める。

「因縁？」

「知らないの？　この場所が、まだ新宿区じゃなくて牛込区だった頃、この戸と山やま地区は殆ほとんど旧帝てい國こく陸軍の軍用地だったのよ」

「それで？」

　時光は、あまり関心なさそうに応こたえた。

「この聖櫻館だって元々、陸軍中央幼年學がつ校こうの跡あと地ちだし、今の學がく習しゆう院いん女子と戸山高校も、元は[image: この]この衞え騎き兵へい聯れん[image: たい]たいの駐ちゆう屯とん地ちよ。だから、この近所って、やたらと公共施し設せつや公園、集合住宅が多くない？　戦争が終わって解体した旧陸軍の広大な跡地利用なんて、そのくらいにしか使い道がなかったからよ」

「言われてみれば戸山公園とか団地は多いな──」

　時光は近きん隣りんの地理を思い浮うかべる。

　確かに点在する戸山公園の周りに、学校や区営施設、それと団地がひしめいている。

「それこそ、かつて陸軍士官學校だった現防ぼう衛えい庁ちよう舎しやの市いちヶが谷やから新宿に至るまでの巨きよ大だい軍事空間だった名な残ごりなのよ」

「それと因縁と何の関係がある？」

「おおありよ。出てるのよ、平成元年六月に学校のすぐ近くからね」

「何が？」

　時光は鞘香の話に引きこまれる。

「白はつ骨こつ死体──それも百体以上もね」

　鞘香は意味深長に言う。

「!?」

　時光の表情が固まった。

「軍用地だから当然、陸軍衞えい戍じゆ病院や軍ぐん醫い學がつ校こうも建ってたの。この地図だとこの辺あたりね。石いし井い四し郎ろう軍ぐん醫い中ちゆう將じようも防ぼう疫えき研究主しゆ幹かんを務つとめていた時期もあるのよ、あの七三一部[image: たい]の創始者のね」

「細さい菌きん戦部隊のか？」

　時光は、日中戦争中、大陸で細菌戦実験を任務とする部隊があったことを思い出した。

　細菌兵器の研究のため、捕ほ虜りよの生体実験を繰くり返したり、赤せき痢り菌を感かん染せんさせた蚤のみを満まん載さいした爆ばく弾だんを投下して村を全ぜん滅めつさせたりと、生物化学ＢＣ兵器を実験的に実戦投入していた部隊だ。敗戦後、研究成果はナチスのロケット技術同様、米ソに接収、継けい承しようされ現在の発展に至っている。

「発見当時、埋うめられていた死体は生体実験に使われた実マ験ル体タじゃないかって憶おく測そくが随ずい分ぶんと流れたんだけどね」

　鞘香は妙みように冷静に淡たん々たんと事実を述べる。

「本当のところはどうなんだ？」

「政府は平成十三年になって、ようやく軍醫學校での解かい剖ぼう実習の授業によるものであって、生体実験ではないとか発表したけどね。それが事実としても頭ず蓋がい骨こつなんかに弾だん痕こんや銃じゆう剣けんでの傷があるんだから、生体実験でなくてもやばそうよね。古い骨で人種の判別は困難とか言い訳してたけど、わかったらわかったで国際問題になりかねないから、やらないだけかも」

「つまり日本人じゃないってことか──」

「深入りは禁きん物もつよ。だけど、もしかしたら学校の下を掘ほり返してみたら大変なことになりかねないかも。人骨どころか廃はい棄きされた炭たん疸そ菌きん弾頭やイペリット化学弾頭が出てきたりして」

「まさか!?」

　時光は怯おびえた目で鞘香を見る。

「だって学校の隣となりの国立国際医い療りようセンターだって、未いまだに細菌兵器にもなりうるＰ３レベルの細菌研究やってるのよ。都心でそんな研究をやってるのも旧陸軍の呪じゆ縛ばくかもね」

「ろくでもないな」

「ルイ君と夜中に出歩くことも多いみたいだけど、せいぜい兵隊や生体実験された人の幽ゆう霊れいに出くわさないようにね」

　それだけ言うと本を戻もどし、鞘香はさっさと地下の移動書しよ架かへと去っていった。




　時光とルイは、全国に流る布ふする無数の黄おう金ごん伝説の中でも、特に徳川埋まい蔵ぞう金きんに関連する地域だけに絞しぼり込んだ。そして、その場所の地図と金きん鶏けい像ぞうに書かれた絵図面とを、一つずつ照合していく方法を取ってみることにした。

　ところが金鶏像の絵図面は宝の地図としてはお粗そ末まつだった。元々が地図として曖あい昧まいで目印となる物の記号も大半が意味不明だった。しかも、あの夜に二つに切られたため左右の断片ピースが欠けている。しかし、この絵図面は、さほど広くない場所、かなり限定された地域を示しているようなので、どうにかそれを手がかりに作業を進めることにした。しかし現代の地図の他ほかに古地図なども一箇か所しよずつ照合してゆくのは、気の遠くなるような作業になっていた。

「あと何箇所、残ってる？」

　ルイが高く積み上げられた地図の隙すき間まから時光を見た。

　方々からかき集めてきた地図帳、国土地理院の地形図から古地図、ロードマップ、観光案内地図までありとあらゆる地図が寮りようの狭い六畳じよう間まに運び込まれ、二人は半なかば埋うまっているかのようだった。いつも光明神アポロンのように輝かがやきを失わないルイの貌かおも、目の下には隈くまができ、流石さすがに疲ひ労ろうに負けてやつれている。

「さあな。とにかくたくさんだな」

　時光も死にそうな声で答える。

「もう朝だな」

「朝だな」

　窓からは小鳥の囀さえずりと一いつ緒しよに夜が明けるときの清すが々すがしい白い光線が入ってきている。

　かれこれ、この作業に入って六日目の日曜の朝だった。

　時光は欠伸あくびをした。

　絵図面の照合作業は、当初の甘あまい予想を裏切って難なん航こうし、授業にも出ず、土日返上での連日の徹てつ夜やになってしまった。しかし調べるべき徳川埋蔵金伝説の地は減へることを知らず、膨ぼう大だいな数が手つかずのまま残されている。

　かといって、この中に絶対あるという確信もなく、全すべて調べてみたところで徒と労ろうに終わる可能性もある。ゴールの見えない作業ほど苦しいものはない。

「もう諦あきらめたほうがいいんじゃないか」

　弱よわ音ねを吐はいたのは時光の方だった。

「なにを弱気な。この地図の場所が特定できればだな──」

「その前に死んじまう……」

　時光はぐったりと机に突つっ伏ぷした。

「大金を見る前に死ねるか！」

　ルイの聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみだけは輝きを取り戻もどし、輝きを増して天狼星シリウスのように光った。

「しかし、こんなに場所を特定するだけのことが難しいとはな。徳川埋まい蔵ぞう金きん伝説がこんなにあるとは思ってもみなかったよ」

　しかしながらルイも少しやつれた顔でつぶやいた。

「まったくだ」

「虱しらみ潰つぶしに照合するにも、お宝の位置が×印なのと、この鳥とり居いのマークが神社か祠ほこらぐらいのことはわかるけど、それ以外の記号が何かすらわからないままの作業には無理があったよな。だいたい何なんだよ、このマークは？」

　ルイは意味不明のマークの一つを指で叩たたく。それは掌てのひらのような紅葉もみじのような形に見える。

「それって鶏冠とさかじゃないか？」

　時光が指し摘てきする。目も霞かすんでいて、そう言われると鶏冠のある雄おん鶏どりの頭に見えなくもない。

「Ehエ bienビアン,鶏にわとりってことは、金きん鶏けい像ぞうか？」

　半信半疑にルイが言う。

「ところで金鶏像って元々どこにあったんだ？」

「どこにって学校の敷しき地ちの近くに埋うまってたって──そうかっ！　このマークは金鶏像が埋まっていた場所を示しているんだ！　ということは埋蔵金は、この近くに？」

「しかし、この辺りに埋蔵金伝説なんてないんだろ？」

「それはそうだが──待てよ、この学校ってミッション系のわりに祠とか石せき碑ひが多いよな」

　そう言ってルイは、改めて絵図面を眺ながめる。

「この近辺の詳しよう細さいな地図ってあるか？」

　顔を上げたルイの顔には、さっきまで色濃こく影かげを落としていた疲ひ労ろうは残っていなかった。

「そんなもの、用意してあるわけないだろ」

「そうだな。まあいいか。ところで鳥居のマークは学校の杜もりにある古い祠とすると、ちょうどこのお墓みたいなマークのところに変な石せき塔とうってなかったか？」

　ルイは上気した顔で、絵図面に描えがかれた鳥居と墓石の上を指でなぞる。

「急に言われてもな」

　普ふ段だん、気にも留とめていないことなど、改めて訊きかれても、時光は即そく答とうできなかった。

「Ahア!　そうだ、確かにあったよ。そう見ていくと、この記号のところにも、何か古いものがあったような──」

　ルイの仮定は、たちまち確信へと変わっていった。

　それに従い、ルイの表情もみるみる明るさを取り戻もどしてゆく。

「そうだったんだよ！　徳川埋蔵金伝説にばかり目を奪うばわれてたけど、何も伝説のある場所に囚とらわれる必要なんてなかったんだ。目め指ざすお宝は足あし下もと、灯とう台だいもと暗しだったんだよ！」

　ルイは歓かん喜きの声を上げた。

「わかったのか、その地図の場所が？」

「Superシユペール!　おまえのおかげだ。時光、おまえって奴やつは本当に天才だよ！」

　ルイは時光に抱だきついた。既すでに埋蔵金を見つけたかのようなはしゃぎぶりだ。

「離はなれろ！　く、苦しい……」

　いつまた誰だれかに誤ご解かいされかねないと、時光は抱きついてくるルイを引き離すのに苦労した。




「時光、準備はいいか？」

　ルイは意気揚よう々ようと言った。

「いいぜ」

　時光はシャベルとツルハシを肩かたに担かつぐ。

　深夜の啓けい蒙もう部ぶの部室だ。

　明かりもつけず、時光とルイは手て筈はずに従って、マグライト一つで必要な物を搔かき集めた。

　部室にはとかく物が多い。そのために普ふ段だんは邪じや魔までしかたないのだが、いざというときに必要な物は一通り揃そろっている。それが啓蒙部の部室だった。

　シャベル（大）、ツルハシ、スコップ（小）、ＬＥＤマグライト、シルバーコンパス（ＮＡＴＯ軍制式）、金属探知器（バッテリー残量を点検）、インディー・ジョーンズ一式（ピストルとムチを忘れないこと）……!?

「何だよ、このインディー・ジョーンズ一式って？」

　ルイから渡わたされた〈持ちものリスト〉をチェックしていた時光が呆あきれたように訊きいた。

「気分だよ、気分！」

　そう言うルイは、しっかりと、その衣い裳しように着き替がえている最中だった。

　時光には、ルイがふざけているようにしか見えない。

　しかし絵図面が学校周辺の物ではないかと気付いてから、その日のうちに場所を特定してしまっていたのは、全すべてルイの功こう績せきだった。

　朽くちかけた稲荷いなりの祠ほこら、苔こけ生むした石いし灯どう籠ろう、その他もろもろ、全て絵図面にある記号の位置関係と一いつ致ちしていることは、昼間のうちに確かく認にんしていた。

　日曜ではあったが、なにかと部活で来る生徒や教員も多いので日中を避さけて夜を待ったのだ。

　徹てつ夜やで寝ね不ぶ足そくだったので、眠ねむりたかったというのもある。

　しかし天文学的な大金がもうすぐ手に入るのだとわかっていては、脳が興こう奮ふん状態で寝てなどいられなかった。

　それから蒼龍寮を抜ぬけ出すときも、また寮りよう監かんの小早川に見つからないように、特に注意したのはもちろんだった。

「Allons-yアロンジー!　行こうか」

　着替えを終えたルイが時光に呼びかけ、ドアへと向かって歩き出す。

「ももんがぁ～っ！」

「うあぁっ！」

　暗くら闇やみの中から何かが奇き声せいを上げてルイに襲おそいかかった。ルイはよろけて後ろの時光にぶつかると、重い荷物を背せ負おっている時光もろとも将しよう棋ぎ倒だおしに倒れる。

「なにしてるんだ、ルイ！」

　状じよう況きようのわからない時光の叱しつ責せきが飛ぶ。

「ゼ、ゼリービーンズ……」

「遠足じゃないんだ。いい歳とししておやつなんて──」

「違ちがう……オバケ……ゼリービンズのオバケが……」

「お化けだ？　やめろ。俺がその類たぐいの話が苦にが手てなのは知ってるだろ」

　時光は語気を強くした。鞘香に言われた兵隊の幽ゆう霊れいのことが脳のう裡りをよぎる。

　ところがルイは謝あやまるどころか、恐おそる恐る指で虚こ空くうを示した。

「なんなんだよ……」

　うんざりしつつ、ルイの白い指につられて時光が上を向く。

　そこにはサイケデリックなまでに鮮あざやかなショッキングピンクの不ぶ気き味みな未知の生物が、百ひやつ鬼き夜や行ぎようよろしく立っていた。つるりとした光こう沢たくの表面に目鼻口はおろか手足さえない姿がマグライトの光に浮うかび上がる──

「わわああああぁっっ！」

　その悲鳴は、ルイの驚きよう声せいの百倍も大きかった。

「そんなに大声ださないでよ～」

　桃もも色ゼリービーンズが両手で耳を塞ふさいで抗こう議ぎする。

　このときはじめて、お化けゼリービーンズに手と耳があると知った。

「梨紗君!?」

　ゼリービーンズに梨紗の童顔がひょっこり現れる。

　ゼリービーンズに見えたのは寝袋シユラフだった。

　それを梨紗は顔を出す穴を絞しぼりきって閉じて顔を隠かくしていたのだ。

「どうしてここに……って、今日も泊とまり込んでたのかい？」

　ルイは宝探しに夢む中ちゆうで、梨紗が部室によく寝ね泊まりしていることをすっかり忘れていた。

「ねえ、ねえ、どこ、いくの～？　おもしろいとこいくの？」

　梨紗の敏びん感かんな触しよつ覚かくはルイ達の行動に感づいているようだった。

「しーっ。静かに」

　二人して絶ぜつ叫きようしておいて今いま更さらになるが、とりあえず会話のトーンを落とし、ルイは外の気け配はいを探さぐる。

「今のところは大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　ルイは胸を撫なで下ろした。

「もしかしてヒミツのこと？」

　桃色の寝袋を着た梨紗が訊きいてくる。

「ああ、そうだよ。ばれちゃったら、しかたないな」

　ルイは観念したように開き直った。

　この段階で計画の進しん捗ちよくに影えい響きようが出れば成否に関かかわる。ルイはとっさに梨紗を仲間に抱だき込こむことにしたのだ。

「なになに？　ヒミツ、な～に～？」

　もう梨紗は琥珀アンバーの瞳ひとみの中の好こう奇き心しんの虫が満員御おん礼れいだ。

「それはだね。宝探しだ」

「わ～い、たからさがし、おもしろそ～！」

　梨紗は白い歯を並べて満面の笑えみを作る。

「梨紗君は特別に仲間にしてあげるから、いいかい、このことは誰だれにも言っちゃいけないよ」

　ルイは梨紗をあやすように言い含ふくめる。

「でもでも～、さやちゃんもよぼ～よ！」

「それは駄だ目めだ」

　ルイは、はっきり否定した。

「なんで～？」

　梨紗は不服そうに首を傾かしげて、ルイをじっと見つめる。

「いいかい、梨紗君。秘密っていうのはね、知っている人間が少なければ、少ないほど、面おも白しろくなるんだよ。決して分け前が減へるのが嫌いやだとか、そういうセコい理由じゃないんだよ。だから、今回は三人だけの秘密だ。いいね！」

　ルイは梨紗に念を押おす。

「うんっ、わかった～！　三人だけのヒミツ、ヒミツ～っ！」

　ルイの見え見えの言い訳にも、梨紗は屈くつ託たくのない笑顔で首を縦たてに振ふった。

「でもさ、三人はいいけど──」

　しかし梨紗が躊躇ためらいがちに口を開く。やはり、いくらお子様な梨紗でも、もう少しマシな理由を考えるべきだったとルイは後こう悔かいした。

「ミッチー、寝ねちゃってるよ～」

　梨紗の言う通り、時光は白しろ眼めを剝むいたまま恐きよう怖ふに顔をひきつらせて床ゆかに伸のびていた。




「この地図によると、この辺あたりだな」

　方コ位ン磁パ針スを片手に絵図面と見み較くらべながら、方位を確かめてルイが言う。

　しかし闇やみに閉ざされた杜もりの中で場所を割り出すのは並なみ大たい抵ていのことではない。

　時光が意識を恢かい復ふくするのを待って、今度は三人で夜の杜へと繰くり出してきた。

「おい、これは？」

「どうした？」

　時光が苔こけ生むした石いし灯どう籠ろうにマグライトの光を当てている。

　そして、その光に浮うかび上がるのは──

「C'estセ superシユペール!　三みつ葉ば葵あおいの家か紋もんだ！　やっぱり間ま違ちがいなかったんだっ！」

　ルイは驚きよう喜きして叫さけんだ。

「梨紗君、この灯籠と石碑の中間地点を中心に探してくれないか」

　興こう奮ふんしながらルイは梨紗に指示を出す。

「あいあいさ～」

　梨紗が担かついできた探知器のスイッチを入れる──

　ガガッピビービーッ。

　いきなりの高周波の電子音が夜の静けさに馴なれた耳を劈つんざく。

「BINGOOOOビンゴー!!」

　ルイは歓よろこびを嚙かみしめながら思いっきり叫ぶ。

「おっ宝、おっ宝～、わ～いわいっ♪」

　梨紗も妙みようなステップで小こ躍おどりしている。

「この真下だっ！　時光、掘ほるんだ！」

「地下に金があるって確証はあるんだろうな？」

「これだけの反応だ。少なくとも大量の金属が埋うまってるのは確実だ」

「金とは限らないのかよ？」

「埋まい蔵ぞう金きん以外に強く金属反応が出るか？　とにかく掘ってみなけりゃ始まらないだろ」

「それもそうだな」

「そういうことでよろしく」

「おまえは掘らないのか？」

「だって掘るにも道具が一人分だからな」

　そう言うと、ルイは時光が担いできた巨きよ大だいな多機能工具マルチツールを見た。

「こんなにしちまって。本当に使えるのか？」

　時光は信じられない。

「つかえるよ～、ほら。これがシャベルで、こっちがツルハシで、これは震動ハンマードリルで、そっちはガーデニング用スコップだよ～」

　梨紗は自信満々に機能を一つ一つ説明してくれた。目の前の道具は梨紗の言う通り、各種一通り揃そろっている。だが部室にあったそれらの道具は数週間前に梨紗によって、巨きよ大だいなアーミーナイフのように全すべて一体化させられた物体となってしまっていた。

「なんでシャベルを使うだけで三〇キロもの工具を持ち上げる必要がある？」

「だって、だって～。この〈ゆめもぐら弐に号〉ひとつでアナほりのための四五の特とく殊しゆ機能があるんだよ～。特許だって出願中なんだから～」

　梨紗が抗こう議ぎする。

「誰が使うんだ、そんなもの！　だいたいゆめもぐらは地下鉄大おお江え戸ど線のボツ名前ネームだろ！」

　時光はやっとの思いで巨大なアーミーナイフを持ち上げながら文句を言う。

「時光、今いま更さらそんなこと言ってもしかたないだろ。それしかないんだから」

「だったらルイがやれよ！」

「時光以外に、そんな重い物を扱あつかえると思うか？」

　ルイはしれっとして言う。

「わかったよ。俺がやればいいんだな！」

　時光は投げやりに言うと、巨大アーミーナイフから折り畳たたまれたシャベルを引き出し、特に反応が強く出た場所にゆめもぐら弐号を渾こん身しんの力で振ふり下ろして穴を掘ほり始めた。

　確かにゆめもぐら弐号は必要なときにツルハシに入れ替かえられたりと便利だった。

「これで重くなければ、いいんだけどね」

　ルイは傍かたわらに座すわり込みながら、時光の仕事ぶりを眺ながめている。

「他ひ人と事ごとだと思いやがって！」

　時光は見ているだけのルイに悪あく態たいをつきつつ、それでも真ま面じ目めに掘り進めてゆく。

　ガチッ──シャベルに堅かたい物が当たったのは、一・五メートルほど掘り進んだときだった。

「石!?」

　時光は屈かがみ込むと、大きなシャベルから小さなスコップに替えて、丁てい寧ねいに掘り起こしてゆく。しかし本体が大きすぎてなかなか思うように扱えない。

「出たのか？　どうなんだよ、時光！」

「お宝!?　お宝？　ここほれワンワン、ポチがなく！　オ～バンコバンがざっくざく～♪」

　梨紗は変な節回しで歌い出す。

　二人を無視して時光は、これ以上、ゆめもぐら弐に号を使うことを放ほう棄きして土の中から頭を出した何かについた土を手で払はらった。

「石……じゃないぞ──」

　時光は更さらにスコップを差し入れて、掘り起こしてゆく。

　穴の中を凝ぎよう視しするルイは息を吞のんだ。

　時光は眉まゆをひそめる。

　それは鉄のような金属だった。暗さとこびりついた泥どろで断定はできない。

　この金属の物体は滑なめらかなカーブを描えがいていた。チューブのような形のようだが、まだ一部しか掘り出されていないので全体はわからない。

「これが埋まい蔵ぞう金きん……じゃないよな」

　ルイがぼそっと言った。

「これについて何か知ってるような……」

　時光は記き憶おくを辿たどるようにこめかみを指で押さえる。

「どこで？」

「テレビだったような──」

　時光は確かに見覚えはあるのだが思い出せない。

　そんな時光をよそに梨紗は小石で掘ほり出した金属の物体を叩たたこうとしているところだった。

　と、その瞬しゆん間かん、時光は鞘香がもしかしたら化学弾だん頭とうが廃はい棄きされているかもしれないと言っていたのを思い出した。

「やめろっ！　爆ばく発はつするぞ！」

　時光は叫さけびながら、梨紗へ駆かけ寄ろうと手を伸のばす。

「なんだって！」

　ルイの顔が一気に蒼あお褪ざめた。

「な～に～？」

　しかし梨紗は時光を見るも、小石はそのまま金属物に叩き下ろされる。

　カンッ──金属同士がぶつかる音が鳴った。

「うわあっ…………」

　ルイと耳を塞ふさいで、その場にうずくまる。

　一秒、二秒、三秒……何も起きなかった。

「Maisメ... Pourquoiプルクワ?　爆発しなかったのか？」

　おそるおそる時光とルイが顔を上げる。

「どしたの～？」

　梨紗がぽかんとしていた。

「化学弾頭を叩く奴やつがいるか！　爆発しなかったからよかったものを」

　時光は脂あぶら汗あせを垂たらしながら怒おこった。

「かがくだんと～？　それって、ご飯はんがたけるの～？」

　それでも梨紗は何を言われているのか理解できずに、小首を傾かしげる。

「そんなわけないだろ！　これは日本軍が埋うめた化学弾頭なんだよ！」

「え～でもでも、これって、ご飯たくキカイじゃないの～？」

「どうやって爆弾で飯めしを炊くんだ！」

「でもバクダンっていう米を加圧して作るお菓か子しがあったろ」

　ルイが爆弾らしき物をまじまじと見ながら、時光に水を差した。

「それとこれとは関係ない！」

　時光の声が一層、烈はげしくなる。

「しかしだな、時光」

「まだ何かあるのか？」

「化学弾だん頭とうっていうのはさ、コンセントって付いてるのか？」

「コンセント？」

　ルイは穴の中にコードでつながる電気プラグを見せる。

「えっ!?　あっ…………」

　その瞬しゆん間かん、時光の時間が止まった。

「だいたい、どこの誰がこんなところに電気釜がまなんか埋めたんだ！」

「どうやら、ここは一時、ゴミ穴にしていたみたいだな」

　ルイが穴から電気釜以外にも粗そ大だいゴミを見つけだしていた。

　時光は恥はずかしさを紛まぎらわせるのに、掘ほり出した電気釜を蹴け飛とばす。

　電気釜はゴロゴロとよく転がった。

「物にあたるのはよくないぞ、時光」

　ルイがたしなめる。

「なにが徳川埋まい蔵ぞう金きんだよ。ただのゴミじゃないか！」

「もしかしたら、その炊すい飯はん器きの中に入ってるかもしれないだろ」

「なんで江戸時代に電気釜があるんだよ──」

　そう言いつつも、時光は念のために電気釜の蓋ふたを開けてみる。

「ほら見ろ。ないじゃないか！」

　電気釜の中が空っぽなのを確かめてから、ルイを非難する。

「わざわざ確かめるなよ」

「おまえが中にあるかもしれないといったんだろ」

　時光は真顔で言う。

「律りち儀ぎなやつ……」

　ルイは、この時光の性格に半なかば閉口するも、ある意味で感心してしまう。

「しかし困ったな。埋蔵金は更さらにこの下ってことか？」

「まだ掘る気か？」

　実際に穴を掘って疲つかれている時光は投げやりに言う。

「当たり前だろ。トレジャー・ハンティングに挫ざ折せつは付きものなんだよ」

「いいよな、おまえは楽で。実際に掘るのは俺なんだからな」

「なんだよ、僕に文句があるのか？」

　ルイはおもむろに腰こしのホルスターから拳銃ピストルを抜ぬくと、長銃身回転式銃ロングバレル・リボルバーを時光に向けた。

「ルイ、おまえ……なにを──」

　ルイは銃爪トリガーを引いた。

　無音の銃じゆう弾だんが時光を掠かすめて闇やみの中に吸すい込まれる。

　すると弾たまの消えた先の叢くさむらが蠢うごめいた──黒い影かげ。

　影がオレンジ色の閃せん光こうを放った。

　刹せつ那な、ルイの背後にあった椚くぬぎの幹みきが白く裂さける。

　微び細さいな木片が降りかかる中、反射的にルイ、そして梨紗を抱かかえた時光は穴の中に飛び込んだ。

　時光が掘ほった穴からは粗そ大だいゴミしか出なかったが、掩体壕タコツボには具合がよかった。

「Ahア,zutジユトウ!　あいつら、なんで本物の銃じゆうなんか持ってやがるんだよ？」

　ルイは頭上を飛び交かう銃弾に身を伏ふせていた。

「知るか。この前の連中みたいだな」

　時光も頭を低くしている。

「そう考えるのが妥だ当とうだろうね。そうそう物ぶつ騒そうな連中なんていたらたまらないって」

　ルイは、そう叫さけんで拳けん銃じゆうで応射する。残り五発のＢＢ弾を全すべてぶち込んだ。

　しかし相手は怯ひるむどころか、銃弾は倍になって返ってくる。

「やっぱり玩具おもちやじゃ駄だ目めか」

　弾丸の雨を避よけながら、ルイはエアソフトガンを投げ捨て、今度は鞭むちを手にする。

　消音器サイレンサー付の銃から撃うち出される銃弾は使う暇ひまもなく鞭を粉ふん砕さいし、目の前の地面まで抉えぐった。

「Çaサ m'énerveメネールヴ!　本気で当てにかかってる。僕らは射しや的てきのぬいぐるみじゃないんだぞ」

　ルイが愚ぐ痴ちをこぼす。

「相手は三人──二時、六時、八時方向か──」

　時光は銃口マズルと遊底外殻スライドカバー上部二箇か所しよの三方から発する銃口焰マズルフアイアーを頼たよりに位置を割り出していた。

「やるしかなさそうだな？」

　ルイは面めん倒どうくさそうに訊きく。

「みたいだな」

「まっ、しかたないか……」

　ルイは渋しぶ々しぶながらも納なつ得とくした。

「ルイは前のやつを。俺は後ろの二人を片づける」

「D'accordダコール!　気乗りしないけど、なんとかやってみるよ」

「ねえ、りさは、りさは～？」

　梨紗が時光とルイの袖そでを引っ張る。

「梨紗君はここでじっとしててくれ」

「ちぇっ、つまんないの～」

　梨紗はぷにぷにした頰ほおを膨ふくらませてむくれる。

「いいから、ここにいろ！　あとで好きな菓か子しを買ってやるから」

「わっかりました～！」

　梨紗は掌てのひらを返したように元気よく敬礼する。

「いくぞっ！」

　時光が闇やみに紛まぎれるように出ると、続いてルイが注意を惹ひきつけるように走り出た。

　銃じゆう弾だんが跳はねる。発射音は完全に消しきれず、かなり大きな銃声をたてるが、着弾は風を斬きる美しい音を奏かなでる。

　ルイは右手にいた人ひと影かげに向かって走る。藪やぶや下草が派は手でに音を立てた。

　意表を衝つかれたためにワンテンポ遅おくれて、あたふたと三本の射線がルイを追いかける。

　そこに隙すきが生じた。

　刹せつ那な、ルイが茂しげみの中にダイビングして消える。

　目標を失った三つの銃口が躊躇ためらいを見せたとき、回り込んだ時光は背はい後ごから男の首を絞しめた。

　男は声も立てず、糸の切れた人形マリオネツトのように地面に這はいつくばる。

　時光は改めて倒たおした人間を見る。黒ずくめの恰かつ好こうでバラクラバ帽ぼうを被かぶった男だった。

　瞬しゆん間かん的に時光は先週、校舎で遭そう遇ぐうした集団のことを思い出した。

「あのときの連中なのか──」

　しかし、ここであれこれ詮せん索さくしている余よ裕ゆうはない。

　時光は手早く武器を漁あさった。倒した男の右手に消音器サイレンサーが装着された拳銃が握にぎられている。

「外見はルイの玩具おもちやと大差ないな……」

　奪うばい取った自動拳銃オートピストル──グロック17Ｃは、まるでモデルガンだった。

　ほとんどの部品がプラスチック製──空港の金属探知機にも反応しなかった事件があってから、わざわざプラスチックに金属反応を示す物質を混ぜているくらいの銃だ。

　ルイが持っていた空気銃の方が、まだ金属部品が多かったかもしれない。

　そんな玩具のような拳銃を握にぎると、時光はすぐに残弾を確かく認にんした。

　九ミリパラベラム弾を十七発装そう塡てんできる弾倉マガジンに残った弾たまは三発のみ。予備弾倉リザーブ・マガジンはなかった。

「考えなしに撃うちやがって」

　時光は吐はき捨てながら銃を手に走り出す。

　いくら玩具みたいでも一応オーストリア軍制式採用銃だから性能は信しん頼らいできる。

　もう一人の男が走る時光に気づいて発はつ砲ぽうする。

　時光は反射的に銃じゆう口こうを突つき出す。しかし銃爪トリガーを絞しぼるのを躊躇った。

『──残る二人も予備弾倉リザーブ・マガジンを持っていないはず──』

　時光は即そく座ざに判断し直し、グロックの銃口を下げると、わざと挑ちよう発はつするように走った。

　銃じゆう弾だんが足元に弾はじける中、時光はジグザグに木こ陰かげに身を隠かくしつつ距きよ離りを詰つめる。

　時光は銃を構える男の前に出た。

　相手は驚おどろいたように銃口を向けて銃爪トリガーを引く。

　しかし無情にも拳銃はカチカチと空から撃うちした。

　男は銃を捨てて、素す手でで立ち向かおうと身構える。

　しかし、既すでに遅おそかった。

　時光は手にしたグロックの銃把グリツプで後頭部を一いち撃げきし、男はその場で昏こん倒とうした。

　二人は倒たおした。あとはルイが残る一人を片づけてくれるのを願うほかない。

　銃声は止やんで辺あたりは静せい寂じやくに包まれていた。闘たたかいは終わったようだ。

　ルイは勝ったのか、それとも逆に…………

　そのとき、暗くら闇やみの中で何か人ひと影かげのようなものが動くのが見えた。

　咄とつ嗟さに時光は銃を向ける。銃爪トリガーにかけた人差指に力が籠こもる。

「……なんだ円藤かよ」

　時光は銃を下ろした。藪やぶの中からひょっこり姿を現したのは梨紗だったのだ。

「あははははははははははははははっ」

　梨紗は時光と視線を合わせるなり脳天気に笑う。

「まったく、あれほど穴から出るなと言っておいたものを──」

　しかし時光の言葉は続かなかった。

　梨紗の後ろに誰かいる──

「あのね、あのね、つかまっちった～！」

　あっけらかんと言う梨紗の喉のど元もとには銀しろがねの刃やいばが突きつけられていた。

「また逢あえたな」

　声と共に暗がりから梨紗の背はい後ごにいる男が見えた。

　あのときの日本刀使いの男だ。

「円藤を放せ」

　時光が言う。

「主導権がどちらにあるか、わかっているのか？」

　男が言う。その手の白はく刃じんと同じく冷静だ。

「そ～だ、そ～だ！　こっちには、りさがいるんだぞ～！　つよいんだぞ～！」

　梨紗は状じよう況きようがわかっているのか理解に苦しむ。

「こっちにも人ひと質じちはいるぞ」

　時光は倒した男に銃口を向けた。

「無む駄だだ。そいつは喜んで死を選ぶ。だから人質にはならない。だがこの娘むすめはどうかな？」

　男は手首を返して梨紗の首に大おお太た刀ちの冷たい刃を当てる。

「りさはヒトヂチちゃんで～す！　たすけないと、しょ～ちしないぞ！」

　梨紗は、この最悪の状況を面おも白しろがってさえいた。

「うっ……」

　時光は言葉に詰つまった。ある意味、本当に恐おそろしい女だ。しかし見捨てるわけにはいかない。

　目の前の男は言葉通り容よう赦しやなく梨紗の喉を搔かき切るだろう。

「深ふか谷やさん！」

　そのとき名前を呼びながら、そこにもう一人が走り寄ってきた。

　例によってバラクラバ帽ぼうを被かぶった男で、さっきの二人と異なって見るからに体格がいい。

「洋よう介すけ、もう一人はどうした？」

　深谷と呼ばれた男は刀を梨紗の喉元におしつけたまま話しかけた。

「すみません、深谷さん。どうにもすばしっこいやつで……」

　男は乱れた呼吸のまま謝あやまる。

　どうやらルイは、この洋介という大男に正面からでは太刀打ちできないと悟さとって攪かく乱らんに回ったのだろう。三人だとばかり思っていたが、銃を使わない四人目の深谷の存在まではわからなかった。しかしルイはまだ捕つかまってはいないことになる。

　これは時光にとって、この場を切り抜ぬけるための切り札ふだになるかもしれない。

「まあ、いい。逃のがしたものはしかたないか。それに、こっちには人質がいる。下へ手たに動けまい。──それで、おまえはどうなんだ？　おとなしく武器を捨てれば命の保証だけはしよう」

　深谷は梨紗に刀を突つきつけて時光に選せん択たくを迫せまった。

　そのとき、時光は見た。深谷の背はい後ご、十メートル足らずのところの樹きに隠かくれるように佇たたずむ長ちよう髪はつの男の影かげがあるのを──ルイだ。

「わかったよ」

　時光は銃じゆうを放ほうり出して、おとなしく手を挙あげた。

「賢けん明めいな判断だよ」

　深谷は梨紗に突きつけた刀の手を幾いく分ぶん緩ゆるめる。

　ルイはじっとこちらの様子を窺うかがっていた。

「洋介、こいつの手を縛しばれ」

　深谷の指示に洋介は縛り上げようと樹じゆ脂し製せいの結けつ束そくバンドを取り出した。

　時光の気が焦あせる。しかし、まだルイは動かない。

　時光は抵てい抗こうすることもなく、そのまま手を縛られる中、声を出さずに『助けろ』と口を小さく動かした。

　それを見たルイも一音ずつ大きく口を動かして返答する。

『ブ・ジ・ヲ・イ・ノ・ル』

　そう言うなり、くるりと背を向けて走り出すではないか──

「おっ、おい待てよ──」

　時光は思わず声を出していた。

「ん!?　なんだ？」

　深谷が後ろを振ふり返る。

「なっ、なんでもない……」

　時光は慌あわてて否定する。

「そうか、なら、そろそろ眠ねむってもらおうか。やれ、洋介」

　直後、洋介の大きな拳こぶしが時光の鳩みぞ尾おちに入る。

　一いつ瞬しゆん、呼吸ができなくなって、腹を抱かかえて苦しんでいるところを、今度は首くび筋すじに衝しよう撃げきが走り、そのまま時光の体は膝ひざを折おってくずおれた。

「引き上げるぞ。そこの二人も連れて行け」

「ルイのやつ、よくも逃にげやがったな……」

　それが、時光が意識を失う直前につぶやいた最後の言葉だった。







　　　LEÇON 4　新宿凶きよう騒そう曲きよく







　目を醒さますと、冷たいコンクリートの感覚が頰ほおを凍いてつかせる。

　辺あたりは暗く何も見えない。ただ喉のどをざらつかせる埃ほこりの臭においに混じって、インクと機械油の微かすかな臭いが鼻び腔こうをくすぐった。

　起き上がろうとした。が、それは無理だった。思うように体が動かない。

　手足が縛しばり上げられていることにようやく気付く。

　いったい、どのくらい意識を失っていたのか。時間の感覚は麻ま痺ひし、昼夜の区別もつかない。そんなことより円えん藤どうは……

　時とき光みつはイモムシのように体を転がして周囲の様子を探さぐってみたが、自分の近くに梨り紗さのいる気け配はいは感じられない。

「やっとお目め醒ざめか、えっ？」

　覆おおい被かぶさるような大きな黒い影かげが言った。

　頰がちくちく熱い。どうやら平手打ちを喰くらって目が醒めたらしい。

　人影の背後から天てん井じようの照明が一いつ斉せいにつけられた。眩まぶしさに時光は目を細めて顔を背そむける。

　そして白い光の中にもう二つの人影が浮うき上がっていた。

　肩かたに巨きよ大だいな刀を担かついでいるのは、あの深ふか谷やという男だ。黒のタートルネックシャツに朱しゆ蛭ひる巻まき塗ぬり拵ごしらえの大おお太た刀ちが鮮あざやかに映る。もう一人は風か邪ぜを引いているのかマスクをした顔色の悪い瘦やせた男で見覚えがなかった。

　一人は筋肉質のがっしりした胸むな板いたの厚い男だった。グレーのジャケットを着ているので体格は更さらに大きく見える。その眉まゆの薄うすい大作りな顔を見たのは初めてだったが、この男が洋よう介すけという男だとすぐにわかった。

　そして自分のいる場所が小さな印いん刷さつ工場だということもわかってきた。

　それも会社が潰つぶれたのか、随ずい分ぶんと長い期間、機械を動かすこともなかったのだろう。大きな印刷機械は赤あか錆さびに覆おおわれていた。

　おかげで制服は泥どろだけでなく、綿わた埃ぼこりや赤錆でも汚よごれてしまった。

「円藤はどうした？」

　時光は深谷を睨にらみつけながら、怒いかりを抑おさえた低い声で訊きいた。

「ああ、あの女か──」

　体格のいい洋介が嘲あざけりを含ふくんだ声で言った。

「何もしてないだろうな！」

　時光が詰きつ問もんする。

「今のところはな。しかし、これからはおまえの出方しだいだ、ミッチーさんよ」

　洋介が時光を小こ莫ば迦かにするように言った。

「はあ？　ミッチーさん……」

　洋介が真ま面じ目めぶってミッチーと呼ぶのに、時光は思わず脱だつ力りよくしてしまった。

「おまえの名前だろ。あの女がさえずってくれたぜ、ミッチーよ」

　洋介がイヤらしい笑いを浮かべる。

「まったふ、その顔でミッチーなんて、ふざへた奴やつだぜ」

　もう一人の顔色の悪い男が不ふ明めい瞭りような発音で悪あく態たいをつきながら時光の顔を覗のぞきこんだ。

　そして、ゆっくりとマスクを外す。にやりと嗤わらうその口の中には前歯がない。

「他ほかひもいろいろ話を聞かせてもらっはぞ、ミッチー」

　ときどき発音がしっかりしないのは上下四本の前歯がきれいに欠けているせいだろう。

　そういえば校舎に忍しのび込んだ夜に前歯をへし折った奴やつがいたな──前歯のない男の間まの抜ぬけた顔をぼんやりと見ながら時光はなんとなく思い出していた。

「へへへ、学校ひゃ啓けい蒙もう部ぶってのに入ってるんだっへな。随ずい分ぶんと偉えらほうじゃねへかっ！」

　歯欠けは、いきなり時光の顔面を蹴けりつけた。

「うぅっ……」

　時光は呻うめき声を嚙かみしめて堪こらえる。口の中に血の味が広がった。

「この前の期末テストで物理と数学が赤点だったそほだな。ミッチーさんよ！」

　今度は無防備な時光の腹を蹴った。

「すぐ怒おこるへど優やさしいところもあるそうだな、ミッチーさん！　好物のポテトチップだけは何があっへも一枚だって分けてくれないんだっへな、えっ、ミッチーさんよっ！」

　名前を呼ぶ度たびに胸を、足を、肩かたを、憑つかれたように蹴り続けた。

「その辺にしとけ、浜はま口ぐち」

　流石さすがに見ていた洋介が歯欠けの浜口を止めに入った。

「洋介さんは口出ししなひでくだはいよ。俺おれはただこいつに総括ソーカツしてるだへっすから！」

「なにが総括だ。ただ歯を折おられた恨うらみを晴らしてるだけだろうが！　おまえの憂うさ晴らしに、今こいつに死なれると元も子もねえんだよ」

「だっはら死なない程度にやればいいんでひょっ！」

　そう言って、浜口はもう一発、靴くつの爪つま先さきで鳩みぞ尾おちを蹴る。

　時光は嘔おう吐と感に襲おそわれ激はげしくむせた。

「だから、やめろと言ってるんだ。俺の命令が聞けないのか！」

　洋介は浜口の肩を摑つかんで力ずくで時光から引き離はなす。

「なんすか、洋介さん。邪じや魔ましなひでくださいよ。いつもはあんたの方が、えげつない総括するじゃないっすか！　ほんなときだけ、ずるいっすよ」

　浜口としては納なつ得とくがいかず不満の声をあげて、洋介を睨にらみつける。

「なんだとぉっ、たかが浜口の分ぶん際ざいで──」

　表情を豹ひよう変へんさせた洋介も今にも浜口に飛びかからん勢いだ。

　時光を挟はさんで二人の間に不ふ穏おんな空気が流れる。

「やめろ！」

　刀を手に座すわっていた深谷が命令した。低く通る声が工場中に響ひびく。

「ですが深谷さん、今のは浜口が──」

　洋介が言い訳をしようとする。

「みっともないまねはやめろと言っているんだ。わからないのか？」

「い、いえ……」

　洋介は神しん妙みような顔つきで黙だまってしまった。浜口にいたっては更さらに顔色を失って小さくなっている。それほどまでに深谷の何気ない一言が二人を抑おさえつけてしまった。

「ミッチー君、気は失ってないか？」

　深谷は蔑さげすむように時光に話しかけた。

「どうだろうな」

　時光は血の混じった唾つばを吐はき捨てる。

「この野や郎ろう！　まだそんな減へらず口ほ──」

　浜口が時光を蹴けろうと前に出る。

「浜口っ！」

　深谷の厳きびしい一いつ喝かつに、浜口はしかられた犬のように引っ込んでしまった。

「もういい。浜口は下がっていろ」

　浜口は深谷の命令に素す直なおに従うしかなかった。どうやら工場の奥おくには事務室などがあるらしい。安やす普ぶ請しんな合板のドアから作業場を後にした。

　そして再び沈ちん黙もくが流れる。

「悪かったな。私としても君をこんな目に遭あわせるのは不本意だった」

　最初に口を開いたのは深谷だった。

「不本意ね。その割には止めるのが遅おそかったな」

「浜口も前歯を折られて気が立ってたんだ。少しはガス抜ぬきをしてやらないと、陰かげで何をしでかすかわからなかったんでね。組織を束たばねる者としては多少は多めに見てやらなければいけないこともあるんだよ」

「組織ね。で、その組織とやらは何を企たくらんでいるんだ？」

　時光は深谷に訊きいた。

「それは、こっちの科白せりふだな──」

　深谷は肩かたに載のせていた鞘さやから大おお太た刀ちを抜き放つと、大おお鋒ぎつさきを時光の頸けい動どう脈みやくに突つきつける。

「答えてもらおうか。おまえたちは何者なんだ？」

「この制服を見てわかるだろ？　高校生だよ」

　時光は憮ぶ然ぜんとして答えた。

「確かにあの女もそう言ってたな。だが俺には信じられそうもないんだよ」

「どうして？」

「ただの高校生が夜中に学校に忍しのび込んだり、拳けん銃じゆうを持った相手に怯ひるむことなく渡わたり合えるか。それに銃じゆうの扱あつかいにもなれていた。そんな高校生がいるか？」

「射しや撃げきツアーならグアムでもやってるよ」

「なにより、おまえは俺の剣けんを躱かわしただけでなく、この俺にナイフを突き立てた。それが私の中でどうしてもひっかかるんだよ。おまえたちの裏には誰だれがいる？」

　深谷が凄すごむ。

「あるかよ、そんな裏も表も」

　時光は刀に怖おじることなく言った。

「やはり少し遠えん慮りよしすぎたようだ。洋介、少しばかり素す直なおにしてやれ」

　深谷は大太刀を鞘に収めると、再び椅い子すに座すわった。

「わかりました。五分で何でもしゃべってくれますよ」

　無ぶ愛あい想そうな顔のまま、洋介は近づいてくる。いつの間にか手には金属バットを握にぎりしめている。

「待てよ。まさか、それで殴なぐる気じゃないだろ──」

　時光はひきつった笑いを浮かべた。

「バットに殴る以外にどんな使い道があるんだ。まさか野球でもしろってのか？」

　洋介は半笑いでバットを構えると、素す振ぶりを始めた。メジャーのスラッガーも顔負けのスイングだ。

「冗談じゃない……正直に話したぞ。これ以上は叩たたかれても話すことなんてないぞ……！」

　時光は抗こう議ぎした。

「みんな最初はそう言うんだ。でもよ、不思議なことにすぐに好意的になってくれるんだよな」

　洋介はおろか深谷もまるで取り合おうとしない。

　そして洋介は準備運動を終えると、時光をサンドバックのように立たせ、バッターボックスに入るかのように時光の前に立ち、フルスイングした。

　一発、二発、三発と続けざまに殴られると、流石さすがの時光もぐったりと倒たおれこんだ。しかし悲鳴は立てない。短い嗚お咽えつを漏もらしただけだった。

　しかし洋介は容よう赦しやなく倒れた時光の胸むな倉ぐらを大きな手で摑つかんで乱暴に引き起こす。そしてまた殴ろうとしたときだった──

「深谷君、例の男が目を醒さましたんだって？」

　バタンと扉とびらを乱暴に開ける音がすると、薄うす汚よごれた白衣を羽は織おりパタパタとサンダルを鳴らす小太りというにはやや太りすぎた観もある男が工場に入ってきたのだった。

「柿かき崎ざき……さん」

　深谷と洋介は、この小太りを見るなり顔をしかめる。

「困るんだよね。ボクに内ない緒しよにしてるなんてさ。ボクの許可なしに勝手なことされるとさ」

　小太りの柿崎は深谷に向かって仲間外れにされた小学生のように文句を言った。

「まったくボクがコンビニに出かけてるときにこんなことをして。まさか、わざとじゃないだろうね？　もしもキミたちＰＦＵＧがそんな勝手な真ま似ねをするようなら、いくらボクだって、いつまでも甘あまい顔はしていられないからな」

「決して故こ意いというわけでは……」

　深谷が言い訳するも、柿崎は独ひとりで勝手にまくし立てる。

「確かに深谷君が、今回のプロジェクトの責任者だよ。でもさ、金きん鶏けい像ぞうや例のお宝の情報提供をしているのは何を隠かくそう、このボクなんだよ。よって、あんまりボクを軽けい率そつに扱あつかってほしくないんだよね。ボクを差し置いて勝手なことをされるとさ、ボクの完かん璧ぺきにして綿めん密みつな偉い大だいな計画が狂くるっちゃうんだよね。それに最終的にボクの存在なくしては、キミら程度の知識力では、どうにもならないことくらい、ちゃんと理解してもらってるよね、ん？」

　居い丈たけ高だかの柿崎が長々とのたまう。

「偉えらそうに。何もしてないくせによ……」

　ぼそっと洋介は小さくつぶやいた。

　しかし柿崎は聞き逃のがさない。

「なんだって？　偉そう？　なにもしてない？　この偉大なるボクが何もしてないっていうのかい？　キミはいつもボクのことを莫ば迦かにしてるから、そんなこと言うのか！　それともニューロンまで筋きん繊せん維いと化したようなキミの大脳新皮質の前頭野程度では、ボクの計画している世界的偉業の重大さがわからないのかな？」

「なんだとっ！　このブタ野や郎ろう！」

　洋介は激げつ昂こうのあまり時光を突つき飛ばす。時光は手足を縛しばられて受け身もとれずに転てん倒とうした。

「うぐっ……」

　時光の肩かたと腰よう骨こつに激げき痛つうが走る。

「すぐ暴力に訴うつたえるなんてやだやだ。だいたいボクの体たい脂し肪ぼう率りつが平均値よりも少しばかり高いという理由から豚ぶたを連想すること自体、キミのボキャブラリーの貧困さを看かん破ぱしてしまうよ！」

　体格に勝まさる暴力的な洋介に対しても、柿崎は一歩も退ひかず反論する。

「この野郎、深谷さんの手前、今まで我が慢まんしてきたが、それも今日までだ。こいつより先に、おまえを先にこのバットで赤ブタにしてやるっ！」

　洋介は叫さけびながら金属バットを振ふり上げた。

　このとき時光はなにが起こっているのか、全く把は握あくできないでいた。ただ冷たいコンクリートの床ゆかと友とも達だちになりながら、ひたすら諍いさかいを眺ながめてるだけである。

　そこに聞き覚えのある声が飛び込んできた。

「なに遊んでるの～、ミッチー？　いもむしごっこ～？」

　どこから湧わいたのか梨紗がいた。梨紗は時光とは違ちがって縛られていない。

「円藤！　お前、大だい丈じよう夫ぶか──」

「いもむ～し、ご～ろごろ」

　時光が話しかける間もなく、梨紗が時光を転がし始める。

「やめろっ、円藤っ！　そんなことするくらいなら、この簡かん易い手て錠じようを切ってくれ」

「あはははははははははははははははっ！」

　しかし時光の言うことなどまるで聞くはずもない。梨紗は笑いながら時光を転がし続けた。

　その周りではバットを振ふり回す洋介が柿崎を追いかけ回している。

　異様な光景が広がっていた。

「きさまら、逃にげふ気だな！」

　そこにきて再登場したのは前歯のない浜口だった。

「この女がトイレだかはっていうから手錠をはずしてやっはものを、ちょこまかと逃げやがっへ！　二人しへ逃げるつもりだっはんだな」

　追いかけてきたと見えて息を切らせながら浜口が怒ど鳴なる。

「これのどこが逃げる体勢なん──」

「問答無用！　こうなったはもう容よう赦しやしねえぞ。今度こそ、その前歯を俺と同じにしてやふからな！　安やす田だ、おまえは女を捕つかまへろ。俺は男をやる！」

　浜口も時光の言うことなど聞く耳を持っていなかった。そして浜口と共に来た安田という年とし弱よわの男と一いつ緒しよに時光と梨紗を取り囲もうと詰つめ寄る。

　この二は十た歳ちそこそこの安田という青年に関しても見覚えはなかったが、手に包帯をしているところを見ると、やはり夜の校舎で浜口と一緒にのしたやつなのだろう。

「まったく何を考えて、こんなことをするんだ？」

　時光が梨紗に問い詰める。

「だって～、ミッチーたちがおもしろそ～だったんだも～ん」

「どこがだ！」

　時光は思わず大声を出す。

「逃がふなよ、安田」

「わかりました」

　浜口と呼こ応おうして安田が梨紗に近づいてゆく。感情的な浜口とは対照的に安田は影かげが薄うすいというか特とく徴ちようがまるで見られない。恐おそろしいほど平板な印象の男だった。

「お～にさん、こ～ちら♪」

　梨紗はそう言ったかと思うと、時光を浜口に向かって勢いよく転がす。

「やめろーっ！」

　時光は悲鳴を撒まき散らしながら転がってゆく。

　意表を衝つかれた浜口はかろうじて回転しながら向かってくる時光を避よけた。

「この野や郎ろう、もう逃にげ場はないぞっ！」

　一方では洋介がとうとう柿崎を追いつめていた。後ろには輪りん転てん機きがあり、もう逃げられない。

「やめてくれ！　話せばわかる……と犬いぬ養かい毅つよしも言っていたじゃないか！」

　バットを振ふり上げる洋介に柿崎が哀あい願がんする。

「誰だ、イヌカイって？」

「これだから学のないやつは……」

　柿崎がぼそりと言った一言にきれた洋介が金属バットを大きく振りかぶる。

「ひぃ」

　柿崎は頭を抱かかえてしゃがんだ。

「ぎゃんっ」

　悲鳴が轟とどろく。しかし悲鳴を上げたのは浜口だった。

　洋介がスイングするバットと柿崎の間に、時光を避けてバランスを失った浜口がよろけて割って入ってきたのだ。

　浜口の腹にバットがめり込んだ。

「浜口っ！」

　洋介が倒たおれた浜口にかけよる。打だ撃げきポイントが手前にずれたことで威い力りよくは半はん減げんしたとはいえ、浜口はカブトムシの幼虫のようにうずくまって痙けい攣れんしていた。

「このぉ、貴き様さまが浜口を！」

　洋介はもう柿崎のことなど眼中になくなり、ようやく回転をやめた時光を再び睨にらみつける。

「俺が何を!?……いや、もう勝手にしてくれ……」

「よくも浜口をこんな目に遭あわせやがってぇっ！」

「はいはい、みんな私が悪いですよ……」

　時光は力なくつぶやいた。

「もう手て加か減げんはしねえっ！」

　独り興奮した洋介はバットを振り上げて襲おそってくる。

　時光は血ち達磨だるまにされることを覚かく悟ごして目を閉じた──

「いいかげんにしろっ！」

　この騒そう乱らんの中、一言の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

　深谷だ。一いつ瞬しゆんにして全員の動きが止まる。

「なに莫ば迦かなことばかりしてるんだよ。洋介、おまえは浜口を休きゆう憩けい室しつに運んでやれ。安田は女を連れていけ。それから柿崎さんもこれに懲こりたのなら戻もどっていてもらおう」

　堰せきを切ったように深谷がまくし立てると、誰も逆さからうこともなく全員が従った。

　そして工場に残ったのは深谷と時光の二人になった。

「助かったよ」

　話しかけたのは時光の方からだった。

「別におまえを助けたわけじゃない。私はこういう騒さわぎが嫌きらいなだけだ」

　深谷は、もう冷静さを取り戻して冷れい淡たんに言う。

「それより、まだ答えてもらっていなかったな。おまえのバックにいる組織のことを」

「組織なんて知らないと言ってるだろ」

「ふっ、食えん奴やつだな。まあいい」

　深谷は時光を見て自じ嘲ちようぎみに笑った。

「あんたも結局は人の話を聞かないのな」

「もう一つ、私が知りたいことがある。おまえたちが金きん鶏けい像ぞうについて何をどこまで知っているかだ？」

　深谷は時光の言うことを完全に無視して、別の話を切り出してきた。

「それは……」

　時光は言葉を詰つまらせた。

「埋まい蔵ぞう金きんだろ？」

　時光の心を見み透すかすように深谷が言った。

「なぜ、そのことを……？」

「やはりな。しかし、どうして学校の中で穴を掘ほっていた？」

「宝が……あると思ったんだ……」

　時光は、これ以上隠かくしてもしかたないと正しよう直じきに話した。

「金鶏像の中に隠されていた地図だな」

「そうだ」

「それで、出なかったわけだな」

「ああ」

「なるほどね」

　深谷は全すべてわかっているような素そ振ぶりだった。

「まるで、出ないことを知っていたみたいだな」

「いいや。ただ、あるとしたら、あんなところにはないだろうと思っただけさ」

「なぜ部外者が金鶏像を知っていた？　それも鉛なまりだと知ってたんだな」

「その手のものに興味のある人間には有名な話らしいな」

「徳川埋蔵金……」

「そうだ」

「しかし宝探し屋トレジヤーハンターの組織にしては物ぶつ騒そうすぎるな」

「それは、お互たがい様だ」

　深谷の言葉に時光は苦にが笑わらいを浮うかべる。

「それで、そっちの持ってる地図の半分は、あの金きん髪ぱつが持っているのか？」

　深谷は時光に確かく認にんした。あらかじめ時光と梨紗の身体検査はしているはずだ。

「みたいだね」

「なら、おまえたち二人と交こう換かんするのが定じよう石せきだな。やつの携けい帯たい番号を教えろ」

「円藤の携帯のメモリーを調べればいいだろ」

「つながらなかったから訊きいてるんだ。メモリーの番号は既すでに使われてなかったよ」

「なら、知るか」

「おまえは携帯電話を持っていないのか？」

「必要ないんでね」

　時光はきっぱり答えた。

「今時、変わった奴やつだ。しかし仲間と連れん絡らくが取れないのは厳しいな」

「人質が無む駄だになるな」

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよ──」

　そのとき、いきなり携帯の着信音が鳴った。

　深谷は急いで懐ふところから携帯を取り出す。

　うさぎむしの携帯ストラップが付いている。間ま違ちがいなく梨紗の携帯だった。

　深谷は液えき晶しよう画面で相手を確かめると、時光に見せた。

「この番号に見覚えは？」

「ない」

　時光の返答に、深谷はこのまま無視するべきか、数秒の間、迷まよった挙あげ句くに通話ボタンを押おした。

　深谷は息を殺して何も話さず受話器に耳を傾かたむける。

『Allôアロー?　聞こえてるんだろ？　あんたらがこの携帯を持ってるのはわかってるんだ。二人は無事か？　答えてくれよ』

　時光の耳に聞き覚えのある声が漏もれ聞こえてきた。

　深谷は時光の目を見た。

「あんたが連絡を取りたがっていた男だ」

　時光が深谷に言う。

「ああ、聞こえている」

　深谷が電話越ごしに話した。

『よかった。話がしたいんだけど、いいかな？』

「こっちも用があったところだ」

『おそらく同じ要件だと思うんだけど』

「おそらくな」

『話が早くていい。単刀直入に言うよ。二人を返して欲ほしい。その代わりこっちの金きん鶏けい像ぞうは渡わたす。それが、あんたたちの目当てなんだろ？』

「いいや、金鶏像はいらない。こっちがほしいのは金鶏像の中にあった地図の半分だ。それから時間と場所はこちらで指定させてもらう」

『いいだろう。僕ぼくの持っている地図の半分だな。時間と場所はそっちで決めてくれていい』

「一時間後にこちらから取引場所と時間を連れん絡らくする」

『D'accordダコール!　わかった。せいぜい首を長くして待ってるよ……おっと、忘れるところだった。二人の無事を確かく認にんしたいんだけど』

　深谷は少し考えてから、いいだろうと言うと時光の顔に電話を近づける。

「俺だ」

『ああ、おまえか。Alorsアロール,梨紗君の方は無事なんだろうね？』

「元気すぎるくらいだよ」

　時光はさっきのことを思い出しながらつぶやいた。

『そうか。それならいいんだけど。時光、おまえはどうなんだ？』

　声のトーンを落としてルイが訊きいてきた。

「さっき腹を蹴けられて怖こわかった。今でも五臓ぞう六腑ぷが痛む」

『なるほどね』

　電話の向こうのルイが言った。

「おっと、そのくらいで充じゆう分ぶんだろう」

　そう言うと、深谷は携けい帯たいを時光から離はなすと、一方的に切ってしまった。

「とりあえず、我々の計画は順調にいっている。あとは地図さえ手に入れば──」

　深谷は独ひとり満足そうに微笑ほほえんだ。




　歌か舞ぶ伎き町ちようは深夜に限らず昼間でも活気に満ちた街だった。

　十三時五五分──指定時間の五分前。

　靖国通りに一台のワンボックスバンが停止していた。

「来ましたよ」

　運転席にいた浜口が目め聡ざとく目標を見つけて言った。

　確かに歌舞伎町のドン・キホーテ前に男の姿が、車のスモークガラス越ごしに確認できた。

「間ま違ちがいないか？」

　助手席の深谷が後部座席の時光に確認を求めた。

　長ちよう髪はつで金髪の男はかなり目立つのだが、この街では別に珍めずらしくもないからだろう。

「ああ」

　時光は靖国通りの反対側の歩道、その人混みに見え隠かくれするルイの姿をしっかりと認めた。

「そうか。安田、行って来い」

　深谷が指示を出した。

「わかりました」

　時光の横の安田が返事をする。

「手はずは予定通りだ。わかってるな」

　洋介は安田の包帯を巻いた手にビニール傘がさを渡わたした。

　安田は黙だまってうなずいてから後部ドアをスライドして車から降りる。

　安田に代わって浜口が後ろの後部座席から前の後部座席に移った。時光が変なまねや逃にげたりしないように洋介と挟はさむようにするためだろう。

　そして時光はふと後ろを確かく認にんした。

　梨紗は時光の後ろで、すやすやと寝ね息いきを立てている。その右隣どなりには柿崎と呼ばれている小太りの男が座すわっていた。

　時光は安田の後ろ姿をスモークガラス越しに追う。

　安田は傘をさすまでもないと濡ぬれるに任せて青信号の横断歩道を渡っていった。




　ルイは制服ではなく麻あさの白いＰコートを着て賑にぎやかな品しな揃ぞろえの店てん舗ぽの前で雨を避よけていた。

　左手のトゥールピオンに目をやる。そろそろ指定された時間だった。

「ルイルイさんですね？」

　不意に声をかけてきたのは中肉中背でこれといって特とく徴ちようのない若い男だった。しかも地味なスーツを着ていては、完全に人混みの中に埋まい没ぼつしてしまう。

「そうとも言うかな」

　ルイは返事をした。

「約束の物は持ってきてもらえましたか？」

「Ouiウイ, bienビアン sûrシユール!」

　そう言うとルイは懐ふところに手を当てて、絵図面を持ってきていることを示し唆さした。

「では、こちらに」

　男は無表情な声で言う。

「その前に二人を解放してもらわないと」

　ルイも淡たん々たんと言った。

「そうですね。わかりました。では、これを」

　そう言うと男は、店先に無造作に積み上げられたオペラグラスの見本をルイに渡わたした。

「!?」

　男が何をしたいのかわからず、ルイは小首を傾かしげる。

「見て下さい。通りの反対側に停とまっている黒いバンの中です」

　男はそう言うなり、携けい帯たい電話でどこかに連れん絡らくを取り始めた。

　ルイは男に構わずオペラグラスでバンを見た。

　するとバンの窓が三十センチほど開く。

　暗い車内に時光の、そして梨紗の顔を認めた。

　時光と目線が合う。向こうも自分を確かく認にんしている。

「あれ、駄だ目めだな。ドン・キホーテの真向かいの靖国通りの端はしに停とまっている黒のワンボックスワゴンだろ？　全面スモークガラスの。でも、この距きよ離りだと本人かどうかわからないな。目の前で確認させてくれ」

　そう言ってルイはオペラグラスを商品の山に戻もどした。

「それは無理です。地図は車内で確認してから人ひと質じちを解放することになっていますから」

「この場で確認してくれよ」

　ルイは食い下がった。

「駄目です。確認作業は、こちらにある断片とそちらの断片の切り口を合わせて照合するわけですから、あなたたちの前でこちらの地図を見せることはできません」

「Euhウー... それなら後ろを向いて見ないようにするよ」

「子どもみたいなことを言わないで下さい」

「やっぱり駄目か──」

　ルイは冗じよう談だんぽく言う。

「当たり前です」

　しかし男はルイの言葉を真に受けて答える。

「そこを何とかしてくれよ。こっちだって地図を渡して、そのまま逃にげられたくない」

「我々を信じられないと？」

「信用するほど長い付き合いじゃないだろ」

「それはそうですが……わかりました。一応、訊きいてみます」

　男は渋しぶ々しぶと携帯電話で確認を取る。そして二言三言の会話ですぐに電話を切った。

「どうだった？」

「取引の変へん更こうは一いつ切さい認められないとのことです」

「Alorsアロール,もう一度、連れん絡らくしてくれないか。今度は僕が直接話してみる」

「仕方ありません。これ以上、私どもを手間取らせるようなら今回の取引は中止にしましょう」

　しかし、男はもう取り合おうとはしなかった。

「わかった、わかった。渡わたすよ」

　ルイは慌あわてて男の前に立ち塞ふさがった。

「最初から素す直なおにそうしていればよかったのです。では地図をこちらに」

　男は左手を差し出す。

　ルイはコートの襟えりの裏から、小さく折り畳たたまれた紙切れを取り出した。

　男は紙を摑つかもうとするが、ルイは寸前で手を引っこめた。

「これを渡せば、二人を解放してくれるんだな？」

　ルイが再度確かく認にんする。

「あなたもしつこい人ですね。本物であれば解放します！」

　男はかなり苛いら立だった口く調ちようになっていた。

「本物でなければ──？」

「当然、人質の安全は約束できません！」

　男は包帯をした右手でルイから紙を引ったくるようにむしり取った。

「その言葉、信じてるよ」

　ルイが男に言う。

　しかし男はルイを無視するように、いつの間にか隣となりにいた別の男に目を合わすことなく紙を渡す。まるで麻ま薬やくの売ばい人にんと客のやりとりだ。取引の段取りは周しゆう到とうに計画されているらしい。

　紙を渡された男もスーツ姿だったが対照的に体格がいい。ルイはこの大おお柄がらな男の顔を見るのは初めてだったが、その背せ格かつ好こうに見覚えがあった。あの連中の仲間だ。

　体格のいい男は次の歩行者信号が青になるのを待って、横断歩道を大おお股またで渡っていった。

　絶え間ない人の流れに時間だけが過ぎてゆく気がした。

　大男がバンの中に消えて五分ばかり経過した。この数分だけでも何百人という人間が、ルイたちの前を無関心に通り過ぎていった。いくら念入りな照合作業でも流石さすがに終わっただろう。

　男の携けい帯たい電話が鳴った。

　男はルイから距きよ離りを置いて電話に出ると、何もしゃべらず、すぐに携帯電話を切った。

「本物だったろ、nonノン?」

　ルイが話しかける。

「ええ、そうですね」

「Allez-yアレジー!　それなら早く二人を解放してもらおうか」

「わかりました。では、これからお二人を解放するにあたって──」

　男は右手の傘かさをぶらぶらさせて戻もどってくる。

　しかしルイは戻ってくる男を避よけた。

「なにをっ──」

　次の瞬しゆん間かん、男が声を上げる。

　このときルイは男の右手を摑つかむと、そのまま体重をかけてドン・キホーテの店先に倒たおれこんだのだった。

　いざこざの絶えない歌舞伎町では皆みな、関かかわり合いを避さけて遠巻きに見ているだけだった。

　やがてルイは細ほそ腕うでで格かく闘とうしながらも、ついに男が振ふり上げる傘を奪うばい取る。

　ルイは男を羽交がい締じめにして、奪い取った傘の先を男の鼻先に突つきつけた。

「や、やめてくれっ」

　男は傘を突きつけられただけで、この世の終わりといったたように、みるみる真まっ蒼さおになる。

「どうした？　傘がそんなに恐こわいなんて先せん端たん恐きよう怖ふ症しようか？」

　ルイは声のトーンを落として言った。

「…………」

　しかしルイの問いに男は応えず、ぶるぶる震ふるえることしかできなかった。

「おや、傘の先に何か針みたいなのがついてるけど、これは何かな？」

「しっ……知らない……」

　男は呻うめくように声を絞しぼり出して言う。

「Pffプフ!　おかしいな。僕の記き憶おくだと旧ソ連のКカーГゲーБベーがよく使ってた暗殺用の傘型注射器に見えるんだけど。知らないんなら、ちょっと刺さしてもチクッとするだけだから、いいよね？」

　ルイは傘の先に付いた針を近づけながら、男に微笑ほほえみかける。

「やめてくれーっ！」

「ということは認めるのかな？」

「そっ、そうだ。針には青せい酸さん毒どくが……」

「素す直なおでよろしい」

　ルイは男を離はなして立ち上がるも、男はその場で地面にしゃがみ込んでしまった。

「予想していたとはいえ、本当に殺そうとするかよ」

　胸を撫なで下ろすように溜ため息いきをついた。

「おっと、そんなことより黒のバンは？」

　慌あわててルイはバンを探した。

　しかしバンは停とまってはいなかった。既すでに物もの凄すごいスピードで走り出していて、今やＪＲ線の高こう架かの下を抜ぬけようとしているところだった。

　ルイは自然と足が勝手に動いて、バンを追いかけて走っていた。

　しかし車に追いつけるわけもなく、やがてバンは視界から消えていく。

「あーあ、行っちゃったよ。C'estセ dommageドマージユ!」

　ルイは走るのを止やめて、小さくつぶやいた。




　車は急発進した。

　通りの向こうではルイと安田が揉もみ合っている姿が見える。

「どうなっている？」

　時光は叫さけんだ。

「安田の野や郎ろうっ、しくじりやがって！」

　時光の隣となりの洋介が口く惜やしそうに吐はき捨てた。

　直進するバンは大ガードをくぐり、都庁のある新宿西口方面へと物凄いスピードで飛ばす。

「まあ、そう怒おこるなよ。ひとまず地図は手に入ったんだ」

　時光の後ろの柿崎はクリアファイルに入れた絵図面をひらひらさせた。

　五枚の断片全すべてが揃そろい、一枚の絵図面が完成していた。

「最初から解放する気がなかったな」

　時光はやはりといった顔で平然と言った。

「当たり前だろ」

　運転している浜口がルームミラー越ごしに嘲あざけるように言う。

「これから俺らを始末しに行くのか？」

「さあ、どうするかな？　おまえらをダシにもう一度、お仲間を呼び出すという手もあるからな」

　深谷は冷ややかに言った。

　既すでに車は新宿の高層ビル街に入っていた。

　安田がいなくなったので、絵図面に魅み入いる柿崎の横で梨紗は子供のように窓に張りついてしきりに外を眺ながめている。

「やっほ～っ！」

　そんな梨紗がいきなり素すっ頓とん狂きような声をあげると、おもむろに窓をスライドさせて開ける。何をするのかと思うと、顔を出して隣となりの車にしきりに手を振ふり出したのだった。

「なにしてやがるっ！」

　洋介は梨紗をどやしつけると車の窓を閉めた。

　が、次の瞬しゆん間かん、急ブレーキの悲鳴と共に衝しよう撃げきで車が大きく揺ゆれる。

　ハンドルが取られて車は大きく蛇だ行こうして停とまった。

　時光は手足を縛しばられていることもあって、頭を車の天てん井じように直撃させていた。

「どうしたっ！」

　深谷が声を張り上げた。

「う、後ろの車がいきなり前に割り込んできて、目の前で急ブレーキを──」

　運転手の浜口がしどろもどろに説明する。

「くそっ、誰だれなんだっ！」

　洋介が後部座席から身を乗り出して浜口に訊きく。

　頭の痛みに堪たえながらも時光はフロントガラス越ごしに停てい車しやする一台の黒い車を見た。

　浜口のハンドル捌さばきで、ぎりぎり衝しよう突とつだけは避さけられたようだ。

　点てん滅めつする警告灯ハザードランプの角張った特とく徴ちよう的な形状から、それがベンツであることはすぐにわかる。

　続けざまにパタンとドアを開閉させる音がした。中から数人が降りてきた。

「どうします？　暴力団のようですね」

　ハンドルを握にぎる浜口が困った顔をした。

「下手に出ると厄やつ介かいな類たぐいの連中だな。洋介、手て荒あらなことはするなよ。ここで揉もめ事を起こすのは絶対に避さけたいからな」

「わかってますよ、深谷さん」

　洋介が応こたえるのとほぼ同時に、ベンツから降りてきた男の一人が運転席の横の窓を乱暴に叩たたいてきた。かなりガタイの大きな男のようだ。

「出てこいや。だんまりを決めこんでいたって、窓ぶち割って引きずり出すぞ！」

　乱暴な口く調ちようで恫どう喝かつする声が車内に響ひびく。

　浜口は困こん惑わくした様子で指さし図ずを待つように黙だまって深谷の顔を見た。

「狼狽うろたえるな。それでも組織の闘とう士しか！　こんなときこそ落ち着くんだ」

　深谷が叱しつ咤たする。

「しかし、深谷さん……」

　だが浜口は動どう揺ようするばかりだった。

「わかった。俺が話をする」

　そう言って深谷はパワーウインドーを半分ほど開けた。

「なんでしょう？」

　深谷は窓から顔を出すと、惚とぼけた素そ振ぶりで男たちに話しかけた。

「ようやく開けたか」

　別の男が助手席側にやって来るのが時光にも見えた。

　黒いスーツに黒のサングラス。顔の周りには無ぶ精しよう髭ひげが──

　時光は無精髭の男の顔を見た途と端たん、反射的に身を座席と座席の間に伏ふせていた。

　二度あることは三度ある。だからといって、まさかまたあの顔を見るとは……最初は違い法ほうカジノで、次は定食屋、そして三度目は今ここで鉢はち合あわせになろうとは──

「私たちに何か用ですか？」

　深谷は言葉を選んで、あくまでも丁てい重ちように会話を進めようとしていた。

「ああ、そうだよ。用がなくて、こんなまねするわけないだろうが！」

　しかし相手の無精髭はそうではなかった。

　いつしか無精髭の隣となりには、あの出っ歯でネズミみたいな黒服までいた。

　すると運転席側にいる大おお柄がらの男は例の北京ペキン原人なのだろう。

「どういうことです？」

　深谷は怪け訝げんそうに尋たずねた。深谷たちが黒服に絡からまれる理由はないのだから当然のことだった。

「どうもこうもねえんだよ。ちょっと中を見せてもらおう」

「そう言われましても……」

　深谷は言葉を濁にごす。

「なにか？　何か見られちゃまずいものでもあるってのか、えっ、おい」

　ネズミ男は語気を荒あららげて深谷に突つっかかる。

「そういうわけでは……」

　深谷も、どう応対していいかわからず返答に窮きゆうしていた。

「だったら、いいだろ？　こっちも何もなければ、何もしやしねえよ。こっちは、ある人間を捜さがしていてね。で、今さっき、その車の窓から、そいつによく似た奴やつの顔が見えたんで、ちょっと確かく認にんしたいんだよ」

　無精髭は頭を車の中に突っこむようにして、サングラス越ごしからもひしひしと伝わってくる鋭するどい眼光を走らせて車内を窺うかがおうとする。

　時光は、その視線から逃のがれるように大きな体を小さくした。

「そんな……人ひと違ちがいですよ。この車に乗っている人間に、あなた達と知り合う機会があるような者はいませんよ」

「それはどうかな？　こっちだって別にインネンをつけるためにやってるわけじゃないんだ。それなりの理由があって言ってんだよ」

　無ぶ精しよう髭ひげは凄すごんでみせた。

「どういうことです？」

　深谷は真しん剣けんに聞き返していた。深谷にしてはまるで身に覚えのないことなのだから。

「おまえたちの正体は、とっくにバレてるってことだよ。それが証しよう拠こに、その車の中に見られちゃまずい人間を隠かくしてるんだろ、違ちがうか？」

　無精髭は鬼おにの首を獲とったかのように言い放った。

「えっ!?」

　冷静な深谷も思わず目を瞠みはってしまった。

「驚おどろいたか？　余よ裕ゆうぶっこいて、こっちが何にも知らないとでも思ってただろ？　おまえらの組織のことだって知ってるんだぜ！」

「組織のことを……まさか……」

　組織という言葉に梨紗を除のぞく車内にいる全員に動どう揺ようが走った。

「そのまさかだよ。ふっ、おまえらの組織が企たくらんでることくらい見通しなんだよ！」

　無精髭は鼻でせせら嗤わらった。

「やっぱり、こいつらも例のアメリカのマフィアの仲間なんですか？」

　ネズミ男がひそひそと無精髭に耳打ちする。

「おおよ。見てみろ、あの動揺してる顔をよ。こりゃ間違いないぜ」

　無精髭は余よ裕ゆうの顔でネズミ男に囁ささやく。

「そんな……まさか、こんな奴やつらに計画が漏もれるわけが……」

　一方で深谷は愕がく然ぜんとしたようだった。

「残念だったな。うちの若わか頭がしらはキレ者なんだよ。おまえらごときの組織が、いくらごまかそうったって若頭には通用しないってことだ。わかったら観念して車から出てこいや」

　深谷は顎あごをしゃくって、表に出るように指図する。

「は～い、出ていきま～すっ！」

　素すっ頓とん狂きような甲かん高だかい声がしたかと思うと、梨紗が縛しばられたままでも強ごう引いんに前の座席へと進んでくるではないか。

「やめろっ、出るんじゃないっ！」

　時光は梨紗を止めようと叫さけんでみたものの、手を縛られているので何もできない。

　ただ一つできたのは、無ぶ精しよう髭ひげの黒服と目が合っただけだった。

「きっ、貴き様さまらは、あのときのっ！」

　次の瞬しゆん間かん、ネズミ男は大声で叫さけんでいた。

「やっぱり、いやがったなっ！　構うこたねえ、全員やっちまえっ！」

　黒服たちは即そく座ざに戦せん闘とう態たい勢せいに入った。

「くそっ！　なんなんだっ！」

　そう言うなり、深谷は助手席のドアを無精髭を突つき飛ばすように開けて、車の中から飛び出す。続けて洋介、浜口も飛び出していった。その手には拳けん銃じゆうが握にぎられている。

「チャカだと！　上等だ、この野や郎ろうっ!!」

　黒服たちも一いつ斉せいにコルト・ガバメント拳銃を懐ふところから抜ぬく。

　最初に銃を撃うったのは誰かわからなかった。複数の銃声が白昼の摩ま天てん楼ろうに響ひびき渡わたる。

「やれっ！　日本の任にん俠きようの未来は、おまえたちにかかってるんだぞ！」

「組織のことを知られたからには、生かして帰すなっ！」

「このぉっ、くたばりやがれっ！　ノーモア、ヒロシマ、ラブ＆ピースじゃーっ！」

　部下を叱しつ咤たし、ときに相手に罵ば声せいを浴びせながら散発的に拳銃の銃声が轟とどろく。

「まったく血の気が多い奴やつらは、これだから困るよ」

　独ひとり車内に残っていた小太りの柿崎はうんざりとしながら銃じゆう撃げき戦を眺ながめていた。

「こんなところで油を売って。僕にはやらなくちゃいけないことが山ほどあるっていうのにさ」

　柿崎は文句を言うだけで何もせず、おもむろにポケットからチョコレートバーを取り出した。

「いいのか、闘たたかわなくて？」

　流石さすがに時光も今やチョコレートバーを食べようとする柿崎に訊きいた。

「なんで僕が？　あんな連中と一いつ緒しよにしないでほしいな」

　食べようとしたのを邪じや魔まされたこともあってか、柿崎は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「あんな連中って仲間だろ？」

「ＰＦＵＧのやつらが仲間だって？　失敬な！　あんな暴力的な連中と同一視してほしくないな。ボクが持ち込んだ偉い大だいなる計画をサポートさせるために、今回たまたま組むように言われたにすぎないし、それに、いわばボクは彼らの雇主クライアントなんだからね」

「それだって、銃で応戦するくらいやってやれよ」

「お断りだね。まっ、連中もあんな暴力団に負けるわけもないし、そもそも生まれてこの方、僕は銃なんて原始的で野や蛮ばんな武器には興味がないのさ。それよりも今は僕はじっくりこの地図の謎なぞを解くとするよ。この優ゆう秀しゆうな頭ず脳のうでね」

　そう言って、柿崎は手にしている絵図面を眺ながめはじめた。

「じゃあ、銃とかナイフなんて使ったことは？」

　時光が訊きく。

「ナイフ？　はんっ、それこそ論外だね」

　柿崎は至福の笑えみを浮うかべつつ、チョコレートバーを一口で頰ほお張ばりながら応こたえる──

　と、次の瞬しゆん間かんには柿崎は気絶していた。

「なんなんだ、この男は……？」

　時光はうっすらと血の滲にじむ手首をさすりながら立ち上がると、よだれ混じりに咀そ嚼しやく中のチョコレートバーを口から垂たらしている柿崎を見下ろした。

　時光は力任せに樹じゆ脂し製の簡かん易い手て錠じようを引きちぎり、柿崎の膨ふくれた腹に拳こぶしを喰くらわせたのだった。

「まあ、いいか。梨紗、何してる。今のうちに逃にげるぞ」

　時光は柿崎から絵図面を奪うばい取ると、窓に顔を押おしつけて銃じゆう撃げき戦を観戦する梨紗に声をかけた。

「ほ～い」

　時光が梨紗を連れて車の外へと降りると、もう銃撃戦は下火になっていた。

　最も早はや、互たがいに持ち弾だまを撃うち尽つくしてしまったようだ。

　闘たたかいは素す手でによる乱らん闘とう戦へと移り、総勢六人は激はげしい殴なぐり合いを演じていた。

　誰もが取っ組み合いに夢む中ちゆうで、時光と梨紗に気付く者はいない。

　逃げるとすれば新宿駅方面が適切だろう。しかしこの辺りは道みち幅はばの広い直線道路になっていて見通しが利きき過ぎて遮さえぎる物が少ないし、銃声に驚おどろいてか近くを通る車さえない。もしも逃げる途と中ちゆうに見つかってしまえば、また捕つかまってしまう。下手に逃げればいいというものでもない。

　時光は梨紗を横に置いて、バンの車体の陰かげに隠かくれながら逃とう走そう経路を思し案あんしあぐねていた。

　そのときだった。人ひと影かげも絶えて久しいようなビル街の一画に時光の目が釘くぎづけになった。

「あっ、さやちゃんだ～！」

　梨紗も気付いて指差した。幻げん覚かくではない。確かに一いち宮みや鞘さや香かだった。

「どうして、あんなところに──」

　しかし、それでも信じられない思いの時光に、鞘香はじれったそうに手招きする。

「さやちゃんのとこ、いかないの～？」

「ああ……」

　梨紗に促うながされて走った。その後ろを梨紗がちょこちょことついてくる。どうにか気付かれずに鞘香のいる場所まで辿たどり着けた。

「なんで早く来ないのよ！　早く、こっちよ」

　鞘香は時光と梨紗を先導して立体交差する通りへと抜ぬける階段を駆かけ降りる。

「どうして一宮がここに？」

　時光は疑問を鞘香にぶつけた。

「今はそれどころじゃないでしょ。とにかく、ここでぐずぐずしているのは危険よ。さっさと逃げるわよ」

　そう言って鞘香はタクシーを手て際ぎわよく止める。

「逃げるってどこに？　もう学校や寮りようも危険だ」

　時光は自分と梨紗を押おし込むように車内に乗せる鞘香に言った。

「わかってるわよ──運転手さん、白しろ金かね台だいに行って。地下鉄の駅の辺あたりでいいわ」

　運転手はメモを見て小さくうなずくと、タクシーは静かに走り出した。

　タクシーの中で時光は黙だまっていた。運転手に話を聞かれたくはなかったからだ。

　鞘香も同じ思いらしく、梨紗とたわいのない会話をするだけだった。

　三〇分ほどで三人はタクシーを降りると、そこからまたしばらく歩いた。

「ここよ」

　鞘香が示したのは瀟しよう洒しやな一いつ軒けん家やで、大理石の表札には〈鷹たか取とり　TAKATORI〉とだけある。

　門柱にあるカメラ付きのインターホンを鞘香が押おす。

　すると何の応対もなく、すぐに大きなドアが開いた。

「やあ、いらっしゃい。Entr[image: ez]アントウレ!　さっ、中に入ってくれよ」

　爽さわやかな笑え顔がおから覗のぞく白い歯が光る。

　鷹取邸ていの中から出てきたのはルイだった。







　　　LEÇON 5　誰たがために鶏とりは鳴く







「どうなってるんだ？　ここは誰だれの家なんだ？」

　鷹たか取とり邸ていの玄げん関かんに通された時とき光みつは周囲を見まわした。

「まあ、いいからあがって、あがって」

　コンクリートを打ちっ放しにした近モ代ダ的ンな外観とは裏うら腹はらに、室内は清しん朝ちよう中国や植コ民ロ地ニ時ア代ル風のベトナムといった調度品に溢あふれていた。

「いらっしゃい。どうぞ、ゆっくりしていって下さいね」

　玄関口で四人を出で迎むかえた女性が微笑ほほえみかけた。

　二〇代後半くらいで落ち着いた雰ふん囲い気きのある大人おとなの綺き麗れいな女性で、ルイは彼女を鷹取澪みおと紹しよう介かいしてくれた。

「こちらこそ、ご厄やつ介かいをかけます」

　鞘さや香かが頭を下げると、つられるように時光もぎこちなく頭を下げる。

「いいのよ。いつもルイ君にはお世話になってるんですから。こんなことくらいで、よかったら、いつでもどうぞ」

　澪が言う。ルイはどこまで事情を話しているのだろうかと、時光は少し気になった。

　そして四人を二階の西に面した客間ゲストルームに案内してくれた。

　その部屋は十五畳じようほどで、やはり東洋調オリエンタルにまとめられた小こ振ぶりの家具とテーブルセット、それとベッド二つが納まっている。

「あとで、お茶とお菓か子しをお持ちしますね」

　彼女はそう言って部屋を後にすると、静かな跫あし音おとを残して一階へと降りていった。

「へえ、あの女ひ性とがルイ君がご執しゆう心しんの例の風ふう水すい好きの未亡人ね──」

　鞘香が今閉まったばかりのドアを眺ながめながら、ルイに当てこするように言った。

「そんな、鞘香君が思ってるような関係じゃないって……」

　ルイは少し困り顔で言い訳する。

「なんだよ、一いち宮みやはあの女ひ性とを知ってるのか？」

　時光が鞘香に訊きく。

「別に知っているってわけじゃないわ」

　鞘香はルイを一いち瞥べつしてから素そっ気けなく時光に言った。

「なんだ二人の秘密かよ」

　はぐらかされたことに時光は不満そうに舌打ちする。

「そういうわけじゃないわよ」

　鞘香はしれっとして応こたえる。

「だいたい、どうして一宮は都つ合ごうよくあんなところにいたんだ？」

　壁かべ際ぎわに立った時光は憮ぶ然ぜんとしながら鞘香に言った。

「あんなところ？」

「新宿西口にだ。まるで俺おれたちが逃にげ出すことがわかってるみたいに」

「計画通りに行ったまでよ」

　鞘香は時光の前を通り過ぎると、芥子色マスタードイエローのソファーに身を沈しずめた。

「計画？」

　自由になった手首をさすりながら、時光が訊き返す。

「まさか、あの暴力団員と偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせしたなんて思ってないでしょうね？」

「違ちがうのか？」

「当たり前でしょ」

　さも当然といった顔で鞘香は言ってのけた。

「どういうことだ？」

　時光は怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「それは僕ぼくから説明しようじゃないか」

　ベッドに深く腰こしを下ろしていたルイが口を開いた。

「ルイ、貴き様さまっ！　俺たちを見捨てて逃げやがって！」

　摑つかみかかろうとする時光からルイはひょいと身を躱かわす。

「だって、あのときは、ああするしかないだろ。下へ手たに助けにいって全員が捕つかまるわけにはいかなかったんだよ。あの連中が取引に素す直なおに応じそうもないことは、電話で時光と話したときの符ふ牒ちようでわかってたからね」

　ルイは時光をなだめるように言う。

「よくわかったな」

　時光は感心するようにルイを見る。

「おまえとの仲だからな」

「で、どんな符牒だったの？」

　鞘香が訊いた。

「えーと、『さっき腹を蹴けられて怖こわかった。今でも五臓ぞう六腑ぷが痛む』だったかな」

　ルイが思い出すように、そらんじる。

「何よ、それ？」

「別に文章に意味があるわけじゃないよ。問題は使ってる単語にあるんだ。つまり〈怖かった〉は恐きよう怖ふ。恐怖は英語で[image: ]terrorテラー[image: ]だ。この単語のもう一つの意味はテロ。そして〈五臓六腑〉はそのまま人数は五、六人。そうだろ、時光」

「まあな」

　時光はうなずいた。

「それで、素直に地図を渡わたしても時光たちが解放される確率は低いとにらんだわけさ」

「そうは言ってもだな──」

　理り屈くつではわかっていても、いざ目の前で逃にげられると、心情的に納なつ得とくがいかない。

「まあ、こうして二人とも無事だったんだからよかったじゃないか」

　時光に反してルイは気楽なものだった。

「無事じゃなかったら、どうするつもりだったんだよ！」

「そうならないようにしたさ」

「よく言うな。さっきの取引のときも、まんまと向こうの手口に引っかかりやがって」

「だから、あれも全すべて予定の範はん囲い内だって」

「どこがだよ？」

　時光が語気を強める。

「だから僕は取引が失敗するのを見み越こして取引に臨のぞんだのさ。携けい帯たい電話を鞘香君と繫つなぎっぱなしにしてね。それで連中の車の場所と特とく徴ちようを鞘香君に伝えたと──」

　ルイが自じ慢まんするように説明すると、その後を鞘香が継つぐ。

「ルイ君の携帯から聞こえてくる会話の内容から、榊さかきと梨り紗さの乗った車を探して、その車種やナンバーも確かく認にんしたの。あとは暴力団にカジノを爆ばく破はした連中が乗っていると通報して、やって来るのを待つばかり……だったんだけど、その前に車が発進しちゃったときはどうしようかと思ったけどね。でも、ぎりぎり間に合ってよかったわ」

　鞘香が何でもないことのように、あっさりと説明した。

「苦労したよ。やつらが車でこっちに来るまで時間稼かせぎしなくちゃならないから、取引の条件をごねてみたり、地図が見つからないふりとかしたりしてさ」

「そういうことだったのか」

　時光はあらためて感心して深くうなずいた。

「ところで、榊と梨紗を拉ら致ちした連中の正体はわかってるの？」

　鞘香は時光を見た。

「監かん禁きんされていたのは小さな印いん刷さつ工場だ。確認しただけで相手は五人。リーダーは深ふか谷やという男だ。全員グロック拳けん銃じゆうを持ってる」

　時光は淡たん々たんと知りえた情報を羅ら列れつした。

「そうそう、銃を持っているっていうのは聞いてなかったわよね」

　声を大にして鞘香がルイに詰つめ寄る。

「えっ、話してなかったっけ？」

　ルイはとぼけて見せた。

「まったく、それなら報ほう酬しゆうを上げてもらわないと割りに合わないわよね」

「今でも埋まい蔵ぞう金きんの三〇パーセントは取りすぎだっていうのにかい？」

「リスクに対する当然の報酬よ。これでも学割価格よ。それに埋蔵金が出たときだけの成功報酬なんだし」

「わかったよ、三五パーセントで手を打つよ」

　ルイは渋しぶ々しぶ、報酬額を引き上げた。

「四〇パーセントよ。これで決まりね！」

　鞘香は強ごう引いんに更さらに五パーセント引き上げて言ってきた。

「……わかりました。Tantタン pisピ.四〇パーセントでいいよ」

「ものわかりのいいルイ君って素す敵てきよ」

　鞘香はルイにウインクしてみせる。

「これだからな、いつも鞘香君と組むと……」

　ルイは辟へき易えきしてぼやいた。

「まあ、いいじゃない。それで榊が他ほかに手に入れた情報はそれだけ？」

「そうだ、一人だけ部外者面づらをする柿かき崎ざきという男がいて、他の四人のことを〈ＰＦＵＧ〉とか呼んでいたな。おそらく連中の組織の名前だろう。しかし柿崎とＰＦＵＧのつながりはよくわからない」

　時光が思い出すように言った。

「ＰＦＵＧね……調べてみる価値はありそうだな」

「梨紗君は他に気付いたことはなかったかい？」

　棚たなに置かれた金色の龍りゆうの置物を興味津しん々しんで見ていた梨紗にルイが訊きく。

「うんとね～、え～と、チョコもらったよ、それとねキャンディーでしょ、それからね～」

「もういいよ、梨紗君。それだけで充じゆう分ぶんだ」

　困り顔のルイは梨紗の言葉を両手で遮さえぎって止やめさせる。

「え～、これからだったのに～」

　梨紗はちょっと不満そうに頰ほおをふくらませる。

「とにかくだ。連中が誰だれであろうと目的は金きん鶏けい像ぞうの埋まい蔵ぞう金きんであることは間ま違ちがいないわけだ」

　ルイが確信めいた口調で言う。

「結局、元げん凶きようは金鶏像か。だから俺は最初から金鶏像を借りるのは反対だったんだ」

　時光が忌いま々いましくつぶやいた。

「今いま更さら、そんなこと言うなよ。そのおかげで埋蔵金が手に入るかもしれないんだろ」

「わかってるよ。あのときは他に方法がなかったんだよな」

「そういえば、そもそも金鶏像なんて、どうして盗ぬすもうとしたのよ？」

「借りただけだ！」

　時光は、あくまでも借りたということに固こ執しつした。

「ああ、もうめんどくさい男ね。だったら金鶏像を借りて、どうする気だったの？」

「一時的に換かん金きんしようと思ったんだよ。あのときは純金製だとばかり思ってたからね」

「それで学校に忍しのびこんだら、あの連中と鉢はち合あわせってわけね」

「Ouiウイ.そうなるかな」

「次に金鶏像から出てきた地図を頼たよりに掘ほったところでも再び遭そう遇ぐうして榊と梨紗が拉ら致ちされたんでしょ。だけどルイ君はともかく、なんで榊までルイ君に荷か担たんしたのよ？」

「それはだな……一宮には関係ない。これは俺とルイの男同士の問題だ」

　時光が狼狽うろたえながら言う。

「確かに男同士の問題ではあるよな。そうか、オトコとオトコなんだよな……」

　それに対してルイはにやり笑う。

「理由はどうあれ、結局は学校の金鶏像を換金しようなんてことを企たくらむからこういうことになったのよね。あなたたちって人は、いつもいつも──」

　鞘香は時光とルイに向かって不平を言う。

「まあまあ、今更そんなことはいいじゃないか。ところで時光、ちゃんと地図は奪うばい返してきただろうな」

「ああ、これか」

　時光は制服の内ポケットから小さく折おり畳たたんだ地図を取りだして見せた。

「ちょっと見せて」

　鞘香は時光から絵図面を受け取ると、テーブルの上に置いて眺ながめる。

「まあ、なにはともあれ、宝の地図は揃そろったことだし。これで財宝は全すべて僕らのものだよ」

「そう巧うまくいくといいけどね」

「どういうことだい？」

「この地図に示された場所を掘ったところで何も出ないってことよ」

　鞘香はきっぱり否定した。

「どうしてさ？」

「それはあなたたちがよく知ってることじゃない。あなたたち三人で掘ったんでしょ？」

「あれは地図が不完全だったからで……学校以外の場所を示している可能性だって──」

「ありえないことね」

　鞘香はきっぱりと断言した。

「言いきるな。根こん拠きよはあるのか？」

　時光が訊きく。

「これよ」

　鞘香は自分の鞄かばんから別の地図を取り出して、二枚の地図を並べて置いた。

「これは？」

　ルイが訊いた。

「尾お張わり藩はん下しも屋や敷しきの一つ、別名〈戸と山やま荘そう〉の見取図。取引場所に行く前に関係ありそうなことを学校の図書館で調べてコピーしておいたの」

　それは本から拡かく大だいコピーした見取図だった。

「へえ、どこにあったんだい、その尾張の大だい名みよう屋敷って？」

　ルイは興味深そうに立ち上がって地図と見取図を見る。

「なに言ってるのよ。毎日通ってるじゃないの」

「毎日通ってるって……じゃあ、うちの学校って昔は大名屋敷だったのかい？」

　ルイは目を丸くして見取図を喰くい入るように眺ながめた。

「呆あきれた。そんなことも調べてないで、埋まい蔵ぞう金きんなんて探してたの？」

「いや、ちょっと時間がなくてね。それで啓けい蒙もう部ぶの部室はどの辺になるんだい？」

「部室というよりも聖せい櫻おう館かんの敷しき地ちはここからここら辺までね」

　鞘香は図面の南西の一角──全体の四分の一ほどを指で囲んで見せた。

「あんなに広大な学校の敷地が、たったこれだけかよ？」

「そうよ。榊には前に戸山を旧陸軍が使っていたことは話したわね」

「覚えている」

「大名屋敷の多くは明治になって軍用地になったところが多いの。尾張藩邸ていも同じで市いちヶが谷やの上屋敷は陸軍士官學がつ校こうに、戸山の下屋敷の方は[image: この]この衞え騎き兵へいから戸山學校、幼年學校、軍樂隊などなど。戦後になって幼年學校の址あと地ちを聖櫻館が買い取って、現在の高等科はこの辺りで、榊とルイ君の蒼そう龍りゆう寮りようはここらへん。大グランドはここね」

　鞘香は見取図の上で細く長い指を滑すべらせる。

「うちの学校は、やたら高低差があるとは思ってたけど、グランドの辺りは昔、池だったとはね。どうりで──」

　ルイは感心したようにつぶやく。

「この池だけで二万坪つぼよ。學がく習しゆう院いん女子や早わ稲せ田だの文学部の場所も元々は戸山荘の一部だったから、敷地全体の広さは十三万六千坪と記録にはあるわね」

「昔はそんな広大な屋や敷しきがあったのか」

　時光は素す直なおに驚おどろいて感心する。

「だけど戸山荘は大名屋敷とはいっても、上屋敷が火災になったときの避ひ難なん場所を兼かねた仮かりの住居よ。それに尾張藩はんは上屋敷以外に中屋敷を二つと下屋敷を三つも持ってるから」

「流石さすが、大大名だな」

「だから実際に御ご殿てんが建っていたのは一部だけで、戸山荘の大半は東海道五十三次の風景を見立てた大庭園になってたみたいね。小お田だ原わら宿じゆくを模もした宿しゆく場ば町まちや田たん圃ぼ、畑まであったり、神社仏ぶつ閣かくなんかも百以上あったっていうから、ルイ君が宝の地図の目め印じるしにしたっていう学校の古い祠ほこらなんかは、この時代の名な残ごりだったんでしょうね」

「そうだったんだ。だけど、これが埋まい蔵ぞう金きんと、どういう関係が？」

　ルイが鞘香に訊きく。

「その宝の地図と見比べてみなさいよ」

「あっ、同じ──」

　ルイは驚おどろきを露あらわにした。二つの絵図面は、多少の違ちがいは見られるものの、主おも立だったところは完全に一いつ致ちしているのが一目でわかった。

「つまり地図は尾張藩邸のものに間違いはない。つまりルイ君たちが掘ほった場所は間違っていなかったっていうことよ」

「しかし、何も出なかったぞ」

　時光が反論した。

「だから、さっきも何も出ないって言ったでしょ」

「どういうことなんだ？　だったら埋蔵金はないってことなのかい？」

「少なくとも、その地図は偽にせ物ものと考えた方がよさそうね」

「なんだって!?　じゃあ、俺の今までの苦労は……」

「水の泡あわ」

「なんてこった……」

　時光はがっくりとうなだれた。

「落らく胆たんするのは早いわよ。地図で示された場所からは埋蔵金は出ないと言ったけど、埋蔵金自体が存在していないとは言ってないでしょ」

「Commentコマン!?　じゃあ徳とく川がわ埋蔵金はあるっていうのかい？」

　ルイは鞘香の二転三転するような発言に振ふり廻まわされていた。

「ええ、埋蔵金は確かにあるわ。だけど、この金きん鶏けい像ぞうに隠かくされているのは俗ぞくに言われている〈徳川埋蔵金〉じゃないわね！」

「へっ!?」

　これには驚きのあまり時光とルイの声が揃そろった。

「金鶏像に彫ほってある三みつ葉ば葵あおいの家か紋もんを、もう一度よく見てみなさい」

　鞘香に言われて、時光はルイが部室から持ってきた金鶏像の翼つばさの下にある家紋を見た。

　しかし、これといって変わったところは見あたらない。

「これがどうしたって？」

　時光が不ふ審しんそうに疑問を投げかける。

「尾び州しゆう葵よ」

　眼鏡めがねをかけて鞘香が言った。

「なんだい、それ？」

「三葉葵と一口に言っても、徳川家だけで年代や本家、分家の別、将しよう軍ぐんでも個人ごとに異ことなることがあるの。その一つが尾州葵よ」

「どこが違ちがうんだ？」

　鞘香以外の三人には、まるで区別がつかない。

「尾張藩はん六一万九千石ごくは徳川御ご三さん家けで、本家筋すじから遠くない家いえ柄がらだから些さ細さいな違いよ。見て。蘂しべっていう葉よう脈みやくの筋が将軍家は十一本だけど、尾張徳川家は一五本あるでしょ」

　説明を受けて家紋を見ても時光はよくわからなかった。しかし微び妙みように異なるらしい。

「いろいろあるんだね」

　ルイは感心したように言う。

「そういう、ルイ君だって。西洋の紋もん章しようの方が複雑じゃないの？」

「サド侯こう爵しやく家けは、神聖ローマ皇こう帝ていから帝室の双そう頭とうの鷲わしの紋章の佩はい用ようを許されたとかで、〈八条光こう芒ぼうの金きん星ぼし地じに王おう冠かん付き黒こく翼よく赤せき嘴し爪そうの双頭鷲〉だけど──」

「結局、日本も西洋も似たようなものなのよ」

「ともかく聖櫻館は尾張藩の屋や敷しき址あとで、金鶏像にある家紋も尾張徳川家ってことは、埋蔵金は尾張徳川家が隠かくしたってことかい？」

「徳川将軍家と尾張徳川家は仲がよくなかったのよ。そんな尾張藩の土地に幕府が大金を埋うめるわけはないでしょうね」

「同じ徳川だろ。どうして仲が悪かったんんだ？」

「身内だからこそ揉もめることってあるでしょ。険けん悪あくになったのは、正確には吉よし宗むねが将軍になってからね」

「吉宗って〈暴れん坊ぼう将軍〉だよね！」

　ルイは嬉うれしそうに言う。

「なんでフランス人のおまえが時代劇げきのことなんて知ってるんだ？」

　時光は辟へき易えきして言う。

「いいじゃないか！　時代劇こそ日本の心だ！」

「そんなもんか？　あんなワンパターンが」

「わかってないな、時光は。あれこそが日本の形式美。そして勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの道徳観。たとえば〈鞍くら馬ま天てん狗ぐ〉における鞍馬天狗と杉すぎ作さくの関係は、名めい探たん偵てい明あけ智ち小こ五ご郎ろうと小こ林ばやし少年の醸かもし出すエロティシズムにおいてだな──」

「ああ、わかった、わかった。もういいから、一宮、話を続けてくれ」

　時光は、ルイの喋しやべるのを両手で遮さえぎった。

「じゃあ、続けるわよ。吉宗が将軍になったのが、そもそもの原因だったの」

　少し躊躇ためらいがちに、鞘香は話を続けた。

「どういうことだ？」

「本来、将軍に世よ継つぎがいない場合は、御ご三さん家け筆頭の尾張家から将軍を出すことを家康が決めてあったの。それが七代将軍の家いえ継つぐが幼くして死んだ後、いろいろな経緯いきさつがあって、八代将軍になったのは紀き伊い大だい納な言ごん家けの吉宗だった。その後も水み戸と家には将軍を出す権利はなかったのに、慶よし喜のぶが十五代将軍になれたのに、結局、尾張からは一人も将軍を出せなかった。そんなこんなで尾張徳川家は将軍家とは、ずっと確かく執しつがあったっていうわけ」

「将軍を出す権利を持っていながら、最後まで将軍を出せなかったことの恨うらみか」

「それだけじゃないのよね。当時、吉宗と将軍の座を争ったのが、七代尾張藩はん主しゆ、徳川宗むね春はるって人物なの」

「それって〈暴れん坊将軍〉で、悪い大名や幕府重役を裏うらで操あやつってる一番の悪役だよ！」

　ルイは再び活気づいた。

「それは時代劇の話。実際には悪者かどうかわからないけど、この宗春って藩主はキレ者の上に、随ずい分ぶんと風変わりだったらしいの。元々は分家の小藩を継ついでいたのが、兄の急死で急きゆう遽きよ尾張藩主になったところなんか吉宗と同じ境きよう遇ぐうなんだけど、性格は質しつ実じつ剛ごう健けんの吉宗とは正反対。地元の名古屋に初めて入るときなんか、大名籠かごじゃなくて奇き抜ばつな衣い裳しようで馬に乗って来るような織お田だ信のぶ長ながや伊だ達て政まさ宗むねみたいな大ウツケやカブキ者だったみたいね。尾張の藩政では禁じられていた遊ゆう里りの設置や芝しば居い小ご屋やの常時公演なんかも許可したり、大々的に消費拡かく大だい政策をやったわけ。それだけ商業の重要性について認にん識しきしていたのは先見の明があったんだけど、時期が悪かったの。なにしろ幕府の財政が悪化してきて、将軍になった吉宗が質素倹けん約やく、緊きん縮しゆく財政を徹てつ底ていさせた享きよう保ほうの改かい革かくの真っ最中だったのよ」

「幕府と正反対の政策だな」

「政策は現代と変わらない景気浮ふ揚よう、経済優先と財政再建、構造改革優先で正反対。当然、宗春はたちまち幕府に目を付けられたわけ。宗春は幕府に謀む反ほんを企くわだてているなんて噂うわさも囁ささやかれて、とうとう元げん文ぶん四年に謹きん慎しん処しよ分ぶんにされて、そのまま強ごう引いんに隠いん居きよさせられてしまうの」

「悲ひ惨さんな運命だな」

「そんなものじゃないわ。この宗春、謹慎のまま死んじゃうんだけど、幕府は死んでも宗春を絶対に許さなかった。なんと宗春の墓はか石いしを金かな網あみで囲うまでの念の入れよう。ようやく謹慎が解とけたのが、幕ばく末まつ間近の天てん保ぽう十年。宗春が死んでから七七年後のことよ」

「異常すぎるよ。天保年間っていったら〈三さん匹びきが斬きる！〉の時代じゃないか」

「つまり宗春の幕府転てん覆ぷく計画を幕府は信じていたとしか思えないわね。中央政府と地方自治の政策が違ちがったくらいで、死者に対してそこまで容よう赦しやない仕打ちはしないはずよ。それも同じ徳川の身内に。まあ、最大の理由は本気で怖おそれていたからだけど」

「何を？　尾張藩はんのクーデターをか？」

「それもあるけど、だからって墓石を金網で囲う理由にはならないわ」

「だったら──」

「怖れていたのよ、宗春を。宗春自身というよりも怨おん霊りようと化した宗春をね」

「怨霊ってそんな……」

「そもそも日本古来の宗教は、神を崇すう拝はいするよりもタタリを畏おそれて逆げき鱗りんに触ふれまいとする傾向が強いの。古くは天あま照てらす大おお御み神かみに国を奪うばわれた大おお国くに主ぬし神のかみが祟たたらないようにと出雲いずも大社で祀まつってるし、天照の使者として国を譲ゆずれと脅きよう迫はくする春日かすが大社の祭神、建たけ御み雷かづちの神かみに戦いを挑いどんで負けた大国主の子、建たけ御み名なか方たの神かみには諏す訪わ大社がある。須す佐さ之の男をの命みことに退治された八や俣またの大蛇おろちにだって伊い吹ぶき神社がある。実在の人物に限っても藤ふじ原わら氏の陰いん謀ぼうで左さ遷せんされ非ひ業ごうの死を遂とげた[image: すが]すが原わらの[image: みち]みち眞ざねに太だ宰ざい府ふ天満宮、朝ちよう廷ていに反はん旗きを翻ひるがえした[image: たいらの]たいらの將まさ門かどに神かん田だ明みよう神じん。とにかく例を挙あげればきりがないわ」

「それで怨霊封ふうじに金網か」

「まさか徳川御ご三さん家けの大大名を怨霊とするわけにはいかないし、なにより徳川で神として祀られるべきは日につ光こう東とう照しよう宮ぐうに祀った東照大だい権ごん現げん、神しん君くん家いえ康やす公、唯ただ一柱ひとり。祟たたり神とはいえ宗春を神と祀るわけにはいかなかったのよ」

「そのことと埋まい蔵ぞう金きんと関係があるのか？」

　鞘香の膨ぼう大だいな知識量に流されつつあった話題に時光が素そ朴ぼくにして根本的な疑問を問いかけて、話題を元に戻もどした。

「あるわよ。これだけ幕府が怖おそれていたくらいだから宗春が本当に幕府を倒たおそうとしていた可能性は高いと思わない？　それに宗春以降、尾張藩の財政が極きよく端たんに悪化しているのよ。お金を使いすぎたってこともあるだろうけど、一部が宗春の指示で幕府転てん覆ぷくのために密ひそかに軍資金として土中に埋うめられたとは考えられない？　しかも都合のいいことに、この戸山荘の造営を大々的に行ったのも宗春だったのよ。江戸最大規き模ぼの庭園の造園にかこつけて大金を隠かくすにはちょうどいい隠れ蓑みのになるわ。そして地図にあった花か押おうも既すでに徳川宗春のものと照合済みよ」

「つまり金きん鶏けい像ぞうの埋蔵金は幕府の隠した〈徳川埋蔵金〉ではなくて、徳川宗春が隠したクーデターの軍資金としての〈尾張徳川埋蔵金〉というわけか！」

　ルイは鞘香の縞瑪瑙オニキスの目をじっと見つめる。

「そうよ。この地図はダミーだったんでしょうね。いかにも宗春らしいことよ」

「ダミー!?」

　鞘香の言葉は時光とルイを驚おどろかせた。

「だいたい宝の地図とか『朝日さす夕日輝かがやく』ではじまる歌とかストレートすぎて怪あやしくない？　きっとあれは盗とう掘くつしようとする人間を混乱させるためのダミーであって、本当は別の方法で隠されている可能性が高いと思わない？」

「別の方法って……？」

「それは、まだわからないけど……」

　鞘香は言こと葉ば尻じりを濁にごらせる。

「なんだ、一宮にもわからないのかよ」

　時光が落らく胆たんして金鶏像のあるテーブルの上へと目を向ける。

　しかし、そこに金鶏像はなかった。

　鞘香の小こ難むずかしい話に退たい屈くつした梨紗が足をぶらぶらさせて、金鶏像で遊んでいたのだった。

「なにしてるんだ、円えん藤どう？」

　金鶏像の異変に気が付いて時光が問いかける。

「やった～！　おっきいのがとれた～！　見て見て、こんなに大きいよ～！」

　はしゃぐ梨紗が手にしていたのは──

「円藤っ！」

　時光は慌あわてて梨紗から金鶏像をひったくる。

　それでも梨紗は金鶏像から剝はがした金きん箔ぱくの薄はく片へんを誇ほこらしげに見せていた。まるで日焼けして剝むけてきた皮ひ膚ふを面おも白しろがって、その大きさを競きそう小学生だ。

「あ～あ、こんなにしやがって──」

　時光は金箔が剝がれて斑まだらになった金鶏像をさする。

「ねえ、ちょっと、それ貸してみて」

　何かに気付いたように鞘香が言った。

「何をする気だ？」

「別に壊こわしやしないわよ」

　鞘香の求めに時光は訝いぶかりながら手て渡わたした。

　鞘香は金きん鶏けい像ぞうを受け取ると、しばらくじっくりと監かん察さつしていたあと、おもむろに爪つめを立てて金箔を剝がしたのだった。

「あぁーっ！」

　それを見て思わず時光が声をあげる。

「やっぱり、そうだったのね」

　鞘香は独ひとり納なつ得とくするようにうなずいた。

「一宮、おまえまで！　それは修理して返す借り物なんだぞ！」

　時光は金鶏像を傷つけるのを止やめさせようと叫さけんでいた。

「紙ヤスリってある？」

　しかし鞘香は時光の文句など耳に入らないかのように、ルイに話しかけた。

「えっ……ああ、探せばあると思うけど」

　唐とう突とつなことでルイが戸と惑まどいがちに答えた。

「お願い」

「D'accordダコール.借りてくるよ」

　席を立って部屋を出て数分後、ルイはどこからか紙ヤスリを手に戻もどってきた。

　ルイは鞘香に、使いかけの紙ヤスリを渡す。

　すると鞘香は紙ヤスリを受け取るや否いなや、いきなり金鶏像の上にヤスリがけを始めた。

「お、おいっ！　何を──」

　時光の悲痛な叫びをよそに、紙ヤスリは容よう赦しやなく金箔を削けずり、テーブルの上に金と鉛なまりの屑くずがこぼれ落ちていった。

「やっぱりね」

　しばらくして鞘香は満足そうに微笑ほほえむと、時光とルイにヤスリがけの跡あとを見せる。

「これを見て！」

　鞘香が示した部分、ヤスリがけによって露ろ出しゆつした鉛の地じ金がねには、くっきりと金色の文字が浮うかんでいた。

「都、登、理……？」

　判読できたのは、その三文字だけだった。他ほかにも何か書かれていそうだ。

「金きん象ぞう嵌がん。鉛の地金に文字を彫ほって、彫った部分に金をはめこんだ。工芸品としては一いつ般ぱん的な手法だけど、その上から金箔を貼はれば、文字は見えなくなる。巧うまく作ってあるわね」

「これは、いったい？」

　時光とルイが同時に声に出していた。

「これが宗春の打だ倒とう徳川幕府に備えた埋まい蔵ぞう金きんの在処ありかを示す暗号よ！」

　鞘香は自信たっぷりにこたえた。

　金きん鶏けい像ぞうをヤスリで丸まる裸はだかにすると、左の翼つばさから三十三文字の漢字が見つかった。
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「あえんよま？　どえんはなきど……さっぱり、わからん。中国語か？」

　時光は一行目を読んでみるが、まるで意味が通らない。

「漢文として読もうとしても、意味のない漢字の羅ら列れつね」

　鞘香が言う。

「画数を数字化して、ある法則に従って仮名文字に変へん換かんするとか暗号らしくない？」

「ある法則って、どんな法則だ？」

　ルイの提てい案あんに時光が質問する。

「そんなの僕がわかるわけないじゃないか。そういうのは鞘香君の分野だ」

　開き直ったルイは鞘香を見た。

「どこかで見た覚えがあるような感じなのよね」

　鞘香は頰ほお杖づえをついて、金鶏像に浮うかび上がった金文字を眺ながめたままだった。

　そして何らいいアイデアが浮ぶことなく、時だけが過ぎてゆく。

　二時間ほど経たっただろうか。

　梨紗はソファーに寝ね転ころがって静かに寝息を立てていた。

　ルイも、一度は〈ＰＦＵＧ〉と名乗る組織について調べたいと言ってコンピューターのある故鷹取氏の書しよ斎さいに行ったが、さしたる収しゆう穫かくがなかったようで三〇分くらい前に戻もどってくると、寝ている梨紗の横に座すわって寝てしまっていた。

　流石さすがの時光でさえ極度の疲ひ労ろうで壁かべに寄りかかって目を閉じていた。

　独り鞘香だけが紙に書き写した三十三文字をじっと凝ぎよう視ししたまま動かなかった。

　そのとき階段を登る騒さわがしい音がしたかと思うと、部屋のドアが威い勢せいよく開け放たれた。

　すぐに時光が反応して咄とつ嗟さに身構える──

「ルイーっ！」

　いきなり名前を呼びながら部屋の中に飛びこんできたのは茶色いランドセルを背せ負おった少女だった。

　走ってきた少女は、そのままルイの首に飛びつくと、ルイは勢いに負けて、後ろのベッドに押おし倒たおされてしまった。

「なっ、なんだ!?」

　時光は握にぎりしめた拳こぶしのやり場に困こん惑わくしてしまう。

　そこに澪がトレイにティーポットを載のせて部屋に入ってきた。

「まったく、この子ったら、いつもいつもすみませんね。学校から帰ってきてルイ君が来ていることを話したら、この通りで。未み亜あ、やめなさい。御ご迷めい惑わくでしょ！」

　澪は時光たちに詫わびると、眉まゆをひそめて娘むすめをしかりつけた。

「だってー、うれしかったんだもん」

　ルイに馬乗りになりながら、未亜はふてくされたように母親に抗こう議ぎする。

　綺き麗れいな母親に似た未亜はかわいらしい少女だった。

「もお、ランドセルもおろさないで。早く自分の部屋に置いてらっしゃい！」

「はーい。わかりましたよーだ」

　未亜は不ふ承しよう不ぶ承しよう、母親に返事をすると、

「じゃあ、ルイ、すぐ戻ってくるからね」

　とルイに元気に言い残して、部屋を出ていった。

「お茶をもってきましたけど、みなさんプーアル茶でよろしかったかしら？」

　未亜が出てゆくと、澪がテーブルにトレイを静かに置く。

「いえ、そんな、お気き遣づかいしてもらわなくても」

　鞘香はトレイに入ったお茶をいれるのを手伝おうと手を伸のばした。

「いいのよ。お客さまなんですから」

　そう言って、澪は鞘香に手伝わせることなく四つのカップにお茶を注ついでいった。

「そういえば、あの制服は聖櫻館の初等科ですよね」

　鞘香が手持ちぶさたに二枚の絵図面を片づけながら訊きく。

「ええ、初等科の二年生です──はい、どうぞ」

「ありがとうございます」

　鞘香は手て渡わたされたお茶を受け取って礼を言う。

「すっかり、あの子はルイ君になついてしまったみたいで。やはり去年、父親が亡なくなってから私と二人での暮らしは淋さびしかったみたいで」

「そうですよね。なにかと淋しいですよね」

　鞘香はプーアル茶に口をつけながらルイを横目に見てソファーに座すわった。

「きっと、いいお父さんなんでしょうね？」

　鞘香が持って回った言い方で話す。

「父親代わりというより、あの子にとってはお兄さんみたいなんだと思います。ルイ君には、いつも遊んでもらってますから」

「だって。よかったわね、ルイ君」

「だから鞘香君、君は何か誤ご解かいをしてるって──」

　ルイが言いかけたとき、再び未亜が入ってきて、ルイに抱だきついた。

「ルイ、今日はどうして学校を休んだの？　すごく心配したんだよー」

　未亜は抗こう議ぎするように口をとがらせる。

「ごめんね。いろいろ事情があってさ。でも、二、三日、未亜ちゃん家ちに泊とめてもらうことになったから、いっぱい遊べるよ」

「やったー！」

　万ばん歳ざいをして未亜がはしゃぐ。

「未亜、ルイ君と遊ぶのもいいけど、その前にちゃんと宿題の漢字の書き取りを終わらしちゃいなさいよ」

　澪がたしなめた。

「ちぇっ。なんで漢字なんて覚えなくちゃいけないんだろ。面めん倒どうだよ。みんな、ひらがなとカタカナにしちゃえば楽なのにな」

　未亜は子供らしい不平を漏もらすのだった。

「そんなこと言ってないで、ちゃんとやるのよ」

「わかってますよーだ！」

　未亜は生意気そうに返事をする。

　その刹せつ那な、いきなり鞘香の表情が、ぱっと明るくなった。

「そうよ、そうだったのね！」

　突とつ然ぜん、鞘香が大きな声で独ひとり言ごとを言い出したのだった。

「なんだ？　どうした？　大だい丈じよう夫ぶか？」

　時光が訊きくが、集中している鞘香の耳には、まるで入らない。

　鞘香は見取図を手に取って目を凝こらす。

「そうよ、あそこよ！　間ま違ちがいないわっ！」

「すぐにでも行きましょ！」

　いきなり鞘香が立ち上がったのだった。

「行くって、どこに？」

　呆あつ気けにとられているのは、時光とルイだった。

「学校よ！　金きん鶏けい像ぞうの漢字が意味する謎なぞがわかったのよ！」

「Nonノン, c'estセ vraiヴレ?　本当かい!?」

　ルイは未亜の手を取って小こ躍おどりするかのようにベッドから跳はね起きる。

「身元が割れているんだ。いま行くのは危険すぎる」

　しかし時光が反対する。

「リスクを怖おそれていたんじゃ、何もできないわよ！　このまま何もしないでいても、やつらは自分たちの存在を隠かくそうと私たちを始し末まつするに違いないわ。それなら多少の危険を冒おかしてでも先手を打って、私たちが先に埋まい蔵ぞう金きんを手に入れて、やつらより優ゆう位いに立っておいた方が安全なのよ。それとも榊は、このままビデオに出演してもいいの？」

「どっ、どうして、それを……」

　おどおどとした目つきで時光は鞘香を見る。

「部室に契けい約やく書が置きっぱなしだったわよ。あの手のビデオのタイトルってすごいわよね。それで、どうするの？　行くの、行かないの？」

「わかった。行くよ。行けばいいんだろ」

　にやにや笑う鞘香を睨にらみつけてみても時光に選せん択たく肢しはなかった。




　もうすぐ日にち没ぼつになろうかという時刻になっていた。

　学校の多い戸山地区は下校する学生の長く伸のびた影かげがあちこちに見受けられた。

　四人は流石さすがに聖櫻館に行くことは危険と考え、電車で高たか田だの馬ば場ば駅に行き、そこから諏す訪わ通りから大おお久く保ぼ通り方面に向かう。

　大久保通りは、かつて尾お張わり藩はん邸ていの外がい郭かくだった。

　四人とも変へん装そうしようと考えたが効果は期待できそうもなかったので、制服のまま行った。制服の方が周りと違い和わ感なく、かえって迷彩カモフラージユになる。

　諏訪神社前を過ぎ、大久保通りに出ると右に早そう大だい理工学部、正面に戸と塚つか第一中学が見えた。そして大久保通りを渡わたると學がく習しゆう院いん女子の赤あか煉れん瓦が塀べいのある長い下り坂が続く。

「どこに向かってるんだ？」

　時光はだらだらと続く下り坂を歩きながら鞘香に問いかけた。

「だから例の物が眠ねむってるところに決まってるじゃない。他ほかにどこに行こうっていうのよ。もう本当にプテラスピス頭なんだから」

　鞘香が億おつ劫くうそうに振ふり返る。

「なんだよ、そのプテラ……ピスピスって？」

　聞き馴なれない言葉に時光の舌がもつれた。

「古代の甲かつ冑ちゆう魚ぎよよ。そんなことも知らないからプテラスピス頭なの」

　鞘香は時光を一いち瞥べつした。

「や～い、ミッチーは怪かい人じんプテラピス男～！」

　梨紗がしょうもないことを言って茶化した。

「まあまあ。反徳川埋まい蔵ぞう金きんの場所に向かっているってことは、暗号が解とけたってことだよね。どうやって解いたか教えてくれないか？」

　ルイは鞘香に暗号の解読方法を訊きいた。

「未亜ちゃんの言ったことでひらめいたのよ」

「そんな重大なことを何か言ってたか？」

　時光は首を傾かしげた。

「ほら、言ってたでしょ。漢字なんて面めん倒どうだから、ひらがなカタカナにすればいいって」

「それが、どう関係あるんだ？」

「平仮名と片仮名の発明は平安時代以降。それ以前の文章はどうしていたと思う？」

「Ouiウイ!　万葉集の万葉仮名か！」

　ルイが一ひと際きわ大きな声を出した。

「そう。漢字をアルファベットみたいに表音文字として使っていたのよ。だから表音文字として読めばよかったの。暗号でも何でもない、あれは紛まぎれもない日本語だったのよ」

「それで何て読むんだ？」

　時光の素そ朴ぼくな問いに、鞘香は金きん鶏けい像ぞうの文字を書き写したメモを取り出して見せながら、声を出して読んでみせた。
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「読めたところで、まるで意味がわからないぞ」

　読まれたところで、時光に意味がわかるはずもなかった。

「そんなことだろうと思ったわ」

　今いま更さら、時光に呆あきれることもなく鞘香は立ち止まると、煉れん瓦が塀べいにメモ用紙を当て、ペンで何かを書き始める。

「それにしても鞘香君って、こんなファンシーなメモ用紙なんか使うんだ」

　手元を覗のぞきこむルイが、少女趣しゆ味みのキャラが描えがかれたピンクのメモ用紙を見て言った。

「なによ、悪い？」

　鞘香は恥はずかしさをごまかすように、つっけんどんに言う。

「違ちがうよ。やっぱり鞘香君も女の子なんだなってさ」

「そうか？　今時、小学生だって、こんなの恥ずかしくて使わないだろ？」

　時光が言う。

「わかってないな、時光は。こういうギャップが男心をくすぐるんだよ」

　ルイが時光をたしなめる。

「そんなもんかね」

「そんなこと今は関係ないでしょ。せっかく書いてあげたんだから、中身を見なさいよ！」

　鞘香は耳たぶまで真まっ赤かにして時光とルイを睨にらみつけた。

「わかりましたよ。どれどれ──」

　メモ用紙には煉瓦の上で書いたと思えないほど綺き麗れいな筆ひつ跡せきで書かれていた。





青山に　鵼ぬえは鳴きぬ

さ野つ鳥　雉きぎしは響とよむ

庭つ鳥　鶏かけは鳴く






　メモにはご丁てい寧ねいにルビまでふってくれていた。

「だから？」

　これを見ても、時光には杳ようとして意味がわからなかった。意味がわからないというよりも、文章の意図がわからない。

「ここまでしてあげても、わからないの？」

「仕方ない。わからないものは、わからない」

「時光のために意味を説明してやってくれよ」

　ルイが横から鞘香に頼たのんだ。

「そういうルイはわかるのか？」

　時光は、さもルイ自身はわかっているような態度に疑問を感じた。

「もちろん」

　ルイは自信に満ちた声で言う。

「噓うそつけ」

「心外だな。本当に僕は──」

「もう、どっちだっていいわよ。私が説明するから！　いい。これは『古こ事じ記き』の一節、大おお国くに主ぬし神のかみの歌の一つよ。歌の意味は『山でトラツグミが鳴いている。野ではキジが鳴いている。庭ではニワトリが鳴いている』ってことね」

「それだけ？」

　ルイは拍ひよう子し抜ぬけしたように言った。

「そうよ」

「ふざけた歌だな。鳥が鳴いているからって、なんなんだよ」

　時光も、あまりの意味のなさに憤ふん然ぜんとした。

「それは歌の一部分だからよ。全体としては噂うわさに聞く美女のところへ夜よ這ばいに行ったけど、女は家の戸を開けてくれないまま夜が明けてきて、鳥たちが鳴きだした。なんて忌いま々いましい鳥なんだ。ぶち殺してやりたいって、女に向かって大国主が歌ったものとされているわね」

「大国主っていうと、あの因幡いなばの白しろ兎うさぎを助けた神様か？　とんだ好き者だな」

　時光がぼやく。

「だけど、そんなふざけた単純な歌のどこに宝の在処ありかが隠かくされているんだい？」

　ルイは訝いぶかるようにメモを見る。

「ところが、そうじゃないのよね」

　鞘香は勿もつ体たいぶるような言い方をして、話を続けた。

「まず『青山に鵼ぬえは鳴きぬ』だけど、この〈青山〉はセイザンと読むと意味が変わってきて、墓はかという意味になるのよ。それから鵼はというと──」

「待てよ。なんで青山が墓なんだよ？　まさか青山墓ぼ地ちだからとか言うなよ」

　時光が鞘香の説明を遮さえぎる。

「違ちがうわよ。でも、どうせ説明しても無む駄だだから、私としては省しよう略りやくしたいんだけど？」

「説明してみなきゃわからないだろ」

「そこまで言うなら説明してあげるけど、しっかり理解してよね」

「わかってる」

「青山が墓を意味するのは、中国古典で北ほく宋そうの詩人、蘇そし軾よくの『予以事繫御史台獄獄吏稍見侵自度不能堪死獄中不得一別子由故作二詩授獄卒梁成以遣子由其一』という題の詩に依よってるの」

「随ずい分ぶんと長たらしい題名だな」

　時光はお経きようのような題名に閉口した。

「詩の題名を直訳すれば『私はある罪つみで官かん僚りようを罰ばつする監かん獄ごくにつながれた。看かん守しゆが私を酷ひどく扱あつかうので、獄ごく中ちゆうで死んでしまうだろうから、もう子し由ゆにも会えなくなる。ゆえに二つの詩を作って、獄卒の梁りよう成せいをもって子由に遣つかわす。その一』ってところね。ちなみに子由は蘇軾の弟よ。題名が四二字もあるのに本文の詩は五六字しかないんだけど、その中の『是この処ところ[image: せい]せい山ざん可埋骨ほねをうずむべし』という句から、青山が墳ふん墓ぼのことを意味するようになったという説があるのよ。余談だけど、この詩から派生した諺ことわざの『人間いたる所、青山あり』は、よく将来に希望が開けているような意味に捉とらえられて結けつ婚こん式しきのスピーチなんかでよく引用されるけど、本当の意味は、人生どこも墓場だらけ。いつ死ぬかわからないぞってことなのよね。ということで、わかっていただけたかしら、榊君？」

「な、なんとなくな……」

　時光はまごつきながらこたえる。

　しかし真実、鞘香の言ってることの半分もよくわかっていなかった。

「じゃあ、話を戻もどして続けさせてもらうわよ」

「ああ」

　時光は生返事することしかできなかった。

「次の〈鵼ぬえ〉は古語でトラツグミっていう小鳥のことだけど、『[image: へい]家物語』で源みなもとの賴より政まさが退治する妖よう怪かいも同じ名前なの。その鳴き声がトラツグミに似ているから、鵼って名付けられたんだけど、その姿は異い形ぎようそのもの。頭は猿さるに似て胴どうは狸たぬき、肢あしは虎とら、尾おは有頭の蛇へび。スフィンクスやグリフォンと同じ類たぐいの複キ合メ獣ラね。と、ここまでで何か気づいたことは？」

「わかるかよ、さっさと進めてくれ」

　時光は手を払はらうような仕し草ぐさで、先を促うながした。

「つまり、こうよ。蘇軾は科か挙きよに受かって知事を歴れき任にんしたけど、皇こう帝ていの政治を批判して二回も流る罪ざいになってるの。これは将しよう軍ぐん吉宗の政治と正反対のことをして謹きん慎しんさせられた徳川宗春の境きよう遇ぐうと同じ。それと鵼を退治したのは源げん氏じ武む者しや。そして徳川家もまた源氏を称しようしている。源氏の棟とう梁りようである将軍吉宗に倒たおされた鵼は宗春を暗示していると思えない？」

「深いな」

　ルイは感心したように、ゆっくりとうなずく。

「まっ、でも実際は、徳川は松まつ平だいら姓せいのときから賀か茂も神社の神しん紋もんの三みつ葉ば葵あおいを家紋にしているぐらいで、本来は賀茂氏なのよね。当時の源げん平ぺいが交代で政権を執とるという〈源平交代思想〉に乗って、室むろ町まち幕府の足あし利かが将軍が源げん氏じだから織お田だ信のぶ長ながが本当は藤ふじ原わら氏しにもかかわらず平へい氏しの末まつ裔えいを称したから、その次は源氏だっていうんで家康も勝手に家系図を書き直しただけよ」

「それで、二行目のキジと三行目のニワトリは？」

　興味を抱いだいてきたルイが急せかすように訊きく。

「この辺の解かい釈しやくとしては、〈さ野つ鳥〉でも、わかるように雉きじは野に棲すむ鳥。つまり天主や天下人を象しよう徴ちようする〈鳳ほう凰おう〉と対比すれば、野に下った宗春と彼の意志を継つぐ者という意味にもとれる。〈響とよむ〉の〈とよ〉は〈豊〉に通じる。つまり宗春の意志を継いで幕府を倒そうとする者は富むってなるわね。更さらに三行目の『庭つ鳥、鶏かけは鳴く』の〈庭〉は、ずばり当時の江戸で最大規模の大名庭園だった戸山荘そうのことで、〈鶏〉は前にも言った通り、陰いん陽よう五ご行ぎようでは金気となって黄おう金ごんを意味する。そして、その鶏が鳴くところに黄金があるというわけよ」

「その辺の解釈はわかったけど、具体的な場所は示されていないけど？」

　ルイは鞘香の解釈に疑問を投げかけた。

「いいところに気がついたわね。確かに、この歌には具体的な場所は示されていない。だけど戸山荘にはね、鶏にわとりに関する名前の付いた場所が一箇か所しよだけあったのよ。その名も〈鷄けい鳴めい橋ばし〉。この見取図によると木戸から入ったすぐのところ、音おと無なし川から御ご泉せん水すいに水を引き込んでいる滝たきの近くに架かかっていたはずよ」

　鞘香は、もう得意満面だった。

「それじゃあ、今向かっているのが、その──」

「着いたわ！　ここが、その鷄鳴橋のあった場所よ！」

　見つめていた見取図から目を離はなし、鞘香が顔を上げて鷄鳴橋のあった場所を指し示した。

　しばしの沈ちん黙もくが流れた。

「で、ここが、その鷄鳴橋の址あとってわけか」

　最初に声を発したのは時光だった。

「そのはず……なんだけど……」

　鞘香は上を仰あおぎ見るようにして、見取図と現在地の位置関係を見み較くらべる。

　記念会堂──早わ稲せ田だ大学文学部戸山キャンパス内にある講堂兼けん体育館の巨きよ大だいな建築物が四人を圧あつ倒とうするように、目の前に立ちはだかっていた。




「あれじゃ、たとえ埋まい蔵ぞう金きんが埋うまってても掘ほり返すわけにはいかないよな」

　鷹取邸ていに帰る道すがらルイが言う。

　四人は早稲田駅から地下鉄に乗り目黒駅で降りると、表通りの目黒通りを避さけていた。とっくに日は暮れて、墓ぼ地ちと寺院が密集した裏道は人通りも少なく好こう都つ合ごうだった。

「あったとしても基き礎そ工事のときに見つかってるよ」

　時光の言い方は投げやりだった。これは墓地の横を歩いていることを紛まぎらわせようとする風にも見えた。

　一方、鞘香は三人よりやや後ろを歩いていた。あれほど金きん鶏けい像ぞうの暗号の解読に自信があっただけに落らく胆たんも烈はげしい。

「Ceス n'estネ pasパ graveグラーヴ.振ふり出しに戻もどっただけじゃないか。さて、こんなところにいつまでもいるのも危ないから早く帰ろう」

　ルイは鞘香を気き遣づかうように楽観的に話しかけてみる。

「…………」

　しかし鞘香は話す気力もなかった。

　程ほどなく再び鷹取邸に着くと、チャイムを鳴らしたが返事がなかった。

「留る守すか。澪さんは買い物にでも出かけたみたいだな」

　そう言ってルイは出かける前に預かった合あい鍵かぎを使ってドアを開けると、四人は広い玄げん関かんへと上がった。

　疲つかれた足を解放するように靴くつを脱ぬぎ、そのまま二階の客間ゲストルームに戻もどろうと階段を登る。

　埋蔵金が見つからなかった落胆と昨日の夜から一いつ睡すいもしていないこともあって、時光は早く部屋に戻って一眠ねむりしたい気分だった。

　先頭に立って暗い西の部屋に入り、電でん灯とうのスイッチを探さぐり当てる。

　天てん井じようのグローランプが青白い光を点てん滅めつさせ、蛍けい光こう灯とうがつく。

　その瞬しゆん間かん、時光の視線は釘くぎ付づけになった──

「どうした、時光？」

　部屋の前に立ち止まったままの時光に、後ろからルイが声をかける。

「さあ、遠えん慮りよせずに入りたまえ」

　部屋の中の声が言った。

「どうして、ここに……？」

　時光が重たそうに口を開く。

　目の前にいるのは紛まぎれもなく深谷だった。

　部屋の中央に大おお太た刀ちを肩かたに乗せて立つ深谷はじっと時光の目を見み据すえている。

　時光は咄とつ嗟さに深谷から目を逸そらせて背はい後ごを振り返ると、鞘香の肩越ごしに洋よう介すけと安やす田だが銃じゆうを片手に階段をどたどたと上がってくるのが見える。

　ルイも異変に気付いた。二人は戦せん闘とう態たい勢せいを取るべく身構える。

「変な真ま似ねはよせ。この家の二人に危害を加えたくはないだろ？」

　深谷は低く落ち着いた声で静かに言った。




　時光たち四人は客間ゲストルームの中央に集められて床ゆかに座すわらされた。周りを銃を持った五人が周りを取り囲む。狭せまい部屋ではなかったが、流石さすがに九人も入ると狭く感じられる。

「どうして、ここがわかった？」

　時光が憮ぶ然ぜんとして深谷を見上げて訊きいた。

「どうやら君の友人は安田に尾び行こうされていたことに気付かなかったようだな」

　指し摘てきされたルイが後ろを振ふり返ると、安田は無言のまま薄うす笑わらいをルイに向ける。

「新宿で逃にがしたと思ったが、逆につけられていたのか」

　ルイは安田を睨にらんだ。

「それにしても、やってくれるじゃないか。ここまで私たちを翻ほん弄ろうしてくれるとは思ってもみなかったよ。一度までならず二度、三度と出し抜ぬいてくれるとはな」

「それほどでも」

　時光がぼそりと応こたえる。

「そんなことより、澪さんと未亜ちゃんは無事なんだろうな？」

　ルイの声が怒いかりに震ふるえていた。

「連れてこい」

　深谷が洋介に指さし図ずすると、別の部屋から浜はま口ぐちと共に澪と未亜が連れてこられた。未亜は澪に手を引かれている。

「未亜ちゃん、大だい丈じよう夫ぶかい？　ごめんね」

　ルイが優やさしく話しかけるも、未亜は酷ひどく怯おびえきっている様子で、母親の後ろに隠かくれてしまっていた。

「すみません、澪さん。僕のせいで、こんな大変なことに巻き込んでしまって……」

　ルイは澪と未亜に詫わびる。

「いいのよ、こうなったのも、もしかしてわたしのせいなんじゃないの？」

「そんなことはありません！　澪さんには無関係ですよ」

　ルイが澪に言う。

「だけど……きっと、わたしに借してくれた二千万が原因で……」

「二千万!?」

　時光が緊きん張ちよう感のない素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「どういうことだ、ルイ！」

　時光はルイの胸むな倉ぐらを摑つかんで問い詰つめる。

「…………」

　ルイは時光から視線を逸そらして答えようとしない。

「おい、二千万円も貸したっていうのは本当なのか？」

　時光は更さらにルイに強く問いかける。

「──そうです。確かにルイくんから二千万円をお借りしました」

　澪はルイに代わって時光に答えた。

「そんな大金どこにあったんだ？　俺たちは一千万を返すのにホモビ……」

　時光はホモビデオと言いかけたが、慌あわてて語尾を濁にごした。

「待ってください！　ルイくんを責めないでください。全すべて、わたしが悪いんです。ルイくんは、この子のために──」

　そう言って澪は未亜の頭に手を置く。

「えっ!?　どういうことなんだ？」

　時光には全すべてが初耳だった。

「去年のことでした。主人、この子の父親は交通事故で他界してしまいました。それなりの遺い産さんは受け継ついだものの、これから母娘おやこ二人が暮らしていくだけで精せい一いつ杯ぱいでした。しかし主人は頼たのまれると断ることができない性格で、生前に知り合いの融ゆう資しの保証人となってしまっていたことがわかりまして──」

「それで借りた本人が行方ゆくえ不明、借金の取り立ては保証人に？」

　横で聞いていた鞘香が言った。

「はい、最初は三百万のはずでしたのが、いつの間にか限度額の一千万になっていました。そんなのが四件も。どうしてそうなったのか私には……」

　澪は当とう惑わくぎみに語った。

「よくある手口ね。そのローン会社も最初から借金をした本人から返へん済さいしてもらう積もりなんてなかったんですよ。保証人から取り立てるつもりだったんです。多分、融資の話があった時点で保証人に仕立てる鷹取さんの土地や財産を査定されてましたね。それでローン会社はガラの悪い取り立て屋を送りこまないで、裁判所に訴うつたえて合法的に財産の差し押おさえにかかったんじゃないですか？」

　鞘香は全てわかっているといった口くち振ぶりで話す。

「はい。いきなり裁判所から人が来て、支し払はらいに応じなければ家を差し押さえると……しかしこの子にとっては父親との思い出のある家を離はなれることが淋さびしかったようで、学校でも塞ふさぎがちだったそうです。そんなときにルイ君と知り合って、事情を知った彼は家を売らずに済すむようにと──」

「それでギャンブルで稼かせいで返そうとしたの？」

　澪の言葉を継つぐように鞘香がルイに確かく認にんした。

「ははは……まあ、そんなところかな」

　ルイはこくりとうなずいた。

「じゃあ、ギャンブルで借金したっていうのは──？」

「あれは……噓うそだ」

　ルイは観念して白状した。

「なんで、最初からそう言わなかったんだ」

「照れくさかったんだよ。それに三千万は返したけど、あと一千万が足りなくてね。だから一千万の借金とビデオ出演の契けい約やくは本当だったからな」

　ルイは恥はずかしそうに言う。

「まったく、おまえってやつは、いつも一人で格好つけやがって──」

　時光も照れを隠かくすように怒おこったように言った。

　そのとき、今までのやりとりを黙だまって聞いていた深谷が口を開いた。

「感動の再会と青あお臭くさい友情の確認も一通り済すんだところで、本題に入らせてもらおうか」

「本題？」

「金きん鶏けい像ぞうの謎なぞだよ。しかし金鶏像にこんな仕し掛かけがしてあったとはな。どうりで地図の示す場所を掘ほっても何も出なかったわけだな」

「地図は確認済みってことか？」

「残念ながらキミたちが掘っていた場所は間ま違ちがっていなかった。学力低下の著いちじるしい高校生風ふ情ぜいに不完全な地図で正確な場所を特定できたとは、本当に偶ぐう然ぜんは恐おそろしいね」

　たるんだ腹はらを突つき出すように座すわる柿かき崎ざきがふてぶてしく言う。柿崎は時光とルイが場所を特定できたことを偶然としか見ていないようだった。

「こっちの方が本当の暗号だったというわけか？　よく見つけたな。礼を言う」

　深谷はテーブルの上の金きん箔ぱくの剝はげた金鶏像に手をかける。

「褒ほめてもらう筋すじ合あいなんかないわ」

　鞘香は反発した。

「そんなことはない。わざわざ探す手間が省けたわけだからな。それで、のこのこと出かけたところを見ると、この文字の意味がわかったんだろ？　それを教えてもらおうか」

　深谷は金鶏像に浮うき上がった金文字を見つめながら、感情を顕あらわすことなく訊きく。

「わかったところで何もなかったわよ。そもそも埋まい蔵ぞう金きんなんて夢物語があるわけないじゃない。金鶏像なんて昔の人間がでっちあげた悪戯いたずらだったのよ」

「ごまかそうったって、そうはいかないぞっ！」

　鞘香の発言にいきり立った浜口が未亜の喉のど元もとにバタフライナイフを突つきつける。

「やめろっ、子供なんだぞ！」

　ルイが止やめさせようと立ち上がろうとしたところを、洋介が銃把グリツプでルイの首くび筋すじを一いち撃げきした。

　ルイは嗚お咽えつを漏もらすとソファーから転げ落ち前まえ屈かがみに床ゆかの上に膝をついた。

　時光は黒曜石オブシデイアンの眼めで深谷を睨にらみつける。

「正しよう直じきに答えてくれれば、こちらも手て荒あらなことはしたくはない」

　深谷は応接セットのテーブルを挟はさんで、時光の真向かいに座った。

「本当よ。暗号を解読して、示された場所には早わ稲せ田だ大学の体育館が建ってたわ。本当にあそこに埋うまっているとしても、人目につかないように掘り出すのは不可能ね」

　鞘香はそう言って、文字が『古事記』の一節であること、そしてそこから導みちびき出された結果を話した。

「本当かよっ!?　俺たちは、ありもしない物を探してたっていうのかよ……」

　鞘香の話に最も反応したのは洋介だった。浜口や安田、それに柿崎も声には出さないまでも動どう揺ようしている様が顔によく顕あらわれていた。

「慌あわてるな、洋介。まだないと決まったわけではない。暗号の解かい釈しやくの仕方を間ま違ちがった可能性だってあるんだからな」

　唯ゆい一いつ冷静だったのは深谷だった。

「そんなことはないわ！　私の解釈は完かん璧ぺきよ」

　鞘香はムキになって反論する。

「深谷君の言う通りだ。こんな高校生ごときに解とける謎なぞであるわけがない。この謎を解くとしたら、頭脳明めい晰せきなボクの他ほかにはありえないからね」

　柿崎はふてぶてしく言い放つ。

「とにかく金きん鶏けい像ぞうに隠された埋まい蔵ぞう金きんは本物であることは歴史的に証明されている。絶対に存在したのだ。そのことは全員が承しよう知ちしているはずだ。何を狼狽うろたえることがある。見つからなかったのは解釈を間違えただけだ」

「やけに自信があるんだな。深谷、いや本名の片かた岡おか浩こう治じさんとお呼びした方がいいかな」

　洋介に拳けん銃じゆうで殴なぐられた箇か所しよを撫なでながら、ルイが体を起こしざまに言った。

「どうして、その名前を──」

　深谷の意志の強そうな眉まゆがぴくりと動く。

「探すのに苦労したよ。ＰＦＵＧが〈反グローバル人民戦線〉というテロリスト・グループの略で、深谷という日本人がリーダーだということはすぐにわかったけど、そこからが難しくてね。なにしろ家庭用端たん末まつからＦＢＩのデータベースまで潜もぐったから。でも、おかげで面おも白しろいことがわかったよ。深谷というのは偽ぎ名めいで、あんたの本名は片岡浩治。現在、二六歳さい。旧財ざい閥ばつ系の片岡グループの御おん曹ぞう司しだ」

「…………」

　深谷は何も言わなかった。ルイは畳たたみかけるように更さらに続ける。

「資産家の家に生まれ育ち、十七歳でハーバードの経営学修士ＭＢＡまで取得した逸いつ材ざいだ」

「本当なのか、深谷君。キミがハーバードの大学院を出てるっていうのは？」

　柿崎が目を丸くしてルイの言ったことを深谷に確かめようと詰つめ寄る。

「話す必要はない。名前と一いつ緒しよに過去は捨てた」

　深谷は素そっ気けなく柿崎を振ふり払はらうように立ち上がった。

「まだある。驚おどろいたことに片岡浩治の名前は犯はん罪ざい者リストじゃなく誘ゆう拐かい者リストにあったよ。資料によると十七歳の時、南米旅行中、身みの代しろ金きん目的でテロリストに誘拐されたことになってるんだ。当時、日本では親の圧力で完かん璧ぺきな報道管制がされて噂うわさにもならなかったようだね。そして非公式ながら三億円以上の身代金は払はらわれたが人ひと質じちは戻もどらなかった。それから二年後、アメリカの特とく殊しゆ部隊が麻ま薬やく関係の特殊任務で誘拐したテロリストグループを掃そう討とうしたことがあったが、そのときも片岡浩治の情報は何一つ入手できなかった。とっくに殺されていたんだとばかり思われていたが、まさか日本でテロリストになってるとはね」

「なるほど典型的なストックホルム症候群シンドロームね」

「ストックホルム？」

　鞘香の言った聞き慣れない言葉に時光が訊きき返す。

「ストックホルム症候群──犯人と被ひ害がい者しやの心的相そう互ご依い存そん症しよう。この場合、有名な例では一九七四年に新聞王ハーストの娘むすめパトリシアがカルフォルニアで政治組織ＳＬＡに誘拐されて監かん禁きんされているうちに犯人たちと奇き妙みような連帯感を抱いだくようになり、ついにはメンバーになって銀行強ごう盗とうを犯おかしたという事件があったの」

「つまり誘拐されたときに洗せん脳のうされてテロリストになったわけか？」

「違ちがうっ！　私は洗脳などされてはいない！　私は彼かれ等らの理想に共感し、そして自らの意思でメンバーとなったのだ！」

「その自覚症しよう状じようのなさが洗脳の証しよう拠こだっていうんだよ」

　ルイは深谷の目を見ながら言う。

「黙だまれっ！」

　深谷は鞘さやの石いし突づきでルイの頰ほおを殴なぐりつけた。

　ルイは口の中が切れて、唇くちびるの端はしから糸のような赤い筋が流れる。しかしルイは殴られても深谷から視線を逸そらすことはなかった。

「こんなことをして……いったい、あなたたちの目的は何なの？」

　ルイをいたわりながら鞘香は深谷に言った。

「わかりきったこと！　わずか数パーセントの資本家を益ます々ます肥こえ太らせるため、それ以外の者を犠ぎ牲せいとするアメリカ主導のグローバリゼーションを食い止めるため、世界中の反グローバル組織及および反米組織と連帯してアメリカとの戦いに勝ち、そして新しい世界秩ちつ序じよを作ること。それが我々の使命だ」

　深谷が答えた。

「本気で、そんなことができると思ってるの？」

「なんとでも言うがいい。直じきにわかることだ」

　深谷は吐はき捨てた。

「地図も金きん鶏けい像ぞうも手に入ったんです。深谷さん、早くこいつらを始末しましょう」

　浜口が銃じゆうを手に深谷に進言する。

「そうだな。ここまで知られている以上、始末するしかないな」

　深谷が言うと、安田は黙ってグロック17Ｃの遊ス底ラ外イ殻ドを後退させ、撃鉄ハンマーを起こしつつパラベラム弾だんを薬室チヤンバーに送りこむ。これで銃爪トリガーを引くだけで人を殺せる。

　そのとき、鞘香が口を開いた。

「金鶏像が手に入ったからって、あなたたちに金鶏像の暗号が解けると思ってるの？」

　鞘香はじっと深谷の目を見つめた。

「何が言いたい？」

　深谷は鼻先で笑うように鞘香を一いち瞥べつする。

「この暗号を解けるのは私しかいないわ」

　深谷の不ふ遜そんな眼まな差ざしを振ふり払はらうほど鞘香は自信に満ちていた。

「えらい自信だな。解読を間ま違ちがったくせに」

　柿崎が皮ひ肉にくっぽく言う。

「それなら、あなたなら解けるっていうの？」

「訊きくのすら愚ぐ問もんだな！　ボクは不可能を可能にする奇き蹟せきの天才だ。よくもそんな生意気な口がきけるものだな。そもそもボクの神しん童どうぶりは生後三日目にしてだな──」

「待ってくれ、柿崎さん。少し話を聞いてみるのも一いつ興きようでしょう」

　深谷が柿崎の話を遮さえぎった。

「深谷君がそこまで言うなら……女子供の戯ざれ言ごとなど時間の無む駄だにすぎないと思うがね」

　柿崎は愚ぐ痴ちを言いながらも深谷に譲じよう歩ほした。

「詳くわしく話して見ろ」

　深谷は鞘香の鋭するどい目を見て言う。

「わかったわ。金鶏像の謎なぞを解くには専門的な知識が必要なのよ」

「専門的な知識ね。どんな知識だというんだ？」

　深谷は先を促うながした。

「少なくとも日本の古典の素そ養ようね。この金鶏像に刻まれた文字は読めたかしら？」

「いいや。正直、見当もつかなかったよ。日本の神話の本など読んだこともないからな」

　深谷は恥はじることなく言う。

「でしょうね。いくら十代でハーバードの経営学修士ＭＢＡをとるほど頭がよくても、知らないことはわからないわ。で、そっちの偉えらそうにしてる人はどう？」

　鞘香はふんぞり返って椅い子すに座すわる柿崎を一瞥した。

「と、当然だ……時間をかければ、そのぐらいのこと、この優ゆう秀しゆうな科学者であるボクにわからないはずがないだろうが……」

　柿崎はやや自信なさそうに語尾を濁にごす。

「ということは、あなたにもわからなかった。つまり私だけがこの文章を読めたのよ」

「しかし貴様の解読は間ま違ちがってたじゃないか！」

　鬼おにの首でも獲とったかのように柿崎が言った。

　しかし鞘香は柿崎を無視して話を続ける。

「それに、この暗号文は現代の数学的な暗号でないのは明らかよ。埋まい蔵ぞう金きんを金きん鶏けいになぞらえている点から考えても、日本の陰おん陽みよう道どうや中国の道どう教きよう思想に影えい響きようを受けていると考えられるわ。おそらく暗号の謎もそれに準じて隠かくされていると見て間違いないでしょうね」

「陰陽道ね……」

　深谷はつぶやくように鞘香の言葉を復ふく唱しようした。

「この中に陰陽道や道教に深い造ぞう詣けいがある人はいて？」

「おまえなら、その知識があるというんだな？」

「そういうこと」

　鞘香は自信ありげに深々とうなずいてみせた。

「面おも白しろい。おまえにやってもらうのも一いつ興きようだな」

「何を言い出すんだ、深谷君。こんな女の言うことを真まに受けるのかい？　大だい丈じよう夫ぶだ。こんな謎なぞ、ボク独ひとりで解き明かしてみせるっ！」

「柿崎さん、いいでしょう。誰だれが解こうと結果さえよければ。それに柿崎さんも並へい行こうして暗号の謎を解けばいいことです。それで柿崎さんがこの女より先に解けば、あなたのプライドも満たせるじゃないんですか？」

　深谷は柿崎を懐かい柔じゆうするように言い含ふくめる。

「わかったよ。好きにしたまえ。結果は変わらんよ。暗号を解くのはこの僕だからね！」

　柿崎は不ふ機き嫌げんさを露あらわにしながらも納なつ得とくした。

「そういうことだ。とりあえず今ここで殺しはしない。君には金鶏像の謎を解いてもらう」

「いいわ。でも、こっちにも条件があるわ」

「面白い。言ってみろ」

「暗号が解けたら、あの親子は無事に解放して」

「いいだろう。おまえたち四人の命も保証しよう」

　深谷は二つ返事で承しよう諾だくした。

「だが、こちらにも条件がある。時間稼かせぎをさせるつもりはない。タイムリミットは今夜の午前零れい時じまで。無論、柿崎さんが先に解読したら、そこまでだ」

「あいつのことはともかく、零時って、あと五時間もないぞ」

　ルイは壁かべの時計を見て抗こう議ぎする。

「いいわ。充じゆう分ぶんすぎるわ」

　鞘香が深くうなずいた。

「たいした自信だな。せいぜい頑がん張ばってくれ」

　そして深谷は安田に命じて、時光とルイを縛しばり上げさせた。







　そして解読作業は始まった。

　柿崎は一階の鷹取氏の書しよ斎さいを占せん領りようして解読にじっくりと挑いどんだが、鞘香は客間の窓まど際ぎわにベッドサイドの小さなテーブルを移動させて暗号解読に挑いどんだのだった。

　部屋には常に厳きびしい監かん視しの目がある。ただでさえ囚とらわれの身であるという精神的不安定さも重なって、こんな状じよう況きよう下かで落ち着いて考えることなど常人では到とう底ていできることではない。ところが鞘香は周りを一いつ切さい、気にすることなく黙もく々もくと紙の上にペンを走らせ、メモを見ながら静かに沈ちん考こうしては、また思いついたことを書きつけるという作業を続けている。

　時光とルイはというと、背中合わせに縛られていた。深谷たちＰＦＵＧは時光とルイには痛い目にあわされた経験から、二人を特に厳げん重じゆうな監視下に置いていたのだ。

　澪と未亜の母娘おやこは寝しん室しつに監かん禁きんされ、梨紗はこの状況下でも全く気にする様子もなく、客間のベッドの一つを完全に独どく占せんして、ときどき意味不明の寝ね言ごとをつぶやいていた。

　しかし深谷たちの今までの行動を見ていれば、謎なぞを解こうと解くまいと殺されるのは確実だ。この状況を脱だつしなければならないことは鞘香も承しよう知ちしていた。しかし今の鞘香には暗号を解くこと以外には何もできなかった。それは時光やルイも同じ思いだろう。

　瞬またたくうちに四時間が経過する。捕とらえた側がわ、そして囚とらわれた側にも最初のような緊きん張ちよう感がしだいに緩ゆるみ出す頃ころだった。

　そんなとき、鞘香の背はい後ごに深谷が歩み寄っていくと、テーブルの上のメモを覗のぞきこんだ。




　　青山に　鵼ぬえは鳴きぬ

　　さ野つ鳥　雉きぎしは響とよむ

　　庭つ鳥　鶏かけは鳴く




　煩はん雑ざつな文字や記号、図形に溢あふれたメモの中央には大きく暗号が書かれていた。

「調子はどうだ？」

　深谷は低い声で訊きいてきた。

「悪くはないわね。で、もう一人の方は？」

「ああ、柿崎さんか。芳かんばしくないようだな。部屋を覗いただけで怒ど鳴なられたよ。それはいいとして、そっちの首しゆ尾びはどうなんだ？　経過報告くらいはしてもらおうか？」

「いいわよ」

　毅き然ぜんとした態度の鞘香を見て、深谷は口の端はしで笑った。

「今までわかっていることは、この金きん鶏けい像ぞうの文字が古事記の原文と一字一句、違ちがいがないことは確かく認にんできているの。そして暗号は漢字自体にではなく歌の意味にあるし、当時の状じよう況きようから考えて、まず間違いなく埋まい蔵ぞう金きんは旧戸山荘そうの敷しき地ち内に隠かくされているわ」

「確信はあるのか？」

「当然でしょ。あなたたちだって戸山地区に埋蔵金が眠ねむっていることについては確信があったことなんでしょうし」

「そうだな。それで、その続きは？」

「ここからが問題よ。歌の文句は単純なだけに深読みのしようがないのよね。金鶏像を作ったことからして、三行目の〈鶏〉は十二支の〈酉とり〉で、五行では〈金〉なのは確実。これは道どう教きようや陰おん陽みよう道どうの考え方なのよ。とすれば暗号を考案した人物は少なくとも和漢の古典はおろか陰陽道にも精通した、当時の日本でも有数の博はく識しきのはず。おそらく宗春本人が考えたわけではなく、高名な陰陽道系の神しん人じんか密みつ教きよう僧そうが考えたと見ていいわね」

「つまり、この歌には陰陽道の手法で謎なぞが隠されているわけか？」

「そうみたいね」

「しかし鵼ぬえや雉きじは十二支には存在しない動物だ。鵼と雉はどういう意味なんだ？」

「今は言えないわ。ここからは、まだ企き業ぎよう秘密よ」

「企業秘密か。いいだろう。どうせ時間内に解けなければ全員死ぬだけだ」

「言われなくても、わかってるわよ」

　鞘香は気分を害したように言う。

「とりあえず時間まで頑がん張ばってくれ」

　深谷は鞘香から離はなれると、時光たちを見る。

　部屋の中央にいる時光はルイと背中合わせに縛しばり上げられていた。

「どうやら相あい棒ぼうは退たい屈くつで寝ねてしまったらしいな」

　時光に声をかけてきたのは深谷の方からだった。

　時光が背後のルイを見ると、確かにブロンドの頭を垂たれるようにして熟じゆく睡すいしている。緊きん張ちよう感のかけらもない男だ。

「みたいだな」

　時光はぶっきらぼうに返した。

「こんな状じよう況きようで寝てられるとは、よほど胆きもが据わっているんだな」

「ただの莫ば迦かだよ」

　時光はルイの寝ている横顔を見て言った。

「どちらにしろ、やはりただの高校生ではないことは確かだよ。しかし、どうしておまえたちのようなのが高校生に甘あまんじているのか不思議でならないよ。おまえなら学校など行かなくても、どこででも通用する力があるだけに惜おしいよ」

「あんたみたいに頭がよくないんでね」

「そういうことではない。学校など役に立たなくなって久しい旧ふるい教育システムだ。現代の競争社会の中では無意味に等しい。時間の無む駄だだ」

「そんな難しいことを考えたこともないね。学校に行くのは当たり前だと思っていたよ」

「私も大学院を卒業して、あの日が来るまで何もわからなかった。十七歳、ちょうど今のおまえと同じ歳としのときだ」

　深谷は熱っぽく語りだした。

「学校教育は単に資本家に従順な家か畜ちくを送り出すシステムだ。教師は生徒に勉強して、いい学校、いい会社に入るようにと指導する。別に生徒自身のためではない。雇やとう側の資本家にとって肉体労働より技術労働をする家畜の方がより多く搾さく取しゆできるからにすぎない。大半の人間は自分が働いた賃ちん金ぎんの七割以上を働きもしない国と資本家に搾取される家畜だ。しかし家畜は誰も自分の立場に気付かず、死ぬまで懸けん命めいに働き続ける。そして自分の子供にも自分たちの真ま似ねをするように教えている。これは現代の寓ぐう話わだよ」

　深谷は持論を声こわ高だかに述べた。

「本人さえ満足していれば、家畜の暮らしもいいものかもしれないだろ？」

「確かにそうだ。九割以上の人間は家畜だ。そして家畜は野生では生き残れない。豚ぶたはやがて人間に食べられるとわかったとしても豚小屋から出ない。飼かい慣ならされた豚は自由な暮らしよりも狼おおかみを怖おそれ、飢うえを怖れるからだ。豚小屋にいれば少なくともその心配はないからな。だからいつまでも家畜なのだ。自由よりも安全を選せん択たくする。しかし、おまえは家畜ではない。それなのに、なぜ豚小屋に留とどまり続ける？」

　深谷は時光に詰つめ寄った。

「俺はただ今の生活、今しかできないことを楽しんでいるだけさ。それがあんたの言う家畜の暮らしだとしても、これが自分が望んで選んだこと。俺にとっての自由だ」

　時光は深谷に言った。

「惜しいな。おまえには素そ質しつがある。どうだ、私の下で働くつもりはないか？」

　深谷の提てい案あんは意外なものだった。

「俺にテロリストの仲間になれと？」

　時光は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「戸と惑まどうのも無理はない。私もはじめは誘ゆう拐かいした彼らを憎にくむだけだったからな。しかし憎むべきは私の命さえ危険に曝さらした親の莫ばく大だいな資産、つまり貧しき者たちから搾取した金だと悟さとったとき、私は変わることができた。キリストも言っている。金持ちを救すくうよりラクダを針の穴に通す方が簡かん単たんだとな。彼らと話すうちに、それが理解できたのだ。決して洗せん脳のうではない。私は彼らの理想を追い求める姿に共感したのだ。そして何の苦労もなく生きてきた自分に嫌いや気けがさした。親の決めたレールに乗り、死ぬまで従ってゆかなければならない自分の意志のない虚むなしい人生にだ。だから私は彼らと残った。そして決められた道ではなく、自分の道は自分で切り開くと決心したのだ。全すべて私が決め、私が進むとな！」

　深谷の言葉には強い意志を感じた。

「自分の前には希望に満ちた未来が開け、自分にはどんな高みにも昇のぼっていけるだけの翼つばさが背中に生えていると思っているのか？」

　時光は静かに口を開く。

「ああ、そうだ。私は輝かがやかしい理想に辿たどりついてみせる。私には、それだけの力があるのだ。そしておまえにもその素質がある」

　深谷は自信に充みちた顔で時光を見つめた。

「誰しもそう思っていた。しかし、その自信はいつか無む謀ぼうだったと気付く日が来る、必ずな」

「私は他ほかのくだらない人間とは違ちがう！　努力もせずに夢だけを語っている輩やからではない！」

　焦しよう燥そう感を露あらわに深谷が問い詰つめる。声もわずかにうわずった。

「俺のことを買ってくれるのは、うれしいが──」

　時光は冷めた声でつぶやいた。

「やっぱり、あんたのやっていることは、ただの自己満足だよ」

「なんだとっ！」

「あんたが求めているのは民衆の救きゆう済さいなんかじゃない。ただ理想という名目で自分の力を誇こ示じしたいという剝むき出しのエゴだけだ。人のためじゃない。全すべて自分の欲求を充たしたいだけなんだ。あんたは自由になりたかっただけなんだよ、自分一人だけが」

　時光は深谷の瞳ひとみの奥おく底そこを見て語る。

「違うっ！　私は理想のために戦っている！」

　深谷の表情が豹ひよう変へんした。声も感情を剝き出しにして、時光を殴なぐりつけた。

　その様子に何事かと周りの目が集中する。

　視線に気付くと深谷は、恥はじるように時光から手を離はなし、乱れた服を直す仕し草ぐさをした。

「最後に、もう一度だけ訊きく。同志になる気はないか？」

　時光は無言で首を横に振ふる。

　それを確かく認にんすると、深谷は黙だまって時光に背を向けた。

「惜おしいな。これほどの素質を持ちながら、志こころざしもなく無む為いに生きるとは……」

　深谷は悲ひ哀あいの目で時光を見た。

「ん……どうした、時光？」

　背中で寝ねていたルイがようやく起きたらしく、寝ぼけた声で話しかけてきた。

「いや、なんでもない」

　時光はやや戸と惑まどいつつ応こたえた。

　ちょうど、そのとき、ドアをノックする音がした。

「烏龍ウーロン茶をいれてきました。どうぞ、くつろいで下さい」

　澪が中国式の急きゆう須すと人数分の湯飲を持って部屋に入ってくる。

　後ろには付き添そう安田の姿があり、更さらに柿崎も呼ばれてやって来てきたようだった。

「くつろぐもなにも、この部屋がこうも黄色だらけだと、落ち着かないし、精神衛えい生せい上にもよくない。なんで、こうも真っ黄色なんだ？　そもそも色しき彩さい心理学的には……」

　柿崎は部屋に戻もどってくるなり、インテリアに対して文句を言った。

　しかし柿崎が言うのも無理はない。ソファーからカーテンまで、ほとんど部屋の全ての物が黄色なのは事実だった。

「風ふう水すいで西には黄色を置くと金運がよくなるって聞いて、ここは西の部屋だったから、黄色で統とう一いつしてみましたの」

　柿崎に非ひ難なんされたにもかかわらず、澪は一向に気にする様子もなく嬉うれしそうに説明する。

「風水？　くだらない。非科学的な迷めい信しんだ。だいたいなんで西に黄色の物を置いて金運がよくなるのか根こん拠きよがない」

　しかし、ずっと黙だまっていた柿崎も否定した。

「それは西から金運が入ってきて、金運は黄色が好きだからなんです」

「どうして金運が黄色を好むんです？」

　柿崎が意地悪そうに訊きく。

「それは黄色が黄おう金ごんや稲いな穂ほの色に似てるからって──」

「似てるからか、たいした理由だ。だったら、どうして西から金運が来るんです？　北や東じゃいけないんですか？」

「それは……」

　澪は応えられなくなって当とう惑わくする。

「どうです。結局は元から根拠なんてないんですよ」

「根拠ならあるわよ」

　口を開いたのは暗号解読中の鞘香だった。

「どんな根拠があるというんです？」

「全すべては陰いん陽よう五ご行ぎよう思想に由ゆ来らいすることよ。風水も陰陽五行説を基本にしているから、本当に金運が西から来るかどうかは知らないけど、陰陽五行説で方位に配当される五行は、東に木、南に火、西に金、北に水、そして中央に土。だから金に通じる金運が来るとすれば西でなければならない。そして金運が黄色を好むのは、黄金や稲穂の色に似ているからではなくて五行の相そう生しよう説によるもの」

「相生説だ？」

　柿崎は自分の知らない言葉に、やや当とう惑わくしていた。

「五行は木は燃えて火を生み、火は灰はいとなり土を生む。土の中から金が採とれ、金が冷えれば水の露つゆが生じる。そしてまた水は木を育て循じゆん環かんしてゆく。これが相生説の原理よ。つまり金を生むのは〈土生金〉で土。そして土に配当される色は黄色。よって土の黄色は金を生む。これが西に黄色の理由よ」

「……だ、だから、なんなんですか。そんな陰陽五行説なんてもの自体が根拠のないものなんです！　説明になんかなってませんよ！」

　完全に鞘香のペースに吞のまれてしまって、柿崎は苦くるし紛まぎれに反論するしかなかった。

「別に信じるかどうかは別の話。ただ風ふう水すいにだって古代中国思想による根拠は存在しているってことよ」

　鞘香がしたり顔で言う。

「あなたの負けですな、柿崎さん」

　深谷が言う。

「それで、おまえの方は肝かん心じんの暗号は解けたんだろうな？」

　振ふり返って鞘香を見て深谷が言う。

「それは……」

　暗号は解けていなかった。

　さっきから考えれば考えるほど堂々巡めぐりになって、考えがまとまらない。いくら鵼ぬえや雉きじ、鶏にわとりを何かの暗示や象しよう徴ちようだと考えても、どうしても謎は解けなかった。

　何か別な発想が必要だ。

「風水のご託たくはいいが、もう時間がないぞ」

　柿崎の意地の悪そうな言葉に、鞘香は壁かべにかけられた時計を見た。

　残り時間は十五分を切っている。

　無情にも時計の文も字じ盤ばんの上を秒針が駆かけ抜ぬけてゆく。

　そのときだった。

　鞘香の脳のう裡りに何かが過よぎった。時計盤、そして風水──

「そうよ、式ちよく盤ばんよっ！」

　いきなり鞘香が、普ふ段だんからは想像もできない声で叫さけんでいた。

「どうした、わかったのか？」

　縛しばられたままの時光が訊きく。

「全すべての謎なぞは式盤の上にあったのよ」

　鞘香の顔は命の危険に晒さらされているというのに嬉うれしそうだった。

「チョクバン……？」

　時光は耳慣れない言葉に戸と惑まどう。

「六りく壬じん式盤。古い占うらないの道具。風水の羅ら盤ばんみたいなもの。あれがあれば謎が解けるかもしれないのよ！」

「本当かい？」

　ルイが喜びの声をあげる。

「だけど、式盤は部室に……どこにでもあるって物でもないし……」

　この状じよう況きよう下かでは式盤など手に入るはずもない。鞘香は意気消しよう沈ちんした。

「その式盤って、これのこと？」

　そう言って、部屋に備え付けになっていた棚たなの引き出しから澪が取り出したのは、三十センチ四方の四角い金属板のようなものだった。

「なんで、それを!?」

「香港ホンコンに行ったとき、風水盤と間ま違ちがえて買っちゃったのよ。あとで気付いたんだけど、使い方もわからないし、そのまましまい込んだままで」

　澪は笑いながら応えた。

「それがその式盤か？」

　時光が鞘香の手にした四角い金属の板を見て訊く。

「そんな、まさか！　ちょっと貸してもらえませんか？」

　鞘香は澪から金属板を受け取ると、手にとって確かめる。

　その金属板は青せい銅どう製だった。正方形の銅盤の中央には円盤があって、中心が固定されて回転するようになっていた。

　風水で使う羅盤によく似ている。しかし羅盤と違って中心には磁じ石しやくがなく北ほく斗と七しち星せいが描えがかれていて、方盤の方にも文字が細かく刻まれていたが、複雑な風水羅盤よりは簡かん素そな印象だった。

「これは──オリジナルの式ちよく盤ばん。それも明みんの時代くらいの物……」

「よかった。それでいいんですね」

　澪は喜んだ。

「鷹取さん、これをいくらで？」

「えーと、確か露ろ店てんで売っていたから、数千円くらいかしら。よく覚えてないけど」

「噓うそでしょ！　私は複製品レプリカに大金を払はらったっていうのに、本物が数千円だなんて……」

　鞘香は酷ひどくショックを受けたように打ちひしがれた。

「ショックなのはわかるけど、その式盤で何がわかるんだ？」

　縛しばられたままのルイが訊きいた。

「これは古来、陰おん陽みよう師じが朝ちよう廷てい、つまりは国家の吉きつ凶きようを占うらなうのに使っていたものよ」

「国家の？　個人のことは占えないのかい？」

「古代中国の思想では、皇こう帝ていは天に代わって民たみを治めていることになってるの。飢き饉きんや疫えき病びよう、内乱が起きるのは、政まつりごとが乱れたことによる天の怒いかりとされ、それを鎮しずめるために天に対して伺うかがいを立てるのが、占いという儀ぎ式しきなの。天の代行者である皇帝だからこそ、天と皇帝は密接な関係があるわけで、庶しよ民みんとはつながりがないんだから、理論的にも皇帝以外の人間のことは占う意味がないでしょ？」

「なるほどね」

「特に古代中国では、不動の北ほく辰しん──北極星を天帝の常じよう居いとして中心に据すえ、惑わく星せいである属しよく星せいや星座の二十八宿しゆくとか、星の運行で占いをするようになるの。式盤の形も、これを模もしたものなんでしょうね。これに道どう教きようの陰いん陽よう五ご行ぎよう説や密みつ教きよう仏ぶつ教きよう、シルクロードを越こえてきた宿すく曜よう道どうと呼ばれた西洋占星術ホロスコープなんかも複雑に組み合わされることになるの」

「その集大成が、この六りく壬じん式盤というわけか」

　ルイが納なつ得とくする。

「そんなところね。この式盤では、天を表す円盤に十二月将、十じつ干かん十二支、二十八宿、地を表す方盤に十干十二支、二十八宿、易えき、三十六禽きんなどが配置されてることが多いわ。この式盤もそうなってるわね」

「よくわからないけど、要は古代の暗号製作解読器エニグマみたいなものだ。だけど、これで金きん鶏けい像ぞうの暗号も解読できるのかい？」

「金鶏像に刻まれた古事記の歌に出てくる三種類の鳥は何だった？」

　唐とう突とつに鞘香はルイに質問した。

「最初が〈鵼ぬえ〉で、次が〈雉きじ〉、そして〈鶏にわとり〉。それが？」

「この式ちよく盤ばんを見て。ここに〈鷄〉、隣となりに〈雉〉があるでしょ」

「本当だ！　これは──」

「三十六禽──十二支をそれぞれ三等分して、それぞれに守しゆ護ごの動物を配当したものよ。十二支と同じく時間や方位を示すのに使ったの」

　そう言いながら、鞘香は机に置いた式盤を時光達たちにも見せた。
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　式盤の方盤の最も外側の四辺に動物の名前が刻み込まれている。

「鵼なんて、ないぞ」

　式盤を覗のぞきこむ時光が言う。

「そこよ。前に話したわよね、鵼がどんな姿をした妖よう怪かいかを」

「確か頭が猿さる、胴どうが狸、肢あしが虎、尻尾しつぽが蛇──Ahア bonボン!　この三十六禽の中に〈猿〉〈狸〉〈虎〉〈蛇〉がある！」

「そうよ、そうだったのよ！　どうして、こんな夜よ這ばいの歌なんかが選ばれたのか謎なぞだったけど、やっぱりこれは本来の意味としてではなくて、埋まい蔵ぞう金きんの在処ありかを示す暗号なのよ！」

　鞘香は式盤を手に興奮しきっていた。

　江戸時代の当時、陰おん陽みようの業わざを駆く使しして作られた謎の真相に時間を超ちよう越えつして近づきつつあること、今ここに、暗号を作った天才と対決しているのだという感かん慨がいが、こみ上げてくる。

「この歌の中に、陰陽道の理論によって、全すべての秘密が隠かくされているのよっ！」

「解とけるのかい、この暗号が？」

「多分……いえ、絶対に解いてみせるわ！」

　そう言って、散らかった机の上の物を無造作に全て手で払はらいのける。

　本ほん牛ぎゆう革がわの生徒手帳を取り出した。白紙に円を描えがき、そこに時計の数字同様に十二支──子ね丑うし寅とら卯う辰たつ巳み午うま未ひつじ申さる酉とり戌いぬ亥いの十二字を書き込んでゆく。

「まず鵼ぬえの猿は〈申〉、狸と虎は〈寅〉、蛇は〈巳〉に従属する。そして雉も鶏も〈酉〉に従属するわね」

　そう言いながら、それぞれ相当する目盛りに六つの黒点を加える。

　ここまで鞘香は一気に書き上げた。そして一呼吸おいて考えこむ。

「これが何を意味するのか？」

　鞘香は鵼に相当する猿、虎、狸、蛇の四禽きんを直線で結ぶと、いびつな四角形ができた。

「金気三合なら酉、丑、巳……でも、この場合、丑じゃなくて隣となりの寅なのよね。それに三合で金気になったとしても場所は特定できないし……」

　鞘香は陰陽道の専門用語をぶつぶつと唱となえながら、手帳のメモを破り捨てる。

　そしてまた数式や図形をメモに書き込んでは悩なやむのを繰くり返す。

「一宮。もう時間がないぞ」

「頼たのむ、鞘香君」

「ふれ～、ふれ～、さやちゃんっ！　がんばれ、がんばれ、さやちゃんっ！」

　三人の口から鞘香に声がかけられる。

　時間は無情にも零れい時じまで残り五分を切っていた。

「青山に鵼は鳴きぬ。さ野つ鳥、雉きぎしは響とよむ。庭つ鳥、鶏かけは鳴く……か」

　鞘香は焦あせる気持ちを追い払うかのように、口に出して読んでみる。

「〈さ野つ鳥〉〈庭つ鳥〉は野に棲すむ雉きじと庭に棲む鶏にわとりの枕まくら詞ことばで、それ自体に意味はないはず……待って、野に庭!?」

　鞘香は、はっとして顔を上げた。

「やっぱり庭は戸山荘そうよ！　戸山荘には野原も存在していた。この場合〈青山〉は墓はかではなく戸山荘にある箱はこ根ね山やま!?」

「やはり、この近くにあるんだな？　どこなんだ？」

　深谷も興味深く鞘香ににじり寄る。

「わからない。この鶏が埋まい蔵ぞう金きんのことを表しているとしても、鵼と雉……これが陰おん陽みように基づいて場所を示しているはずなんだけど……」

　鞘香は式ちよく盤ばんを見つめた。方盤に十二支と三十六禽きんに挟はさまれる形で二十八宿が目に入る。
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「何かあるのはずなのよ、何かが……」

　鞘香の頭の中に浮うかんだ二十八宿の星図が北ほく辰しんを中心にぐるぐると回転して悩なやませる。

『回る──そうよ、そうなのよ。回るのよ──』

　鞘香の頭の中に光が射さす。

　唐とう突とつに鞘香は机を両手で叩たたくようにして椅い子すから立ち上がった。

「全すべて、わかったわ」

　鞘香が深谷に言った。

「そうか。運がよかったな」

　いつの間にか刀の柄つかにかけていた手を離はなしながら深谷が言うと顎あごで鞘香に壁かべ掛かけ時計を示す。

　時計は十一時五七分を差していた。

「残り三分だったな」

　深谷はそう言って、したたかに嗤わらう。

「約束通り暗号の解読結果を教えたら、関係ない二人は解放してくれるんでしょうね」

　鞘香は澪と既すでにその横で疲つかれて眠ねむってしまっている未亜を見て、深谷に確かく認にんする。

「ああ、約束は守る。間ま違ちがっていなかったらな」




　深谷たちが何かと準備や手配をしたために、聖櫻館の敷しき地ちにある杜もりに到とう着ちやくしたのは、深夜三時を回っていた。

　頭上の樹き々ぎさえ邪じや魔ましなければ、今夜の星は都心にしては輝かがやいている。

「本当に、この場所でいいんだろうな？」

　暗がりの中、ペンライトの明かりだけで進む深谷は疑ぎ心しん暗あん鬼きに鞘香に問いただす。

「そうよ」

　鞘香は迷まようことなく断言した。

　両手を縛しばられて数珠じゆず繫つなぎにされた四人が夜の学校の杜を歩いていた。鞘香だけは手を縛られず、式ちよく盤ばんを持っている。

　その後ろをすぐに反はん撃げきできる体勢で洋介と浜口、安田、そして柿崎がついてきていた。

澪と未亜の二人は鷹取邸ていに残されていた。暗号解読が間違っていなければ、その場で解放されるということに決まったが、簡かん単たんに信用するわけにはいかない。

　唯ゆい一いつの救すくいは、深谷たちが人手不足で見張りを残す余よ裕ゆうがなかったことだった。

　深谷たちを鷹取邸に戻もどらせない限り、二人の命は安全だ。

　そんな思おも惑わくを抱いだきながら辿たどり着いたのは、箱根山の麓ふもとだった。

　箱根山は、栄螺さざえのように螺ら旋せん状の山道のある山で、園内の池を掘ほったときの残土を利用して造られた人工の山だった。

　正式には〈玉ぎよく円えん峰ほう〉という。しかし戸と山やま荘そうが東海道五十三次の名所を模もした庭園だった名な残ごりからか、いつしか自然と箱根山と呼ばれるようになっていた。春にはちょっとした桜の名所となるが、今の季節の箱根山は桜の黒い幹みきに萌もえ葱ぎ色の若葉が鮮あざやかだ。

　庭園だった頃の面おも影かげは今となっては、この箱根山しか残っておらず、しかも軍用地だった頃の痕こん跡せきが色いろ濃こく残っている。箱根山の麓には軍楽隊のステージ址あとが残っていたし、箱根山の中腹に建つ時光たちの蒼そう龍りゆう寮りようも陸軍戸山學がつ校こうの集会室を改築したものだ。

　いま立っている場所は、その寮からは目と鼻の先の距きよ離り、箱根山のほぼ反対側だった。

「俺を騙だまそうとしても、無む駄だだからな」

　深谷が言う。

「あなたを騙して、今の私達に何の得があるのよ」

　鞘香は無ぶ愛あい想そうに言った。

「なら、どうやって、ここを割り出したか、納なつ得とくのいく説明をしてもらう」

　深谷が迫せまった。

　ここに来るまで、澪と未亜の安全をはかるために深谷たちには、一いつ切さい、暗号の解読方法は教えなかった。しかし、ここまで来れば、深谷たちは、すぐに二人に手出しはできない。

「別に。大したことじゃないわよ。ただ陰おん陽みよう道どうの理ことわりに則のつとっただけよ──」

　鞘香はようやく謎なぞの核かく心しんについて話し始めた。

「──金きん鶏けい像ぞうに隠かくされていた文字の一行目『青山に鵼ぬえは鳴きぬ』の〈鵼〉を虎とら、猿さる、狸たぬき、蛇へびの四つの動物に分解して三十六禽きんに配当するところまでは理解してもらえて」

「ああ」

「それに気付きさえすれば、解けたも同然よ。二行目、三行目の雉きじと鶏にわとりの句を読み解くのは簡かん単たんだったわ」

「話してみろ」

　まだ深谷は幾いく分ぶん、疑いを向けるような目で鞘香を睨にらむ。

「雉より先に鶏から説明すると、『庭つ鳥　鶏かけは鳴く』の〈鶏〉は、もちろん金鶏を意味している。鶏は十二支の〈酉とり〉で、陰いん陽よう五ご行ぎよう説では金気の正位。つまり財宝を象しよう徴ちようしていることになるわね」

「それで」

「次に重要なのは、鶏を酉として見立てたこと。つまり十二支に変へん換かんしたことにあるの」

「十二支？　僕にはさっぱり要領を得ないよ」

　ルイも話に参加する。

「問題は『さ野つ鳥　雉きぎしは響とよむ』の中の雉をどう扱あつかうかだけど、今のことに気付けば、何でもなかったわ」

　鞘香はもったいぶるように一呼吸置いた。

「鵼は三十六禽で見立てた。鶏は十二支で見立てた。それなら雉も何かで見立てる必要がある。それは何か？　何だと思う？」

「さあね」

「全すべては、この式ちよく盤ばんの中にあったのよ」

　鞘香はおもむろに式盤を取り出した。

「三十六禽の中の雉は鵼で使ってるから除外される。そして十二支と三十六禽以外に残る式盤にある主な項目は、甲こう乙おつ丙へい丁てい戊ぼ己き庚こう辛しん壬じん癸きの十じつ干かんと十二月将に二十八宿の二つ。その中で雉を見立てられるのは──この二十八宿だけよ」

「でもキジさんなんていないよ～」

　横から覗のぞきこんでいた梨紗が二十八宿を見て言う。

「そうね。だけど地を表す方盤の三十六禽きんの〈蛇へび〉に、天を表す円盤を回転させて二十八宿の〈尾〉を合わせるとどうなるか──」

「C'estセ bienビアン!　鵼ぬえの尾おは蛇だからか！」

　鞘香は式盤の円盤をゆっくり回転させる。

「〈蛇〉に蠍さそり座ざの尾に当たる〈尾〉に、〈猿さる〉にはコップ座の〈翼〉が来る。そして〈尾〉の反対側にはオリオン座の上半身になる〈觜とろき〉がある」

「尾に翼、そして觜くちばし……雉かっ！」

　最初に気づいたのはルイだった。

　長い尾、美しい翼──式盤を回転させることによって、鵼から雉が現れた瞬しゆん間かんだった。

「そして、このとき三十六禽きんの雉は張ちよう宿しゆくと重なっているの。すなわち蛇を〈尾〉に合わせると、雉は〈張〉──」

「尾お張わりっ！　徳川宗春は尾張藩はん主しゆだ！」

　一つ一つ金庫のダイヤルが合ってゆくように、暗号の謎なぞがカチリと音を立てるように、解明されてゆく。

「その上で残る〈虎とら〉と〈狸たぬき〉には〈室〉──ペガスス座に当たる室しつ宿しゆくが来るというわけ」

「室？　この漢字は、どの動物とも関係ないぞ！」

「それは、どうかしらね。ねえ、そこの洞うろになっている処ところの土を崩くずしてみて」

　鞘香が示したのは、一見、樹き々ぎによって見えにくい山の斜しや面めんの一画だった。

　ちょうどトンネルのように見える場所だった。しかし洞どう窟くつのように奥おくまで続いているわけでなく、最も深い箇か所しよで四〇センチほど、土が抉えぐられているに過ぎない。

「掘ほってみろ！」

　深谷は洋介と柿崎に指示すると、抉れた斜面の土に手にしていたシャベルの刃はを突つき立てさせた。しかし木の根が邪じや魔まで、土には思うようにシャベルが刺ささらない。

　それでも、シャベルで根を切断しながら切り開いてゆく。

「今、何か堅かたい物──岩がん盤ばんのようなものに当りました！」

　柿崎が叫さけんだ。

　シャベルの先せん端たんに堅い物が当たる手て応ごたえがあったのだ。

「もっと掘ってみろ」

　深谷の指示に二人は更さらに掘り進める。

　そしてそれは二〇分と経たたないうちに全ぜん貌ぼうを現した。

　鉄くろがねの重厚な造り、高さにして二メートルはある黒い二枚扉とびらだ。

　深谷が扉の表面の土を軽く手で払はらうと、そこには大きな星の紋もんが浮うき上がる。

「五芒星ペンタグラム──魔ま除よけか」

　鞘香が扉についた紋もん章しようを見て言う。

「それは安あ倍べ家の家紋、[image: せい]せい明めい桔き梗きようでしょうね。この扉を結けつ界かいにしてるのよ」

「Superシユペール!」

「はやく開けようよ～！」

　ルイも梨紗も埋まい蔵ぞう金きんを見つけたことに有う頂ちよう天てんだった。

「おとなしくしろ！　宝が出たって、一銭せんもお前達のものにはならないんだからな」

　洋介が二人を脅おどしつけた。

「つまんないの～」

　梨紗はリスのように頰ほおを膨ふくらませてむくれる。

　その一方で、深谷だけは冷静にことを運んでいた。

「鍵かぎが付いてるな──」

　深谷は大きな錠じよう前まえを手に取ったが、古いだけに頑がん丈じようそうだ。

　しかも錠前はかなり錆さびていた。たとえ鍵があっても開くかどうかわからない。

　深谷はおもむろに大おお太た刀ちを抜ぬく。

　斬ざん撃げきの一いつ閃せんに火花が散ったかと思うと、半ば錆びついていた鍵は脆もろくも砕くだけ、地面に落ち、そして閉ざされた扉は開かれた。

「これが〈室〉というわけか──」

　最初に中へと躍おどり込んだ深谷は感かん嘆たんをこめてつぶやいた。

「虎とらは十二支中で龍りゆうに並ぶ強力な動物。しかも、その性質は三合の理で、寅とら午うま戌いぬの三つが合わさると火となり、特に三合の寅は〈火の始め〉。相そう生しようとは逆になる五行相そう剋こくの理は〈火か剋こく金ごん〉で、金を制して鎮しずめることができる。更さらに寅は単体で〈木の始め〉でもあり、これは新しい生命の息い吹ぶき。幕ばく府ふを打だ倒とうする勢力の芽め生ばえという兆きざしも同時に表現することになる」

「よくわからないが、あんな短い言葉にこれだけの意味があったのかよ……」

　時光が言う。

「ここに埋蔵金を埋うめた人物は、こうやって驚おどろくべき緻ち密みつさで、暗号という中に何重にも陰おん陽みよう術の咒まじないをかけて埋蔵金を守らせているのよ」

「さやちゃん、すっごい、すごい～っ！」

「この方角は〈虎〉と〈狸たぬき〉の中間だから、寅よりやや丑うしよりの方角。つまり、ほぼ艮うしとら──鬼き門もんの方向ね。これで埋蔵金自体も戸山荘そうの北東の鬼門から来る邪じや気きを刃は物ものを象しよう徴ちようする金の気で斬きって防ぐことになる。完かん璧ぺきね」

「方角についてはわかったが、どうして場所が箱根山だってわかった？」

　振ふり返って深谷が訊たずねる。

「さっきも話したけど陰陽五行で〈土〉に配当される方位は中央。そして最大の〈土〉といえば山。戸山荘で山といえば箱根山しかないわ。だから箱根山が全すべての基き点てんなのよ。それに五行相そう生しようでは〈土生金〉で金は土から生じる。風水の西に黄色と同じ理由よ」

「土から金が生まれる──つまり莫ばく大だいな埋まい蔵ぞう金きんは大量の土である山にということか──」

「最適の場所に、これだけ周しゆう到とうな咒を巡めぐらして隠かくしつつ、それでいて、その在処ありかを『古事記』の中に隠すなんて。まさに天才のなせる業わざね」

「その謎なぞを解き明かした鞘香君だって」

「ほんと、ほんとっ！　さやちゃんは天才オンミョ～ジっ！」

　ルイと梨紗が鞘香のことを褒ほめると、鞘香は照れくさそうな笑えみを浮うかべた。




「早さつ速そく、お宝とやらを拝ませてもらおうか」

　まずは深谷がマグライトを片手に奥おくへと進んでいった。続いて残る八人も入ってゆく。

「意外に中は広いな──」

　ルイは独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

　携けい帯たい用のマグライトだけでは奥まではっきりと照らし出せないでいる。

　そこにガソリン式の発電機が運び込まれエンジンが唸うなりを上げたのだった。投光器のライトによって一気に周囲は真昼のように照らし出される。

　陰いん影えいを深く刻む内部は木き枠わくを組んだ広い坑こう道どうとなり、数メートル先には地下室のように開けた空間が形成されていた。このドーム状の空間は直径三〇メートルはある。九人が入っても狭せまく感じることはない。

「あれだな」

　深谷は奥の一画を占しめている大きな物体に目をやった。

　古びた布がかけられていて、大きさは乗用車か、やや大きいくらいで、他ほかにめぼしい物は見当たらなかった。

「この布の下に徳川埋蔵金が──」

　ルイは思わず生なま唾つばを吞のみこむ。

　全すべてが黄おう金ごんだとしたら、天文学的な数字に達する黄金が山やま吹ぶき色の輝かがやきを失わず、ボロ布一枚の下で数百年間も眠ねむっていたことになる。

　全員が布の中のものに目を奪うばわれてしまっていた。

　しかし独り鞘香だけは早々と布から目を離はなして周囲を見み渡わたしていた。

　薄うす汚よごれた布のかけられたもの以外には、その横に鉄製の頑がん丈じようそうな箱が二つあるだけで、特にめぼしい物は他にない。ピラミッドなどにあるという、ありがちな罠トラツプも仕し掛かけられていないようだ。

　しかし時光はどこか妙みような違い和わ感を感じていた。それが何であるか、わからない。

　時光は注意深く周囲にあるものを目線で追って観かん察さつしてゆく。

　そのとき、横にいた鞘香が時光に囁ささやいた。

「榊の足あし下もとにあるのって螺ね子じじゃない？」

「ネジ……？」

　時光は足下に視線を落とす。足下には歪いびつな影かげを落とす古い螺子が落ちていた。

「これがどうしたっていうんだ？」

　時光は口をなるべく動かさないように小声で訊きく。

「ネジは鉄てつ砲ぽう伝来のとき、尾び栓せんという最も重要な部品として日本に渡と来らいしたものよ。この尾栓の製法を教えてもらうために鍛か冶じ屋やは自分の娘むすめを南なん蛮ばん人じんに差し出したという逸いつ話わも残っている。そのため螺子は明治まで日本では製法が秘伝とされ、火ひ縄なわ銃じゆう以外に使うことはなかったの」

　鞘香が深谷たちに聞こえないようにネジについて説明する。

「どういうことだ？　この螺子は明らかに火縄銃の尾栓じゃない。それに、ここは江戸中期に封ふう印いんされたはず……ということは!?」

「そうよ。明治以降に誰だれかがここに入った証しよう拠こね」

「だったら、あそこにあるのは──」

　驚おどろく時光が改めて布に隠かくされたものを見たとき、深谷は布の端はしを剝はぎ取ったのだった。

「──なんで……埋まい蔵ぞう金きんじゃないのか!?」

　ルイの口から驚きよう嘆たんの声が漏もれる。

　目の前に出現したのは、ルイの言う通り千両箱でも金きん塊かいでもなかかった。

　それは濃のう緑りよく色しよくの畸き怪かいな形状の金属製の機械だった。

　車しや輛りようで牽けん引いんできるように車輪のついた機体に起重機クレーンのような機腕アームが収納され、その先せん端たんには何か得え体たいの知れない大きな物が折おり畳たたまれるよう収まっていた。かなりの時代物らしく、所々に錆さびが浮ういているのが見える。

「これは──」

　時光は、あまりにも意外な物の登場に絶句した。

「埋蔵金じゃなくて残念だったな」

　深谷がしたり顔で笑った。

「おまえ達は知ってたのか？　ここに埋蔵金がないことを」

　ルイが深谷に詰つめ寄る。

「そうだ」

「だったら、どうして……？」

「誰も埋蔵金を探しているなんて言っていないはずだが」

　深谷は冷ややかに言った。

「最初から、これが目的だったんだな」

　時光は得体の知れない機械を見て言う。

「ああ、我々にとっては埋蔵金などよりも価値のあるものだよ」

「いったい、なんなんだよ、これは？」

「これこそが、僕が長年探し求めていた「く」號ごうだよ！」

　柿崎が誇ほこらしげに異様な機械を示した。

「終戦直前の昭和二十年、長野の疎そ開かい先からＢ－29迎げい撃げきに実戦投入するために百ひやく人にん町ちようにあった陸軍科か學がく研究所に運ばれたという、あの「く」號だよ」

　柿崎の話は要領を得なかった。わかるのはラブホテル街として有名な百人町は戸山の隣となり町ということだけだ。

「本当に知らないようだな。なら、教えてあげよう。旧帝てい國こく陸軍が大戦末期に極ごく秘ひに開発した最終決戦秘密兵器──それが、この「く」號さ！」

「くごう～!?　さいしゅ～決戦ヒミツ兵器！　カッコイイ～っ!!」

　梨紗は目の前の不ぶ格かつ好こうな鉄の塊かたまりに夢中になっていた。

「そうか、キミにもこの「く」號の格好よさがわかるか？」

　柿崎はうれしそうに梨紗に話しかける。

「うんっ！　すっごくカッコいい～っ！」

「そうだろ、そうだろ。この重じゆう厚こうさ溢あふれる無ぶ骨こつなフォルムといい、特にこの国防色の塗と装そうの絶ぜつ妙みような色ムラがまたいい！」

　梨紗の返答に気をよくした柿崎は埃ほこりだらけの「く」號に頰ほおずりしている。

「柿崎、そんなことしてないで、早く整備にかかれ。一刻も早くここを出るぞ！」

「はい、すぐにっ」

　深谷の厳きびしい声に、柿崎は「く」號の本体の各部のチェック作業に入る。

「秘密兵器っていっても、これがそんなに大それた兵器には見えないけどね」

　ルイは、その兵器らしくない形状に疑問を抱いだいていた。

「これだから素人しろうとは困るんだよ。これは、そんじょそこらの兵器とは質が違ちがうんだよ。これは世界初の電でん波ぱ兵器なんだよ。あの登のぼり戸と研究所で開発されたね」

「登戸って風船爆ばく弾だんのか……」

　時光には思い当たる節ふしがあった。

「そうか。登戸研究所を知っているとはなかなかだな。その通り。当時最新の気象科学を駆く使しし物資不足も鑑かんがみて和紙を蒟こん蒻にやく糊のりで張り合わせた紙気球を開発することで低価格ローコストを実現し、史上初めて米本土を直接爆ばく撃げきしてアメリカ国民を震しん撼かんさせた大陸間攻こう撃げき兵器、風船爆弾「ふ」號ごう。そして陸軍中野學がつ校こうの依い頼らいで００ダブルオー７セヴン顔負けのスパイ兵器。それらを一手に開発していた登戸の陸軍科學研究所の全勢力を結集して作られた本土決戦用兵器、それが「く」號なのさ」

　柿崎は更さらに水を得た魚のように話を続ける。

「そして、この「く」號の武器は、なんと強力な電磁波マイクロウエーブなのさ。電磁波を照射された生物は全身の水分子が激はげしく震しん動どうし、電子レンジと同じ原理で血液を沸ふつ騰とうさせて死んでしまう。当時は殺人光線、怪かい力りき電波なんて呼ばれてたけどね。だから〈怪くわい力りき電でん波ぱ〉の頭かしら文も字じから暗号名コードネームは「く」號なのだよ」

　柿崎が、さも自分のことのように自じ慢まんげに語る。

「くわいりきでんぱ!?　ふざけた名前だな」

　時光は、あまりにセンスのないネーミングに呆あきれた。

「なんだとっ！　「く」號の試作機は昭和十五年三月に昭しよう和わ天てん皇のうの弟君で当時[image: かい]軍大たい佐さだった高たか松まつの宮みや殿でん下か御ご臨りん席せきの元で台たい覧らん実験されたほどの由ゆい緒しよ正しい秘密兵器なんだぞっ！」

　柿崎がムキになって言い返す。

「はいはい、そうですか」

　時光は柿崎の蘊うん蓄ちくにうんざりして言った。

「しかし埋まい蔵ぞう金きんはどこにいったんだ？　ここにあるはずの徳川宗春の埋蔵金は？　これだけ難解な暗号が遺のこされていたんだ。ここには確実に埋蔵金があったはずだろ」

　最後まで埋蔵金に固こ執しつするルイが叫さけんだ。

「そんなものはとっくに旧陸軍が発見してるんだよ。その金きん塊かいを元に旧陸軍は秘密兵器の研究開発を行ったんだからな」

　柿崎は工具箱を手に「く」號に登る。柿崎は「く」號の整備点検を始めだした。

「そんな……じゃあ、あれが埋蔵金の成れの果てかよ……」

　ルイは「く」號を見て、がっくりうなだれる。

「そういうことだったのね。入口の扉とびらの五ご芒ぼう星せいは[image: せい]せい明めい桔き梗きようじゃなくて帝てい國こく陸軍の星章……。でも、そんな大昔の少年雑誌のグラビアで小こ松まつ崎ざき茂しげるが描えがくような空想化学兵器モドキを引っぱり出してどうしようっていうのよ。動くかどうかもわからないじゃない」

　それでも鞘香は食ってかかった。

「それはどうかな。昭和二十年八月十五日深夜の段階では、いつでも皇こう居きよに向けて「く」號ごうを照射できる態勢だったんだからな」

　深谷が含ふくみを持って言った。

「[image: この]この衞えの叛はん乱らんに使用したっていうの……？」

　鞘香の声はわずかに震ふるえていた。

「なんだよ、その近衛の叛乱って？」

　事情がわからないルイが訊きくと、鞘香は重々しく口を開いた。

「終戦前日の八月十四日深夜、終戦に反対する徹てつ底てい抗こう戦せん派はの青年将しよう校こうが森もり[image: この]衞師し團だん長ちようを殺害。偽にせの師團長命令で[image: この]衞歩兵聯[image: たい]を動員し、当時、宮きゆう城じようと呼ばれていた皇こう居きよと愛宕あたご山やまのラジオ放送局を占せん拠きよ。翌よく十五日にラジオ放送でポツダム宣せん言げんを受じゆ諾だくする昭和天皇の御ぎよ声せいが録音された録音盤レコードを奪だつ取しゆして、アメリカとの戦争を継けい続ぞくさせようとした叛乱事件よ。だけど、あの叛乱事件にこんな物まで持ち出そうとしてたなんて──」

　鞘香は叛乱事件の内容をルイたちに話しながらも動どう揺ようを隠かくせないでいた。

「よく知ってるな。本土決戦に備えて天皇一家を長野山中に建設した秘密地下大本営に護ご送そうするため、戸山に駐ちゆう屯とんしていた[image: この]衞騎き兵へい聯れん[image: たい]たい[image: まるご]マルゴ戰車中[image: たい]が皇居攻こう撃げき命令に疑問を抱いだいて出動拒きよ否ひさえしなければ戦車隊の妨ぼう害がいもなく「く」號も出動していたはずだ」

　深谷が鞘香に向かって言う。

「でも叛乱は失敗したわ。十五日正午、ラジオで敗戦が全臣しん民みんに告げられた」

　鞘香が深谷の言葉を継ついだ。

「そうだ。だが未発動に終わった「く」號ごうは来きたるべき日に備え、陸軍中野學がつ校こうの手により、そのまま埋まい蔵ぞう金きんが発見された地下室を利用した秘密防ぼう空くう壕ごうの中に封ふう印いんされていたのだよ」

「そこまでわかっていて、なぜ最初からこの防空壕を掘ほらなかったのよ？」

「封印は一部の青年将校の手によって秘ひ密みつ裡りに行われ、その関係者も寿じゆ命みようで死んでしまった今となっては誰にもわからなくなってしまったのさ。それで防空壕の場所すらわからなくなってしまった。だけど当時、「く」號の研究開発に携たずさわっていたある技術者の証言から、その昔に埋蔵金が埋うめられていた場所に「く」號が隠されていることだけはわかったのさ。ちなみに、そのある技術者っていうのがボクの祖父じっちゃんだ。ボクは祖父っちゃんの名にかけて「く」號の発はつ掘くつを志こころざし、そしてとうとう見つけ出したというわけさ」

「く」號の整備開ハ口ツ部チから顔を出して柿崎が言う。

「見つけたのは、おまえじゃないだろ」

　時光が言った。

　しかし柿崎は時光を無視するように、再び「く」號の整備に集中する。

「それで、あの夜、学校から金きん鶏けい像ぞうを……」

「柿崎の祖じ父いさんの証言から戸山の軍用地に隠された可能性が大きいとわかって、この一帯を調査してたんだよ。そしたら案あんの定じよう、あの金鶏像の由来が浮うかび上がってきたわけだ」

　金鶏像を手にしている洋介が説明する。

「そして、まんまと見つけたわけか」

　時光が「く」號を眺ながめながら言った。

「しかし、これでもうコレは用なしだ！」

　洋介は地面に金鶏像を叩きつけると、笑いながら拳銃で蜂の巣にしたのだった。

「これで今再び「く」號の蘇よみがえる日が来たのだ。祖父っちゃんが死ぬ間ま際ぎわまで話してくれた伝説の史上最大の秘密兵器。悪あく魔まの核物化学兵器ＡＢＣとはまるで異なる環かん境きように優やさしいクリーンな大量殺さつ戮りく兵器なのさ！」

　柿崎はスパナとプライヤーを持った手を大きく振ふる。

「そんな物ぶつ騒そうな物を蘇らせてどうするつもりだ？　こいつでＢ－29の代わりにジャンボジェットを撃げき墜ついして東京に雨でも降らせるか気か？」

　ルイが憮ぶ然ぜんとして深谷に訊きいた。

「それもいいな。しかし我われ々われが目め指ざすところは、もっと別のところにある」

「別に？」

「そうだ。「く」號ごうなら遠えん距きよ離りから誰にも気付かれることなく人間を抹まつ殺さつし、機械を破は壊かいできる。殺される本人すら何が起こったかもわからずに死んでゆくのだ」

　柿崎は能弁に語った。

「暗殺というわけか」

　時光が苦にが々にがしくつぶやいた。

「我々が標的として狙ねらうのは特にグローバリゼーションを強制することで世界の富を独どく占せん支配しようとするアメリカの大だい企き業ぎようと、それを助けている政治屋共だ。我々は自覚すらない大多数の弱者に代わって、そんなハイエナ共に正義の鉄てつ槌ついを下すのだ。そのために、まず日本でアメリカ大使館、そして世界で最も警備の脆ぜい弱じやくな日本の原子力発電所を連続破は壊かいすることで、我々の反グローバル闘とう争そうの宣せん戦せん布ふ告こくとする」

　深谷は淡たん々たんと語った。

「本気でそんなことができると思ってるの？」

「できるかなど関係ない。やらねばならぬ使命なのだ。グローバル経済は貧富差を拡かく大だいさせ、その行き着く先は古代の貴き族ぞくと奴ど隷れいと代わらぬ身分制度の復活だ。そして企業優先の政策により環かん境きよう保ほ護ごは無視される。競争原理の中では社会的弱者は見み棄すてられ福ふく祉しや女性問題もないがしろになるだろう。だがしかし、この「く」號さえあれば、そんな不幸な未来を未然に防ぐことができる。子どもたちに明るい未来と希望を残すことができるのだよ」

　深谷の発する一語一語には一いつ切さいの迷まよいがなかった。

「だからといって人を殺していいと思ってるの？」

「近い将来、直接手を出さないとはいえ、億単位の罪つみなき人々を葬ほうむろうとしている悪あく魔まを倒たおすだけだ。しかし、おまえたちにはこの危機感はわからないだろうな」

　深谷は軽けい蔑べつするように鞘香たちを一いち瞥べつする。

「…………」

　四人は誰も深谷にこれ以上抗こう弁べんすることはできなかった。

「深谷さん、一通り整備完かん了りようだな。旧ふるい電子部品の交こう換かんも終わったしね」

　そのとき、「く」號の整備で油まみれになった柿崎が深谷に報告する。

「互ご換かん性せいの問題は？」

「今のところないね。祖父じっちゃんが遺のこしてくれた試作機の設計図と同じ規格だったんでね。これで出力が不安定だった問題が改善されるはずだよ。まあ、これもボクのおかげだね」

「そうか。すぐに搬はん出しゆつにかかるとするか。洋介、車をここまで持ってこれるか？」

「ここまでの道は一部舗ほ装そうされてるし問題ないですよ。今、持ってきます」

　洋介は車を取りに外へと出ていった。柿崎を中心に浜口と安田も搬出に備える。

「ところで今日は聖櫻館恒こう例れいの合がつ唱しよう大会が開かれるはずだったな」

　そんな中、深谷は急に話題を変えて話しかけてきた。

「そうだが──何を企たくらんでいる？」

　不ふ審しんそうに時光が訊きく。

「聖櫻館の生徒には実験台になってもらう予定でいる。大勢の人間を一度に狙ねらって、大多数の人間が死に至るまで何秒間かかるかは旧陸軍も実験してないんでね。実戦で使用するときのためにもデータを収集する必要があるからな」

「そんなことのために罪つみのない人間を殺すのか！」

　ルイが叫さけんだ。

「罪がない？　それは違ちがうな。おまえたちの学校の生徒の大半は富ふ裕ゆうな家庭に育ち、何の疑いを抱いだくこともなく、自らの利り益えきを追求するためにグローバリズムを推すい進しんさせてゆくことは目に見えている」

　深谷は顔色一つ変えずに言う。

「悪の芽めは早いうちに摘つみとるだへのことさ。悪く思ふなよ、ミッチー」

　浜口は深谷の先を言うと、げらげらと笑う。

　あくまでも冷静な深谷に対して浜口は「く」號ごうの発見と夢の実現に酔よって興こう奮ふんしていた。

「貴き様さまらっ──」

　飛びかかろうとする時光に、浜口は拳けん銃じゆうを時光の鼻はな先さきに突つきつけた。

　そこに車のエンジンの音が聞こえたかと思うと、洋介が帰ってきた。

「準備、ＯＫです」

「そうか。もうすぐ夜明けか、早いな」

　深谷は時計を見てつぶやいた。

「そろそろ我われ々われは退出するとしよう。合唱大会は九時からだったな。今から行って準備すれば合唱大会には充じゆう分ぶん間に合うな」

「私たちは……これで解放してくれる……わけはないわね」

「残念だよ。我々の秘密を知ってしまった以上、生かしておけない。ここで温情をかけることで、もしかしたら計画が漏ろう洩えいして全世界の明るい未来が闇やみに閉ざされてしまうかもしれないからな。君たちは未来のための人ひと柱ばしらになってくれ」

「それは光栄だな」

　時光が皮ひ肉にくっぽく言う。

「それと、あの親子もちょっと知りすぎたな」

　浜口が前歯のない口でイヤらしく笑う。

「まさか、未亜ちゃんたちまで！　約やく束そくが違ちがうぞっ──」

　今度はルイが飛びかかろうとしたが、その前に深谷の鞘さやの石いし突づきに腹部を突つかれ打ちのめされてしまった。

「では諸君、我々の成功を祈いのっていてくれ」

　そして鉄の扉とびらは入ってきたと同じように堅かたく閉じられた。




　閉ざされた空間の中では、深谷が置いていった発電機のエンジン音だけが反はん響きようしている。地下室に閉じこめられた四人は排はい気きガスの臭しゆう気きに頭痛がしていた。

「やはり俺たちを最初から殺すつもりだったな」

　時光が言った。手足は深谷たちに縛しばられている。

「深谷のやつ、未亜ちゃんまで……」

　同様に縛られているルイも悔くやしそうに歯を嚙かみしめる。

「しかも聖櫻館の全校生徒までなんて。どうにかしないと大変なことになるわよ」

　鞘香が心配そうに言う。

「それだけでもなさそうだ」

「えっ!?　どういうことよ？」

　時光の言葉に鞘香が訊きき返す。

「発電機の排気ガスが充じゆう満まんしてきている。直じきに俺たちも一酸化炭素中毒で死ぬぞ」

　時光が平然と危機的状じよう況きようを告げた。

「だったら早く、その発電機を止めなさいよっ！」

「縛しばられているのにどうやって止めろって言うんだよ。それに発電機を止めても遅おそかれ早かれ酸さん欠けつになるだけだしな」

「だったら、どうすればいいのよ。だいたいなんで榊はそんなに落ち着いてられるのよ！」

　鞘香はすっかり取り乱して大声を出していた。

「まあまあ、こういうときこそ鞘香君も落ち着きなよ」

「ここまで追いつめられて、落ち着けるわけないじゃない。死んじゃうのよ、このままだと私達っ！」

　ルイが宥なだめるも、鞘香の迫せまり来る死の恐きよう怖ふを少しも和やわらげることはできなかった。

「Ouiウイ!　そうさ。だから僕らが今直面している課題は、ここからどうやって脱だつ出しゆつするかということにあるわけだ」

　つかつかとルイは思し案あんげに鉄てつ扉ぴの前まで歩いてゆき、軽くノックしてみる。

「これは駄だ目めだ。この音は相当、土が埋うめ戻もどされてるね」

　ルイは鞘香に首を振ふって見せた。

「ちょっと、ルイ君……」

　鞘香が目を細めてルイを見つめる。

「なんだい？」

「どうしたのよ？　その手と足は？」

「どうしたもなにも、産まれてから、ずっと同じ手足だと思うけど？」

「違ちがうわよっ！　なんで縛しばられてたはずなのに自由に動き回ってるかってこと」

「ああ、これね。別にたいしたことじゃないよ」

　そう言って、ルイは靴くつの踵かかとを軸じくに地面に押おしつけて回転させてみせる。

　フェラガモの踵の横から鎌かまのような小さな刃はが飛び出ていた。

「こういうわけさ」

「それなら、さっさと私のも切りなさいよ」

「そうだったね。Pardonパルドン mademoiselleマドムワゼル.」

　ルイは、鞘香のそして、梨紗と時光の結けつ束そくバンドを切って回った。

　そうこうしている中でも、投光器に電力を送り続ける発電機の燃ねん焼しようは、刻一刻と室内の酸さん素そを減へらし、死しに神がみを迎むかえ入れる準備を着々と整えていた。

「さて、次はどうしようか？」

「なによ、もったいぶって。ルイ君にいい考えがあるんでしょ？」

「全然！」

　ルイはきっぱり言いきった。

「あんなに余よ裕ゆうぶっておいて、何も考えてないの？」

「Ahア, これって僕が考えることなの？」

「あんたって人は、もう…………」

「こんなやつだよ、ルイは」

「そうそう。僕に何かを期待しようなんて方がさ──」

「間ま違ちがいだったわ」

　鞘香は、ぷいと顔を背そむけた。

「しかし、そう簡かん単たんに開けられそうもないな」

　時光も出口を確かく認にんしたが、ルイと見解は同じ、ルイ以上に深刻に受け止めた。

「どうだ、ルイ。そっちに隠かくし扉とびらとか、出口は？」

　ルイは首を振ふって、

「駄だ目めだね。元々は財宝を隠すための地下室だからな。出入り口を二つも作る理由がないし、それだけ発見されるリスクも高くなるわけだからね。作業用の通気口を探してみたけど、これもなさそうだ」

「出口は塞ふさがれ、他ほかに脱だつ出しゆつ口こうもなしか──まいったな」

　時光は土を手で撫なでながら考えこむ。

「ねえ、いつまで水すい銀ぎん灯とうを付けておく気？　早くしないと、そろって一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どく死しよ！」

「唯ゆい一いつの灯あかりを消したらどうなるか、わかってるのか？　外部情報の八〇パーセントを占しめる視覚を奪うばうことになるんだぞ。それだけ脱出への手がかりも探せなくなるんだよ」

「だからって、このまま死ぬのがわかってて──」

「だれも死にたくない。だから貴き重ちような時間と酸素を犠ぎ牲せいにしてでも、必死で手がかりを探してるんだろ。灯りを消したところで、死ぬまでの時間が少し延のびるだけだ」

「もしかしたら、その延びた間に救助が来るかもしれないじゃない」

「本気で、こんな場所に救助なんか来ると思ってるのかよ？」

「それは……そうよ！　携けい帯たいで呼べばいいじゃない！」

　鞘香は思いついたように、ポケットから携帯電話を取り出して、一一九とダイヤルする。

　しかし、つながらない。

「なんで、つながらないのよ、なんで、なんでなのよ、なんで、なんで、なんでよ……」

　強きよう迫はく観念に襲おそわれたかのように、鞘香は必死の形ぎよう相そうで何度もボタンを押おす。

　しかし、電話がつながらない。

　パシンッ──時光の平手打ちがが鞘香の頰ほおに飛んだ。

「しっかりしろ、一宮っ！　現実を見つめろ。ここは〈圏けん外がい〉なんだよっ！」

　取り乱した鞘香を時光が叱しかりつける。

「…………」

　鞘香は黙だまって、時光の顔をきっと睨にらんだ。

「どうとでも、思ってくれ。俺の最さい善ぜんを尽つくすだけだ」

「何よ、気取っちゃってさ」

　鞘香は時光の真顔がおかしくなって、つい堪こらえきれずにくすくすと笑い出していた。

「ふんっ」

　笑い出した鞘香をよそに時光は横を向いてしまった。

「時光、ここから出るにはやはり鉄てつ扉ぴをこじ開けて脱だつ出しゆつするしかないな。どうする？」

　ルイが腕うで組ぐみしながら言う。

「厄やつ介かいだな。叩たたいたところで壊こわれるわけもないしな」

「ねえ、梨紗君。ここから脱出するいい方法ってないかい？」

「え～、そんなのわかんないないよ～」

　梨紗はぶんぶんと栗くり色の頭を横に振ふる。

「そうか、そうそうないよな、この鉄の扉とびらを壊こわす方法なんて……」

「こわす方法ならあるよ～！」

　それは梨紗だった。

「えっ、今なんて言ったんだい？」

　ルイが聞き返す。

「あのドアをこわす方法ならあるよ～！」

「なんだよ、それ。いま脱出する方法はないと言ってただろ」

　時光が梨紗に言う。

「待てよ、時光」

　ルイが時光を制して梨紗に向き合う。

「脱出する方法はないけどドアを壊す方法はあるってことなのかい、梨紗君？」

「うんっ！」

「それで、どんな方法なの？」

　真しん剣けんな顔で鞘香が訊きく。

「だから～、あのドアを爆ばく破はしちゃえばいいんだよっ！」

「爆破って……そんなことをしたら僕たちはどうなるんだい？」

「もっちろん！　黒こげのバラバラ～！　あはははははっ」

　梨紗はあっけらかんと笑いながら言う。

「だからドアは壊せても、脱出はできないってことね……」

　鞘香は落らく胆たんして首を振った。

「でも、ドアを爆破することは本当に可能なんだね？」

「うんっ！」

　梨紗は元気よく応こたえた。

「爆破……やっぱりお前はそうなるのか──」

　時光の脳のう裡りに、あの夜のカジノでの一件が克こく明めいに浮うかび上がる。

　紅ぐ蓮れんの焰ほのお、凄すさまじい熱を帯びた爆風──全すべては、梨紗の持っていた爆ばく弾だんが始まりだったのだ。

「Maisメ jeジユ regretteルグレトウ...　残念だけど、それは流石さすがに無理だな」

　残念そうなルイとは対照的に、時光はほっと胸を撫なで下ろしていた。

「だけど、どうやって爆発を起こそうって考えたの？」

　ルイは興味本位で訊いてみた。

「あれっ！」

　梨紗は煌こう々こうと光る投光器を小さな指で差した。

「投光器をどうするんだ？」

「あのね、あのね、あの大きな電球と発電機をつかうの～！」

「??」

「あのね、あのね。発電機はガソリンをつかってるでしょ。だから、そのガソリンをあたためてね、このなかにいっぱいにしてね、それで火をつければドカーンッだよ！」

「D'accordダコール!　そうか、内ない燃ねん機き関かんの原理を応用しようっていうんだね！」

　ルイは独ひとり、梨紗の言っていることを理解していた。

「どういうことか説明してくれよ」

　時光が説明を求めた。

「つまり梨紗君がいいたいのは、この地下室全体を巨きよ大だいな燃焼室チヤンバーに見立てて、気化させたガソリンを空間に充じゆう満まんさせようっていうんだよ。そこに点火すれば、ピストン代わりの鉄てつ扉ぴは木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛ぶって寸法さ。これはガソリンエンジンじゃなくてディーゼルの原理だけどね。そうだろ、梨紗君？」

「まっ、そんなところかな」

　梨紗は得意げに言う。

「自殺行こう為いよ……」

　鞘香が言う。

「そうなんだよね。それが解決できれば、この方法で、ここから脱だつ出しゆつできるんだけど……」

　そのときルイの聖蒼玉サフアイアの瞳ひとみに、土つち壁かべの片かた隅すみに積まれていた二つの鉄の箱が見えた。

「Ahア bonボン!　爆ばく発はつのとき、あの頑がん丈じようそうな鉄の箱に入ればいいんだよ！」

　唐とう突とつにルイの頭に解決方法が思い浮かんだのだった。

　確かに二つの箱の中に二人ずつ入れそうだ。

「冗じよう談だんでしょ……？」

「本気だよ」

「それしかなさそうだな」

　時光は覚かく悟ごを決めてうなずいた。

「そっ、わかったわ。運よく鉄箱の中で爆破の瞬しゆん間かんを避さけられたとしても、この穴自体が爆発に耐たえられないわ！　そのまま生き埋うめよ！　鉄箱が棺かん桶おけになるだけよ」

「鞘香君は心配性しようだな」

「正常なだけよ。あなた達こそ、排はい気きガスにラリって頭が鈍にぶってるんじゃないの？」

「そうかもしれないね。でも、他ほかに方法があるかい？」

「それは……やっぱり、このまま助けを待つとか……」

「時光も言ったように、それは絶望的な確率だね。僕の案と似たようなものだよ。梨紗君はどう思う？」

「どっちでもいいよ～！　でも箱の中に入るのっておもしろそ～！」

「梨紗っ！　これは遊びじゃないのよ！」

　鞘香は梨紗を叱しかりつけるが、梨紗はまるで悪びれる様子もない。

　梨紗としては、単に箱の中に入って爆発させるというシチュエーションが、子供っぽい好こう奇き心しんをくすぐっているのだ。梨紗は危険とかリスクにはまるで無む頓とん着ちやくだった。

　梨紗としては、狭せまいところに入りこんで秘密基地にする程度にしか思っていないらしい。

「これで反対は鞘香君だけだ。どうする？　時間がないんだ。こうしてる間にも酸さん素そが減へってる。酸素の残りが減ると爆発力が落ちて、この方法もできなくなるよ」

「そんなこと言われたって、無理よ、こんなこと……」

「なら、このまま死を待つのかよ？　確か、さっき言ってたよな。あんな連中の思い通りになるのなんて嫌いやだって」

「それはそうだけど、みすみす死ぬようなまねは、もっとイヤっ！」

「だけどさ、酸さん欠けつで死ぬのって、すごく辛つらいって知ってる？」

「なによ、いきなり……」

「どこかで聞いた話なんだけど、むかし潜せん水すい艦かんで事故があって空気の供給がなくなってきたとき、段々と酸素がなくなってきて息が苦しいから藻も搔がいて藻搔いて、そのうち自分の喉のどやら顔面を血だらけになるまで搔きむしったりして、そりゃ酷むごい死に様で、顔なんかも物もの凄すごい形相で死んじゃうんだってよ」

　ルイが思い出したように話した。

「なんで、そんな話を私にするのよ」

　腹立たしげに鞘香が言う。

「だからさ、このまま僕らが何の手段も打たずにいたら、そうなっちゃうのかなって」

「なによ、それで私を脅きよう迫はくしてるつもり？」

「そうじゃない。だけど、このままだったら──」

　時光までも含ふくみのある口く調ちようで鞘香に話しかける。

「──わかったわよ。あなたたちの好きにしなさいよ！」

　鞘香は半ば投げやりに承しよう諾だくした。

「Parfaitパルフエ!　決まりだ！　僕は梨紗君と発電機を利用して発火装そう置ちを作る。時光は箱を出口付近に運んでくれ。計算では扉とびらと一いつ緒しよに飛ばされて生き埋うめにならずに済すむし、生き埋めになっても生存確率が高いからね。時間がない。早く作業に取りかかろう」

　ルイは成功を確信しているかのように、にこやかに微笑ほほえんだ。

　箱の中に入る前に中にある物は全すべて出すことになった。

「もったいないよな、これ。もしかして価値があるものじゃないのかい？」

　箱の中に入っていた旧陸軍の機密書類と一緒に、十円や百円の低額の古い紙し幣へいや軍票を捨てることをルイは惜おしんだ。

「しかたないでしょ、全部出してもぎりぎりなんだから。それに殆ほとんど二に束そく三さん文もんの値打ちしかないわ」

　何枚かの札を光に透かして眺めながら鞘香がルイに言う。

「しかし中には貴重なものだって……」

「そうね。だけどルイ君にそんな目め利ききができるの？」

　鞘香はまじまじと十円札を眺めながらルイに訊きく。

「それはちょっと……」

「じゃあ、諦めることね」

　覚かく悟ごを決めた鞘香はやるとなったら、きびきびと動いた。

「いくら価値がなくても、みすみす灰にするのは残念だな」

　そして十五分後には、箱の中には鞘香と時光が入っていた。

　もう一つの箱にはルイと梨紗が入っている。

　それにしても箱の中は狭せまい。お互たがいに体をくっつけるようにしても、まだ窮きゆう屈くつだった。

　既すでに発電機を切っているので、室内は完全な闇やみだ。

　タンク内に残っていたガソリンは大型のビーム電球の発する余熱によって気化させて部屋中に充じゆう満まんさせたので、ガソリン臭くささに噎むせかえりそうだ。

「準備はいいかい？　合図をしたらスイッチを入れる。時計式じゃないから爆ばく発はつまでの時間は、僕にもはっきりわからない。おそらく一、二分だと思うけど、いくら遅おそくても蓋ふたを開けないでくれよ。いつ爆発するか、わからないからね。いくよ。Allezアレ, allons-yアロンジー!」

　ルイの合図に二つの鉄の蓋ふたが同時に閉まる。

「ああ、酸欠は苦しんで死ぬなんて大おお噓うそにつきあうんじゃなかったのかも……」

　闇に閉ざされた箱の中で鞘香が嘆なげいた。

「知ってたのか？」

　時光は意外そうに言った。

「当然よ。酸欠死は脳に酸素が回らなくなって意識が飛んでから死に至るんだから、苦しんでる暇ひまなんてないわよ。どうせ死ぬなら箱が壊こわれて爆ばく死しがいいわね……榊と生き埋めになって死ぬのだけは絶対にお断りよ」

　鞘香は時光に当てつけるように言う。

　少しでも強がっていないと、不安と恐きよう怖ふに押おし潰つぶされそうだった。

「俺もだよ」

　時光は笑って言った。

「なによ、こんな美人と一いつ緒しよに死ねるのが不服なの？」

「俺は生きて外に出る。生き埋めなんてごめんだね」

「そういうことね」

　がっかりしたように鞘香が言う。

「その……なんだ……一緒に箱の中から出るぞ」

　時光は視線を逸そらして、照れたように躊躇ためらいがちに言う。

「そ……そうね」

　鞘香も時光と目を合わせられないまま、返事をする。

「それにさ──」

「何よ？」

　鞘香の声から、いつもの気の強さが消えていた。

「いや、その、一宮と生き埋めになんかなったら、それこそ死ぬまで何を言われるか、たまったもんじゃないからさ」

「この甲か斐い性しようなし！」

　鞘香の罵ば声せいが飛んだ。

　その刹せつ那な、箱が宙に浮うくようにがくんと大きく揺ゆれた。

　次の瞬しゆん間かん、乾かん燥そう機きにでも放ほうり込まれたかのように体がぐるぐると大きく回る。

　箱が逆さか巻まく焰ほのおに震ふるえる音、その爆ばく風ふうに繫つなぎ目が軋きしむ音、そして悲鳴が一いつ斉せいに入り混じった音が時光の耳を劈つんざいた──







　　　LEÇON 6　箱はこ根ね山やまの死し闘とう







　針のような雨が降る中、濃のう緑りよく色しよくをした金属の巨きよ大だいな塊かたまりは静かに濡ぬれている。

「く」號ごうは４ＷＤ車に牽けん引いんされ、箱根山の山頂付近にまで運び上げられていた。若葉の色も燻くすぶる桜の樹き々ぎに囲まれた小さな山の中は都心だというのに、ひっそりとしていた。

　ここなら高台にも拘かかわらず、樹に覆おおわれていて周囲から見られることはない。作業を行うにはうってつけの場所だった。

「作業を急げ」

「く」號の傍かたわらで黒い軍用の雨具ポンチヨを頭からすっぽりと着込んだ深ふか谷やが叫さけぶ。手にした大おお太た刀ちは濡れるにまかせ、鞘さやの石いし突づきから滴しずくが滴したたり落ちていた。

　そして深谷は防水ケースに入れられた市し街がい地図と三さん脚きやくに固定された軍用ＧＰＳの指し示す緯度経度の数値とを確かく認にんする。

「はい」

　浜はま口ぐちと安やす田だが返事をする。二人はやはり深谷と同じ雨具ポンチヨを着て、直ちよつ径けい二メートル近い木製のケーブルドラムに巻き付けられた太く黒いケーブルを転がしていた。雨で土がぬかるみ、ドラムの縁ふちが食い込む。二人は泥どろだらけになりながらもドラムと格かく闘とうしていた。

「電力は充じゆう分ぶんなんだろうな？」

　深谷は作業を眺ながめながら、「く」號で最終調整にかかっている柿かき崎ざきに問いかけた。

「近くにあった戸と山やま変電所の地下ケーブルを確保してある。心配はない。事前に入手してあった設計概がい要ようでは三七五メガヘルツ、一〇〇〇キロワットの出力に対して、最低でも出力八〇パーセント以下での照しよう射しやが可能だよ」

　柿崎が自信を持って応えた。

「雨による影えい響きようは？」

「誤ご差さの範はん囲いだよ。漏ろう電でんさえ注意を怠おこたらなければ問題はない」

「そうか」

　深谷は嚙かみしめるようにうなずく。

「深谷さん、合唱大会はもう始まってます。いつでもＯＫです」

　山の上に駆かけ上がってきた洋よう介すけが深谷に報告する。

「よし、洋介は「く」號ごうの警備についてくれ」

「諒りよう解かい！」

　洋介は「く」號から少し離はなれたところまで走ってゆくと警けい戒かい態たい勢せいに移る。

　浜口と安田はドラムを横よこ倒だおしにして、ケーブルを解いて機体への接続作業に入っていた。三本が寄り合わされた直径十センチの黒い電源ケーブルは引きずるだけでも二人がかりでやっとの重さだった。しかも雨で足場が悪く、泥まみれになったケーブルは絡からみ合う電気ウナギの胴どう体たいのように滑すべる。

　安田はナイフとペンチで手早く絶シ縁ー被ル覆ドを剝はがして端たん末まつ処理すると、そのまま直接、銅線を「く」號側の電源接続口ケーブルコネクターに接続した。

「電力ケーブル接続完かん了りようです！　今から送電を開始してきます」

　うっすら汗あせをかいた浜口が大声で言うと、安田がケーブルを辿たどって中ちゆう継けいポイントへと向かって駆かけていった。

　しばらくして安田が戻もどってくると、両手で頭の上に円を描えがくように合図する。

「メインスイッチ、入れるぞ！」

　安田の合図を見ると、柿崎は嬉き々きとして叫さけんだ。そして「く」號の本体脇わきにある操そう作さ盤ばんの主電源操把レバーを引く。

　軽い震しん動どうと共にコンデンサーが唸うなりを上げた。

　続いて柿崎は各種の操把レバーを操あやつってゆく。

　すると今まで格納されていた機腕アームは、はしご車のようにスライドして高く伸のびる。そして折おり畳たたまれていた先せん端たん部分が大花を咲さかせるように展開してゆく。

　銀色に光る直径三メートルを超こえる巨きよ大だいな指向性照射盤パラボラアンテナが開いたのだった。

「怪かい獣じゆう映画によく出てた殺メ獣ー光サ線ー車みたいだな」

　浜口が展開した「く」號を見上げた。

「なにを言ってるんだ。この「く」號が本家本元なんだよ。殺メ獣ー光サ線ー車は戦後になって「く」號の開発情報が部分的に漏もれたのを映画関係者が利用しただけだ」

　柿崎が偉えらそうに説明する。

「そんな蘊うん蓄ちくより、発射まで、どのくらいかかる？」

　深谷が時計を気にしながら厳きびしく訊きいた。

「焦あせるなって。照射の準備は三分で終わる」

　柿崎は水すい滴てきと指し紋もんに汚よごれた眼鏡めがねを指で押おし上げる。その顔は昂こう奮ふんに紅こう潮ちようしていた。

　浜口と安田もケーブル接続作業を終えると、洋介同様に前もって決められた位置に配置して周囲の警けい戒かいについた。その手には一様に消音器サイレンサー付きのグロック17Ｃ拳けん銃じゆうが握にぎられている。

「もうすぐだ。この「く」號ごうの一いち撃げきで惰だ眠みんを貪むさぼっていたこの国は目め醒ざめることになる」

　深谷は感かん慨がい深くコンテナの上の「く」號に手をかけた。雨に濡ぬれ冷えきった金属の感かん触しよくが伝わってくる。

　微かすかな震しん動どうが掌てのひらから順調に稼か働どうしていることを教えてくれていた。

　洋介と浜口も拳銃を手に「く」號を警けい護ごしている。

「あと二分！　そろそろ照準を合わせよう。目標は？」

　計器の針を食い入るように見つめる柿崎が訊きいてくる。

　箱根山の山頂付近では生おい茂しげる樹き々ぎがカーテンとなっているため、「く」號の存在を外から知られることがない半面、外の様子も一いつ切さい、窺うかがい知ることはできない。よって目標の設定は地図から割り出した方位と距きよ離りを頼たよりにするしかなかった。

「目標、聖せい櫻おう館かん大礼拝堂。方位二二六・五。俯ふ角かく三・五。距離四七〇」

　深谷は、さっき地図の中に鉛えん筆ぴつで書き込んだ数値を読み上げた。

「諒りよう解かいっ！　方位二二六・五。俯角三・五。距離四七〇！」

　柿崎が復唱した直後「く」號の機腕アームが荒あら々あらしい駆動モーター音を奏かなでながら左右方向に照準を調整してゆく。その軋きしむ動きは、じれったいほどゆっくりだった。この動きだけは流石さすがに年代を感じさせるものだった。

　そして方向の調整が終わると、次に俯ふ仰ぎよう角うかくの調整へと移ってゆく。指向性照射盤パラボラアンテナがわずかに頭を垂たれる。

「照射調整完かん了りようっ！　全計器、異常なしオールグリーン！」

　柿崎は深谷に向かって叫さけぶ。

「予想では、どのくらい照射すれば効果が出る？」

「そうだな。五百メートル以下の距離だ。電子機器なら直後に狂くるいが生じて、数秒で大半は破は壊かいできるだろうな」

「人間は？」

「生物は少し時間がかかる。電子機器と違ちがって、生物の場合は体内の約七〇パーセントを占しめる水分の分子を震しん動どうさせて、その震動の摩ま擦さつによって熱を発生させなければいけない。おそらく人間程度の生物なら沸ふつ騰とう、膨ぼう張ちようした血液が全身の毛穴から噴ふき出すまでには三分間も連続照射すればいいだろう」

「三分か。長いな」

　深谷は思し案あんげに俯うつむく。

「大だい丈じよう夫ぶだ。今の段階の「く」號ごうなら連続で五分間はいける」

「なら、いいが……」

「何を今になって考えてる。早く照射しよう」

「よし、照射しろ」

「照ぉー射ぁーっ!!」

　柿崎が甲かん高だかい声を上げて保カ護バ筺ーを開け、中の赤い照射釦スイツチを押おした──

　指向性照射盤パラボラアンテナに青白い放電光が閃ひらめく。

　その瞬しゆん間かん、指向性照射盤パラボラアンテナの照射線上に白い蒸じよう気きが湧わき起こった。雨の水すい滴てきが電磁波マイクロウエーブによって烈はげしく震動して瞬間的に蒸発したのだ。

　そして、その蒸気の道を遮さえぎる桜の樹きの瑞みず々みずしい若葉が見る見るうちに萎しおれてゆく。

　しかし「く」號はブーンと低い音を唸うならせるだけだ。大量殺さつ戮りく兵器は静かに、そして確実に稼か働どうを始めた。

「やったぞ！　成功だ！」

　柿崎は欣きん喜き雀じやく躍やくとして、小こ躍おどりする勢いで足あし踏ぶみした。

「出力は？」

「最大出力の五〇パーセント。これから、もっと強くしていきますよ」

　柿崎は操そう作さ盤ばんの回転摘ダイヤルを捻ひねる。

　その瞬間、遠くで乾かわいたような爆ばく発はつ音が轟とどろいた。「く」號の指向性照射盤パラボラアンテナの遥はるか前方だ。

「なんだ？」

　深谷は耳を澄すませた。

「超ちよう強力な電磁波マイクロウエーブで何かしらの機械が故こ障しようして何かのきっかけで爆発したんだろうな。ということは、遠えん距きよ離りに対しても確実に効果が挙あがっているってことだ。流石さすがは「く」號だ！」

「山頂に行って見てくる」

　深谷は興奮する柿崎にそう言い残すと、「く」號のある場所から、更さらに十メートルくらい上にある山頂に向かう直線の急勾こう配ばいを大おお股またに登っていった。

　山頂に登ってみると樹が邪じや魔まにはなるが、下にいるよりも遥はるかに見通しは利きいた。

　そして深谷は見た。枝と枝との間に垣かい間ま見える道路から黒い煙けむりが上がっている。紅あかい炎ほのおも見える。それは乗用車のようだった。

「電気系統がスパークして火か災さいを起こして燃料タンクに引火したのか……」

　深谷がつぶやく間にも、炎えん上じようする車の近くの外がい灯とうの蛍けい光こう灯とうが強きよう烈れつな光を迸ほとばしらせたと思った瞬しゆん間かん、安定器ごと爆発したのだった。他ほかにも小爆発が断続的に聞こえてくる。

「く」號ごうの電磁波マイクロウエーブの威い力りよくは静かに、しかし確実に浸しん透とうしていっている。

　しかし、深谷はもう一つのことに気付いた。

「くそ……」

　深谷は舌打ちすると、そのまま山を駆かけ下りる。

「柿崎、照射を止めろ！」

　深谷は降りながら叫さけぶ。

「なんで中止なんだ？　何があった？」

　いきなり深谷の停てい止し命令に柿崎は驚おどろきながら、操把レバーを戻もどして「く」號を停止させた。

「照射方向が相当ずれているぞ」

　深谷は柿崎を責めるような口調で詰きつ問もんする。

「方向が？」

「そうだ」

「やっぱり指向性照射盤パラボラアンテナと照準器との同調シンクロがずれてたか」

「すぐに直せるのか？」

「照射しながら微び調ちよう整せいするしかない。そのための試射でもあるからな。で、どのくらいずれていた？」

「蒸じよう発はつした雨の湯気の具合からだと、十度近く左にずれてる」

「左に十度だな」

　柿崎は「く」號ごうの機腕アームを右に動かして調節しようと操把レバーを握にぎる。

「待て。原因不明で車が突とつ然ぜん爆ばく発はつしたり、蛍光灯が破は裂れつしたとなれば警察が駆かけつけてくるのは目に見えている。試射は中止にして、ここをすぐに引き上げる必要がある──洋介、浜口、安田！　撤てつ収しゆうの準備にかかれっ！」

　深谷は三人に撤てつ退たいの指示を下す。三人は警けい戒かいしつつも撤収の準備にかかろうとした。

「なにを馬ば鹿かげたことを言ってるんだ、深谷君。この程度では充じゆう分ぶんなデータが採とれない。心配は無用だ。無能な警察に「く」號の存在を突つき止められるはずがない。照準の同調シンクロくらい、すぐに終わる。このまま続行するべきときだぞ！」

　柿崎は深谷の意見に真っ向から反対して、三人が近づいてくるのを制した。

「ここで捕つかまるわけにはいかない。リスクは最小限に止とどめるべきだ。これは私のルールだ。いくら柿崎さんでも従ってもらう」

「キミはわかっちゃいないんだよ。こんな絶好のチャンスはもうないぞ。本番で使用する前に充分に性能を把は握あくしておかなくてどうする？　本番で失敗するのがオチだ！」

　柿崎は口から唾つばを吐はきながら、あくまでも反対した。

「わかった。それで照準を修正して再照射まで、どのくらいかかるんだ？」

「二十分、いや、このボクなら十分でやってみせる！」

「五分でやってもらう。それ以上は待てない」

「五分だな。やってやろうじゃないか。このボクに不可能がないことを証明してあげよう」

　そう言うなり、柿崎は操そう作さ盤ばんにしがみつくようにして作業を始める。

　そのときだった──再び爆発音が轟とどろき、地面が大きく揺ゆれる。

「どっ、どうしたんだ!?」

　柿崎がおどおどした様子で狼狽うろたえている。

「爆発!?　近いぞ。これも「く」號のせいか……違ちがう。この山の裏から──」

　深谷は振ふり向いた。そして山の裏側から濛もう々もうたる土つち煙けむりが上がっているのを見た。

「あの辺あたりは地ち下か壕ごうの入口があった場所だ──安田、様子を見てこい。あの連中が何かやらかしたのかもしれない」

「わかりました」

　安田は独ひとり、銃じゆうを手に土煙の広がる、その中心へと走っていった。

　そして柿崎は再び照準の調整に入った。「く」號ごうが駆動モーター音を小刻みに唸うならせては、指向性照射盤パラボラアンテナの角度を少しずつ変えてゆく。

　その光景を深谷はじれったそうに見ていた。大おお太た刀ちを握にぎる手にも力が入った。

　そんな深谷を察してか、洋介と浜口はいつでも撤てつ収しゆうができるよう、外に出していた工具などの機材を４ＷＤ車に積み終え、車のエンジンをかけて待機している。

　雨は一層、烈はげしさを増し始めている。

　大きな雨あま粒つぶは鉄の外がい殻かくを不規則に乱打して、ボトボトと派手に雨音を鳴らした。

「さっきの爆ばく発はつは何なんでしょうか？　まさか、あの連中が……」

　深谷の横に立った洋介が訊きいてきた。

「そうとしか考えられないだろうな──」

　深谷は煙草たばこをくわえる。しかし火はつけなかった。

「しかし、あの場所には爆発するような物は何もなかったのに、なぜ？」

「残していった発電機のガソリンを爆発させたようだな。やつらならやりかねない」

　深谷の煙草はすっかり雨に濡ぬれていた。

「だったら安田一人に見に行かせて大だい丈じよう夫ぶだったんですか？　俺おれも行った方が──」

「無用だ。脱だつ出しゆつを試こころみて何かをしようとした。だがそんなことは自殺行為だ。安田も運がよければ腕うでの一本ぐらいは見つけられるかもしれないが、おそらく何も見つけられまい」

「そこまで考えて……流石さすがは深谷さんだ」

　洋介は深谷の洞どう察さつに感心した。

「そんなことはない──それより、もう安田が帰ってきたようだな」

　深谷は山の下から来る黒い雨具ポンチヨを認めた。目ま深ぶかに被かぶったフードに猫ねこ背ぜの姿勢で歩いてくる。

「何も見つけられなかったので、すぐに引き返してきたんでしょうな──安田、なにをぐずぐず歩いてやがる。とっとと走れっ！」

　洋介は安田を怒ど鳴なりつけた。しかし安田は走ることなく、悠ゆう然ぜんと歩き続ける。

「安田、聞こえないのかっ！」

　洋介は一層、声を荒あららげて安田を怒鳴る。

「貸せっ！」

　いきなり深谷が洋介の拳けん銃じゆうを奪うばうように取り上げると、そのまま銃じゆう口こうを安田に向ける。

　そして躊ちゆう躇ちよすることなく銃爪トリガーを引いた。

　真しん鍮ちゆうの薬莢カートリツジが三つ、宙を舞まう。雨の音の中、消音器サイレンサーに低く抑おさえられた銃声が周囲の桜に反はん響きようした。

　風を孕はらむように膨ふくらんだ雨具ポンチヨの端はしに銃じゆう弾だんが穴を穿うがつ。

「何をするんです……」

　洋介が戸と惑まどいを見せる。

　雨具ポンチヨを脱ぬぎ捨て、向かってくる姿が深谷と洋介の目に映うつる。

「安田……じゃない！　あいつは──」

　安田だと思っていたのは時とき光みつだった。

「くそっ、生きてやがったのか！」

　洋介は深谷から銃を受け取ると、時光を狙ねらうべく銃を構えて撃うつ。

　時光は的確に樹きの陰かげに隠かくれて銃弾を躱かわした。

「安田は、やつにやられたか……」

　洋介が舌打ちする中、時光も安田が持っていた銃で応戦してきた。

「この死しに損ぞこないがっ！」

　駆かけつけてきた浜口が洋介に加勢して銃じゆう撃げき戦が始まる。

「あいつは俺が仕し留とめます！　深谷さんは「く」號ごうの方を頼たのみます！」

「わかった。あと三人、特に金きん髪ぱつの男にも注意しろよ」

「わかってます」

　深谷は洋介たちにその場を任せて「く」號へと向かって走った。

「柿崎っ、中止だ。撤てつ退たいするぞ！」

　深谷が叫さけぶ。目の中に雨が入った。

「待ってくれ。もう少しで終わるんだ」

　柿崎は一心不乱に計器をいじりながら答えた。

「警察に通報された可能性がある。もう諦あきらめろ！」

　深谷は操そう作さ盤ばんから強ごう引いんに引き離はなそうと、柿崎の肩かたを摑つかんだ。

　乾かわいた銃声──

「柿崎、貴き様さま……」

　柿崎の持つ銃から硝しよう煙えんがくすぶっていた。

　深谷は左腕を押おさえるも、鮮せん血けつが雨具ポンチヨの下から腕うでを伝って落ちてゆく。

「もう少しで終わるって言ってるだろ。まったく日本語がわからないのかな。深谷君だけは違ちがうと思ってたが、キミには失望したよ」

「裏切るつもりか？」

　深谷は柿崎を睨にらみつけた。

「裏切る？　最初から裏切るも何もないだろう？　ボクとキミのお仲間とはあくまでもビジネスライクな関係だし、そもそも組織の人間がキミたちを紹しよう介かいしてくれたにすぎない。それでも利害が一いつ致ちしていたからこそ、キミたちみたいな粗そ暴ぼうな連中と行動を共にしたんだ。しかし、ここでボクとキミの利害は一致しなくなったようだ。ならば、ここでボクらの共きよう闘とう関係は終わりということじゃないのかな？　えっ、深谷さんよ」

　深谷は大おお太た刀ちの柄つかに手を伸のばそうとした。

「おっと、その刀を捨ててもらおうか。この距きよ離りなら、いくらボクでも外しはしないし、居い合あいで刀を抜ぬく前に引き金を引けるからね」

　柿崎は先手を打って言った。丸々とした手の中で銃じゆうをもてあそびながら銃口を深谷に向けている。柿崎の言うことは全すべて正しいわけではなかったが、左手を負傷し、その上、子供の身長より長い刀身を持つ巨きよ大だいな大太刀を居合いで抜くのは不利なのは確かだった。

　深谷は首をやや横に向け、横目で背はい後ごの様子を見た。

　依い然ぜんとして洋介と浜口は、時光と銃じゆう撃げき戦を展開している。銃の腕は時光の方が上だった。不用意に飛び出た浜口が肩かたを撃うち抜ぬかれていた。しかし浜口もそれに負けず応戦している。

　いくら消音器サイレンサーを使っていても銃声は完全に消えるわけではなく、風船が破は裂れつするくらいの音はどうしても漏もれる。それに先ほどの爆ばく発はつのこともある。あの四人が警察に通報しなくとも、やがて警察がかけつけてくるのは必ひつ至しだった。

「早く刀を捨てろ」

　柿崎が凄すごんでみせると同時に下げ卑びた笑いを浮うかべている。

「わかったよ」

　深谷は大太刀を柿崎の目の前に放ほうり投げた。柿崎は大太刀を足先でたぐり寄せると自分の後ろに蹴ける。泥どろ水みずの飛沫しぶきを上げて大太刀は五メートルほど飛んでいった。

「それでいい。そんな素す直なおなキミには、面おも白しろいものを見せてあげようじゃないか」

　そう言って柿崎は銃を持たない左手で、「く」號ごうの操把レバーを引いた。

　駆動モーター音が唸うなりを上げて機腕アームが動き始めた。

「何をする気だ！」

「だから面白いショーだよ。この「く」號の威い力りよくを間近で見せてやろうというんだ」

　柿崎の目は完全に据すわっている。

　深谷は指向性照射盤パラボラアンテナが銃撃戦を展開している時光たちの方へと向きつつあることを理解した。

「やめろっ！　この距きよ離りから照射すれば、やつだけでなく洋介や浜口まで！」

　深谷が素す手でで制止するのを柿崎は銃口で押おし退のけた。

「いいじゃないか。被験者サンプルは多いほどいいってものだよ。高出力の電磁波マイクロウエーブが人間にどう影えい響きようを及およぼしながら死に至らしめるかを確かめる、またとない機会だよ」

　柿崎は笑えみを絶やさずに言ってのけた。

　その間にも指向性照射盤パラボラアンテナは角度を変え続け、時光たちを捕ほ捉そくしていた。

　駆動モーター音が止やむ。照準は定まった。

「本気なのか？」

「愚ぐ問もんだな。答える気にもなれん」

　柿崎は照射釦スイツチに太く短い指を添そえた。

「やめろーっ！」

　深谷は叫さけんで柿崎に飛びかかる。

　だが柿崎は深谷より一いつ瞬しゆん早く拳けん銃じゆうの銃爪トリガーを引いていた。

　深谷は咄とつ嗟さに身を躱かわしたものの頰ほおの肉を灼しやく熱ねつした銃じゆう弾だんが抉えぐっていった。

「往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ、深谷君！」

　柿崎は銃を前にして引き下がるしかない深谷に向かって哄こう笑しようすると、操そう作さ盤ばんの赤い照射釦スイツチを押したのだった。

　指向性照射盤パラボラアンテナからプラズマの青白い閃せん光こう、一瞬にして蒸じよう発はつした雨の蒸気が走る──

　蒸気の白い煙けむりが洋介と浜口を襲おそった。

「うあっ」

　洋介は手の中で放電現象を起こして加熱した銃じゆうを放ほうり出して、咄とつ嗟さに身を屈かがめる。

「ぎゃあああっ！」

　しかし反応が遅おくれた浜口は直後、手にした弾倉マガジン内の弾丸が暴発して、右手ごと吹ふき飛ばされた。

　しかし浜口は失った手のことなど気にすることなく、藻も搔がき苦しむように顔を搔かきむしる。浜口の体から大量の湯気が上る。浜口は断だん末まつ魔まの声をあげることもできずにのたうち回る。目、鼻、口、耳、穴という穴から鮮せん血けつを噴ふき出して倒たおれた。

「柿崎ーっ！」

　蒸気を上げながらも洋介は銃を拾い上げ、柿崎に銃口を向けた。

「驚おどろいたな。まだ生きていられるのか。そうか、微び妙みように照射線上からずれたようだな」

　柿崎は銃口を突つきつけられても臆おくすることなく、左手で「く」號ごうの操把レバーを引いた。

　がくんと指向性照射盤パラボラアンテナが首をもたげる。

「ぎゃっ！」

　刹せつ那な、短くも壮そう絶ぜつな悲鳴を上げるのと同時に洋介も血まみれになって倒れた。

　それは時光の上にも降りかかっていた。

　山の斜しや面めんになる叢くさむらに倒れ込むようにして時光はいた。柿崎と深谷のやりとりを正面に見み据すえていたので、背せを向けていた洋介たちよりいち早く反応できたために照射直前に山の斜面に向かって跳とんでいたのだった。

　直ちよく撃げきを躱かわすことはできたが、収しゆう束そくしきれずに拡かく散さんする電磁波の影えい響きようは少なからずあるようで、酷ひどい頭痛がしている。体も倦けん怠たい感かんのようなだるさを感じる。このまま電磁波マイクロウエーブを浴び続けることは生死に関かかわってくる。

「ルイは何をしてやがる──」

　時光は伏ふせ、草と埃ほこりの匂においを感じながら苛いら立だたしげに悪あく態たいをついた。

　雨は容よう赦しやなく降り続けている。地面に雨だけでなく、指向性照射盤パラボラアンテナが下を向いたために、水たまりの泥どろ水みずまでがぐつぐつと煮にえたぎった結果、白い蒸じよう気きが濛もう々もうとたちこめていた。物もの凄すごい熱量だ。周りの植物は残らず立ち枯がれし始めている。

　時光も息をするだけで気管が火傷やけどしそうだった。

「どこに行った！　出てこい！　おまえが逃にげたのはわかってるんだよ！」

　柿崎の声が蒸気の中から聞こえてきた。

「そっちが出てこない気なら、いいだろう。おまえもその場で血液を沸ふつ騰とうさせて風船みたいに破は裂れつするがいいっ！」

　直後、「く」號ごうの駆動モーター音が不ぶ気き味みに聞こえてきた。

「く」號の機腕アームが動いている。柿崎は一帯を根こそぎ焼き払はらう気なのだ。

　しかし半面、蒸気の湯気は煙えん幕まくとなり身を隠かくすには好こう都つ合ごうでもあった。

　時光はできる限り呼吸をしないようにして、濡ぬれた叢から這はい上がると、「く」號の裏手に回ろうと走り出した。

　銃じゆうは捨てた。大半がプラスチック製のグロック17Ｃは電磁波マイクロウエーブの影響で帯電した電気に感電することはないかもしれないが、表面に付着した水により発生した熱で部品が変形している怖おそれがある。また撃鉄ハンマーなどの数少ない金属部品が放電スパークして弾だん丸がんの中の火薬を暴発させる危険性も高い。浜口がいい例だ。

　それに思うように体が動かなかった。これも「く」號の影響だ。なまじ指向性照射盤パラボラアンテナの精度が悪いため、焦しよう点てんに収束されることなく漏もれるように拡散する電磁波マイクロウエーブがかなり多いらしい。今、「く」號の指向性照射盤パラボラアンテナの照射線がどこにあるのかもはっきりしない。知らずに照射線上の中に入ってしまえば、そこにあるのは死だ。

　それでも時光は灼やけるような白い霧きりの中を素す手でで進む。煮え立って地面から泡あわ立だつ水たまりの音を頼たよりに照射線の方向を推すい測そくして進んだ。目はまるで役に立たない。何も見えないし、開けていることさえ苦痛だった。靴くつの裏からでも地面が発熱しているのがわかる。

　灼しやく熱ねつの霧の切れ間が見えた。時光は息苦しさに堪たえかねて走り出る。

「く」號──まるで白はく煙えんを吐はき出すかのような銀色の指向性照射盤パラボラアンテナの鎌かま首くびをもたげる怪かい物ぶつが見えた。ゆっくりと首を右に振ふっている。

　刹せつ那な、茫ぼう然ぜんと「く」號を眺ながめる時光のすぐ横を銃弾が掠かすめた。

「そんなところにいたのかっ！」

　柿崎が叫さけぶ。

「く」號の駆動モーター音が一いつ瞬しゆん、止やんだかと思うと、早さを増して「く」號の指向性照射盤パラボラアンテナが時光を捉とらえようと向きを変えて迫せまってくる。

　発生していた蒸気が消えている。どうやら「く」號の性能上、機腕アームを急旋せん回かいさせながら照射することはできないらしい。

　時光は「く」號ごうの照射線上に捉えられる前に逃にげようとした。

　だが踏ふみ留とどまった。足あし下もとに柿崎の放つ銃弾が飛沫しぶきを跳とばしたのだ。泥どろが顔にかかる。

　柿崎の撃うつ銃弾を避さけるには一本の桜の樹きの陰かげに隠かくれるしかなく、他ほかに身を隠すところはない。不用意に飛び出せば柿崎の銃の餌え食じきになる。かといって、このままでは「く」號の電磁波マイクロウエーブを浴びて死ぬだけだ。

「絶体絶命だな。どうする？　撃たれて死にたいか？　それとも破は裂れつしたいか？」

　霧が晴れてきた中、柿崎の顔がはっきりとわかった。老ふけた童どう顔がんのような年ねん齢れい不ふ詳しようの顔の中、唯ゆい一いつ、二つの眼光が爛らん々らんと光っている。

「狂くるってやがる──」

　時光は銃じゆう弾だんの食い込む桜の幹に背をもたれさせてつぶやいた。

　そして駆動モーター音が止まる。

「さあっ、これで最後だよ。ヂ、エンドだっ！」

　柿崎は悦よろこびの声をあげる。

　そのときだった。

「待てよ」

　柿崎の声を遮さえぎる声があった。

「ルイ！」

　雨に濡ぬれたブロンドの髪かみから水すい滴てきが滴したたっている。時光と柿崎から二〇メートルは離はなれたところにルイは立っていた。

「今いま更さら、でてきたところで遅おそいわ。そこで仲間が惨みじめに死ぬのを見届けるがいいっ！」

　柿崎が吼ほえる。ルイが素す手でなのを見み越こしてのことだ。

「やれるものなら、やってみろよ」

「どういうことだ？　この状じよう況きようで、その自信はどこから来るのか理解に苦しむな」

「わはははははは。何もわかってないようだな」

　ルイはわざとらしく笑ってみせる。

「なにっ!?」

「その玩具おもちやのスイッチを入れると自じ爆ばくするぞ。時光が囮おとりになって、おまえの注意を引きつけているうちに、機械の配線を少しばかりいじらせてもらった。どうだ、参ったか」

　ルイは自信ありげに言う。

「莫ば迦かな……そんなはずがない。ボクはずっとここにいたんだ。配線に仕し掛かけをするなんてできるわけがない。はったりだ！」

　柿崎が言い返す。しかし、その顔色が少し曇くもっていた。

「そこまで自信があるんなら試ためしに押おして見ればいい。死ぬのはあんたか、それとも時光か。どっちにしろ僕ぼくが死ぬわけじゃないからね」

「ルイっ、本当に自爆するように細さい工くしたんだろうな！」

　時光が幹みきから顔を出して言った。

「なんだよ、おまえまで疑ってるのか？　心配するな。梨り紗さ君が巧うまくやってくれている」

「円えん藤どうが……」

　時光に不安がよぎる。梨紗の技術面に不安はないが、人格面に問題がありすぎる。

「さあっ、存分にやりたまえ。ああっ、そのスイッチを押すがいいさ」

　ルイが自信に満ちた口調で言いきると、柿崎もおいそれとは照射釦スイツチを押せなくなっていた。

　柿崎は照射釦スイツチを睨にらみつける。

「どうした、押せよ！」

　躊ちゆう躇ちよする柿崎にルイが挑ちよう発はつした。

「くそっ！　やってやろうじゃないか。こうなったら自や棄けだーっ！」

　柿崎は人差指を高々と突つき出すと、そのまま照射釦スイツチを押すべく勢いよく振ふり下ろす。

「ま、待て、もう少し考えてだな……」

　まさか柿崎が釦ボタンを押すとは思っていなかったのか、反対にすっかり狼狽うろたえてしまったのはルイの方だった。

「おい、噓うそだろ。今のはったりだったのかよ──」

　時光の顔がさあっと蒼あお褪ざめてゆく。

　強力な電磁波マイクロウエーブに抗あらがう術すべもなく、その場に時光は身を縮ちぢめた。

　血液中の水分子の震しん動どうで発生した熱によって沸ふつ騰とうした血液で体積を増した血管が膨ぼう張ちようし、惨むごたらしく破は裂れつ死する自分が脳のう裡りをよぎる。

　刹せつ那な、時光は耳鳴りに何も聞こえなくなり、目の前は真っ白になった──

「何してるんだよ、時光？」

　ルイが縮こまっている時光の肩かたに手をかけた。

「へっ!?」

　時光は惚ほおけた顔でルイの顔を見た。その横には鞘さや香かの顔もある。

「電磁波マイクロウエーブは？　「く」號ごうは……？」

「なに言ってるんだよ。ほら、あれ」

　ルイに促うながされて「く」號を見る。

　しかし、そこには黒こく煙えんを上げて燃え盛る焰ほのおに包まれた奇き怪かいな残ざん骸がいがあるだけだった。

　時光は何がなんだかわからないまま、紅ぐ蓮れんの焰を見ていた。

「なによ、その腑ふ抜ぬけた顔は。口をぽかんと開けないの！　みっともない」

　鞘香が時光を注意した。

「どういうことなんだ？　配線に細工をしたっていうのは、はったりじゃ……」

「なに言ってるんだよ。柿崎がはったりに乗らなかったら、どうするんだよ。時光の命がかかってるのに、そんなこと、するわけないだろ。現にあの野や郎ろうはスイッチを押おしやがって」

「じゃあ、本当に細工がしてあって柿崎は自じ滅めつしたのか？」

「は～い、配線の入れ替かえはりさがやりました～！」

　どこから湧わいて出たのか梨紗が元気よく手を挙あげた。

「だったら柿崎がスイッチを押す寸前に、なんであんな紛まぎらわしいことを言うんだ！」

「これだけの希少品レアアイテムだぞ。むざむざ壊こわしたくなかったんだよ。埋まい蔵ぞう金きんも出なかったことだし、「く」號を非ひ稼か働どう品にしてアメリカ辺あたりで私設兵器博物館をやってるような金持ちの蒐集家コレクターに高額で売りつけようと思ってたのに。これじゃあ、二に束そく三さん文もんの屑くず鉄てつの値段しかつかないよ……」

　ルイは恨うらめしそうに経済価値のなくなった燃える「く」號ごうに目をやった。

「まったく埋蔵金はでないし、服は汚よごれる。髪かみは酸さん性せい雨うに濡ぬれるし、踏ふんだり蹴けったりよ」

　鞘香も不平を漏もらす。

　さっきまで生きるか死ぬかの深刻な状じよう況きようだったことなど、今のこの三人はまるで感じさせなかった。

「とにかく終わったんだ。疲つかれたよ。時光、今日は寮りように帰って寝ねようぜ」

「そうだな」

　時光たちが、燃える「く」號を残して立ち去ろうとしたときだった。

「たっ、助けてくれよ……痛い、痛いんだよ……助けて……」

　燃える「く」號から現れたのは柿崎だった。髪と服はほとんど焼け焦こげて黒い煤すすと泥どろにまみれた皮ひ膚ふは重度の火傷やけどを負っていた。それでも柿崎は凄すさまじい形ぎよう相そうで泣き叫さけびながら、突つき出した右手で虚こ空くうを摑つかむ。

「うぅっ──！」

　だが、その直後、柿崎が呻うめく。見れば、その左胸から赤い物が突き出ている。

「まだ幕まくは降りちゃいないんだよ」

　声も出ないまま驚おどろく四人を後しり目めに、低く響ひびく声が言った。

　柿崎の胸に突き出ていた何かが吸い込まれるように消える。

　柿崎の見開かれた両目は時光たちを最さい期ごまで捉とらえながら、どさりと倒たおれていった。

　そして柿崎の立っていた場所に紅ぐ蓮れんの焰ほのおを背にして泥と血にまみれた黒い影かげが現れた。

「深谷──」

　目だけを光らせた幽ゆう鬼きのような男を見て時光がつぶやいた。

　既すでに雨具ポンチヨは着ておらず、全身ずぶ濡れになり、顔は泥と血に汚れているが、鬼き気き迫せまる両目は時光の目を見み据すえている。

　大おお太た刀ちを背せ負おうように担かついで鞘さやから抜ぬき放つと長大な白はく刃じんが煌きらめく。左の腕うでは銃じゆう創そうを受け力なくぶらんとしていた。

「もう、あなた一人だけなのよ。終わったの。この期ごに及およんで何をしようっていうのよ？」

　鞘香は柿崎から奪うばい取った銃を深谷に向ける。

「終わらせるか。おまえらごときに終わらされてたまるか──」

　深谷が低い声でつぶやいた。

「終わったのよ。そんなことも、わからないの？」

　鞘香が声を荒あららげる。

「よせ、一いち宮みや」

　時光が鞘香に銃を下げさせた。

「榊さかき……あなた……」

　鞘香が時光の体を気き遣づかうように見る。少なからず電磁波マイクロウエーブを浴びたせいで時光は立っているのもやっとだった。

　時光は心配そうな鞘香の視線に向かって、無言で小さくうなずく。

　そして鞘香の手から拳けん銃じゆうを受け取る。鞘香も抵てい抗こうすることもなく時光に銃じゆうを渡わたしていた。

　時光は残ざん弾だんを確かく認にんする。弾倉の中の銃弾は一発しか残っていなかった。

「深谷、俺があんたの舞台の幕を下ろしてやるよ」

　時光も銃を片手によろよろと前に出る。銃を構えることなく、ぶらんと下げていた。

「やれるものなら、やってもらおうじゃないか」

　深谷も間合いを詰めてゆく。

　手負いの二人、片手では扱あつかうには不向きの大太刀と、たった一発しか弾のない銃。

　どちらにとっても最悪の状態だった。

　最初に走りだしたのは深谷だった。続くように時光も走る。

「おまえたちのような輩やからに、この私を否定はさせはしない！」

　一いつ閃せん──飛び込む深谷の回転を加えた横よこ薙なぎの太た刀ちに、時光が背中を逸そらして目の前ぎりぎりに鋒きつさきを躱かわす。

「あんたを否定するつもりなんかないね」

　時光も太刀筋を躱しつつ深谷の顔に目がけて銃を突きつける。

　しかし時光は銃爪を引くのを躊躇ためらった。

　深谷は躊ちゆう躇ちよする時光の銃を大太刀の鍔つばで弾はじき上げると、そのまま連続攻こう撃げきで刀身を水平に一いつ閃せんさせた。

　間かん一いつ髪ぱつで大太刀を躱して時光が飛び退のく。

「そういうおまえの言葉が、態度が、存在自体が私を否定してるっていうんだよ。それがわからないのか！」

　がら空きになった時光の胸に向かって突つきの一撃が襲いかかる。

　深谷の重い斬撃を銃で受け止めながら、時光は深谷の血走った目を見た。

「初めて遭あったときから、おまえはそうやって私を見下したような目で見ていたんだ。自分は何もかもわかったような顔をしやがって！」

　深谷は強引に押おす。

「くっ……」

　時光は深谷の凄まじい気迫を受け止めきれずに仰向けに倒れ込んだ。

「榊っ！」

　鞘さや香かは時光が倒されるのを見て悲ひ鳴めいのような声をあげた。

　しかしルイは無言のまま、鞘香の不安を取り去るように優しく肩を抱いた。

「心配ないって。時光は勝つよ。深谷の時光に対する卑ひ屈くつな言葉からわかるだろ？　あの男は時光に初めて遭ったときから負けているのさ」

「──どういうこと？」

「普通、テロリストに誘ゆう拐かいされて泣き叫んで命いのち乞ごいをしないやつなんていない。深谷だって同じだったはずさ。しかし時光は違った。高校生が一歩も退かないんだ。深谷はどう思う？　誘拐されたときの自分がいかに惨みじめだったかを思い知らされたはずさ。そもそも自分の無力さを認めたくないからこそ、無意識のうちに自分を屈したテロリストになることで、より強い自分に生まれ変わろうとしたくらいだ。しかし、それを根底から否ひ定ていする時光という存在の出現に深谷は時光をただ拒きよ絶ぜつすることでしかできなかった。いくら態たい度どで強がってみても、その時点で精神面において深谷は既すでに負けていたのさ。勝負の機き微びとはそういう──」

　刹せつ那な、ルイの言葉を搔かき消けすように大きな水音があがった。

　倒れたまま剣を躱かわし続けた時光も、とうとう樹を背にしていた。逃げ場はもうない。

　深谷の顔も抵抗する時光が跳ね上げる泥どろ水みずによって泥まみれだった。

「これで終わりだ、榊時光っ！」

　深谷は時光の顔を目がけて大太刀を突き立てる。

「私の前から消えろ！　消えてくれ！」

　二度、三度、大太刀の鋒は紙一ひと重えに避よける時光のすぐ横の地面に突き刺ささる。

「この──！」

　焦じれた深谷は大太刀を返す。鋒を踏ふみつけて地面にめり込ませ、柄つかを握にぎる右腕うでを押して長大な刃やいばを裁断機のようにして時光の頸くびを斬きり落とさんと全体重をかける。

　これを時光は銃じゆうを鍔つば元もとの刃に嚙かませて防ごうとする。しかし刃に触ふれた喉のどから血が雨に混じって滲にじむ。

　時光と深谷の視線が交こう錯さくする。

「その目で──人を見み透すかしたような目で私を見るな！　おまえに何がわかる。私の何がわかるっていうのだ！」

　ぎりぎりと刃はプラスチック製の銃に食い込み、既すでに鉄製の銃身バレルにまで達していた。いつ銃が分解してもおかしくない。

「別にわかるわけじゃないよ」

　時光は深谷から目を離はなさず平然と言った。

「人は志こころざしあってこそ価値があるのだ。無む為いに生きる者に生きる価値などない。そうだろ？　ならば死ね！」

　深谷は刀身に渾こん身しんの力をいれる。

「それが、あんたのエゴだっていうんだよ」

　時光の体力は限界まできていた。

「愚おろかな人類には導く者が必要なのだ。それがエゴだろうと、それが正義だっ！」

「正義だ？　いい大人おとなが気安く正義なんて言ってんじゃねえ。この世界のどこに絶対の正義がある？　そんなものがないことくらい、わかってるだろうがっ！」

　叫さけぶのと同時に時光は足で深谷の腹はらを蹴けって突つき飛ばす。

　深谷は蹌よ踉ろめいて後ずさった。

「迷めい惑わくなんだよ。そんな自己満足の正義を押しつけられてもな！」

　時光は銃爪トリガーを引く。今度は躊躇しなかった。

　銃弾は蹌よ踉うけつつも体勢を整える深谷の大おお太た刀ちに命中し、烈はげしく火花を散らす。

　刀身が根本近くから折れ飛んだ。

　折れた刀身が墓ぼ標ひようのように地面に突き刺ささる。

　二人は微び動どうだにせず対たい峙じしていた。

　しかし両者に動きはなかった。雨あま垂だれの支配する沈ちん黙もくが流れる。

　先に動いたのは時光だった。

　銃じゆうを構えた手を垂たらし跪ひざまずくように両膝ひざを地面についてうなだれる。

　次の瞬しゆん間かん、ふらっと動いたかと思うと、深谷が折れた大太刀を構えたままどっと地面に突つっ伏ぷしたのだった。

「時光っ！」

　ルイと梨紗、そして鞘香は時光のもとに駆かけ寄る。

「榊……」

　心配そうに時光の顔を覗のぞきこんだ。

　目を閉じて微動だにしない時光──しかし小さな寝ね息いきが漏もれている。

「そういえば、ここ一週間、ろくに寝てなかったからな──」

　ルイが安あん堵どしたように時光の寝顔を見る。

「もおっ、心配させて！　なんで、こんなときに寝られるのよっ！」

　鞘香は顔を真まっ赤かにしながら時光の頭をはたくと、時光は泥どろの中に突っ伏して倒たおれた。







　　　EPILOGUE







　いつもの放課後、いつもの啓けい蒙もう部うぶ部室へと鞘さや香かが足を踏ふみ入れると、いつもの三人の姿があった。

「Salutサリユ!　鞘香君」

　椅い子すに座すわって新聞を広げるルイが鞘香に声をかけた。

「今日は鷹たか取とり夫人のところに行かなくていいの？」

　鞘香は当てつけっぽく訊きく。

「だから誤ご解かいだって。そもそも僕ぼくは未み亜あちゃんと友とも達だちになって、それで未亜ちゃんにどうしても家に遊びに来てほしいっていわれて──」

　ルイが言いわけする。

「それで、その母親とも仲良くなったと言いたいわけね」

　鞘香は意地悪く言う。

「それが誤解だってば……」

　ルイは珍めずらしく本当に困った顔をした。

　鞘香としては、からかい甲が斐いがあった。

「それにしても二人とも無事でよかったわね」

「本当、一時はどうなることかと思ったよ」

　深ふか谷やが倒たおれたあと、澪みおと未亜は駆かけつけたルイが無事に救たすけ出した。深谷の部下が少なく全員が箱はこ根ね山やまに行ったのが幸いしたのだった。

　しかし時とき光みつたちが箱根山の地ち下か壕ごうから脱だつ出しゆつできていなければ、二人の命は確実になかった。そんな危険に巻き込んだ張本人のルイを澪と未亜は咎とがめることもなく、かえって以前よりも親しくしているようだった。

「それより鞘香君、今け朝さの新聞を見たかい？」

「あのＰＦＵＧの四人でしょ。全員が青せい酸さんカリで服毒自殺って、どういうことなの？」

「あれは自殺じゃないよ」

「自殺じゃないって……？」

　鞘香はルイの意外な発言に驚おどろいた。

　あの日、時光たち四人がパトカーのサイレンに追われるように現場を立ち去るのと入れ替かわりに立ち上る黒こく煙えんを頼たよりに駆かけつけてきた警官隊によって重傷の深谷と気絶していた安やす田だが保ほ護ごされたのだった。その後、現場付近に放置されていた車内から拳けん銃じゆうの銃じゆう弾だん数十発が発見され、深谷、安田をはじめとする九人分の指し紋もんが検出された。うち五つは深谷たち四人と遺い体たいで発見された柿かき崎ざきのものと断定され、深谷たちは銃刀法違い反はん容疑で逮たい捕ほ。洋よう介すけと浜はま口ぐちは瀕ひん死しの重傷で話ができる状じよう況きようではなく深谷と安田も黙もく秘ひを続けていたが、警察は過か激げき派の内抗ゲ争バと見て引き続き殺人及および殺人未み遂すいなどで近く起き訴そされる見通しだった。

　それが今朝になって、拘こう置ち所しよ内の深谷と安田、そして病院で治ち療りよう中のはずの洋介と浜口が昨日の夜のうちに服毒自殺したというニュースが飛び込んできたのだ。

「始し末まつされたんだよ」

　ルイは言葉を選ぶようにゆっくりと言った。

「始末って……誰だれに？」

　鞘香は眉まゆ根ねにしわを寄せる。

「さあね。でも少なくとも警察内部に実行犯か、その協力者がいるのは確実だろうな」

「だけど、何のために殺す必要が？」

「事件の全容が知られないようにってところかな。小集団にしては情報量がありすぎたし、銃にしても通常の密みつ輸ゆルートで容よう易いに入手できるものじゃない。それに「く」號ごうの情報を持っていた柿崎に実行部隊となる深谷たちのグループを紹しよう介かいした何らかの存在があることは確かだよ。連中に武器や資金、コネクションを援えん助じよした黒くろ幕まく的存在がいた可能性は高い」

　ルイは持論を展開する。

「だとしたら口くち封ふうじに彼かれ等らを始末したっていうの……」

「おそらくね。現に深谷たちへの捜そう査さが本格的に始まろうとしていた矢先に、この自殺騒さわぎだ。しかも別々の房ぼうにいたっていうのに、ほぼ同時刻に全身大火傷やけどで入院中の人間まで青酸カリを飲んでいる。偶ぐう然ぜんとは思えない節ふしがいくつもあるよ」

「何かしらの外部の関かん与よがあったとすれば、辻つじ褄つまが合うわけね。だったら、その黒幕っていったい……？」

　鞘香は息を吞のむ。

「そこまでは僕にも見当がつかない。真相は藪やぶの中ってところさ。結果としては深谷たちが黙秘を続けてくれたおかげで、僕らと深谷たちとの関係は闇やみに葬ほうむられたと考えるべきだな」

「そうね。でなかったら今いま頃ごろ、私たちのところにも警察が来てたでしょうね」

「ああ、あの車の中には僕ら四人の指し紋もんがべったり残ってたからね。もし警察の追つい及きゆうが伸のびてたら、ごまかしようがなかったよ」

「だけど、あまりいい気分じゃないわね……」

　人の死によって救すくわれたというのは、鞘香にとっても滅め入いるものがあった。

「そうだね……」

　ルイは言葉少なに重そうに答えると、再び新聞に目を戻もどしたのだった。

「ねえねえ、さやちゃん、さやちゃん！　見て見て～！」

　鞘香の姿を見つけて梨り紗さが何やら持ってくる。

「なに!?」

　梨紗が持っていたのは光線銃じゆうだった。

　テレビで番組の特とく撮さつヒーローが使う光線銃の玩具おもちやで、プラスチックのボディに発光ダイオードやカラフルなシールが貼はられている。

　しかし妙みようなことに電池で電子音が鳴ったりピカピカ光るはずの玩具のはずなのに、銃把グリツプの下から電気コードがぶら下がって、壁かべのコンセントにつながれていた。

「ねっ、いいでしょ～っ！　見ててっ！」

　梨紗が光線銃の銃爪トリガーを引くと、光線銃の先せん端たんがシャキンッと割れる。

「じゃ～んっ！」

　梨紗は得意げに光線銃を鞘香に見せる。

　そして割れた光線銃の先端部はパラボラアンテナとなっていた。

「それって、もしかして……」

　鞘香の脳のう裡りに厭いやな記き憶おくが甦よみがえってくる。

「すごいでしょ～！　「く」號ごう改だよ。一〇〇ボルト家庭電源対応なの～」

「そんなもの、作るのはやめなさいっ！」

　鞘香は間かん髪はつ入れずに梨紗から光線銃の玩具を取り上げると、ゴミ箱に捨てた。

「ひどいよ～！」

　梨紗は今にも泣なき出しそうな顔になる。

「はい、これあげるから。泣かないの」

　鞘香は鞄かばんからからチョコレートを一枚取り出すと梨紗の前に差し出す。

「うんっ！　ありがと～」

　梨紗はチョコレートを受け取ると、もう何もかも忘れたように満面の笑えみを浮うかべる。

　そして残るもう一人、時光はといえば包帯だらけだ。かなりの重傷を負っているのにも拘かかわらず、病院から警察に通報されるのを嫌きらって、自分で手当をしていた。

「榊さかき、怪け我がの方は大だい丈じよう夫ぶなの？」

　鞘香は時光を気き遣づかうように話しかける。

「たいした怪我じゃない」

　時光はぶっきらぼうに言った。

「人が心配して上げてるっていうのに、なによ、まだろくに歩けもしないくせに！」

　鞘香は時光の態度に悪あく態たいをつく。

「大きなお世話だ──痛ててて……」

　鞘香はしれっとした顔で、時光の包帯の巻かれた傷口に指を強く押し当てていた。

「よせっ、やめろ。俺が悪かった……」

「ところで、なにを作ってるのよ？」

　鞘香は傷口から指を放すと、時光が紙粘ねん土どと格かく闘とうしていることに気付いた。

　時光がこねくりまわしている物体を鞘香が怪け訝げんそうに見た。

「見ればわかるだろ」

　時光は憮ぶ然ぜんとして形を整えているというより、壊こわしているようにしか見えない。ほぼ完成品らしいが前ぜん衛えい芸術といえなくもない、正しよう直じきに言えば幼よう稚ち園えん児じの粘土工作以下の代しろ物ものだった。

「ネッシー……？」

　鞘香が眉まゆをひそめて訊きく。

「どこがネッシーだ。金きん鶏けい像ぞうに決まってるだろ」

　時光は不ふ機き嫌げんそうに言う。

「決まってないわよ！　私だって好意的に想像力を働かせて、辛かろうじてネッシーに見てあげたのに。だいたい、なんで金鶏像なんて作ってるのよ？」

「本物がなくなった以上、本物そっくりの物を作って戻もどすしかないだろ」

　時光はあくまでも金鶏像を返すことにこだわっていたのだ。

「鞘香君も言ってやってくれよ。そんな『星の王子様ル プチ プランス』に出てくる象ぞうを吞のみ込んだ大蛇うわばみみたいなのを金鶏像の替かわりに科長室に戻すわけにはいかないってさ」

　ルイは、はたはた困り果てたように言う。

「金色のスプレーで色を吹ふきつければ大丈夫だ」

　単なる粘土の塊かたまりにしか見えない代物を前にしても、どこから来る自信なのだろうか、時光はきっぱりと断言した。

「まあ、い、いいんじゃない……気のすむようにすれば…………」

　流石さすがにここまで言われると鞘香も言うべき言葉が見つからなかった。

「まったく他ひ人と事ごとみたいなこと言わないでくれよ。こっちは一千万の工面もできなくて悩なやんでるところなのにさ」

　ルイが鞘香に文句を言う。

「あら、悩んでたんだ？　それなら余計、私にそんな口をきいていいのかしらね？」

　鞘香は鞄かばんからクリアファイルを取り出すと、三人の前にちらつかせる。

「Quoiクワ?　なんだい、それ？」

　ファイルの中には十枚近くの長方形の紙が入っている。

「古こ紙し幣へいよ」

「それって、あの「く」號ごうを見つけたときの箱の中にあった──」

「当たり」

「だって、あのときは価値がないからって全部捨てたはずじゃ……」

「そうよ。だって、あそこにあった殆ほとんどは偽にせ札さつだったじゃない」

「偽札!?」

　時光とルイは初めて知ったように驚おどろいた。

「そうよ。「く」號を開発した陸軍科か學がく研究所では、スパイ養成の陸軍中野學校の依い頼らいでいろいろなスパイグッズを作ってたって深谷も言ってたでしょ。贋がん札さつ製造も重要な研究対象だったのよ。これも「く」號を埋うめるときに一いつ緒しよに埋められてたんでしょうね」

「なら、それも偽札だろ」

　時光が冷めた口く調ちようで言う。

「甘あまいわね。あの箱に入っていたのは日本軍が作った偽札以外にも蔣しよう介かい石せきの國民黨政府が贋がん作さくした日本軍票の偽札もあったわ。それで、ぴんときたわけ。これは使用を目的としたわけではなく資料として残されたんだってね。それで明らかに偽札とは異なる綴込帳フアイルに収められてた紙し幣へいの何枚かを抜ぬいておいたのよ」

「だから？」

　時光はあまり感心なさそうに言う。

「何よ、驚かないの？　これなんか日本銀行兌だ換かん銀行券拾じゆう圓えん券けん、通つう称しよう〈大だい黒こく札さつ〉よ」

　鞘香が見せたのは、大黒様の図案からして近所の商店街の商品券より安っぽい。しかも裏は印いん刷さつすらされずに白紙のままだ。

「たかが十円じゃないか」

　時光は大黒札を無関心そうに眺ながめた。

「それが、そうじゃないのよね。当時の十円っていっても、あの国宝の姫ひめ路じ城が二十三円五十銭せんで落札できた明治の時代なんだから、かなりの高額紙し幣へいなのよ、これが」

「しかし十円は十円だろ」

　時光が不満げに言う。

「残念でした。古こ銭せんマニアの間では一千万以上で取り引きされることもあるレア物よ」

「一千万っ!?」

　その途と端たん、時光とルイの目の色が変わった。

「流石さすがに私も本物かどうか半信半疑だったんだけどね。私の目利きも捨てたものじゃないわね。昨日、鑑かん定ていしてもらったら間ま違ちがいなく本物だってさ。まあ、埋まい蔵ぞう金きんは出なかったけど、やっぱり金きん鶏けい像ぞうに刻まれていたのが大おお国くに主ぬしの歌だけはあったわね」

「その札と何の関係があるんだい？」

「大黒様は大国主とは関係が深いのよ。〈大国〉って〈だいこく〉とも読めることから神仏習合の日本では同一視されたみたいね。本来、ヒンドゥ教の大黒天マハーカーラは人肉も喰くらう恐おそろしい鬼神なのに、日本の大黒様がやさしい顔で大きな袋ふくろを担かついでいるのは因幡いなばの白しろ兎うさぎに出てくる大国主の姿そのもの。その意味では、これこそ金鶏像の埋蔵金ね」

　鞘香は大黒札の入ったクリアファイルを下した敷じきのようにして時光とルイを交こう互ごに仰あおぐ。

「頼たのむ、鞘香君。その十円札を僕に譲ゆずってくれ」

　いきなりルイが土ど下げ座ざした。

「なんでルイ君にあげなくちゃいけないのよ」

「鞘香君の取り分は埋蔵金の四〇パーセント。少なくとも残り二〇パーセントずつは僕と時光と梨紗君にあるはずだろ」

「それは尾お張わり徳とく川がわの埋蔵金が出たときのこと。これは旧陸軍の遺い産さんなんだから話は別よ」

「そんなこと言わないでさ。ほら、時光も頭を下げろよ」

　ルイは時光の頭を無理矢理、下げさせる。

「なんで俺おれまで……」

「時光、おまえ、本当にビデオに出たいのかよ？」

　ルイの言葉に時光の顔色が変わる。

「わかったよ……土下座すればいいんだろ」

　時光は顔を顰しかめつつ、足取りもおぼつかなげに立ち上がってから土下座する。

「お願いします」

　二人揃そろって床ゆかに額をすりつけるほど頭を下げる。

「そのお金さえあれば、澪さんと未亜ちゃんはあの家を売らずにすむんだ。鞘香君だって見捨てるわけにはいかないと思うだろ？」

「あら、それはそれ。これはこれよ。別の問題よ。ホモビデオに出演したって一千万円は返せるんでしょ？　身から出た錆さびなんだから観念して自分のカラダで借金を返しなさいよ」

　鞘香は二人をばっさり切り捨てる。

「そう言わないでさ。もう鞘香君の言うことなら何でも聞くから。今回だけは、お願いします、鞘香様。どうか、この哀あわれな二人にお恵めぐみを」

　ルイとルイの手で頭を抑おさえつけられた時光が平へい伏ふくした。

「本当に、私の言うことなら何でも聞くんでしょうね？」

「もちろんです。今日から私共めを下げ僕ぼく１、下僕２とお呼びくださいませ」

「俺は下僕２かよ」

　時光が不満そうに文句を言うが、問答無用でルイに頭を抑おさえつけられてしまう。

「まあ、そこまで言うんなら、考えてあげないこともないけどね」

　鞘香は勿もつ体たいぶるように二人に言う。

「C'estセ vraiヴレ?　本当かい！」

「本当に私の命令には何でも従うんでしょうね？」

「仰おおせのままに、ご主人様」

「しかたないわね。今回だけだからね」

　鞘香がルイに大だい黒こく札さつを差し出す。ところがルイはそれを受け取ろうとしない。それどころかルイの視線が凍こおりついたように固まっている。

「えっ!?」

　驚おどろいて背はい後ごを振ふり向く鞘香が見たのは──

「科長先生っ！」

　品のいい老貴き婦ふ人じん然とした科長を前に、鞘香は蛇髪女メドウーサに睨にらまれたかのように身も心も石化したみたいに凍りついてしまった。

「お茶でも、もらえませんか？」

　反して科長は悠ゆう然ぜんと椅い子すに座すわる。それがかえって不ぶ気き味みだった。

「はっ、はい……ただいま……」

　鞘香はぎこちない動作でペットボトルの緑茶を白いティーカップに注ついで出した。

「ありがとう」

　科長は小指を立ててティーカップをつまみ上げ、常温の日本茶を優ゆう雅がに飲んだ。いつもながら一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくからして生まれのよさが窺うかがい知れた。

「えーと、今日は何の御ご用ようでしょうか……？」

　鞘香は腫はれ物に触さわるように科長に言った。

「さきほどから話を聞かせてもらいました」

　科長は顔色一つ変えずに言った。

「さきほど……もしかしてビデオの件を……？」

　おそるおそる鞘香が訊きくと、科長は無言で大きくうなずいた。

「やはり生徒がホモビデオなんかに出たことがバレたら学校のイメージが……」

　鞘香は科長の顔色をうかがうように言う。

「ホモビデオ出演程度のことは些さ細さいなことですよ。それくらいのことで傷がつくほど聖せい櫻おう館かんはやわではありません」

　科長は笑って流した。

　時光とルイはほっと胸を撫なで下ろす。

「それより、もっと重要なことがあるでしょう」

　しかし科長は笑え顔がおを一変させて、猛もう禽きんのような厳きびしい目つきで四人を見み渡わたした。

「もっと重要なことと言いますと？」

　ルイが聞き直す。

「先日の非合法カジノでは大活かつ躍やくだったそうですね」

「Euhウ...　そ、それは……」

　流石さすがのルイもくちごもってしまった。

　時光と鞘香にも緊きん張ちようが走る。

「それから当校の敷しき地ち内で起きた箱はこ根ね山やまでの爆ばく発はつ事件のことも、私は全すべて知っているのですよ」

「しかし、それは……私たちは巻きこまれてしまったわけで、いわば被ひ害がい者しやというか……」

　鞘香は必死になって弁明する。

「被害者？　本当にそう言い切れるのかしら？」

「それは……」

　全てを見み透すかしているような科長に見つめられ、鞘香もまた返答に窮きゆうしてしまった。

「そもそも深夜の学校に侵しん入にゆうして──」

　おもむろに科長は椅い子すから立ち上がると歩き始めた。科長が時光の前まで来て立ち止まる。

「──金きん鶏けい像ぞうを持ち出して一連の事件の原因を作ったのは誰だれだったんでしょうね？」

「いや、ですが、それは……少しばかりお借りしたわけで……」

　慌あわてて粘ねん土ど細ざい工くの金鶏像を隠かくしながら、時光があたふたと弁解めいたことを言う。

「無断で持ち出したことは認めるのですね？」

「あっ……はい……」

　時光は素す直なおに認めてしまった。

「あっ、莫ば迦か。なんで認めるんだよ」

　白状した時光を責めるルイに科長のきつい眼まな差ざしが突つき刺ささる。

「しかし、あれは金ではなく鉛なまりで……」

　取り繕つくろうようにルイが言う。

「知っています」

「へっ!?」

「金鶏像が鉛だということも、財宝の在処ありかを示すものだったということも知っています」

　科長は驚おどろく時光たちを後しり目めに話す。

「なぜ、そのことを？」

「なぜって、偶ぐう然ぜんこの近くで掘ほり出された金鶏像の暗号を解いて財宝を探さぐり当てたのは、当時陸軍大佐だった[image: まゆずみ]まゆずみ實みのるですから」

「まゆずみ……どこかで聞いたような……」

　時光が首を傾かしげる。

「呆あきれましたね。[image: まゆずみ]實は聖櫻館の創そう設せつ者しやにして現聖櫻館理事長。そして私、[image: まゆずみ]桂かつらの父です」

「父!?」

「そうです。我わが校に金鶏像があるのはそのためです。あの金鶏像は暗号を解いて、その価値がなくなったため軍から払はらい下げられたものです。私も金鶏像が鉛なまりだったと知ったのは、女学生の時分、父と喧けん嘩かして家出したときに内緒で持ち出して、早速質しち屋やに売り飛ばそうとしたときでしたけどね」

　科長は磊らい落らくに笑った。

「なんだ、科長先生も考えることは同じじゃないですか！」

「ほんと、意外ですよ。先生も若い頃は、そんなことをしてたなんて」

　ルイと鞘香は緊きん張ちようの糸が解とけ、自然と笑えみがこぼれる。

「黙だまりなさい！　それとこれとは話が別です。あなたたちのやったことは社会的に見れば窃せつ盗とう罪ざいに相当する行こう為いです！　それなりの処しよ分ぶんは覚かく悟ごしてもらいます」

　科長が厳きびしい視線を投げかけると、時光とルイ、そして鞘香は萎しおれるようにうなだれた。ただ梨紗だけは蛙かえるの面つらに水みずで、神しん妙みような顔つきの三人を不思議そうに眺ながめていた。

「もしかして退学になるんでしょうか？」

　ルイがおそるおそる申し出た。

「そうですね。本来なら退学も辞じさないところです」

「やっぱりそうですよね？」

「ああ、これで退学なのね……」

　三人の顔色が曇くもる。

「まあ、あくまでも本来なら、の話ですけどね」

「本来は……!?」

　ハッとしたように鞘香が科長を見る。うなだれていたルイと榊も顔を上げる。

　固かた唾ずをのむ三人に科長は言葉を続けた。

「事情は鷹たか取とり未み亜あの保ほ護ご者しやから聞き及およんでいます。そもそも初めは人助けの気持ちから起こったとのこと。そういうことであれば、いろいろ問題はありますが、あなたたちの良心に免めんじ、今回だけは全すべて私の胸の内に納めることにしましょう。よって退学の処分は見合わせることにします」

「本当ですか！」

「Merciメルシー beaucoupボクー.　ありがとうございます！」

「よかった……」

「わーい！」

　抱き合って喜ぶルイと鞘香。榊もほっとしたようにため息をつく。梨紗も分かってるのか分かってないのか、周囲につられて笑っている。

　そんな四人に、科長は懐かしい想い出を回想するように話しかけた。

「鷹取澪みおは、かつて私の教え子でしてね」

　科長の顔は、いつもの凜りんとした表情ではなく、いつしか、どこにでもいる普通の優しい老女の顔になっていた。

「えっ、澪さんってここの卒業生だったんですか？」

　ルイがびっくりして言う。

「ええ。あなたたちとは違って優等生でしたけどね。結婚した後、夫に先立たれて何かと大変だろうと心配はしていたのです。今回、彼女を助けてくれたことに関しては、私個人としても感謝しています」

「それほどのこともないですよ。人として当然のことをしたまでです」

　ルイは謙けん遜そんしながらも誇ほこらしげに胸を張った。

「本当に感謝しています。感謝していま・す・が──」

　突然鋭くなった口調にルイたちは肩をビクッと震ふるわせた。見ると科長の顔はそれまでの優しい貴き婦ふ人じんから厳しい教育者のそれに変わっている。

「だからといって、あなた方のやったことを全て許したわけではありません！　そもそも退学処分にしなかったのも、あなた方のように普通ではない行動力を持ちながら、それでいて社会人としての規き範はんとモラルを持たない、いわば禽きん獣じゆうに近い人間を当校から追い出せば、決して社会のためにならないということが火を見るより明らかだからです。それでは教育者としての私の義務を果たすことにならないとは思いませんか？」

　科長は、そう問いかけながら、時光たち四人の顔を順々に見てゆく。

「ですから、卒業まで私の管理する聖櫻館という檻おりの中に入れ、外に出ても社会に迷惑のかからないように躾しつけというものを、その弛ゆるみきった性しよう根ねに叩き込んであげます。人は然しかるべき教育を受けて、はじめて人間となるのです。あなたたちも教育のなんたるかをこの学校で理解することになるでしょう。心しなさい。わかりましたか？　返事はどうしました？」

「はい、わかりましたっ！」

　びくっとした時光とルイは直立不動の姿勢をとると、大きな声で返答した。

「よろしい。それと──」

　二人の姿を見て、科長は満足そうにうなずくと、おもむろに鞘香の方へ振ふり返るや否いなや、ひょいと古い紙し幣へいの入ったクリアファイルを取り上げた。

「これは没収します」

「えっ──」

　鞘香が声を上げた。

「金きん鶏けい像ぞうを盗ぬすんだのは、この二人なのに、なんで私の……」

「今回のことは啓けい蒙もう部ぶの連帯責任と認にん識しきしています」

　威い圧あつ的な科長は鞘香に有う無むを言わせなかった。

「そんな……二千万はあるんですよ……」

　鞘香は情けない声を出して、未み練れんがましく恨うらめしそうに大だい黒こく札さつを見る。

「二千万？　それは結構なことですね。ありがたくいただいておきます」

　科長の言葉に、鞘香はなおも不服そうに科長を睨にらんだ。

「なに？　この私に何か文句でも？」

「二千万全部なんて、あんまりですよ……」

　鞘香もささやかながら抵てい抗こうした。

「そうですね。一千万は鷹取夫人の負ふ債さいのために残しておいてあげましょう」

　科長は大黒札一枚をテーブルの上に戻もどした。

「でも、まだ一千万というのは、あまりにも多すぎるんじゃ……」

「なにを言ってるのですか。先日の箱根山の一件で、現場に指し紋もんを残すなんてミスまでやらかした人たちが。私が聖櫻館ＯＢの警察関係者に手を回して証しよう拠この指紋のデータをすり替かえさせていなかったら、今いま頃ごろどうなっていたことでしょうね？」

「じゃあ、僕たちに警察の追つい及きゆうが伸のびなかったのは──」

「それで、一千万なら安い買い物でしょう？」

　科長はしたり顔で言う。

「でも警察の証拠物件をすり替えるなんて、完かん璧ぺきに不正……違い法ほうなんじゃ……」

　思わず鞘香は思ったことを口にしてしまった。

「そういうことでしたら、指紋データを元に戻しておいてもいいですよ、一いち宮みやさん」

「あ……いえ……なんのことでしょうか？　指紋が何か？　最近もの覚えが悪くて──」

　鞘香は慌あわてて聞かなかったふりをした。

「では、この紙幣を売ばい却きやくした代金は全額、学校への匿とく名めい寄付ということになりますが、それでよろしいですね？」

「はい、どうぞ。お納おさめください」

　鞘香は、もう開き直っていた。これだけ弱みを握にぎられていては、どう考えても科長とやりあっても勝ち目はない。

「用事はそれだけです。もらうものももらいましたし、それでは、ごきげんよう」

　そう言って科長がドアに向かって歩きだす──と立ち止まって振ふり返った。

「あっ、そうそう、忘れてました。あなた達の処分を、まだ伝えてませんでしたね」

　科長は思い出したように話を付け加えた。

「えっ!?」

「先日の校内の大切な校内行事である合がつ唱しよう大会の不参加をはじめ、日頃の生活態度の素そ行こう不良に対する処分として榊時光、ルイ・アルフォンス・フランソワ・山やま田だ・ド・サド、一宮鞘香、円えん藤どう梨紗の四名には罰ばつとして予科から高等科まで校内全すべての清せい掃そう作業を命じます」

「そんな──」

　三人の悲痛な叫さけびに、梨紗だけがけたけたと笑う。

「さあ、何をしてるんです。今からやらないと朝までに終わりませんよ」

「Nooonノーン!　もしかして徹てつ夜やでやれとでも？」

「当たり前でしょう。でなければ罰にはなりませんからね？」

　科長は何でもないことのように笑って言う。

　そして、今日も四人は眠ねむれそうになかった。







　　　あとがき







　レブリガン・ド・レコール──Les Brigands de l'école




　こんにちわ。日ひ昌よし晶あきらです

　なんだかんだで、これが〈レブリガン・ド・レコール〉シリーズの第一作にして、僕のミステリー文庫での記念すべき第一作でもあります。

　そういうことなので、まず読者の皆さんが最初に抱いだくであろう疑ぎ問もんに答えておきたいと思います。まず最初に思うのは、これでしょう。

『いったい「レブリガン・ド・レコール」って、どういう意味なんだよ？』

　このタイトルは、お察しの通り英語ではなくフランス語でして、日本語に直訳してしまうと、〈学園の盗賊たち〉とでもいった意味になるでしょうか。それにしても日本語にすると、とたんにマヌケなタイトルになってしまいます。

　日本語のカタカナ表記と実際の発音とはかなり違うので、もし正しいフランス語の発音を追究したいということであれば、「レブひガン・ドゥレコール」と発音してもらうと、ちょっとだけ、ネイティブのフランス語っぽく聞こえますよ。

　日本人の耳にはフランス語の〈ｒ〉の発音は英語とも異なる独自のものでして、日本語の「ラリルレロ」よりも「はひふへほ」のように聞こえます。「ありがとう」の[image: ]merci[image: ]も「メルシー」ではなくて、どちらかというと「メふスィ」と聞こえますので、この本を読み返すことがありましたら、この〈ｒ〉の発音にさえ気を付けて読んでもらえれば、これであなたもフランス通の仲間入りです。

　それからフランス語に並んで今回の物語の特とく徴ちようだったのは、かなり地域限定のローカルなネタを扱っているということです。

　もちろん作品の舞台となっている聖せい櫻おう館かんという学校法人は存在するはずもないですが、聖櫻館の校こう舎しやが建っているはずの東京都新宿区戸山二丁目は実際に存在している地名で、そこには例の箱はこ根ね山やまなんかもあったりしますし、時光たちの暮らす男子寮りようは旧陸りく軍ぐんの戸山學校の集会所址あとにあり、実際には現在、教会の土台の一部として残っています。

　それに、かつて明智小五郎名探偵の有能なる助手、小林少年が怪人二十面相によって拉ら致ち監かん禁きんされた場所も、当時、東洋一を誇っていた戸山の陸軍射撃場（現在は団地と公園になっています）の近くでした。こう考えると、戸山という土地は、なかなかミステリー小説とは因縁深い場所でもあるようです。

　加えて高田馬場から早稲田、戸山、そして新宿界かい隈わいは、僕が大学時代の大半を過ごした個人的に馴な染じみの場所ということもあって、少なからず愛着がある土地柄で、この作品を書いているときにも、ときどき懐なつかしくなることが多々ありました。

　まあ奇き特とくな方や、近くにお住まいの方、旅行などで近くに寄る機会がある方は、登場人物の足そく跡せきを辿たどって、実際に作品に描かれた場所に行ってみるのも面白いかもしれませんね。かといって行ったところで特に面白いところがあるというわけではないですけど、作品の背景というものを直接、肌で感じてもらえるかもしれません。

　しかし、ここで注意しておきたいのは、作中で語られる歴史的背景についても、おおよそ史実に基づいていますが、資料的な価値は全くありません。あまり鵜う吞のみにして友達に話したとき、その間違いを指摘されて馬鹿にされても、当方としては一切責任を持てませんので、ご注意ください。

　それにしても、〈富士見ミステリー文庫〉から出ているのに、このレブリガン・ド・レコールは全然ミステリー小説じゃなかったぞということで、お怒りの読者の方もいらっしゃるかもしれないと思う今日この頃ですが、まあ、ミステリー小説じゃないのにミステリー文庫から刊行されているというところが〈ミステリー〉ということで、ご容よう赦しやください。ミステリーだからといってなにも、いつもいつも殺人事件や猟りよう奇き殺人や惨むごたらしい惨ざん殺さつ体たいの発見で始まるというのも殺さつ伐ばつとしすぎているような気もしますし、正統的なミステリー小説の中に、たまにはこんな感じの作品が混ざっていてももいいじゃないか、シラスの中にときどき混じって入っている小さなゾエア（エビやカニなどの幼生）やイカを見つけると、なんだか得した気分になるのと同じだと思ってもらえたら、作者の僕としても嬉しい限りです。

　それではまた、次回作でお会いしましょう。




　平成壬午　水無月


日昌　晶　　
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今宵こよい、すべての悪あく党とうたちに







日ひ昌よし 晶あきら





[image: ]





平成27年1月13日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Akira Hiyoshi 2002





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ミステリー文庫『レブリガン・ド・レコール　今宵、すべての悪党たちに』平成14年6月30日初版発行















item/image/gaiji-cid8481.png





item/image/p374-p375.jpg
MRS - HRER

FREER MM SBEREE)
BEE | FIIDRGR  JEELSKHE
(TORNE | 2) WREPLLER DM DN

(-S|

W/
wEmEgagy P ot






item/image/cover.jpg
LU -R-La—)b

SHINTOERISBIC

E[=T

T7IIITNE





item/image/gaiji-cid13658.png
Fb

5a





item/image/gaiji-cid13779.png





item/image/gaiji-ookami.png
R





item/image/orikaeshi1.jpg
H
HEM
VELBES

RRBEE. BT 7 VI ITREN
RAEENRER [FROR] TTE21—
SEICDERERNET BICHED, T35V
AEERACD. AXDMEZE VB LIZD.
EERESNET VEREDF —T 123>
ZERID & BHBELZEED. TDM
RIFAXITT,






item/image/gaiji-cid13730.png





item/image/gaiji-ez.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOK>~WALKER





item/image/gaiji-cid21961.png





item/image/gaiji-cid672.png
’”





item/image/gaiji-cid673.png
13





item/image/gaiji-marugo.png





item/image/logo-fan.png





item/image/gaiji-cid13907.png





item/image/p103.jpg
L <oy
//-V«»\V\/
T~

/
7






item/image/gaiji-michi.png
FEH:E





item/image/gaiji-cid14044.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		PROLOGUE



		LEÇON 1　嵐を呼ぶ四人組



		LEÇON 2　TO BE OR NOT TO BE



		LEÇON 3　黄金狂時代



		LEÇON 4　新宿凶騒曲



		LEÇON 5　誰がために鶏は鳴く



		LEÇON 6　箱根山の死闘



		EPILOGUE



		あとがき



		奥付











item/image/p006-p007.jpg
I EBREALE

B — S BB

kP (EFI)






item/image/gaiji-tomite.png





item/image/gaiji-min-u9edb.png
Ar\

o
PAR R






item/image/gaiji-suga.png
i





item/image/gaiji-cid14011.png
>






item/image/gaiji-cid8695.png





item/image/p376-p377.jpg
RN
NZ ¥ § |i[ & _x%
S ) = L
%/ =
y}/ N
fEOF

1, 200%UEQIHRIE-EES,

2, ENLCTVERS,
3, XB. MBOBEAPICRESIT

HELETHAET 3,
Q) Q)
“/ R
/. A b
A ||
R b

chTEBEISIREN ?
MAT=ANTA LS






item/image/gaiji-cid13327.png





